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ংɹɹจ
　蔵王ࢁの๛かなࣗવに恵まれたࢲたちの蔵王町は、大ੲから大変ॅみ良い土地

ͩったのでしΐう。ࢲたちのもとにຒもれている多くの遺跡が、༔ٱの時をこえて

そのことを力づよく物ޠっています。

　蔵王町の北東部にҐ置する円田ຍ地では、平成̔年度に大規模なほ場整備事業が計

画されました。事業の計画区域には多くの遺跡が含まれていたことから、文化財のอ

存についてのٞڠがॏͶられました。この結果、水田となる部分は土によって遺跡

をอ存し、ಓ࿏や水࿏などの事によってやΉをಘͣഁյされる部分について、平成

13 年度より記อ存のための発掘調査を行なうことになりました。

　ຊ書に͓いてօさまにご報告するのは、平成 21 年度に行なった西屋敷遺跡の発掘

調査成果などについてです。ࠓճの調査では、鎌倉 ~ 室町時代の西小屋館をऔり囲Ή

堀跡の一部がは͡めて発掘調査され、土塁と堀でकりをݻめた当時の地域有力者のډ

館であったことがվめて確認されました。館の西側では溝で区画された敷地から多数

の掘立柱建物跡や井戸跡が発ݟされ、西小屋館の館主にえた家臣の屋敷と推定され

ます。これらは、西小屋館跡のྺ࢙తՁを࠶確認するものであるとともに、蔵王ࢁ

にらした当時の人ͼとのらしͿりの一を窺いることのできるوॏな成果で

す。ຊ書にまとめられたֶज़త成果が、くօさまに׆༻され、地域のྺ࢙ղ明の一

ॿとなればいです。

　ほ場整備事業計画のࡦ定と実施にあたっては、宮城県大河原地方ৼڵ事所、蔵王

町土地վ良区、地ݩ地ݖ者のօさまより文化財のอ存と発掘調査実施のごཧղとご

条݅の下、֎でのؾ業員のօさまにはさま͟まな࡞ݩ力をいたͩきました。地ڠ

発掘࡞業にあたっていたͩきました。ごڠ力をࣀりました関֤Ґのօさまにްく৺

よりྱޚਃし্͛ます。

ঝしてܧを町ຽのๅとしてӬく後世に࢈した文化遺後になりましたが、ઌ人の࠷　

いくことは、これからの地域色๛かなまちづくりにはܽかせない大なことでありま

す。ࠓ後とも、町ຽ֤Ґのごཧղとごڠ力を೦ئしてংといたします。

平成 24 年 3 月
蔵王町教育委員会
教育　ࠤ౻ ໜኍ





ྫɹɹݴ

１ɽຊ書は、蔵王町大字小村崎字西屋敷・宮前地内に所在する西屋敷遺跡ほかの緊急発掘調査報告書である。

２ɽຊ遺跡の発掘調査は、経営体育成基盤整備事業（県営ほ場整備事業）に伴う事前調査として行なっ

たものであり、発掘調査から整ཧ࡞業͓よͼຊ書の࡞成にࢸる一࿈の業は、調査原因となった事

業の主体者である宮城県大河原地方ৼڵ事所を委ୗ者、蔵王町をडୗ者とする業委ୗܖ約をక

結し、蔵王町教育委員会が平成 21 年度に発掘調査・基ૅ整ཧ࡞業、平成 23 年度にຊ整ཧ・報告

書࡞成࡞業を実施した。また、҉ڎഉ水設備の施に伴い平成 22 年度に実施した西小屋館跡に͓

ける遺構確認調査の結果についてもຊ書に収した。

３ɽຊ遺跡の発掘調査と整ཧ࡞業は蔵王町教育委員会が主体となり、教育総՝文化財อޢが୲当し

た。৬員体制は下記のと͓りである。

　　教 育 　ࢁ田 　ࠤ　（22~21(）ߛ౻ ໜኍ（)23）

　　教 育 総  ՝ 　大প ๕ᅳ（)21~22）　ߴ 正人（)23）

　　՝  ิ 明（)23）ߒ ౻ࠤ　 正人（)22）ߴ　（21(）　 Ѩ部　ࠤ

　　文化財อޢ　ࠤ౻ ༸一　　主　　事　鈴木 　雅

　　文化財ྟ時৬員　ঙࢠ ળত・զ࠺ な͓み・鈴木（ࢁ戸）ඒ（)21~23）

　　　　　　　　　　中 ༞一（)21）・ᬑ ߳৫（)22~23）

　　発掘調査࡞業員　զ࠺ ӳࢠ・զ࠺ ّീ・զ࠺ ・ઙপ 一・Ѷ立 ਗ਼・市 ߁༤・ଠ田 ٛ・

大প さつき・大ఉ ࢤܚ・Ճ౻ 初ࢠ・Ճ౻ 力・Ճ౻ ༸一・ُ井 ༐ೋ・ࡔ۽ ৴ࢠ・

小杉 ࠤࢠ・後౻ ැඒߐ・小ྛ 四・小ྛ ඒஐࠤ・ࢠ౻ و ౻ࠤ・ࢠඒࢠ・

・ຎཬ恵・ᚸ 一・鈴木 ޫ一・鈴木 य़ ౻ࠤ・ٛ ౻ࠤ・࣏ ౻ࠤ・ࢠর ౻ࠤ

鈴木 উ・ਗ਼ உ・内 ዡࢠ・内 ٻ・田 ݑൟ・ඉޱ 良ࢠ・堀内 ത・

家 次（)21）ࢁ

　　室内整ཧ࡞業員　զ࠺ ӳࢠ・大ఉ ࢤܚ・小杉 ࠤࢠ・小ྛ 四・小ྛ ඒஐو ౻ࠤ・ࢠඒࢠ・

・ࢠ恵 ౻ࠤ・か͓る ౻ࠤ・ए奈 ࠤؠ・༤（)21）߁ ཬӫ（)21~23）・市 ౻ࠤ

দ田 （23~22(）ࢠ

４ɽຊ遺跡の発掘調査͓よͼࢿ料整ཧとຊ書の࡞成にࡍし、Ҏ下のॾ機関・ॾࢯよりごࢦಋ・ごॿݴな

らͼにごڠ力をࣀった。ここに記してਂਙよりँҙを表します。

　　宮城県教育ி文化財อޢ՝・石ࠇ৳一࿕・ૣ ྄հ・ࢁ田 しΐう・٢井 （ܟশུ・五ेԻॱ）

̑ɽຊ発掘調査に͓けるݱ場ࣸਅࡱӨに༻した機材はҎ下のと͓りである。

Χϝラ：/JLPO%100・/JLPO%70T ʗϨンズ：AF-S /*,,03 18-70mm G3.5~4.5( &%

̒ɽ遺物のࣸਅࡱӨは、ঙࢠ ળতが୲当した。ࡱӨに༻した機材はҎ下のと͓りである。

Χϝラ：/JLPO%90 ʗϨンズ：AF M*$30 /*,,03 60mm F�2.8 % ʗスτロϘ：S6/PA, aVUP544 ʗ

赤֎ઢΧϝラ：S0/: M7$-F%7（վ）ʗ赤֎ઢ -&% ラΠτ：A&--&%56 ʗ

ӨιϑτΣΞ：/JLPO $amFra $POUrPM PrP2ࡱ ʗ૾ݱιϑτΣΞ：AEPCF PIPUPTIPQ -JHIUrPPm3 WFr.3.0

̓ɽຊ書にࡌܝした遺構実測ਤのτϨース、画૾ॲཧ、ϨΠΞτには下記のιϑτΣΞを༻した。

AEPCF PIPUPTIPQ6.0・$S4 ʗ AEPCF *MMVTUraUPr10.0・$S4 ʗ AEPCF *O%FTJHO$S4

̔ɽຊ書にࡌܝした遺構実測ਤのτϨース、遺物実測ਤの࡞成͓よͼτϨース、遺物ຊ、遺物ࣸਅࡱ

Ө、ਤ൛ϨΠΞτなどは文化財ྟ時৬員が中৺となり、室内整ཧ࡞業員がこれをॿけた。



̕ɽຊ発掘調査の整ཧ࡞業は、下記の調査員が中৺となり、調査員શ員でٞڠしながらਐめた。

　　遺構：զ࠺ な͓み、土師器・須恵器：ঙࢠ ળত・鈴木 ඒ、木製品：ঙࢠળত、

縄文土器・陶磁器：ᬑ ߳৫、石器：中 ༞一・鈴木 雅・鈴木ඒ、౷ׅ： 鈴木 雅・ঙࢠ ળত

10ɽຊ書のࣥචは調査員શ員のٞڠを経て鈴木 雅がࣥච・編集し、鈴木 ඒがߍ正・র߹を୲当した。

な͓、第 6 ষ第 2 અ 3・4 のࣥචにあたっては、ঙࢠ ળতが遺構の分ੳ・ݕ౼を୲当した。

11ɽຊ発掘調査で出土した遺物͓よͼࣸਅ・ਤ面の記ࢿ料については、蔵王町教育委員会が一ׅし

てӬٱอしている。

ຌɹɹྫ

１ɽຊ発掘調査に͓ける測量原の࠲ඪは、日ຊ測地系に基づく平面角࠲ඪ第ᶠ系による。測量成

果表は第 6 ਤに示した。な͓、方Ґは࠲ඪ北を表している。

２ɽຊ発掘調査では、調査区内に事༻測量基४ߌを基४として 3m άリοドを設定し、東西・南北方

ඪ第ᶠ系に͓࠲ඪに͓ける北は日ຊ測地系に基づく平面角࠲地ہに数字を付した。άリοドの

ける࠲ඪ北を基४として東に 6.3°の方Ґである。

３ɽ第 3 ਤは、5 ສ分の 1 ಓ県土地分ྨ基ຊ調査に͓ける地形分ྨਤʮന石ʯの一部を༻した。

４ɽ第 4 ਤは、国土地ཧӃによる 2 ສ 5 ઍ分の 1 地形ਤのిࢠ国土配৴σーλ͓よͼ日ຊີߴϝοシϡ

ඪߴσーλをもとに෩ܠ $( 成ιϑτΣΞʮΧシϛーϧ࡞ 3%ʯを༻して࡞成した。

̑ɽࣸਅਤ൛ 1-2 は、国土地ཧӃによるۭ中ࣸਅのిࢠ国土配৴σーλの一部を༻した。

̑ɽຊ書で༻した土色の記ड़については、ʮ৽൛ඪ४土色ʯ（小・原 2005）を参রした。

̒ɽຊ書で༻した遺構番号は、遺構種別に関わらͣ調査時に付された࿈続する番号を༻した。

̓ɽຊ書で༻した遺構ུ号はҎ下のと͓りである。

　　̨̗：掘立柱建物跡、̨Ａ：柱列跡、̨ &：井戸跡、̨ ,：土坑

　　̨ %：堀跡・溝跡、̨Ｘ：水溜め状遺構・焼成遺構・性格不明遺構

̔ɽ遺構・遺物実測ਤのॖईは下記の௨りで、それͧれਤ中にスέーϧを付して示した。

　　調査区配置ਤ：1�3000、調査区設定ਤ：1�2000、遺構配置ਤ：1�400

　　掘立柱建物跡・柱列跡：1�100（அ面ਤ：1�60）

　　土坑・井戸跡・焼成遺構：1�60、溝跡・堀跡：1�100・1�200（அ面ਤ：1�60）

　　土器・陶磁器・木製品：1�3、石器：1�1・2�3・1�2・1�3・1�5、金属製品：1�1

̕ɽ遺構அ面ਤに付した土層記表の備考ཝでは、下記のུ号を༻して記ࡌした。

　　（柱掘）：柱穴掘方ຒ土、（柱痕）：柱痕跡、（柱ൈ）：柱材ൈきऔり痕跡、（柱）：柱材りऔり痕跡、

　　（堆）：堆積土、（่）：่落土、（構）：構ங土、（人為）：人為తຒ土（特記ないときはࣗવ堆積土）

10ɽ遺構のઆ明では下記の表記方๏を༻して記ࡌした。

方　　Ґ　（ྫ）北を基४として東に 10 度く：ʮ/ ʖ 10°ʖ &ʯ

ॏ複関　（ྫ）Ａより̗が৽しい：ʮＡˠ̗ʯ、ಉ時機能：ʮA ʹ Bʯ、৽چ不明：ʮＡʵ̗ʯ

柱間ੇ๏　柱痕跡が確認されなかった柱穴は中৺を基४に計測し、（　）付きで示した。

11ɽ遺物観表で、器面調整・Ճの前後関が確認でき、Ａの痕跡より̗の痕跡が৽しい場߹ʮＡˠ

̗ʯ、前後関が不明の場߹ʮＡ・̗ʯのように記ࡌした。また、（　）内の数は存である。

12ɽҾ༻文͓ݙよͼࣥචにあたり参考にした文ݙについては巻末に一ׅしてࡌܝした。



ௐࠪཁ߲

遺 跡 名：ᶃ西屋敷遺跡（宮城県遺跡ొ番号：05196　遺跡記号：̪Ｌ）

　　　　　　　ᶄ西小屋館跡（宮城県遺跡ొ番号：05048　遺跡記号：̪̗）

所 在 地：ᶃ宮城県刈田郡蔵王町大字小村崎字西屋敷・宮前地内

　　　　　　　ᶄ宮城県刈田郡蔵王町大字小村崎字西屋敷地内

発掘調査面積：ᶃ 6,215.5㎡（事前調査分 4024.9㎡、確認調査分 2190.6㎡）

　　　　　　　ᶄ 165㎡（確認調査・ର面積 2,000㎡）

調 査 期 間：ᶃ平成 21 年 4 月 16 日 ~9 月 30 日

ᶄ平成 22 年 12 月 16 日 ~24 日

調 査 原 因：経営体育成基盤整備事業（県営ほ場整備事業）円田 2 期地区区画整ཧ事

調 査 主 体：蔵王町教育委員会　教育　ࢁ田 ߛ

調 査 ୲ 当：蔵王町教育委員会教育総՝文化財อޢ

調 査 員：ࠤ౻ ༸一・鈴木 雅（教育総՝文化財อޢ）

　　　　　　　ঙࢠ ળত・զ࠺ な͓み・ࢁ戸 ඒ（)21~22）・中 ༞一（)21）

調 査 ࢦ ಋ：宮城県教育ி文化財อޢ՝

調 査 ڠ 力：宮城県大河原地方ৼڵ事所・蔵王町土地վ良区・蔵王町小村崎区
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第̍章　Ҩͷ֓ཁ
　第１節　遺跡の位置と地理的環境

　第２節　周辺の遺跡と歴史的環境

第̎章　ௐࠪʹࢸΔܦҢ

第̏章　ௐࠪͷํ๏ͱܦա

第̐章　ௐࠪͷ݁Ռ
　第１節　基本層序

　第２節　発見された遺構と遺物

　　̍ɹ̍۠

　　̎ɹ̎۠

　　̏ɹ̏۠

　　̐ɹ̐۠

　　̑ɹ̑۠

　　̒ɹ̒۠

ɹɹ̓ɹҨ֬ߏೝௐࠪ۠

ɹɹɹɹʢ̍ʣෑҨ

ɹɹɹɹʢ̎ʣখؗ

ɹɹ̔ɹҨ؍ߏද

第̑章　ࣗવՊֶతੳ
　第１節　放射性炭素年代

第 � 章　考察
　第１節　遺物の特徴と編年的位置づけ

　第２節　遺構の特徴と機能時期

　第３節　遺跡の性格

第７章　総括
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蔵王町のҐ置

遺跡のҐ置とप辺の地形

遺跡のҐ置とप辺の遺跡

円田ຍ地प辺の中世城館（鳥ᛌਤ）

測量ਤ・調査区配置ਤگݱ

調査区設定ਤと主ཁな遺構の分

S,94・95・96 土坑、S,96 土坑出土遺物

1 区遺構配置ਤ

S%93 溝跡

S%93 溝跡出土遺物（1）

S%93 溝跡出土遺物（2）　遺構֎出土遺物

2 区遺構配置ਤ

S,104 土坑

SA118a~H 柱列跡・S%117 溝跡

S,120・S,121 土坑出土遺物

S,106・S,119・S,120・S,121・

S,123・S,124・S,128・S,138 土坑

S%107 溝跡

S%101・S%102・S%103・S%105 溝跡

S%107 溝跡出土遺物

S%108・S%109・S%110 溝跡

S%126・S%137 溝跡、S%126 溝跡出土遺物

S%135・S%136・S%212 溝跡、S9115・

S9142・S9143 水溜め状遺構、S%117 溝跡・

S9143 水溜め状遺構・遺構֎出土遺物

3・4 区遺構配置ਤ

SB127 掘立柱建物跡

S,39・S,46 土坑、S%34・S%35・

S%36・S%37・S%38 溝跡

S%214 溝跡、S9145 水溜め状遺構

SB31・SB47 掘立柱建物跡

SB185 掘立柱建物跡

SB186・SB187 掘立柱建物跡

SB215 掘立柱建物跡、SA188・SA191 柱列跡

S&45 井戸跡

S&45 井戸跡出土遺物

S,42 土坑

S%130a・C、S%131 溝跡、S%130a 溝跡出土遺物

S%132・S%133 溝跡

S940・S943・S944・S9134 焼成遺構

遺構֎出土遺物

SB74 掘立柱建物跡

5・6 区遺構配置ਤ

6 区東部・5 区北部掘立柱建物跡群
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第 1 ਤ
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第 4 ਤ
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第18ਤ

第19ਤ
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第22ਤ
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南 北 約 3.5Lm に ͓ よ Ϳ。 ༅  ྲྀ 域 は ࣗ

વఅがະ発ୡで、ຍ地底部に࣪地ଳを

形成して͓り、ຍ地の南側はদとの߹

ྲྀ地にかって։けている。

　円田ຍ地をࡾ方から囲Ή丘陵のうち、

北側から西側にかけてはߴ木丘陵とݺば

れ、蔵王ࢁ系の東部にあたる。東側は

丘陵ࢁく生したѪౠࡉ木丘陵からߴ

と ݺ ば れ る 小 丘 陵 が 南  Ԇ ͼ、 さ ら に

東側の村田ຍ地との地形తなڥքをな

し て い る。 ඪ ߴ は ߴ 木 丘 陵 東  部 で 約

130m、 Ѫ ౠ ࢁ 丘 陵  部 で 約 170m、 ຍ

地南で約 80m である。

　Ѫౠࢁ丘陵はやや急なࣼをもつ丘陵

地で、小規模なによって։ੳされたൺ

の大きいઉ状の小丘陵が࿈続తに࿈ࠩߴ

なっている。ຍ地東ԑに࿈なるこのઉ状

小 丘 陵 ্ に は 南 部 で 中  A 遺 跡、 立 

場遺跡、台遺跡、Ԙ北遺跡などが立地
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　宮城県南部の蔵王࿈ๆ東にҐ置する蔵王町は、東は村田

町と大河原町、西は蔵王࿈ๆをはさΜでࢁ形県、南はന石市、

北は崎町とڥを接する（第 1 ਤ）。町域は東西 23Lm、南北

13Lm で面積は 152.85Lm2 をめ、ւൈඪߴはߴ࠷が西の

ሯ෩ַで 1,825m、࠷が東南部のদとന石の߹ྲྀで

20m を測る。町域の西部が主に蔵王࿈ๆに࿈なるྛࢁ原で、

東部のদྲྀ域と円
ㆆ㇓

田
ㆠ

ຍ地に田Ԃ地ଳが形成されている。西部

は蔵王国定ެԂに含まれ、ԕ刈田Թઘなどが蔵王観ޫの基地と

なっているほか、東部の丘陵部を中৺に果थԂが営まれ、県内

有数の果थ生࢈地となっている。

　西屋敷遺跡は宮城県刈田郡蔵王町大字小村崎字西屋敷・宮前

地内に所在する。蔵王町場の北東約 4.1Lm にҐ置し、円田

ຍ地北西部にあるඪߴ 94m の平なઉ状丘陵্に立地する（第 2・3 ਤ）。

　円田ຍ地はদのྲྀࢧである༅をは͡めとする複数の中小河によって形成されたԭ積地である。

༅はຍ地中ԝ部から東ԑにԊって؇やかにऄ行しながら南ྲྀし、ຍ地प囲の丘陵からはແ数の小規模

ながྲྀ入している。ຍ地は南をのͧくࡾ方を丘陵で囲まれて͓り、ຍ地底面の範囲は東西約 1.2Lm、
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し、北部ではຍ地底面とのൺࠩߴが小さい丘陵末部にं地蔵遺跡、屋敷遺跡などが立地する。一

方、ߴ木丘陵はൺ較తなͩらかなࣼをもち、特にຍ地北部では丘陵部が؇やかにඪߴを͡ݮつつຍ

地中ԝ部までୡしている。ຍ地北西ԑに࿈なるこの平な丘陵্にはຊ遺跡のほか角遺跡、े田遺

跡、ۼ田遺跡、遺跡などが立地し、西ԑの中南部ではਡ๚ؘ前遺跡、હಊ遺跡などが立地する。

　近代Ҏ߱の明࣏ 40 年代ٴͼত 20 年代Ҏ߱に行なわれたߞ地整ཧの結果、遺跡の立地する地形の

多くがফࣦし、円田ຍ地の大半は水田地ଳとなった。特にত 37~38 年のᤵఅվम事とほ場整

備Ҏ߱、ほ΅ݱ在のܠ観が形成された。ߞ地整ཧҎ前の明࣏ 40 年のఇ国地測量部による測量ਤからは、

遺跡の多くが平な丘陵やඍߴ地্のാ地としてར༻されていたことが窺いられる（宮城県教育委員

会 2003）。このため、ݱ在のຍ地底面は地形తな変化にしいܠ観を呈しているが、ຊདྷは遺跡が立地

するඍߴ地と小規模な状の地とが複ࡶに入りΜͩܠ観であったと考えられる。

　ຊ遺跡は、ຍ地西側のߴ木丘陵の部から生し、ຍ地北ԑから南東方にࡉくԆͼるઉ状丘陵্

に立地する。ઉ状丘陵基部の北東側には戸ノ内遺跡、ઌ部の南側には西小屋館跡が隣接し、୩地状地

形をڬΜͩ南西側のઉ状丘陵্には前戸内遺跡、े田遺跡が隣接する。前ड़のߞ地整ཧҎ前の測量ਤ

によれば、西小屋館跡付近はࡾಓ࿏（ཬಓ）の村田ಓと立ಓが分ذする地方ަ௨のཁিであった。
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�� ෑҨ ࢄ ೄจத d ൩ɾݹ
�� ্༿ͷҨ ࢄ ݹ
�� Ҩ࡚ࢁ ࢄ ೄจૣ
�� த༿ͷҨ ࢄ ೄจɾੜɾݹ
�� ׂࢁҨ ࢄ ೄจɾੜ
�� ্َҨ ूམ ੜɾฏ҆ɾதੈ
�� େڮҨ ूམ ೄจޙɾੜɾݹɾฏ҆
�� ށҨ ࢄ ੜɾݹ

�� ༦ݹݪ܈ લํޙԁ
ԁ ݹ

�� ݹਆ社็ݹ ԁ ݹ
�� ѪౠࢁҨ ࢄ ੜ
�� ཱҨ ࢄ ೄจɾੜɾݹ
�� த̗Ҩ ࢄ ੜɾݹɾݹ
�� த̖Ҩ ࢄ ೄจૣɾੜɾݹɾݹ d தੈ
�� ҏݪԼҨ ूམ ݹ
�� ԘҨ ूམ ੜɾݹɾฏ҆
�� Ҩ ɾਫ田ࢄ ੜɾݹɾฏ҆ɾதɾۙੈ
�� ݹ ԁ ݹ
�� தෑݹ ԁ ݹ
�� େࢁҨ ूམ ೄจૣɾੜɾݹલ
�� ෟਆ社ݹ ԁʁ ʁݹ
�� ๛Ҩ ࢄ ݹ
�� ౦ࢁҨ ूམ ೄจૣɾฏ҆
�� Ҩٯ ࢄ ೄจૣɾલ
�� খݪҨ ࢄ ೄจ൩
�� Ҩࢁܽ ࢄ ೄจޙ
�� খؗۂ ؗ தੈ
�� ୶ౡࢁҨ ࢄ ೄจޙɾݹ
�� Ҩࣉଂؠ ࢄ ೄจ൩ɾݹ
�� Ҩݟົ ࢄ ೄจ൩
�� ԼݪҨ ࢄ ೄจத
�� Ҩݪ্ ࢄ ೄจޙ
�� ਗ਼ਫҨ ࢄ ೄจɾੜ
�� લҨ ࢄ ೄจૣɾ൩ɾݹ
�� ീ܋Ҩ ࢄ ೄจޙ
�� ϊҨࢢ ࢄ ੜɾݹ
�� Ҩ ࢄ ೄจૣɾத d ൩ɾੜɾݹ
�� അӽҨ ࢄ ೄจத
�� ന಄ཾݹ ݹ ݹ
�� ेจࣈҨ ࢄ ೄจத
�� Ҩۂ ࢄ ೄจத
�� લҨࣉ ࢄ ೄจதɾޙ
�� ୩Ҩ ࢄ ೄจத d ൩
�� Ӝ̗Ҩ ूམɾࢄ ೄจத d ൩ɾੜɾฏ҆

൪߸ Ҩ໊ छผ ࣌
�� ѪౠࢁҨ ࢄ ೄจલ d ݹɾޙ
�� ӜҨ ूམɾࢄ ೄจૣ d ݹɾੜɾޙ
�� ౦ӜҨ ࢄ ೄจதɾޙɾੜɾݹɾݹ
�� ԼӬ̗Ҩ ࢄ ಸྑɾฏ҆
�� ෟؗ ؗ தੈ
�� ԼӬࢁҨ ࢄ ೄจதɾੜɾݹ
�� ֈҨ ࢄ ੜ

�� ఱԦݹ܈
ఱԦҨ ԁɾࢄ ೄจૣɾதɾੜɾݹɾݹ

�� ্Ҩ ࢄ ೄจதɾੜɾฏ҆
�� Ҩߴ ࢄ ೄจத
�� ̗Ҩߴ ࢄ ೄจ
�� ৌಊࢁҨ ࢄ ೄจதɾޙɾੜɾݹ
�� ̖Ҩۂ্ ࢄ ೄจૣɾੜɾݹ
�� ̗Ҩۂ্ ࢄ ೄจૣ d தɾݹ
�� Ҩ̗ࢁߎ٥ ࢄ ೄจ
�� ڮҨ ࢄ ೄจޙɾੜ
�� ̚Ҩۂ্ ࢄ ೄจલɾத
�� ̙Ҩۂ্ ࢄ ೄจલɾத
�� ̘Ҩۂ্ ࢄ ೄจૣɾத
�� ീ഼ฏҨ ࢄ ೄจલɾதɾݹ
�� ೖࢁҨ ࢄ ೄจલɾੜɾݹ
�� ख̗Ҩ ࢄ ೄจૣɾޙɾݹ
�� ౬̗ࢁࡔҨ ूམ ೄจத d ൩ɾੜ
�� ౬ࢁࡔҨ ࢄ ೄจத d ൩
�� ࠜແ౻Ҩ ࢄ ೄจૣɾ൩ɾݹ
�� ԁ田ೖ̗Ҩ ࢄ ೄจૣɾத
�� ࠜແ౻ؗ ؗ தੈ
�� ԁ田ೖ̘Ҩ ࢄ ೄจ
�� ؗࡔํ࢛ ؗ தੈ
�� ொ৲Ҩ ࢄ ೄจ
�� ຊ௬̖Ҩࡾ ࢄ ೄจૣ
�� ೖ੨Ҩ ࢄ ೄจ
�� தҨࢁ ࢄ ฏ҆
�� ੨Ҩ ࢄ ฏ҆
�� Ҩ̖ࢁ֯ ࢄ ݹ

��� Ҩ̗ࢁ֯ ࢄ ೄจ
��� ຊ௬̗Ҩࡾ ࢄ ೄจɾฏ҆
��� ৽ฒҨ ࢄ ೄจத
��� ஙؗؗ ؗ தੈ
��� ԮͷۼҨ ࢄ ೄจ൩ɾੜ
��� ௗࢁҨ ࢄ ೄจதɾݹ
��� Ֆ१ؗ ؗ தੈ
��� Ҩܧݟ ࢄ ೄจ
��� ീ഼ݹࢁ܈ ԁɾํ ݹ
��� ϲࢢҨ ࢄ ੜɾݹ
��� ͷҨށ ࢄ ೄจૣɾதɾੜɾݹɾฏ҆ɾதੈ
��� હಊݹ ԁ ݹ
��� હಊҨ ࢄ ੜɾݹɾฏ҆
��� Ҩࡔࣉ ࢄ ฏ҆
��� ງͷҨ ूམɾࢄ ೄจɾੜɾݹɾݹ
��� ਗ਼ਫҨ ࢄ ੜɾฏ҆
��� നࢁҨ ूམɾࢄ ੜɾݹ
��� ຊ॓લҨ ूམɾࢄ ೄจૣɾੜɾݹɾதੈ
��� Ҩ ࢄ ݹ
��� ڥҨ ࢄ ೄจૣɾੜɾݹ
��� தҨ ूམɾࢄ ೄจૣɾதɾੜɾฏ҆ɾத d ۙੈ
��� ಊͷೖҨ ࢄ ੜɾݹɾதੈ
��� େ֟Ҩ ࢄ ੜ
��� খߴҨɾܦ௩ ௩ܦɾࢄ ೄจɾੜɾݹɾதੈ
��� ਡ๚ؘҨ ࢄ ੜɾݹ
��� ਡ๚ؘ ؗ தੈ
��� ਡ๚ؘԣุ݀܈ ԣุ݀ʁ ʁݹ
��� ਡ๚ؘલҨ ूམɾࢄ ೄจ൩ɾੜɾݹɾฏ҆
��� ৎҨ ࢄ ݹ

ୈ̎અɹपลの遺跡とྺ࢙తڥ
　蔵王町に͓けるपの遺跡はݱ在 190 か所を数える。その多くは町域の東部に分し、蔵王࿈ๆか

ら生する丘陵部と੨ຑࢁ東部、দྲྀ域と円田ຍ地の平部などに立地する（第 3 ਤ・第 1 表）。

て縄文時代の遺跡は蔵王࿈ݟるまで多数の遺跡が形成されているが、大ུతにࢸ石器時代から近世にچ

ๆの東部からԆͼるߴ木丘陵্と੨ຑࢁ東部のඪߴ 150~250 ̼付近に、弥生時代中期Ҏ߱の遺跡

は円田ຍ地とそのप辺の丘陵辺ԑ部のඪߴ 80~100m 付近に立地するがݟられる。
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　こうした༷૬のҧいは、֓Ͷ当時の人ͼとの生業形ଶの変化に伴うものと考えられる。縄文時代の৯

料֫ಘの場は主に丘陵地にൟໜしたྛであり、弥生時代中期Ҏ߱の৯料生࢈の場は࣪地に࡞られた

水田であったことを示している。後ड़するが、蔵王町内に͓けるҴ࡞の։࢝をཪ付けるものとしては、

֪のѹ痕がある弥生土器片や、ݹ時代の水田跡がある。な͓、縄文時代の集落が࣪地のप辺に࡞

られることはなかったが、平な丘陵と࣪地の入りΜͩ円田ຍ地北部の一ଳは、縄文時代にはङྌの

場としてར༻されていた。Ҏ下、֤時代・時期に͓ける蔵王町प辺の考ֶݹత༷૬を֓観する。

ʢ̍ʣچੴث時代
　宮地区の持地遺跡、మ๒町遺跡、明ਆཪ遺跡、小村崎地区の前戸内遺跡がられている。持地遺

跡ではԫ色ローϜҠ層下部よりナΠϑ形石器が୯ಠ出土し（宮城県教育委員会 1980）、మ๒町遺跡

ではூࠁ形石器が࠾集されている。これらは後期چ石器時代後半期のものと考えられる。明ਆཪ遺跡

ではࡉ石ਕと૦ઌ形ઑ頭器、前戸内遺跡では૦ઌ形ઑ頭器が࠾集されて͓り、後期چ石器時代終末期に

Ґ置づけられる可能性がある。しかし、いͣれも୯ಠ出土ないしは࠾集ࢿ料のため、明確な時期や遺跡

の性格については不明なが多い。な͓、宮地区のೋ屋敷遺跡では石ਕ状ണ片を素材としたナΠϑ形石

器にྨࣅする石器が出土しているが、ຊ地域では縄文時代中期末から後期初頭にかけてࢁ形県פ河ߐ

ྲྀ域の集落からܔ質ทؠ製の石ਕがަқ品としてൖ入されたことが分かって͓り、層Ґతཪ付けを伴わ

ない石ਕ製石器のچ石器としての時期判定にはҙをཁする。

ʢ̎ʣೄจ時代
　期については明確な遺跡が発ݟされていない。प辺地域でもന石市Ԭਂ୩地区のߴ遺跡で૦

ઌ形ઑ頭器が、ಉ大ୋ地区の小ੁ遺跡、戸୩遺跡でہ部磨製石斧が࠾集されている程度で、۩体త

な༷૬は明らかでない。ૣ期の遺跡には宮地区の明ਆཪ遺跡、入̙遺跡、円田地区のख代木遺跡、ࡾ

ຊ௬Ａ遺跡、ԕ刈田地区の北原ඌ遺跡、前期の遺跡には宮地区のๆ遺跡、ീ഼平遺跡、円田地区の入

ࢁࡔ遺跡、౬ࢁ木遺跡、ৌಊߴ遺跡、中期の遺跡には宮地区の্原田遺跡、円田地区のࢁ遺跡、Ѫౠࢁ

̗遺跡、後期の遺跡には宮地区のೋ屋敷遺跡、ࢁ田遺跡、一ຊ木遺跡、円田地区の西浦̗遺跡、൩期

の遺跡には宮地区の下別当遺跡、ئ行寺遺跡、北遺跡、ۂ地区の遺跡などがある。

　ৌಊࢁ遺跡では主に大木̱̔式期の୦穴ॅډ跡 5 ஷ蔵穴、ݢ 23 基、土坑ุ 1 基などが発ݟされ、୦

穴ॅډ跡はஷ蔵穴・柱穴群をڬΉように分していた。౬̗ࢁࡔ遺跡では主に大木̕式期の୦穴ॅډ跡

13 ஷ蔵穴、ݢ 8 基などが発ݟされ、多量の土器・石器と土థが出土している。୦穴ॅډ跡は複式を

伴うもので、ܘ 9m にٴͿ大ܕのものもみられる（ࣸਅ 1）。西浦̗遺跡では後期初頭 ~ 前葉前半期

のஷ蔵穴・掘立柱建物跡群が発ݟされている（蔵王町教育委員会 2011a）。ೋ屋敷遺跡では中期末の୦

穴 ډॅ 跡 5 、ݢ 後 期 初 頭 ~ 前 葉 の 跡 2 基、 土

器ຒ設遺構 4 基、 配石遺構などが発ݟされ、 遺

物แ含層から多量の遺物が出土している（宮城県

教育委員会 行寺遺跡では൩期の۶ં土ئ。（1984

集されている。遺跡では大ಎ࠾がۮ B$~$1

式期の土器ຒ設遺構や弥生時代初頭の࠶ุと、

そのप囲にހ状に配置された掘立柱建物跡群が発

されている（宮城県教育委員会ݟ 2010）。

　遺跡の分状گをみると、ૣ期の遺跡は小規模

なものが多く、ߴ木丘陵から੨ຑࢁ東部にかけ ࣸਅ �ɹ౬̗ࢁࡔҨୈ̏BɾC ߸୦݀ॅډʢେ � ʣظࣜ
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ての範囲に在し、ԕ刈田地区からന石市Ԭਂ୩地区にかけての不ࢁ東部にまとまった分域

を形成する。前期の遺跡数はやや少なくなるが、ߴ木丘陵্と੨ຑࢁ東部に在する。中期から後期

にかけてはߴ木丘陵্に大きな集落が形成され、集中తな遺跡分域となっている。一方、੨ຑࢁ東

部では後期になると多くの集落が形成され、൩期までܧ続する大規模な集落がみられる。

　このように、時期による分域のҠಈと、ඍ地形બのࢤ性に変化はݟられるものの、縄文時代の

͓よそ１ສ数ઍ年間を௨してຊ地域に͓ける当時の人ͼとの生׆の中৺は蔵王ࢁ東部からԆͼるߴ木

丘陵্と、੨ຑࢁ東部にあったとݴって良い。な͓、円田ຍ地北部の小村崎地区にある角遺跡、原

遺跡、平地区の中遺跡などでは縄文時代のものと考えられる落とし穴状土坑が確認され、࣪地に

面した平な丘陵部がङྌの場としてར༻されていたことが分かっている。

ʢ̏ʣੜ時代
　縄文時代൩期からܧ続する宮地区の北遺跡、ۂ地区の遺跡、これに後続するຟ形囲式期の

遺跡には宮地区のๆ遺跡、円田地区のਗ਼水遺跡、西浦遺跡、Ԙ地区のહಊ遺跡、東ࠜ地区の立

場遺跡、円田式期の遺跡には東ࠜ地区の大ڮ遺跡、Ԙ地区の台遺跡、্遺跡、Ԙ北遺跡、小村崎

地区の遺跡、円田地区の西浦遺跡、ेࡾ௩式期の遺跡には東ࠜ地区のѪౠࢁ遺跡、立場遺跡、ఱ王

。遺跡、Ԙ地区のఱ王遺跡、平地区の赤্َ遺跡などがあるࢁ式期の遺跡には東ࠜ地区のѪౠࢁ

ࣸਅ �ɹԁా۠ग़ᰍᆵ

　ຟ形囲式期Ҏ前の遺跡は、遺跡などのように縄文時代൩期の立地

を౿ऻしながら、一部円田ຍ地पԑ部の丘陵に立地している。円田式期に

なると円田ຍ地पԑ部に急にల։し、遺跡数も急૿する。遺構が調査さ

れたྫはօແであるが、Ҵ࡞がड容されたと考えるのにे分な変化とݴえ

る。円田地区ではҏ東৴༤（1955）ࢯによるʮ円田式ʯ໋名のඪࣝࢿ料

となったᰍᆵが出土している（ࣸਅ 式期にࢁ௩式期からఱ王ࡾे。（2

かけてはこうしたྲྀれをҾき͙ܧ一方、Ѫౠࢁ遺跡のようにඪߴのߴい丘

陵্に立地する遺跡もݟられる。な͓、遺跡（円田式、蔵王町教育委員

会 2005）、大ڮ遺跡（ఱ王ࢁ式、宮城県教育委員会 1980）で出土した土

器片の表面には֪のѹ痕が観されている。

ʢ̐ʣݹ時代
　前期（Ԙז式期）の遺跡には東ࠜ地区の大ڮ遺跡、ҏ原下遺跡、円田地区の堀の内遺跡、中期（南

小ઘ式期）の遺跡には小村崎地区の遺跡、ۼ田遺跡、東ࠜ地区の中Ａ遺跡、台遺跡があるが、後期（ॅ

ࣾ式期）の遺跡は明ྎには確認されていない。ߴ௩ݹには宮地区の明ਆཪݹ、東ࠜ地区の༦原ݹ

ࣸਅ �ɹాۼҨ 4*��� ୦݀ॅډʢೆখઘࣜظʣ

群、็ݹਆࣾݹ、Ԙ地区のહಊݹ、ఱ

王ݹ、西ݹ、中屋敷ݹ、ീ഼ݹࢁがある。

時代の遺跡は弥生時代の立地を౿ऻし、円ݹ　

田ຍ地पԑ部に集中する。前期の大ڮ遺跡、ҏ原

下遺跡は宮城県内に͓けるԘז式ݹ࠷ஈ֊（宮

城県教育委員会 1980）、 中Ａ遺跡は南小ઘ式

ஈ֊の遺跡としてられ、当֘地域がप辺にݹ࠷

ઌۦけて৽しい文化ཁ素をड容したことが窺える

（蔵王町教育委員会 2007）。角遺跡ではԘז式

期、立場遺跡ではԘז式・南小ઘ式期、ۼ田遺
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跡（ࣸਅ 3）などでは南小ઘ式期の୦穴ॅډ跡が調査されている。前期の堀の内遺跡では、後北 $2-%

式にҐ置づけられる続縄文土器が出土し（蔵王町教育委員会 1997）、北方地域との関性が窺われる。

　また、ຍ地をऔり囲Ή丘陵্に多くのߴ௩ݹがஙかれている。็ݹਆࣾݹは主࣠ 38m、༦

原 1 号は主࣠ 57m の前方後円（౻ 2000）、હಊݹはܘ約 30m の円で、ྠが࠾集さ

れている。明ਆཪݹはত 31 年に発掘調査され、ڽփؠ板石を༻いた箱式石が確認されている。

ࣸਅ �ɹҨग़ثʢ� ࠒதلੈ d �ʢנฏݢʣɾޙ લʣلੈ

ࣸਅ �ɹेాҨࡐญ۠ըೆ౦۱ʢ� ࠒதلੈ d ʣޙ

ʢ̑ʣݹ代
　飛鳥・奈良・平安時代の遺跡として 100 か所

Ҏ্がられ、このうち発掘調査が行なわれた遺

跡としては宮地区のೋ屋敷遺跡、ෟ地区の東ࢁ

遺跡、Ԙ地区のԘ北遺跡、円田地区の堀の内

遺跡、平地区のۼ田遺跡、遺跡、赤্َ遺跡、

小村崎地区の戸ノ内遺跡、角遺跡、े 田遺跡、

前戸内遺跡などがある。また、ݱ在その所在を確

認できないが平地区のਡ๚ؘԣ穴ุ群がある。

　当֘期の遺跡は円田ຍ地प辺に多く分する一

方、町東部の丘陵部のい範囲に分するよう

になり、生׆領域が֦大したことが窺われる。近

年の調査成果を֓観すると、े田遺跡では 7 世

紀中頃 ~ 後半の材木ญによる区画施設を伴う集落

跡（ࣸਅ 4、蔵王町教育委員会 2011E・F）、角

遺跡では̔世紀前半頃の大溝による区画施設を伴

う集落跡を確認した（蔵王町教育委員会 2008）。

遺跡では̔世紀前半の多լ城建期 （奈良時

代初頭） にҐ置づけられるݢ平瓦が࠾集されて

いるのをは͡め、 大ܕの掘立柱建物跡と材木ญ

ࣸਅ �ɹৎѨଫདྷ૾࠱ʢ��ੈلɾอণࣉʣ

による区画施設が確認されて͓り、 ᦰ関࿈施設が営まれていた可能性がある （ࣸਅ 5、 蔵王町教

育 委 員 会 2005）。 こ れ ら の 集 落 で は、 当 時 の 在地土師器とは異なる特徴を持つ関東系土師器をอ有

して͓り、角遺跡では関東ܕΧϚドをもつ୦穴ॅډ跡も確認されている。関東系土師器はۼ田遺跡、

堀の内遺跡などでも出土している（蔵王町教育委員会 1997・2009a・2011C）。

　また、前戸内遺跡ではᦰ෩に配置された平安時代の掘立柱建

物跡群が確認され、書土器が出土している（蔵王町教育委員会

2009D）。東ࢁ遺跡では、平安時代の୦穴ॅډ跡と土器溜遺構が

確認され、փᬵ陶器、స༻ݛのほか、書土器が多量に出土して

いる（宮城県教育委員会 1981）。

　このほか、平地区にݱ存するৎѨ弥ଫདྷ૾࠱（ࣸਅ 6、

県ࢦ定文化財）は平安時代末期の࡞෩とされ、Ѩ弥ଫདྷを৴ڼ

し東北֤地に立したとされるԞभ౻原ࢯとの関性が窺われ

る。また、ৎѨ弥ଫಊがあったとされる平字ৎ地区には、

Ѩ弥ଫಊの参ಓ杉ฒ木として২えられた杉のうち一ຊがݱ生し、

平弥ଫの杉（県ࢦ定ఱવ記೦物）とݺばれている。
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ʢ̒ʣதੈ
　城館跡に宮地区の宮城館跡、ࢁ家館跡、館の

小屋館跡、円田地区のۂ地区のۂ、城跡ࢁ

Ֆ१館跡、୨村館跡、小村崎地区の西小屋館跡、

ฌӴ館跡、平地区のਡ๚ؘ館跡、平館跡、

ෟ地区のෟ館跡などがあり、町東部の丘陵

্に多くの城館がஙかれている（第 4 ਤ）。また、

家館跡に隣接する持地遺跡では掘立柱建物ࢁ

跡群に伴ってৗ系陶器、അ۩、మ鈴、ࢠな

どが出土し、鎌倉 ~ 南北朝時代の࢜の屋敷地

と考えられている（宮城県教育委員会 1980）。

館のࢁ城跡に隣接する੨遺跡では掘立柱建物

跡群が確認され、館と一体తに機能した施設の

可能性がࢦఠされている（蔵王町教育委員会

2009C）。小村崎地区のे田遺跡では多数の ୈ � ਤɹԁాຍपลͷதੈؗʢௗᛌਤʣ

西
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屋
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平沢館跡
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城
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山
家
館
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宮
城
館
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曲
竹
小
屋
館
跡

দ
　　　

ԁ 田 ຍ 

ന ੴ ຍ 

ന   ੴ   

ന   ੴ   

矢附館跡

N

掘立柱建物跡と井戸跡、溝跡などが確認され、鎌倉時代の屋敷地と考えられている。

　このほか、宮地区のئ行寺遺跡は中世 ~ 近世の寺Ӄ跡と推定されている。安Ӭ෩土記にʮ小角॑

期には四ेീ࠷をडけてޢのอࢯ行寺跡ʯとあり、ʮ宮ຊ࿇蔵寺書出ʯによればԞभ౻原ئ೭ࢁ

を有したという。また、前ड़のന頭ཾݹには、文࣏の（1189）でݯཔ朝܉に౼ちऔられた౻

原国ߧの遺֚をຒしてீったとのઆがり、部にはന頭ཾ大明ਆのが建てられている。

ʢ̓ʣۙੈҎ߱
　小村崎地区のं地蔵遺跡では掘立柱建物跡、区画溝跡、水場遺構などが確認され、近世の有力者層の

屋敷地の一部と考えられる（蔵王町教育委員会 2006）。ҏୡ家家臣のߴ家がഈ領した平地区の平

ཁ跡は後世のվ変で遺構がݱ存しないが、ߐ戸期のֆਤにຊؙ・ೋのؙ・水堀と、南側に۶ંする大

खがݟえ、小規模ながらも近世城ֲのような構が窺える。また、ԕ刈田地区のؠ崎ࢁ金۸ᅿでは戦国

末期には࠾掘が։࢝されていたとみられ、ߐ戸初期には仙台ൡ主ҏୡ家の໋により࠾掘されていた。

ߐ）宮地区の刈田ྮਆࣾຊ఼、（戸中期ߐ）存する近世の建物としては、平地区の日٢ਆࣾຊ఼ݱ　

戸中期、県ࢦ定文化財）、ۂ地区のզ࠺家ॅ（ࣸਅ 定ॏཁ文化財）、小村崎地区ࢦ戸中期、国ߐ、7

のԞ平家ॅ（ߐ戸後期、町ࢦ定文化財）などがある。日٢ਆࣾはߴ家の領地ସえの時にҏୡ郡より

ભ࠲され、刈田ྮਆࣾは刈田郡総कとしてന石城主片倉家のอޢをडけた。

ࣸਅ �ɹզ࠺Ոॅʢๅྐྵ �  <����  > ஙʣݐ

　また、近世にはԞभ֗ಓが宮地区を௨り、さら

に宮॓から分かれてӬ॓、Ԑඓ॓を経༝し、四

方ಕ、୩ಕをӽえてࢁ形ࢸるӋ前֗ಓが௨っ

ていた。平地区にはӋ前֗ಓのݹಓの一部がอ

存され（چӋ前֗ಓอ存地区）、ൡ時代の֗ಓ

のܠ観をࠓにえている。

　近代の遺構としてはԕ刈田地区のԕ刈田製మ所

時代࣏は明ߴ跡などがある。ԕ刈田製మ所ߴ

後期に建設されたもので、近代製మ遺構としては

国内で།一、基ૅ部分がݱ存している。
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第̎章　ௐࠪʹࢸΔܦҢ

　蔵王町北東部の円田ຍ地にがる水田地ଳをରとした経営体育成基盤整備事業（県営ほ場整備事

業）では、ত 63 年度にຍ地南部（円田１期地区）の事業計画がࡦ定され、ಉ年にຒ蔵文化財อ存ڠ

ٞが実施された。この結果をडけ、ಉ年から平成２年度にかけて事業実施区域内に存在するຒ蔵文化財

แ蔵地の遺構確認調査͓よͼ事前調査が宮城県教育ி文化財อޢ՝により実施された（宮城県教育委員

会 1989・1990・1991）。一方、ຍ地中・北部（円田 2 期地区）の事業計画は平成 8 年度にࡦ定され、

平成 12 年度には事業年次計画がఏ示された。約 1,325,000㎡にٴͿ大な事業実施༧定区域には多数

のຒ蔵文化財แ蔵地が含まれていたことから、平成 8 年度より文化財อޢ側の宮城県教育委員会、蔵

王町教育委員会と原因者側の宮城県大河原地方ৼڵ事所、蔵王町土地վ良区の四者によるຒ蔵文化財

อ存ٞڠが։࢝された。

　平成 11 年度のٞڠに͓いて事業実施区域内に͓けるຒ蔵文化財แ蔵地のৄࡉな分調査がඞཁであ

るとの判அがなされたことをडけて、平成 12 年度に蔵王町教育委員会が分調査を実施した結果、प

のຒ蔵文化財แ蔵地の範囲が大きくがることが判明した。この結果を基にٞڠ࠶を実施し、ຒ蔵文

化財แ蔵地がഁյされる面積をできるͩけ少なくするよう事業計画を大෯にݟすことがܾ定した。平

成 13 年度には大河原地方ৼڵ事所より、水田͓よͼാ地となる部分については、地下の遺構をอޢ

するようదٓ土を行なうとともに、װઢಓҎ֎の࡞業༻ಓ࿏についてはະฮの࠭རಓとして事前

調査ରとなるഁյ範囲をできるͩけݮ少させるݟしҊがఏ示され、߹ҙにୡした。

　平成 13・14 年度には宮城県教育ி文化財อޢ՝と蔵王町教育委員会によって事業実施区域内の遺構

確認調査が実施された（宮城県教育委員会 2002・2003）。平成 12 年度の分調査で遺物の分が確認

された範囲を中৺とした෯約 2m のτϨンν 333 か所、計 11,669㎡の調査により、事業実施区域内の

遺構の分状گが明らかとなった。この結果を౿まえたٞڠにより、遺構の存在する部分については基

ຊతに土によるݱ状อ存を行ない、計画田面が遺構面よりも下がる土部分と、ಓ࿏・水࿏の建設に

伴って遺構面が掘される部分について事前調査を実施すること、ಓ࿏のうちະฮの࠭རಓとする計

画で遺構面に掘がٴばない範囲については確認調査を実施した্で土によるݱ状อ存とすること

がܾ定した。平成 14 年度には事業実施区域のうち県ಓの南側部分を平成 15・16 年度に、北側部分を

平成 17~21 年度にॱ次施する事業計画がఏ示され、これにઌ立って平成 15 年度に南側部分を、平成

17~20 年度に北側部分をରとする計 14 遺跡の事前調査計画がࡦ定された。な͓、その後の事業計画

しなどにより、北側部分の調査年度については平成ݟ 23 年度までԆすることで߹ҙした。

　蔵王町教育委員会は宮城県教育ி文化財อޢ՝のڠ力をಘて、遺跡、ۼ田遺跡（南部）、৽城館跡（)15・

16 年度、蔵王町教育委員会 2005）、ं地蔵遺跡、屋敷遺跡、原遺跡、্葉の木遺跡、中葉の木

遺跡（)17 年度、蔵王町教育委員会 2006）、角遺跡（)18・19 年度、蔵王町教育委員会 2008）、戸

ノ内遺跡（)19・20 年度、蔵王町教育委員会 2009a）、ۼ田遺跡（北部、)20 年度、蔵王町教育委員会

2011C）、े田遺跡（)19・20 年度、蔵王町教育委員会 2011E・F）の発掘調査を実施してきた。

　ຊ書で報告するのは、平成 21 年度に実施した西屋敷遺跡の事前調査と確認調査、͓よͼ҉ڎഉ水設

備の施に伴い平成 22 年度に実施した西小屋館跡の確認調査の結果である。

　な͓、このほかに前戸内遺跡（)20・21 年度）、үϲࡔ遺跡（)21 年度）、角・原遺跡（集落ಓ部分、

)23 年度）の発掘調査を実施している。これらについては、平成 24 年度までにॱ次発掘調査報告書を

。行してຊ事業計画にかかわる遺跡の事前調査を終ྃする計画となっているץ
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第̏章　ௐࠪͷํ๏ͱܦա

　ຊ遺跡は、円田ຍ地西側のߴ木丘陵の部から生し、ຍ地北ԑから南東方にࡉくԆͼる平な

ઉ状丘陵্に立地する。西小屋館跡の西辺を区画する土塁の西側にҐ置している。遺跡のگݱはാ地͓

よͼ水田で、地表面に遺物のࢄがݟられた。

　平成 8 年度に։࢝された県営ほ場整備事業計画に伴うຒ蔵文化財อ存ٞڠ（事業主側：宮城県大河

原地方ৼڵ事所・蔵王町土地վ良区、文化財อޢ側：宮城県教育委員会・蔵王町教育委員会）に͓い

てຊ遺跡範囲のほ΅શ域が事業計画範囲に含まれることが判明したため、遺跡範囲に͓ける遺構分状

と遺構面ਂ度のѲをతとした໖ີな遺構確認調査を平成گ 14 年度に実施した。

　この結果、南東方に؇くࣼするઉ状丘陵の南西側平ୱ面（東西約 200m、南北約 300m、ඪߴ約

93~99m）のうち西小屋館跡に隣接する南東部で中世に属する可能性のある掘立柱建物跡 6 棟Ҏ্のほ

か、溝跡 38 条、井戸跡 1 基、土坑 6 基などが確認された。また、西小屋館跡の西辺土塁の西側隣接地

で大溝が確認された。堆積土から中世陶器が出土し、西小屋館跡の堀に૬当するものと༧された。

　平成 17 年度には࠷終తな事業設計Ҋがఏ示され、田面となる部分は原ଇとして土によって遺構面

をอޢし、ࢭΉをಘͣ土が発生するಓ࿏・水࿏の༧定範囲について事前調査を実施して文化財อޢ๏

্ඞཁなા置としての記อ存をਤるという基ຊ方で߹ҙにୡした。

　ຊ遺跡の事前調査については、平成 21 年度に業委ୗܖ約（委ୗ者：宮城県大河原地方ৼڵ事所、

डୗ者：蔵王町）をక結し、実施するӡͼとなったものである。

　発掘調査は、ಓ࿏・水࿏の整備によって遺構面が平される範囲をରとしたものである。遺跡範囲

西屋敷遺跡 西小屋館跡

ࣸਅ �ɹෑҨɾখؗԕܠʢೆ͔Βʣ ࣸਅ �ɹෑҨۙܠʢ� ۠पลɺೆ͔Βʣ

ࣸਅ ��ɹද۷ۀ࡞ʢ� ۠ʣ

西屋敷遺跡

西小屋館跡

ࣸਅ ��ɹҨ֬ߏೝۀ࡞ʢ� ۠ʣ
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内に計画された水࿏・࡞業ಓ༧定地に 1~6 区を設定し、ॱ次調査を実施した（第 5 ਤ）。確認した遺構

のうち、事で掘のٴばない範囲（主に࡞業ಓ༧定地）については遺構の分状گを記するにཹ

め、事によるഁյを໔れない範囲（主に水࿏༧定地）について遺構のਫ਼査を実施した。調査期間は平

成 21 年 4 月 16 日 ~9 月 30 日までの約 5.5 か月間をཁした。調査面積は、事前調査分約 4024.9㎡、確

認調査分約 2190.6㎡の߹計約 6,215.5㎡にٴΜͩ。

　発掘調査ではॏ機による表土আڈの後、ख࡞業による遺構確認と遺構ਫ਼査を行なった。確認した遺構

は掘立柱建物跡 43 棟、柱列跡 26 条、井戸跡 8 基、土坑 33 基、堀跡 1 条、溝跡 62 条、水溜め状遺構

4 基、焼成遺構 13 基、性格不明遺構 2 基、柱穴多数である（第 6 ਤ）。ຊ発掘調査の測量基४は࡞

業ಓ計画࿏ઢ্にଧ設された事༻基४ߌを機ց設置͓よͼ方Ґࢹ४として༻し、測量基४ઢに

ୈ � ਤɹگݱଌྔਤɾௐࠪ۠ஔਤ

ࣸਅ ��ɹҨߏͷਫ਼ࠪʢ� ۠ʣࣸਅ ��ɹҨߏͷਫ਼ࠪʢ� ۠ʣ
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ୈ � ਤɹௐࠪ۠ઃఆਤͱओཁͳҨߏͷ
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໊ ,BM-36 ,BM-37 ,BM-67
ඪߴ )�100.309m )�101.472m )�99.974m
۠ � ਫ४ڃ � ਫ४ڃ � ਫ४ڃ

平行・ަする３̼άリοドを設定した（第 6 ਤ）。ਤ面についてはτーλϧステーシϣンを༻いて設

定した 3m άリοドをར༻してすてख実測で࡞成し、遺構はඞཁにԠ͡て 1�20 ॖईの平面ਤ・அ面

ਤを࡞成した。また、σδλϧ一؟ϨϑΧϝラ͓よͼ 35mm ϞノクローϜϑΟϧϜを༻いて、ඞཁに

Ԡ͡て遺構のݕ出状گと土層அ面、掘状گ、遺物の出土状͓گよͼ調査区શܠなどの記ࣸਅをࡱӨ

した。σδλϧσーλについては %7%-30M に記してอした。出土遺物は調査区͓よͼ遺構、出土

層Ґ別にऔり্͛た。

　調査期間中の平成 21 年 6 月 13 日にはॅຽけの発掘調査成果ֶݟ会を։࠵し、町ຽ͓よͼ県内ݚ

者など約ڀ 50 名の参Ճがあった。ֶݟ会ではຊ遺跡（5 区）のほか、ฒ行して発掘調査をਐめていた

前戸内遺跡（2 区）の発掘調査ݱ場と出土遺物をެ։して調査成果の֓ཁをઆ明した。
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ࣸਅ ��ɹൃ۷ௐࠪՌֶݟձ ࣸਅ ��ɹൃ۷ௐࠪՌֶݟձ

ࣸਅ ��ɹҨ࣮ଌࣸۀ࡞ਅ ��ɹҨ࣮ߏଌۀ࡞ʢ� ۠ʣ

　また、平成 22 年度にはຊ遺跡東側に隣接する西小屋館跡の水田で҉ڎഉ水設備の施計画が示され

たことをडけ、計画地約 2,000㎡をରに確認調査を実施した。調査は平成 22 年 12 月 16 日 ~24 日に

実施し、෯約 1.6m のτϨンν 10 か所、計 165㎡の調査で館跡南辺を区画する堀跡などを確認した。

　整ཧ࡞業は平成 21 年度に当֘年度調査成果の基ૅ整ཧのための業委ୗܖ約をక結し、平成 21 年

11 月 2 日 ~ 平成 22 年 3 月 25 日の約 5 か月間の程で実施した。ຊ遺跡の調査成果については出土遺物の

ચড়と記、接߹とम෮の࡞業を実施したほか、ਤ面とࣸਅなどの記ྨの基ૅతな整ཧ࡞業を実施した。

また、S963・65・66・71 焼成遺構出土炭化物の一部について、ג式会ࣾՃ器分ੳڀݚ所に委ୗして

放射性炭素年代測定を実施した。

　平成 23 年度には平成 19~21 年度調査成果のຊ整ཧのための業委ୗܖ約、͓よͼ平成 20・21 年度

調査成果のຊ整ཧとຊ書の࡞成のための業委ୗܖ約をక結し、平成 23 年 5 月 11 日 ~ 平成 24 年 3 月 23

日の約 10.5 か月間の程で実施した。ຊ遺跡の調査成果については出土遺物の実測とࣸਅࡱӨ、遺物実

測ਤ・遺構ਤτϨース、͓よͼຊ書のࣥච・編集と印刷・製ຊを実施した。

　遺構ਤについては、ख実測で࡞成したਤ面をΠϝーδスΩϟナとϏοτϚοϓ画૾編集ιϑτΣΞ

を༻いてσδλϧ画૾化し、調査員が࡞成した遺構調書を参রしながらύιコン内でϕクτϧ画૾編集

ιϑτΣΞを༻いてσδλϧτϨースを行なった。遺物については、ચড়の後に記を行ない、可能

なݶり接߹とम෮を行なった্で遺物調書を࡞成し、遺物の性格と存状گなどにԠ͡て実測ਤあるい

はຊを࡞成した。遺物の実測ਤについてはすてख࡞業により࡞成し、τϨースਤについてはख࡞業

͓よͼσδλϧτϨースにより࡞成した。実測ਤの࡞成が終ྃした遺物については、σδλϧ一؟Ϩ

ϑΧϝラを༻いてࣸਅࡱӨを行なった。

　Ҏ্の経աを経て࡞成した遺構・遺物調書をもとにࣥචしたຊ文と、遺構・遺物のࣸਅ・ਤ面のϨ

ΠΞτ͓よͼ編集࡞業を %5P ιϑτΣΞを༻いて実施し、ຊ書の印刷・製ຊをྃした。
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ୈ � දɹجຊং

層名 土性 性格 層ް 備考
ᶗ層 色シϧτࠇ 表土・࡞ߞݱ土 15~25Dm
ᶘ層 色シϧτࠇ 土࡞ߞچ・表土چ 10~30Dm 近世 ~ 近代の陶磁器片を含Ή
ᶙ層 色シϧτࠇ 　փࢁ色Րࠇ 20~40Dm 代ݹ ~ 中世の遺構掘り込み面
ᶚ層 色シϧτ҉ Ҡ層 20Dm
ᶛ層 ԫ色೪土 ԫ色ローϜ 30~40Dm
ᶜ層 ന色೪土 水成堆積 30~50Dm
ᶝ層 փ質シϧτڽ 崎スコリΞ（;a-,X） 20~40Dm 2.6~3.1 ສ年前
ᶞ層 ന色೪土 水成堆積 20Dm~ ࠭をࣼަラϛナ状に含Ή

第̐章　ௐࠪͷ݁Ռ

ୈ̍અɹجຊং
　調査区により立地条݅と土層の堆積状گにҧいがݟられるが、基ຊ層ংはᶗ ~ ᶞ層に大別される。ᶗ

層は表土ないしは࡞ߞݱ土で、層ްは 15~25Dm 程度である。ᶘ層はچ表土ないしは࡞ߞچ土で、層ް

は 10~30Dm 程度である。近世 ~ 近代の陶磁器片などを含Ή。ᶙ層はࠇϘクとশされるࠇ色Րࢁփ土で、

層ްは 20~40Dm 程度である。丘陵ࣼ面部に堆積し、ࣼ面下部では複数の࠶堆積層を形成する。ᶚ層は

ᶙ層下部とᶛ層্部に形成されたҠ層で、層ްは 20Dm 程度である。ᶛ層はԫ色ローϜ層で、層ް

は 30~40Dm 程度、ᶜ層はന色೪土層で、層ްは 30~50Dm 程度である。ᶝ層はԐؠとশされるڽփ質シ

ϧτで、層ްは 20~40Dm 程度である。崎スコリΞ層（板֞ 1981）に૬当するとみられる。ᶞ層は࠭

をࣼަラϛナ状に含Ήന色೪土層で、層ްは 20Dm Ҏ্である。

　調査区内ですての層ংを確認した地はなく、͓࡞ߞよͼ平などによりᶗ層またはᶘ層の下で

ᶙ層より下Ґの層を確認した地が多かった。遺構はᶙ層্面あるいはᶚ ~ ᶝ層の平面で確認した。

Ҏ্の状گを考ྀすれば、確認した遺構の多くがຊདྷはᶙ層্面から掘り込まれたものと考えられる。

ୈ̎અɹ発͞ݟΕた遺ߏと遺
　確認した遺構は、掘立柱建物跡 43 棟、柱列跡 26 条、井戸跡 8 基、土坑 33 基、堀跡 1 条、溝跡 62 条、

水溜め状遺構 4 基、焼成遺構 13 基、性格不明遺構 2 基、柱穴多数である。遺構はすての調査区で確

認された。東側に西小屋館跡が隣接する 5 区から 6 区東部では、西小屋館跡に伴うとみられる堀跡の

ほか、複数時期にわたる区画溝跡と掘立柱建物跡を主体とする遺構群が特にີ集して確認された。

　遺物は主に井戸跡、土坑、溝跡などの遺構から出土し、中世陶磁器、近世陶磁器、ロクロ土師器、土師器、

須恵器、かわらけ、瓦質土器、木製品、金属製品、弥生土器、石器などがある。中世陶磁器は堀跡・溝

跡、ロクロ土師器は井戸跡・土坑、土師器は溝跡からややまとまって出土した。中世陶磁器は 13 世紀

後半 ~15 世紀前半頃（中世前半）、ロクロ土師器は 9 世紀中頃（平安時代前半）、土師器は 7 世紀末 ~8

世紀初頭頃（飛鳥時代終末 ~ 奈良時代初頭）、須恵器は 8 世紀初頭頃、9 世紀中頃のものがある。出土

遺物のम෮後総量は遺物収ೲコンテナ（44 ʷ 60 ʷ 15Dm）で 12 箱分である。

　出土した遺物の特徴と出土状گ、放射性炭素年代測定結果などから、確認した遺構は 7 世紀末 ~8 世

紀初頭頃（飛鳥時代終末 ~ 奈良時代初頭）、9 世紀中頃（平安時代前半）、13 世紀後半 ~15 世紀前半頃（中

世前半）、16 世紀頃（中世後半）にҐ置づけられるものがある。このうち、主体をめるのは 5 区から

6 区東部で確認した 13 世紀後半 ~15 世紀前半頃の区画溝跡と掘立柱建物跡を主体とする遺構群である。

　Ҏ下、発ݟされた遺構と遺物について調査区ごとにৄड़する。



第４ষ　調査の結果

14

̍ɽ̍ ۠

　遺跡範囲の北西部にҐ置し、丘陵にԊって東西

50m、南北 100m の範囲にԆͼる෯ 2~7m の調査区で

ある。調査区内は南西かって؇やかにࣼする。

遺構確認面はݱ地表面からਂさ 15~40Dm のᶛ ~ ᶜ層

্面である。遺構は土坑 4 基、溝跡 3 条を確認した（第

8 ਤ、ࣸਅਤ൛ 2）。

ʢ̍ʣ土
ʲS,94 土坑 （r第 7 ਤ、ࣸਅਤ൛ 2）

ʤҐ置ʥ1 区南部ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥS,94 ʹ S%93

ʤ規模・形状ʥS%93 溝跡の底面に掘られている。平

面形が࣠ 116Dm、࣠ 99Dm のପ円形を呈し、அ

面形はਂさ 63Dm のٯ台形を呈する。底面は皿状にۼ

Μでいる。

ʤ堆積土ʥԫ色ローϜϒロοクを含ΉΦリーϒࠇ色

೪質シϧτで、ࣗવ堆積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ堆積土から磁器ുが出土した。内֎面に

మᬵを施している。

ʲS,95 土坑 （r第 7 ਤ、ࣸਅਤ൛ 2）

ʤҐ置ʥ1 区南部ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥS,95 ʹ S%93

ʤ規模・形状ʥS%93 溝跡の底面に掘られている。平面

形が࣠ 75Dm、࣠ 62Dm のପ円形を呈し、அ面形は

ਂさ 21Dm の皿形を呈する。底面は皿状にۼΜでいる。

ʤ堆積土ʥ2 層にࡉ分される。1 層はԫ色ローϜཻを

ごく少量含Ήࠇ色シϧτ、2 層はП 3~5Dm のを少

量含Ήࠇ色࠭で、いͣれもࣗવྲྀ入土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS,96 土坑 （r第 7 ਤ、ࣸਅਤ൛ 2・27）

ʤҐ置ʥ1 区南部ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥS,96 ʹ S%93

ʤ規模・形状ʥS%93 溝跡の底面に掘られている。平面

形が࣠ 62Dm、࣠ 60Dm のུ円形を呈し、அ面形は

ਂさ 97Dm のٯ台形を呈する。底面はԜತがݟられる。

ʤ堆積土ʥ่落のため࡞ਤできなかったが、2 層にࡉ

分される。1 層は࠭・小を多量に含Ήࠇ色࠭、

2 層は࠭・小を含Ήࠇ色࠭質シϧτで、いͣれも

ࣗવྲྀ入土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ堆積土からݹ銭（Ӭ௨ๅ、第 7 ਤ 1）、

陶器、瓦質土器、మ鎌、మ釘、Ԏ、不明銅製品が出

土した。陶器は、ᙈまたはᆵがあり、いͣれもփᬵ

を施す。瓦質土器は器種が不明で内面に炭化物の付ண

がݟられる。Ԏは銅製のأट部分である。不明銅製

品はബい銅板を状に成形している。

ʲS,141 土坑 （r第 8 ਤ、ࣸਅਤ൛ 2）

ʤҐ置ʥ1 区中ԝ部ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥS%140 ˠ S,141

ʤ規模・形状ʥ平面形が࣠ 160Dm、࣠ 90Dm の不

整ପ円形を呈する。ະਫ਼査である。

S,96 土坑  A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ ࠭ ࠭・小を多量に含Ή
2 10:32�2 ࠇ ࠭質シϧτ ࠭・小を含Ή㻮 㻮䇻㻥㻣㻚㻡㻜㼙

㻝㻞

㻿

㻿㻷㻥㻡

0 2m

S = 1/�0

㻭

㻝
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ୈ � ਤɹ4,��ɾ��ɾ�� ɺ4,�� ग़Ҩ

S,94 土坑　A-A�　
/P. 土色 土性 備考
1 7.5:3�1 Φリーϒࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή

S,95 土坑　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻをごく少量含Ή
2 10:32�2 ࠇ ࠭ П 3 ～ 5Dm のを少量含Ή

0 �Fm

S=1/1

/P� Ҩ໊ߏ Ґ छྨ
๏ྔʢNNɾHʣ

ଘ ొ録 ࣸਅ
ܘ ް ॏ

� 4,�� ଯੵ Ӭ௨ሞ ���� ��� ��� ܗ ��� ����
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ʤ堆積土ʥ確認面はП 1Dm Ҏ下の焼土ϒロοク・炭化

物片を含Ήࠇ色シϧτで、ࣗ વ堆積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʢ̎ʣߔ跡
ʲS%93 溝跡 （r第 8~11 ਤ、ࣸਅਤ൛ 2・27・28）

ʤҐ置ʥ1 区ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥS%93 ʹ S,94・S,95・S,96

ʤ規模・形状ʥ丘陵にԊってややऄ行しながら南

北 方  に Ԇ ͼ る。  さ 115.60m を 確 認 し、 さ ら に

調査区֎の南北Ԇͼている。南側は 3 区西で確

認した S%197 溝跡と接続している可能性がある。্

෯ 69~228Dm、 底 ෯ 10~125Dm で、 ԣ அ 面 形 は ਂ さ

10~70Dm のٯ台形・皿形を呈する。

ʤ堆積土ʥ4 層にࡉ分される。࠭・を多く含Ήࠇ色シ

S%93 溝跡  A-A�ɼB-B�ɼ$-$�ɼ%-%�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 質土ۉ
2 10:32�2 ࠇ ࠭質シϧτ ཻ࠭を多量に含Ή　П 3 ～ 8Dm のを少量含Ή
3 10:32�2 ࠇ シϧτ質࠭ П 1 ～ 15Dm の、࠭を多量に含Ή
4 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻをごく少量含Ή
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　遺跡範囲の西部にҐ置し、東西 130m、南北 48m

の範囲にＬ字形にԆͼる෯ 2~15m の調査区である。

調査区内は東かって؇やかにࣼする。遺構確認

面はݱ地表面からਂさ 15~20Dm のᶛ ~ ᶜ層্面であ

る。遺構は柱列跡 7 条、土坑 9 基、溝跡 14 条、水溜

め状遺構 3 基、ࢄອに分する柱穴跡群を確認した（第

12 ਤ、ࣸਅਤ൛ 2・3）。

ʢ̍ʣபྻ跡
ʲSA118a~H 柱列跡 （r第 14 ਤ、ࣸਅਤ൛ 4）

ʤҐ置ʥ2 区東部ʗ東؇ࣼ面

ʤॏ複ʥSA118a ʵ C ʵ D ʵ E ʵ F ʵ G ʵ H

ʤ֓ཁʥS%117 溝跡の東側にԊって確認した柱列跡群

で、a~H の 7 列が確認できる。2~4 間の規模が確認でき、

総 3.00~11.36m である。柱穴はいͣれも小規模で、

柱痕跡が確認されたものはごく少数であることから、

ଧち込みߌを主体とするࡤ列と考えられる。

ʲSA118a 柱列跡 （r第 14 ਤ、ࣸਅਤ൛ 4）

ʤ規模・形状ʥ南北 4 間（総 8.80m）

ʤ方ʥ/-3°-8

ʤ 柱 穴 ʥ5 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

16~20Dm、࣠ 13~18Dm のପ円形・不整ପ円形を呈し、

ਂさ 10~31Dm である。柱痕跡は確認されなかった。

ʤ柱間ੇ๏ʥ北から（210）-（235）-（220）-（215）Dm

ϧτ～シϧτ質࠭で、いͣれもࣗવྲྀ入土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ堆積土から磁器皿（第 10 ਤ 2）・角小皿（第

10 ਤ 1）・（第 10 ਤ 5）・（第 10 ਤ 4）・֖ （第

10 ਤ 6）、陶છ付とみられる皿（第 10 ਤ 3）、磨製

石斧（第 11 ਤ 1）が出土した。磁器皿（第 10 ਤ 2）

はං前17）࢈ 世紀末 ~18 世紀前半）のくらわΜかखで、

内֎面にછ付、ಁ明ᬵを施し、ߴ台付にれ࠭が付

ணしている。֎面は文である。角小皿（第 10 ਤ

1）は込またはං前࢈のന磁で、内面にܕԡし、ಁ

明ᬵを施しߴ、 台はష付による。ݟ込は文である。

（第 10 ਤ 5）はං前17）࢈ 世紀末 ~18 世紀後葉）

で、内面にಁ明ᬵ、֎面にછ付、ಁ明ᬵを施し、ߴ台

付にれ࠭が付ணしている。ߴ台内は角Ӕ文であ

る。（第 10 ਤ 4）は戸・ඒೱ19）࢈ 世紀前

葉 ~ 中葉）で、内֎面にછ付、ಁ明ᬵ、ޱ৶部にࡺޱ

を施す。֎面は߳ࢯݯ文である。֖（第 10 ਤ 6）は

֎面にછ付、ಁ明ᬵ、内面にಁ明ᬵを施す。陶છ付

とみられる皿（第 10 ਤ 3）はං前17）࢈ 世紀末 ~18

世紀前半）で、内֎面にછ付、ಁ明ᬵを施す。֎面に

込は五หՖ文である。磨製石斧（第ݟ、ઢを施文しݍ

11 ਤ 1）は色片ؠまたは࠭ؠ製でѥ円を素材と

する。पԑからのଧܸによるണ成形の後、Ꮟଧによ

る整形を施し、ݚ磨によって্͛ている。基部に

原面を置し、Ꮟଧ・ݚ磨の痕跡はണ面のਂ部に

はٴばない。ਕ部྆面にਕこ΅れがݟられる。

　このほか、確認面・堆積土から須恵器ᆀ・ᙈ、磁器

皿・小皿・角小皿・ྠՖ皿・ു・・ା物・急須・急

須֖・土ළ֖・行平֖・Ꭼു、陶છ付ା物、మ鎌、

砥石、石ݛ、ണ片などが出土した。須恵器ᆀはճసࢳ

りによる底部のりし後に࠶調整を施さない。ᙈ

は内面に格ࢠ文Ξテ۩痕、֎面に平行λλΩがݟら

れる。磁器皿は戸・ඒೱ࢈（明࣏Ҏ߱）、はං前

のくらわΜかख（17࢈ 世紀末 ~18 世紀前半）、戸・

ඒೱ࢈、小૬അ18）࢈ 世紀）、内֎面印൛（明࣏Ҏ

˘台内にʮ˘質陶磁器ʯʮߴ、（߱ LVTVJʯのࠁ印がݟ

られるもの、角小皿はං前19）࢈ 世紀前半）、急須 ・֖

行平֖は大堀૬അ19）࢈ 世紀）、ു はං前17）࢈ 世紀）

のものがある。砥石はڽփؠ製、石ݛは೪板ؠ製、ണ

片はทؠ製である。

ʲS%139 溝跡 （r第 8 ਤ、ࣸਅਤ൛ 2）

ʤҐ置ʥ1 区中ԝ部ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ南北方にހ状にԆͼる。さ 2.30m

を確認し、さらに調査区֎の南北Ԇͼている。্෯

50~60Dm である。ະਫ਼査である。

ʤ堆積土ʥ確認面はۉ質なࠇ色シϧτで、ࣗવ堆積

土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS%140 溝跡 （r第 8 ਤ、ࣸਅਤ൛ 2）

ʤҐ置ʥ1 区中ԝ部ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥS%140 ˠ S,141

ʤ規模・形状ʥ南北方にހ状にԆͼる。さ 12.00m

を確認し、さらに調査区֎の南北Ԇͼている。্෯

40~100Dm である。ະਫ਼査である。

ʤ堆積土ʥ確認面はۉ質なࠇ色シϧτで、ࣗવ堆積

土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʢ̏ʣ遺ߏ֎ग़土遺
　表土から石鏃（第 11 ਤ 2）が出土した。ܔ質ทؠ

製のԜ基ແܪ石鏃で、྆面にԡѹണによる調整を施

す。ઌ部を被熱による焼けは͡けでܽଛする。
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ʤ出土遺物ʥなし

ʲSA118C 柱列跡 （r第 14 ਤ、ࣸਅਤ൛ 4）

ʤҐ置ʥ２区東部ʗ東؇ࣼ面

ʤ規模・形状ʥ南北 2 間（総 5.00m）

ʤ方ʥ/-3°-8

ʤ 柱 穴 ʥ3 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

24~28Dm、࣠ 18~19Dm のପ円形・不整ପ円形を呈し、

ਂさ 13~25Dm である。1 か所で平面形がܘ 13Dm

の円形を呈する柱痕跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥʥ北から（260）-（240）Dm

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSA118D 柱列跡 （r第 14 ਤ、ࣸਅਤ൛ 4）

ʤҐ置ʥ２区東部ʗ東؇ࣼ面

ʤ規模・形状ʥ南北 2 間（総 6.33m）Ҏ্

ʤ方ʥ/-0°

ʤ 柱 穴 ʥ3 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

13~23Dm、࣠ 9~21Dm のପ円形・不整ପ円形を呈し、

ਂさ 6~19Dm である。2 か所で柱材のൈきऔり痕跡を

確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ北から（325）-（308）Dm

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSA118E 柱列跡 （r第 14 ਤ、ࣸਅਤ൛ 4）

ʤҐ置ʥ２区東部ʗ東؇ࣼ面

ʤ規模・形状ʥ南北 7 間（総 11.36m）Ҏ্

ʤ方ʥ/-2°-8

ʤ 柱 穴 ʥ8 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

10~23Dm、࣠ 10~20Dm のପ円形・不整ପ円形を呈し、

ਂさ 7~22Dm である。柱痕跡は確認されなかった。

ʤ柱間ੇ๏ʥ北から（160）-（155）-（140）-（168）

-（164）-（164）-（185）Dm

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSA118F 柱列跡 （r第 14 ਤ、ࣸਅਤ൛ 4）

ʤҐ置ʥ２区東部ʗ東؇ࣼ面

ʤ規模・形状ʥ南北 3 間（総 7.07m）Ҏ্

ʤ方ʥ/-3°-&

ʤ 柱 穴 ʥ4 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

15~27Dm、࣠ 11~17Dm のପ円形・不整ପ円形を呈し、

ਂさ 10~22Dm である。柱痕跡は確認されなかった。

ʤ柱間ੇ๏ʥ北から（246）-（245）-（216）Dm

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSA118G 柱列跡 （r第 14 ਤ、ࣸਅਤ൛ 4）

ʤҐ置ʥ２区東部ʗ東؇ࣼ面

ʤ規模・形状ʥ南北 2 間（総 5.44m）Ҏ্

ʤ方ʥ/-6°-&

ʤ 柱 穴 ʥ3 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

22~24Dm、࣠ 20Dm のପ円形・不整ପ円形を呈し、

ਂさ 19~34Dm である。柱痕跡は確認されなかった。

ʤ柱間ੇ๏ʥ北から（274）-（270）Dm

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSA118H 柱列跡 （r第 14 ਤ、ࣸਅਤ൛ 4）

ʤҐ置ʥ２区東部ʗ東؇ࣼ面

ʤ規模・形状ʥ南北 2 間（総 3.00m）

ʤ方ʥ/-2°-8

ʤ 柱 穴 ʥ3 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

17~22Dm、࣠ 8~14Dm のପ円形・不整ପ円形を呈し、

ਂさ 7~19Dm である。柱痕跡は確認されなかった。

ʤ柱間ੇ๏ʥ北から（145）-（155）Dm

ʤ出土遺物ʥなし

ʢ̎ʣ土
ʲS,104 土坑 （r第 13 ਤ、ࣸਅਤ൛ 3）

ʤҐ置ʥ2 区西部ʗ東؇ࣼ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ平面形が࣠ 140Dm、࣠ 40Dm の不

整方形を呈し、அ面形はਂさ 12Dm の皿形を呈する。

底面は皿状にۼΜでいる。

ʤ堆積土ʥ2 層にࡉ分される。1 層はԫ色ローϜϒロο

ク・ཻを少量含Ήࠇ色೪質シϧτ、2 層はന色೪土

ϒロοクを主体とするփ色೪質シϧτである。1 層

はࣗવ堆積土、2 層は人為తຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS,106 土坑 （r第 16 ਤ）

ʤҐ置ʥ2 区西部ʗ東؇ࣼ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ平面形が࣠ 104Dm、࣠ 74Dm のପ

円形を呈し、அ面形はਂさ 31Dm のᎬു形を呈する。

底面は皿状にۼΜでいる。

S,104 土坑　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを少量含Ή
2 10:34�1 　փ ೪質シϧτ ന色೪土ϒロοク主体

ୈ �� ਤɹ4,��� 
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S%117 溝跡  A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 質土ۉ
2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻをごく少量含Ή
3 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを含Ή
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SA118D 柱列跡　P1  B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻをごく少量含Ή　（柱ൈ）
2 10:33�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SA118C 柱列跡　P1　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱ൈ）
2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを多量に含Ή　（柱痕）

SA118D 柱列跡　P2  $-$�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱ൈ）
2 10:33�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）
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ʤ堆積土ʥԫ色ローϜϒロοクを含Ήփ色࠭質シ

ϧτで、ࣗવ堆積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS,119 土坑 （r第 16 ਤ、ࣸਅਤ൛ 4）

ʤҐ置ʥ2 区西部ʗ東؇ࣼ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ平面形が࣠ 90Dm、࣠ 80Dm の円

形を呈し、அ面形はਂさ 10Dm の皿形を呈する。底面

は皿状にۼΜでいる。

ʤ堆積土ʥ焼土・炭化物・ԫ色ローϜཻ、ڽփؠ片

を含Ήࠇ色೪質シϧτで、ࣗવ堆積土と考えられる。

S,120・121・123・124 堆積土とྨࣅする。

ʤ出土遺物ʥ確認面から土師器ᙈが出土した。

ʲS,120 土坑 （r第 15・16 ਤ、ࣸਅਤ൛ 28）

ʤҐ置ʥ2 区西部ʗ東؇ࣼ面

ʤॏ複ʥS%105 ˠ S,120

ʤ規模・形状ʥ平面形が࣠ 90Dm、࣠ 60Dm の不

整ପ円形を呈し、அ面形はਂさ 4Dm の皿形を呈する。

底面は皿状にۼΜでいる。

ʤ堆積土ʥ焼土・炭化物・ԫ色ローϜཻ、ڽփؠ片

を含Ήࠇ色೪質シϧτで、ࣗવ堆積土と考えられる。

S,119・121・123・124 堆積土とྨࣅする。

ʤ出土遺物ʥ確認面からかわらけ皿（第 15 ਤ 1）、堆

積土から土師器が出土した。かわらけ皿（第 15 ਤ 1）

は内面のޱԑ部にϤコナσ調整の後、体部にナσ調

整、֎面の体下部にϔラέズリ調整を施す。

ʲS,121 土坑 （r第 15・16 ਤ、ࣸਅਤ൛ 28）

ʤҐ置ʥ2 区西部ʗ東؇ࣼ面

ʤॏ複ʥS,121 ˠ S%126

ʤ規模・形状ʥ平面形がさ 109Dm、෯ 100Dm のପ

円形を呈し、அ面形はਂさ 15Dm の皿形を呈する。底

面は皿状にۼΜでいる。

ʤ堆積土ʥ2 層にࡉ分される。1 層はڽփؠ片・ന色

೪土ཻを含Ήࠇ色೪質シϧτ、2 層は焼土ཻを含Ήࠇ

色೪質シϧτで、いͣれもࣗવ堆積土と考えられ

る。2 層は S,119・120・123・124 堆積土とྨࣅする。

ʤ出土遺物ʥ確認面から土師器ᆀ（第 15 ਤ 2）が出土した。

体部が内ኪし、ޱԑ部が֎する。内面の調整は磨໓に

より不明で、֎面の体部にϔラέズリ調整を施す。

ʲS,123 土坑 （r第 16 ਤ）

ʤҐ置ʥ2 区西部ʗ東؇ࣼ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ平面形が࣠ 100Dm、࣠ 84Dm の不

整形を呈し、அ面形はਂさ 8Dm の皿形を呈する。底

面はԜತがݟられる。

ʤ堆積土ʥ焼土ϒロοク・炭化物ཻを多く含Ήࠇ色

シϧτで、ࣗવ堆積土と考えられる。S,119・120・

121・124 堆積土とྨࣅする。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS,124 土坑 （r第 16 ਤ）

ʤҐ置ʥ2 区西部ʗ東؇ࣼ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ平面形が࣠ 100Dm、࣠ 85Dm の۱

ؙ方形を呈し、அ面形はਂさ 29Dm のٯ台形を呈する。

底面はԜತがݟられる。

ʤ堆積土ʥԫ色ローϜϒロοク、小・࠭を多量に

含Ήࠇ色೪質シϧτで、 人為తຒ土と考えられる。

S,119・120・121・123 堆積土とྨࣅする。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS,128 土坑 （r第 16 ਤ、ࣸਅਤ൛ 4）

ʤҐ置ʥ2 区西部ʗ東؇ࣼ面

ʤॏ複ʥS,128 ˠ S%126

ʤ規模・形状ʥ平面形が࣠ 80Dm、࣠ 60Dm の۱

ؙ方形、அ面形がਂさ 23Dm のٯ台形を呈するとみら

れる。底面は平ୱである。

ʤ堆積土ʥ2 層にࡉ分される。ന色೪土ϒロοク・ཻ

を含Ήࠇ色・ࠇ色೪質シϧτで、いͣれも人為తຒ

土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS,138 土坑 （r第 16 ਤ）

ʤҐ置ʥ2 区中ԝ部ʗ東؇ࣼ面

ʤॏ複ʥなし
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S,138 土坑  A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを含Ή
2 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを多量に含Ή

S,119 土坑  A-A�
/P. 土色 土性 備考

1 10:32�1 ࠇ ೪質シϧτ
焼土ཻを土坑ԑに多量に含Ή
炭化物・ԫ色ローϜཻ、ڽփؠ片を含Ή
S,120・S,121・S,123・S,124 とྨࣅ

S,120 土坑  A-A�
/P. 土色 土性 備考

1 10:32�1 ࠇ ೪質シϧτ
焼土ཻを土坑ԑに多量に含Ή
炭化物・ԫ色ローϜཻ、ڽփؠ片を含Ή
S,119・S,121・S,123・S,124 とྨࣅ

S,121 土坑  A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ ೪質シϧτ 片・ന色೪土ཻを含Ήؠփڽ
2 10:33�1 ࠇ ೪質シϧτ 焼土ཻを含Ή  S,119・S,120・S,123 とྨࣅ

S,123 土坑  A-A�
/P. 土色 土性 備考

1 10:33�2 ࠇ シϧτ 焼土ϒロοク・炭化物ཻを多量に含Ή
S,119・S,120・S,121・S,124 とྨࣅ

S,124 土坑  A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・小・࠭を多量に含Ή

S,128 土坑  A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:31.7�1 ࠇ ೪質シϧτ ന色೪土ϒロοクを含Ή　（人為）
2 10:33�1 ࠇ ೪質シϧτ ന色೪土ϒロοク・ཻを含Ή　（人為）
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S,106 土坑  A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:34�1 փ ࠭質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή
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ʤ規模・形状ʥ平面形が࣠ 80Dm、࣠ 30Dm のପ

円形を呈し、அ面形はਂさ 29Dm の皿形を呈する。底

面はԜತがݟられる。

ʤ堆積土ʥ2 層にࡉ分される。1 層はԫ色ローϜཻ

を含Ήࠇ色シϧτ、2 層はԫ色ローϜཻを多量に

含Ήࠇ色シϧτである。1 層はࣗવ堆積土、2 層は

人為తຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʢ̏ʣߔ跡
ʲS%101 溝跡 （r第 18 ਤ）

ʤҐ置ʥ2 区西部ʗ東؇ࣼ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ؇やかにހをඳきながら東西方にԆ

ͼる。さ 7.00m を確認し、さらに調査区֎の東西

Ԇͼている。東側は 2 区中ԝ部で確認した S%136 溝

跡と接続している可能性がある。্෯ 30~51Dm、底෯

18~38Dm で、ԣஅ面形はਂさ 4~9Dm の皿形を呈する。

ʤ堆積土ʥԫ色ローϜϒロοク・ཻを含Ήࠇ色೪質

シϧτで、ࣗવ堆積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS%102 溝跡 （r第 18 ਤ）

ʤҐ置ʥ2 区西部ʗ東؇ࣼ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ北西から南東方にઢతにԆͼる。

さ 7.60m を確認した。্ ෯ 40Dm、底෯ 10~25Dm で、

ԣஅ面形はਂさ 7~12Dm の皿形を呈する。

ʤ堆積土ʥԫ色ローϜཻを少量含Ήࠇ色೪質シϧ

τで、ࣗવ堆積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS%103 溝跡 （r第 18 ਤ）

ʤҐ置ʥ2 区西部ʗ東؇ࣼ面

ʤॏ複ʥS%103 ˠ S%105

ʤ規模・形状ʥ東西方にઢతにԆͼる。さ 8.40m

を確認した。্෯ 26~34Dm、底෯ 11Dm で、ԣஅ面

形はਂさ 3~10Dm のٯ台形を呈する。

ʤ堆積土ʥԫ色ローϜཻを少量含Ήࠇ色シϧτで、

ࣗવ堆積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS%105 溝跡 （r第 18 ਤ）

ʤҐ置ʥ2 区西部ʗ東؇ࣼ面

ʤॏ複ʥS%103 ˠ S%105 ˠ S,120・S%126

ʤ規模・形状ʥややऄ行しながら南北方にԆͼる。

さ 15.00m を確認し、さらに調査区֎の南北Ԇͼ

ている。西側の一部に張り出しを持つ。্෯ 226Dm、

底෯ 27~80Dm、ਂさ 16~37Dm で、ԣஅ面形は北半部

でٯ台形、南半部で形を呈する。

ʤ堆積土ʥ2 層にࡉ分される。1 層は焼土・ԫ色ロー

Ϝཻを含Ήࠇ色೪質シϧτ、2 層はԫ色ローϜϒ

ロοクを多量に含Ήࠇ色೪質シϧτである。1 層は

ࣗવ堆積土、2 層はࣗવ่落土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ堆積土から土師器ᙈが出土した。

ʲS%107 溝跡 （r第 17・19 ਤ、ࣸਅਤ൛ 4・29）

ʤҐ置ʥ2 区東部ʗ東؇ࣼ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ大きくऄ行しながら南北方にԆͼる。

さ 13.70m を確認し、さらに調査区֎の南北Ԇͼ

ている。東側 1.0~1.9m にԊうように S%108 溝跡がԆ

ͼ て い る。 ্ ෯ 130~295Dm、 底 ෯ 20~84Dm で、 ԣ

அ面形はਂさ 46~54Dm の形を呈する。

ʤ堆積土ʥ5 層にࡉ分される。1~3 層はԫ色ローϜ

ϒロοク・ཻ、ന色೪土ཻ、炭化物ཻ、小を含Ήࠇ

色・ࠇ色೪質シϧτ、4・5 層はԫ色ローϜ・ന
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S%107 溝跡  A-A�
/P. 土色 土性 備考

1 10:32�1 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή
炭化物ཻをごく少量含Ή

2 10:31.7�1 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻをごく少量含Ή　ۉ質土
3 10:33�1 ࠇ ೪質シϧτ ന色೪土ཻをۃめて多量に含Ή　下部にཻ࠭を含Ή
4 10:34�1 փ ೪質シϧτ ԫ色ローϜ・ന色೪土ϒロοクを含Ή　（่）

5 10:33�4 ҉ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή
ཻ࠭を少量含Ή　（่）
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S%101 溝跡  A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを含Ή

S%105 溝跡  A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ ೪質シϧτ 焼土・ԫ色ローϜཻを含Ή
2 10:33�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（่）

S%102 溝跡  A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή
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S%103 溝跡  A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή
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0 10cm

S=1/3

/P� Ҩ໊ߏ Ґ छྨ छث ໘ௐɾಛث
๏ྔʢDNʣ

ଘ ొ録 ࣸਅ
ܘޱ ఈܘ ߴث
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3

4

1
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色೪土ϒロοク・࠭を含Ή҉色・փ色೪質シϧτ

である。1~3 層はࣗવྲྀ入土、4・5 層は壁ࡍの่落

土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ堆積土্層から土師器ᆀ（第 19 ਤ 1・2）・

ᆀ（第ߴ 19 ਤ 5）・ᙈ（第 19 ਤ 6）、須恵器ߴ台付ᆀ

（第 19 ਤ 4）、堆積土から土師器ᆀ（第 19 ਤ 3）・ᙈ

（第 19 ਤ 7）が出土した。土師器ᆀは有ஈؙ底ᆀで内

面にࠇ色ॲཧを施すもの（第 19 ਤ 2）と、内面がϤ

コナσ調整で্͛られ、ࠇ色ॲཧを施さないもの（第

19 ਤ 1）、ແஈؙ底ᆀで内面がϤコナσ調整で্͛

られ、ࠇ色ॲཧを施さないもの（第 19 ਤ 3）がある。

第 19 ਤ 2 は平底෩のؙ底で֎面の体部下にஈを持

ち、ޱԑ ~ 体部が内ኪؾຯに֎する。内面にϔラϛ

ΨΩ調整ˠࠇ色ॲཧを施し、֎面の体部にナσ調整、

底部にέズリ調整を施す。第 19 ਤ 1 は平底෩のؙ底

でܘޱにめる底ܘのׂ߹が大きい盤状を呈する。֎

面の体部下にஈを持ち、ޱԑ ~ 体部が内ኪؾຯに֎

ԑޱする。内面の ~ 体部にϤコナσ調整、底部にナ

σ調整を施し、ࠇ色ॲཧを施さない。֎面はޱԑ ~ 体

部にϤコナσ調整、底部にϔラέズリ調整を施す。第

19 ਤ 3 は体部が内ኪし、ޱԑ部が立ؾຯに֎す

る。内面のޱԑ ~ 体部にϤコナσ調整を施し、ࠇ色ॲ

ཧを施さない。֎面はޱԑ部にϤコナσ調整ˠ体部に

ϔラέズリ調整を施す。ߴᆀ（第 19 ਤ 5）は٭部が

ീ字状に։く。٭部内面にϔラέズリ調整、֎面の

部にϤコナσ調整ˠ柱状部にϔラέズリ調整を施す。

˙࣫状ృບ

色付ண物ࠇ˙
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ᙈ（第 19 ਤ 6）はᰍ部が立し、ޱԑ部が֎する。

֎面のᰍ部にஈを持たない。内面のޱԑ ~ 部にナσ

調整、֎面の部にϋέϝ調整ˠޱԑ部にϤコナσ調

整を施す。第 19 ਤ 7 は内底面にナσ調整、֎底面に

ϔラέズリ調整を施し、内֎面に࣫状ృບが付ணして

いる。須恵器ߴ台ᆀ（第 19 ਤ 4）はീ字状に։く

いߴ台を持ち、体部が内ኪしޱԑ部が֎する。内֎

面ロクロナσ調整ˠ内面体下部にナσ調整を施す。内

֎面のޱ৶部と内底面にࠇ色付ண物がݟられる。ޱԑ

部内面に磨໓がݟられる。

　このほか、堆積土から土師器ᆀ・ᙈ、ロクロ土師器

ᆀが出土した。土師器ᆀは有ஈؙ底のものとແஈؙ底

のものとがあり、いͣれも内面にࠇ色ॲཧを施す。ロ

クロ土師器ᆀは内面にࠇ色ॲཧを施し、ճసࢳりに

よる底部のりし後にख持ちϔラέズリ調整を施す

ものがある。
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S%109 溝跡  A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを含Ή
2 10:34�3 にͿいԫ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（人為）

S%110 溝跡  A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（人為）

S%108 溝跡　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 2.5:4�1 ԫփ ࠭ 質土ۉ
2 2.5:3�2 ࠇ ࠭ 質土ۉ
3 10:33�1 ࠇ シϧτ 質土ۉ
4 10:33�2 ࠇ シϧτ質࠭ （่）　色シϧτϒロοクを含Ήࠇ
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㻝
㻞 㻟
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ʲS%108 溝跡 （r第 20 ਤ、ࣸਅਤ൛ 4）

ʤҐ置ʥ2 区東部ʗ東؇ࣼ面

ʤॏ複ʥS%109 ˠ S%108

ʤ規模・形状ʥऄ行しながら南北方にԆͼる。さ

10.50m を確認し、さらに調査区֎の南北Ԇͼてい

る。S%107 溝跡の東側 1.0~1.9m にԊうようにԆͼて

いる。্෯ 27~52Dm、底෯ 18~40Dm で、ԣஅ面形は

ਂさ 17~30Dm の̪字形を呈する。

ʤ堆積土ʥ4 層にࡉ分される。1~3 層はۉ質なࠇ色・

ԫփ色࠭、ࠇ色シϧτ、4 層はࠇ色シϧτϒロοク

を含Ήࠇ色シϧτ質࠭である。1~3 層はࣗવྲྀ入土、

4 層は壁ࡍの่落土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ堆積土から土師器ᆀ・ᙈが出土した。ᆀは

内面にࠇ色ॲཧを施し、ᙈは֎面にϋέϝ調整を施す。

ʲS%109 溝跡 （r第 20 ਤ、ࣸਅਤ൛ 4）

ʤҐ置ʥ2 区東部ʗ東؇ࣼ面

ʤॏ複ʥS%109 ˠ S%108

ʤ規模・形状ʥ北西から南東方にわͣかにހをඳ

き な が ら Ԇ ͼ る。  さ 32.40m を 確 認 し、 さ ら に

調査区֎の北西側Ԇͼている。2 区中ԝ部で確認

し た S%135 溝 跡 と 接 続 し て い る 可 能 性 が あ る。 ্

෯ 56~105Dm、 底 ෯ 39~70Dm で、 ԣ அ 面 形 は ਂ さ

10~18Dm のٯ台形を呈する。

ʤ堆積土ʥ2 層にࡉ分される。1 層はԫ色ローϜϒロο
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S%126 溝跡  A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ ೪質シϧτ を含Ή
2 10:33�3 ҉ ࠭ 質土ۉ
3 10:31.7�1 ࠇ ೪質シϧτ ന色೪土ϒロοクを含Ή　（่）
4 10:32�1 ࠇ ೪質シϧτ ന色೪土ϒロοクを含Ή　（่）

S%137 溝跡  A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを含Ή
2 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（人為）
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ク・ཻ を含Ήࠇ色シϧτ、2 層はԫ色ローϜϒロο

クを多量に含ΉにͿいԫ色シϧτである。1 層はࣗ

વ堆積土、2 層は人為తຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ堆積土から土師器ᆀが出土した。ແஈؙ

底で内面にࠇ色ॲཧを施し、֎面のޱԑ部にϤコナσ

調整、体部にϔラέズリ調整を施す。

ʲS%110 溝跡 （r第 20 ਤ、ࣸਅਤ൛ 4）

ʤҐ置ʥ2 区東部ʗ東؇ࣼ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ北西から南東方にઢతにԆͼる。

さ 14.20m を確認し、さらに調査区֎の南北Ԇͼ

ている。্෯ 29~69Dm、底෯ 18~48Dm で、ԣஅ面形

はਂさ 13~17Dm の箱形を呈する。

ʤ堆積土ʥԫ色ローϜϒロοクを多く含Ήࠇ色೪

質シϧτで、人為తຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ堆積土から土師器ᆀが出土した。内面に

。色ॲཧを施すࠇ

ʲS%117 溝跡 （r第 14・22 ਤ、ࣸਅਤ൛ 28）

ʤҐ置ʥ2 区東部ʗ東؇ࣼ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ 規 模・ 形 状 ʥ 南 北 方  に  ઢ త に Ԇ ͼ る。  さ

18.00m を確認し、さらに調査区֎の南北Ԇͼてい

る。東側 0.2~1.2m にԊうように SA118 柱列跡群がҐ

置する。্෯ 38~121Dm、底෯ 5~77Dm で、ԣஅ面形

はਂさ 8~40Dm のٯ台形を呈する。

ʤ堆積土ʥ3 層にࡉ分される。ۉ質またはԫ色ロー

Ϝཻを含Ήࠇ色シϧτで、いͣれもࣗવ堆積土と考え

られる。

ʤ出土遺物ʥ堆積土から弥生土器（第 22 ਤ 2）、土師

器ᆀ、ロクロ土師器ᆀ、須恵器ᙈ、石器が出土し

た。弥生土器（第 22 ਤ 2）は内面にナσ調整、֎面

に೨ࢳ文（̧）を施文する。土師器ᆀは内面にࠇ色ॲ

ཧを施すものと、ແஈؙ底で内面にϤコナσ調整、֎

面のޱԑ部にϤコナσ調整、体部にϔラέズリ調整を

施すものがある。ロクロ土師器ᆀは内面にࠇ色ॲཧを

施し、底部のりしはճసࢳりである。須恵器ᙈ

は֎面に平行λλΩ調整を施す。石器は磨石のഁ片

である。

ʲS%126 溝跡 （r第 21 ਤ、ࣸਅਤ൛ 28）

ʤҐ置ʥ2 区西部ʗ東؇ࣼ面

ʤॏ複ʥS,121・S,128・S%105 ˠ S%126

ʤ規模・形状ʥ東西方にऄ行しながらԆͼる。さ

30.60m を確認し、さらに調査区֎の東西Ԇͼてい

る。東側は 2 区中ԝ部で確認した S%135 溝跡と接続し

ている可能性がある。্ ෯ 50~80Dm、底෯ 21~69Dm で、

ԣஅ面形はਂさ 10~41Dm のٯ台形を呈する。

ʤ堆積土ʥ4 層にࡉ分される。1 層はを含Ήࠇ色೪

質シϧτ、2 層はۉ質な҉色࠭、3・4 層はന色೪

土ϒロοクを含Ήࠇ色೪質シϧτである。1・2 層は

ࣗવྲྀ入土、3・4 層はࣗવ่落土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ堆積土から中世陶器ᙈ（第 21 ਤ 1）、土

師器ᙈが出土した。中世陶器ᙈ（第 21 ਤ 1）は内֎

面にナσ調整を施し、֎面に࿄状ԡ印・٠Ֆ文ԡ印・

円文を施文する。

ʲS%135 溝跡 （r第 22 ਤ、ࣸਅਤ൛ 5）

ʤҐ置ʥ2 区中ԝ部ʗ東؇ࣼ面

ʤॏ複ʥS%135 ʹ S9142 ˠ S%136・S9143

ʤ規模・形状ʥ東西方に؇やかにހをඳきながら

20.70m Ԇͼ、中ほどでＴ字形に分ذして南西方に

24.30m Ԇͼる。南西Ԇͼる溝の中ほどに S9142 水

溜め状遺構がҐ置する。東西方にԆͼる溝の東側

はさらに調査区֎Ԇͼて͓り、2 区東部で確認し

た S%109 溝跡と接続している可能性がある。西側は

S%136 溝跡͓よͼ S9143 水溜め状遺構にյされてい

る。溝は্෯ 50~84Dm、底෯ 40~60Dm で、ԣஅ面形

はਂさ 2~23Dm のٯ台形または形を呈する。底面の

一部は箱形に掘り下͛た後に人為తにຒめして構ங

されている。

ʤ堆積土ʥ6 層にࡉ分され、1 層は S9142 堆積土と࿈

続する。1~3 層はۉ質なࠇ色࠭質シϧτ、ԫ色ロー

Ϝϒロοク・ཻを含Ήࠇ色・ࠇ色シϧτ、4~6 層は

ԫ色ローϜϒロοク・ཻを多量に含Ήࠇ色シϧτ

である。1~3 層はࣗવྲྀ入土、4~6 層は人為తຒ土と

考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS%136 溝跡 （r第 22 ਤ、ࣸਅਤ൛ 5）

ʤҐ置ʥ2 区中ԝ部ʗ東؇ࣼ面

ʤॏ複ʥS%135・S9142 ˠ S%136 ʹ S9143

ʤ規模・形状ʥ東西方に؇やかにހをඳきながら

4.70m Ԇͼ、東側で S9143 水溜め状遺構と接続する。

溝跡はさらに S9143 水溜め状遺構の東から南ਐ

࿏を変えて 6.60m Ԇͼている。্෯ 20~60Dm、底෯

8~72Dm で、ԣஅ面形は西側でਂさ 33~38Dm のٯ台形、

東側でਂさ 3~13Dm の皿形を呈する。

ʤ堆積土ʥS9143 水溜め状遺構の堆積土 1 層と࿈続す

る。ԫ色ローϜϒロοク・炭化物ཻを少量含Ήࠇ

色シϧτで、ࣗવ堆積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS%137 溝跡 （r第 21 ਤ、ࣸਅਤ൛ 4）

ʤҐ置ʥ2 区中ԝ部ʗ東؇ࣼ面
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ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ北東から南西方にઢతにԆͼる。

さ 5.40m を確認した。্෯ 30~43Dm、底෯ 18~27Dm で、

ԣஅ面形はਂさ 8~26Dm のٯ台形を呈する。

ʤ堆積土ʥ2 層にࡉ分される。1 層はԫ色ローϜཻ

を含Ήࠇ色シϧτ、2 層はԫ色ローϜϒロοクを多

量に含Ήࠇ色シϧτである。1 層はࣗવ堆積土、2

層は人為తຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS%212 溝跡 （r第 22 ਤ、ࣸਅਤ൛ 4・5）

ʤҐ置ʥ2 区東部ʗ東؇ࣼ面

ʤॏ複ʥS%212 ʹ S9115

ʤ規模・形状ʥ北西から南東方にઢతに 2.40m Ԇ

ͼ、北側で S9115 水溜め状遺構と接続している。্

෯ 19~25Dm、底෯ 16Dm で、ԣஅ面形はਂさ 4Dm の

皿形を呈する。

ʤ堆積土ʥS9115 水溜め状遺構の堆積土 1 層と࿈続す

る。ԫ色ローϜϒロοク・ཻをごく少量含Ήࠇ色

೪質シϧτで、ࣗવ堆積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʢ̐ʣਫཷめঢ়遺ߏ
ʲS9115 水溜め状遺構 （r第 22 ਤ、ࣸਅਤ൛ 5）

ʤҐ置ʥ2 区東部ʗ東؇ࣼ面

ʤॏ複ʥS%212 ʹ S9115

ʤ 規 模・ 形 状 ʥ 平 面 形 が  ࣠ 200Dm Ҏ ্、  ࣠

150Dm の ପ 円 形 を 呈 し、 ԣ அ 面 形 は ਂ さ 35Dm の

皿形を呈する。底面は皿状にۼΜでいる。南東۱に

S%212 溝跡が接続している。

ʤ堆積土ʥ2 層にࡉ分される。1 層はԫ色ローϜϒロο

ク・ཻ、炭化物ཻを含Ήࠇ色೪質シϧτで、S%212

溝跡の堆積土と࿈続する。2 層はԫ色ローϜϒロο

ク・ཻ、࠭を含Ήࠇ色೪質シϧτである。いͣれも

ࣗવ堆積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ堆積土から土師器ᆀが出土した。

ʲS9142 水溜め状遺構 （r第 22 ਤ、ࣸਅਤ൛ 5・29）

ʤҐ置ʥ2 区中ԝ部ʗ東؇ࣼ面

ʤॏ複ʥS%135 ʹ S9142 ˠ S%136・S9143

ʤ規模・形状ʥ平面形が࣠ 460Dm、࣠ 220Dm の

不整۱ؙ方形を呈し、ԣஅ面形はਂさ 27Dm の皿形を

呈する。底面は皿状にۼΜでいる。北東۱と西۱に

S%135 溝跡が接続している。

ʤ堆積土ʥS%135 溝跡の堆積土 1 層と࿈続する。ԫ

色ローϜཻを少量含Ήࠇ色シϧτで、ࣗવ堆積土と考

えられる。

ʤ出土遺物ʥ堆積土から木製品（ࣸਅਤ൛ 29-8）が出

土した。さ 20.0Dm、෯ 7.2Dm、ްさ 0.9~2.5Dm で、

༻్不明のׂ材である。

ʲS9143 水溜め状遺構 （r第 22 ਤ、ࣸਅਤ൛ 5・30）

ʤҐ置ʥ2 区中ԝ部ʗ東؇ࣼ面

ʤॏ複ʥS%135・S9142 ˠ S%136 ʹ S9143

ʤ規模・形状ʥ平面形が࣠ 400Dm、࣠ 200Dm の

不整۱ؙ方形を呈し、ԣஅ面形はਂさ 64Dm のٯ台

形 を 呈 す る。 底 面 は 皿 状 に ۼ Μ で い る。 東 西 ۱ に

S%136 溝跡が接続している。

ʤ堆積土ʥ6 層にࡉ分される。ԫ色ローϜϒロοク・

ཻ、࠭を含Ήࠇ色シϧτ・࠭質シϧτで、いͣれも

ࣗવ堆積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ堆積土から木製品（第 22 ਤ 1、ࣸਅਤ

൛ 30-2~4）、土師器ᙈが出土した。木製品はۂ物֖板

とみられるຝ板（第 22 ਤ 1）、༻్不明のׂ材（ࣸ

ਅਤ൛ 30-1）がある。ࣸਅਤ൛ 30-2 はさ 14.0Dm、

෯ 5.9Dm、 ް さ 1.0~2.0Dm、 ࣸ ਅ ਤ ൛ 30-3 は  さ

38.0Dm、෯ 13.0Dm、ްさ 2.4~7.3Dm、ࣸਅਤ൛ 30-4

はさ 27.5Dm、෯ 10.0Dm、ްさ 2.3~5.3Dm である。

土師器ᙈは֎面にϔラέズリ調整を施す。

このほか、堆積土から木材 2 が出土した。いͣれ

もਊ持材で一部に平な調整痕がݟられるもの、थൽ

が存し྆にஅ痕がݟられるものがある。

ʢ̑ʣΈ合Θないப݀跡
　調査区શ域にごくࢄອに分する。小規模なものが

多く、柱痕跡が確認されたものははい。堆積土から土

師器ᙈ、石֩が出土した。土師器ᙈは֎面のᰍ部に痕

跡తなஈを持ち、ޱԑ部にϤコナσ調整、部にϋέ

ϝ調整を施す。石֩はܔ化木製である。

ʢ̒ʣ遺ߏ֎ग़土遺
　表土・遺構確認面から弥生土器（第 22 ਤ 3）、土師

器ᆀ・ᙈ、ロクロ土師器ᆀ、須恵器ᙈ、中世陶器ᙈ・

ᙈまたはു、陶器、磁器皿が出土した。弥生土器（第

22 ਤ 3）は内面にナσ調整、֎面に೨ࢳ文ʁを施文

する。土師器ᆀはແஈ平底で内面にࠇ色ॲཧを施し、

֎面のޱԑ部にϤコナσ調整、体部にϔラέズリ調整

を施す。ᙈは֎面にϋέϝ調整を施す。ロクロ土師器

ᆀは内面にࠇ色ॲཧを施し、底部のりしがճసࢳ

りである。須恵器ᙈは内面にಉ৺円文Ξテ۩痕がݟ

られ、֎面に平行λλΩ調整を施す。磁器皿はං前࢈

でߴ台内にʮଠ明年製ʯのがあるものと、戸・ඒ

ೱ࢈でऄノߴ台のものがある。
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̏ɽ̏ ۠

　遺跡範囲の中ԝ部にҐ置し、東西 56m、南北 18m

の範囲にԆͼる෯ 10~18m の調査区である。調査区

内は南西かって؇やかにࣼする。遺構確認面は

地表面からਂさݱ 15~40Dm のᶛ ~ ᶜ層্面である。

遺構は掘立柱建物跡 1 棟、土坑 2 基、溝跡 7 条、水

溜め状遺構 1 基、ࢄອに分する柱穴跡群を確認し

た（第 23 ਤ、ࣸਅਤ൛ 6）。

ʢ̍ʣ掘ཱபݐ跡
ʲSB127 掘立柱建物跡 （r第 24 ਤ、ࣸਅਤ൛ 6）

ʤҐ置ʥ3 区東部ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥܻ行 2 間（総 5.40m）、ྊ行 2 間（総

 4.10m）の東西棟側柱建物である。

ʤ 柱 穴 ʥ6 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

20~25Dm、  ࣠ 10~20Dm の ུ 円 形・ ପ 円 形 を 呈

し、 ਂ さ 10~27Dm で あ る。4 か 所 で 平 面 形 が  ܘ

12~22Dm のପ円形を呈する柱痕跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ ܻ行（北側柱列）：西から 290-250Dm、

ྊ行（東側柱列）：北から 190-220Dm

ʤ方ʥ北側柱列：8-27°-S

ʤ出土遺物ʥなし

ʢ̎ʣ土
ʲS,39 土坑 （r第 25 ਤ）

ʤҐ置ʥ3 区西部ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ平面形がܘ 135Dm の不整形を呈し、

அ面形はਂさ 25Dm の不整形を呈する。底面はԜತが

。られるݟ

ʤ堆積土ʥ3 層にࡉ分される。ԫ色ローϜϒロοク・

ཻを含Ήࠇ色・҉色・明ԫ色シϧτ・೪質シϧ

τで、いͣれもࣗવ堆積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS,46 土坑 （r第 25 ਤ）

ʤҐ置ʥ3 区西部ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ平面形が࣠ 110Dm、࣠ 45Dm のପ

円形を呈し、அ面形がਂさ 21Dm のᎬു形を呈する。

底面は皿状にۼΜでいる。

ʤ堆積土ʥ2 層にࡉ分される。ԫ色ローϜཻを含Ή

色೪質シϧτで、いͣれも人為తຒ土と考ࠇ・色ࠇ

えられる。

ʤ出土遺物ʥなし
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SB127 掘立柱建物跡　P1　A-A�
/P. 土色 土性 備考

1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή
ന色೪土ཻをごく少量含Ή　（柱痕）

2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に
含Ή　（柱掘）

SB127 掘立柱建物跡　P3　B-B�
/P. 土色 土性 備考

1 10:32�1 ࠇ シϧτ ന色೪土ϒロοク・ཻをごく少
量含Ή　（柱痕）

2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に
含Ή　（柱掘）

SB127 掘立柱建物跡　P4　$-$�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱痕）
2 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱掘）

ୈ �� ਤɹ4#��� ۷ཱபݐ
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S,39 土坑  A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを含Ή
2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή
3 10:36�6 明ԫ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή

S,46 土坑  A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻを含Ή　（人為）
2 10:32�3 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻを含Ή　（人為）

S%34 溝跡  A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを含Ή
2 10:33�4 ҉ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻ主体　ࠇ色シϧτϒロοクを含Ή
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S%36 溝跡  A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 質土ۉ

S%37 溝跡　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 質土ۉ

S%38 溝跡  $-$�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 質土ۉ

S%35 溝跡  A-A�
/P. 土色 土性 備考

1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを含Ή
炭化物ཻをごく少量含Ή

2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή
ന色೪土ϒロοクを含Ή　（人為）
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ʢ̏ʣߔ跡
ʲS%34 溝跡 （r第 25 ਤ、ࣸਅਤ൛ 6）

ʤҐ置ʥ3 区東部ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ 規 模・ 形 状 ʥ 南 北 方  に  ઢ త に Ԇ ͼ る。  さ

10.36m を確認し、さらに調査区֎の南側Ԇͼてい

る。্෯ 29~72Dm、底෯ 22~36Dm で、ԣஅ面形はਂ

さ 1~22Dm のٯ台形を呈する。

ʤ堆積土ʥ2 層にࡉ分される。1 層はԫ色ローϜཻ

を含Ήࠇ色シϧτ、2 層はԫ色ローϜཻを主体と

してࠇ色シϧτϒロοクを含Ή҉色೪質シϧτであ

る。1 層はࣗવ堆積土、2 層は人為తຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ堆積土から土師器ᆀ・ᙈが出土した。ᆀ

は内面にࠇ色ॲཧを施し、֎面の体部にϔラέズリ調

整を施す。ᙈは֎面のޱԑ部にϤコナσ調整、部に

ϋέϝ調整を施す。

ʲS%35 溝跡 （r第 25 ਤ、ࣸਅਤ൛ 6）

ʤҐ置ʥ3 区西部ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥS9145 ˠ S%35

ʤ 規 模・ 形 状 ʥ 南 北 方  に  ઢ త に Ԇ ͼ る。  さ

14.60m を確認し、さらに調査区֎の南北Ԇͼてい

る。 ্ ෯ 180~230Dm、 底 ෯ 160~210Dm で、 ԣ அ 面

形はਂさ 20Dm の皿形を呈する。

ʤ堆積土ʥ2 層にࡉ分される。1 層はԫ色ローϜϒロο

ク・ཻ、炭化物ཻを含Ήࠇ色シϧτ、2 層はԫ色

ローϜϒロοクを多量に含Ή҉色シϧτである。1

層はࣗવ堆積土、2 層は人為తຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS%36 溝跡 （r第 25 ਤ、ࣸਅਤ൛ 6）

ʤҐ置ʥ3 区西部ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥS,46・S9145 ˠ S%36

ʤ規模・形状ʥ南北方にހ状にԆͼる。さ 3.50m

を確認し、さらに調査区֎の南側Ԇͼている。্෯

25~65Dm、底෯ 17~40Dm で、ԣஅ面形はਂさ 3~5Dm

の皿形を呈する。

ʤ堆積土ʥۉ質なࠇ色シϧτで、ࣗવ堆積土と考え

られる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS%37 溝跡 （r第 25 ਤ、ࣸਅਤ൛ 6）

ʤҐ置ʥ3 区西部ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥS9145 ˠ S%37

ʤ規模・形状ʥ南北方にややऄ行しながらԆͼる。

さ 6.50m を確認し、さらに調査区֎の南側Ԇͼ

ている。্෯ 15~30Dm、底෯ 5~15Dm で、ԣஅ面形

はਂさ 12Dm の̪字形を呈する。

ʤ堆積土ʥۉ質なࠇ色シϧτで、ࣗ વ堆積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS%38 溝跡 （r第 25 ਤ、ࣸਅਤ൛ 6）

ʤҐ置ʥ3 区西部ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ南北方にઢతにԆͼ、北で西

する。さંۂ 10.00 ̼を確認し、さらに調査区֎の

南側Ԇͼている。্෯ 15~50Dm、底෯ 10~30Dm で、

ԣஅ面形はਂさ 11Dm の皿形を呈する。

ʤ堆積土ʥۉ質なࠇ色シϧτで、ࣗ વ堆積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS%197 溝跡 （r第 23 ਤ）

ʤҐ置ʥ3 区西部ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ南北方にԆͼる。さ 17.62m を確

認し、さらに調査区֎の南北Ԇͼている。北側は

1 区で確認した S%93 溝跡と接続していると考えられ

る。東側্から෯ 36~135Dm を確認したが、西側

が調査区֎Ԇͼているため্෯・底෯・அ面形につ

いては不明である。

ʤ堆積土ʥ࠭・を多く含Ήࠇ色࠭質シϧτである。

ʤ出土遺物ʥ堆積土から陶器ു・・౾ᙈ、瓦質土器

Ր入が出土した。

ʲS%214 溝跡 （r第 26 ਤ）

ʤҐ置ʥ3 区西部ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥS,46 ˠ S9145 ʹ S%214 ˠ S%35・S%36・S%37

ʤ規模・形状ʥ 北西から南東方ઢతに 2.00m

Ԇͼ、南側で S9145 水溜め状遺構に接続している。

্ ෯ 12~16Dm、 底 ෯ 10~14Dm で、 ԣ அ 面 形 は ਂ さ

3~5Dm の皿形を呈する。

ʤ堆積土ʥS9145 堆積土と࿈続する。ԫ色ローϜཻ

を含Ήࠇ色シϧτで、ࣗવ堆積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʢ̐ʣਫཷめঢ়遺ߏ
ʲS9145 水溜め状遺構 （r第 26 ਤ）

ʤҐ置ʥ3 区西部ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥS,46 ˠ S9145 ʹ S%214 ˠ S%35・S%36・S%37

ʤ規模・形状ʥ平面形が࣠ 10.50m、࣠ 65~100Dm

のପ円形を呈し、ԣஅ面形はਂさ 8~20Dm の皿形を

呈する。底面は平ୱで、東側が一ஈߴく֊ஈ状を呈す

る。北東۱に S%214 溝跡が接続している。

ʤ堆積土ʥS%214 堆積土と࿈続する。ԫ色ローϜཻ

を含Ήࠇ色シϧτで、ࣗવ堆積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし
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ʢ̑ʣΈ合Θないப݀跡
　調査区શ域にࢄອに分し、東部でやや多く確認し

た。小規模なものが多く、柱痕跡が確認されたものは

ない。堆積土から土師器ᙈ、ロクロ土師器ᆀが出土し

た。土師器ᙈは֎面にϋέϝ調整を施す。ロクロ土師

器ᆀは内面にࠇ色ॲཧを施し、֎面の体下 ~ 底部にख

持ちϔラέズリ調整を施す。

ʢ̒ʣ遺ߏ֎ग़土遺
　表土・遺構確認面から土師器ᆀ・ᙈ、須恵器ᆀ、中

世陶器ᙈ、陶器߳が出土した。土師器ᆀは内面にࠇ

色ॲཧを施す。須恵器ᆀは֎面の体下 ~ 底部にճసϔ

ラέズリ調整を施す。

S9145 水溜め状遺構  A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを含Ή

ୈ �� ਤɹ4%��� ���ɺ49ߔ ਫཷΊঢ়Ҩߏ

̐ɽ̐ ۠

　遺跡範囲の中ԝ部にҐ置し、東西 46m、南北 100m

の範囲にԆͼる෯ 7~9m の調査区である。調査区内は

南西かって؇やかにࣼする。遺構確認面はݱ地

表面からਂさ 15~60Dm のᶛ ~ ᶜ層্面である。遺構

は掘立柱建物跡 7 棟、柱列跡 5 条、井戸跡 1 基、土

坑 2 基、溝跡 5 条、焼成遺構 4 基、ࢄອに分する

柱穴跡群を確認した（第 23 ਤ、ࣸਅਤ൛ 7）。

ʢ̍ʣ掘ཱபݐ跡
ʲSB31 掘立柱建物跡 （r第 27 ਤ、ࣸਅਤ൛ 8）

ʤҐ置ʥ4 区北部ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥܻ行 1 間（総 3.68m）、ྊ行 1 間（総

 2.88m）の南北棟側柱建物である。

ʤ 柱 穴 ʥ4 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

52~70Dm、࣠ 46~58Dm の不整ପ円形・ପ円形・۱

ؙ方形を呈し、ਂさ 36~44Dm である。1 か所で柱材

のൈきऔり痕跡を、3 か所で平面形がܘ 14~24Dm

の円形・۱ؙ方形を呈する柱痕跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥܻ行（西側柱列）：368Dm、ྊ行（南側

柱列）：288 Dm

ʤ方ʥ西側柱列：/-11°-8

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSB47 掘立柱建物跡 （r第 27 ਤ、ࣸਅਤ൛ 8）

ʤҐ置ʥ4 区北部ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥܻ行 1 間（総 2.62m）、ྊ行 1 間（総

 2.36m）の東西棟側柱建物である。

ʤ 柱 穴 ʥ4 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

37~48Dm、࣠ 32~46Dm の۱ؙ方形、不整方形を呈し、

ਂさ 15~30Dm である。1 か所で柱材のൈきऔり痕跡、

3 か所で平面形がܘ 16~20Dm の円形・ପ円形を呈

する柱痕跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥܻ行（北側柱列）： 262 Dm、ྊ行（東側

柱列）： 236Dm

ʤ方ʥ東側柱列：8-12°-S

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSB185 掘立柱建物跡 （r第 28 ਤ、ࣸਅਤ൛ 8）

ʤҐ置ʥ4 区北部ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥSB185 ʵ SB187・SA191・S,195

ʤ規模・形状ʥܻ行 4 間（総 10.19m）、ྊ行不明の

東ኈ（ԑ）付建物である。ኈ（ԑ）の出は 1.28m である。
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ʤ 柱 穴 ʥ8 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

30~65Dm、࣠ 28~41Dm のପ円形・۱ؙ方形・不整

方形を呈し、ਂさ 22~44Dm である。2 か所で平面形

がܘ 13 ～ 16Dm の円形を呈する柱痕跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥܻ 行（東側柱列）：北から（256）-（261）-（248）

-（254）Dm、ྊ行：不明、ኈ（ԑ）：北から 268-242Dm

ʤ方ʥ東側柱列：/-9°-8

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSB186 掘立柱建物跡 （r第 29 ਤ、ࣸਅਤ൛ 8）

ʤҐ置ʥ4 区北部ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥSB186 ʵ SB215

ʤ規模・形状ʥܻ行 2 間（総 5.14m）、ྊ行 1 間（総

 4.02m）のೋ面（北・西）ኈ（ԑ）付南北棟側柱建

物である。ኈ（ԑ）の出は北面で 1.04 ̼、西面で 1.06

̼である。

ʤ 柱 穴 ʥ9 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

34~44Dm、࣠ 27~40Dm の不整ପ円形・۱ؙ方形を

呈し、ਂさ 36~59Dm である。9 か所で平面形がܘ

12~16Dm の円形を呈する柱痕跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ ܻ行（東側柱列）：北から 230-284Dm、

ྊ行（北側柱列）：402Dm、東ኈ（ԑ）：92Dm、北ኈ（ԑ）：

西から 100-185-224Dm
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SB31 掘立柱建物跡　P1　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（柱痕）
2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜ小ϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB31 掘立柱建物跡　P2　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜ小ϒロοク・ཻ を多量に含Ή　（柱ൈ）
2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）　

SB31 掘立柱建物跡　P3　$-$�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（柱痕）　
2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）　

SB31 掘立柱建物跡　P4　%-%�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（柱痕）　

2 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή
ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（柱掘）　

3 10:35�6 ԫ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク主体　（柱掘）

SB47 掘立柱建物跡　P1　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（柱ൈ）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを含Ή　（柱掘）
3 10:33�3 ҉ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB47 掘立柱建物跡　P2　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱痕）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB47 掘立柱建物跡　P3　$-$�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή　（柱痕）

2 10:34�3 にͿいԫ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク主体
色シϧτϒロοクを含Ή　（柱掘）ࠇ

SB47 掘立柱建物跡　P4　%-%�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（柱痕）
2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

ୈ �� ਤɹ4#��ɾ4#�� ۷ཱபݐ
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ʤ方ʥ東側柱列：/-1°-&

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSB187 掘立柱建物跡 （r第 29 ਤ）

ʤҐ置ʥ4 区北部ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥSB187 ʵ SB185・S,195

ʤ規模・形状ʥܻ行 1 間（総 1.46m）、ྊ行 1 間（総

 1.43m）の側柱建物である。

ʤ柱穴ʥ3 か所確認し、いͣれもະਫ਼査である。掘方

の平面形は࣠ 28~37Dm、࣠ 21~28Dm の不整ପ円

形を呈する。柱痕跡は確認されなかった。

ʤ柱間ੇ๏ʥܻ行（東側柱列）：（146）Dm、ྊ行（北

側柱列）：（143）Dm

ʤ方ʥ東側柱列：/-34°-&

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSB194 掘立柱建物跡 （r第 23 ਤ）

ʤҐ置ʥ4 区南部ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥSB194 ˠ S%131・S%132

ʤ規模・形状ʥܻ行 2 間（総 5.82m）、ྊ行 1 間（総

 1.99m）の南北棟側柱建物である。

ʤ 柱 穴 ʥ4 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

18~25Dm、࣠ 17~23Dm のུ円形・ପ円形を呈し、

ਂさ 11Dm である。柱痕跡は確認されなかった。

ʤ柱間ੇ๏ʥܻ行（西側柱列）：北から（295）-（287）

Dm、ྊ行（南側柱列）：（199）Dm

ʤ方ʥ東側柱列：/-21°-8

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSB215 掘立柱建物跡 （r第 30 ਤ、ࣸਅਤ൛ 8）

ʤҐ置ʥ4 区北部ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥSB215 ʵ SB186

ʤ規模・形状ʥܻ行 4 間（総 13.09m）、ྊ行不明ʗ

南ኈ（ԑ）付南北棟側柱建物ʗኈ（ԑ）の出：1.28m

ʤ方ʥ/-44°-8

ʤ柱穴ʥࣷで 5 か所、ኈ（ԑ）で 3 か所確認した。

掘方の平面形は࣠ 23~44Dm、࣠ 16~36Dm のପ円

形・不整ପ円形を呈し、ਂさ 9~28Dm である。ኈ（ԑ）

ではやや規模が小さい。ࣷの 1 か所で平面形が

ܘ 13Dm の円形を呈する柱痕跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥܻ行：西から（326）-（297）-（348）-（338）Dm

ʤ出土遺物ʥなし

ʢ̎ʣபྻ跡
ʲSA188 柱列跡 （r第 30 ਤ、ࣸਅਤ൛ 8）

ʤҐ置ʥ4 区北部ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ南北 2 間（総 2.10m）Ҏ্

ʤ方ʥ/-3°-8

ʤ 柱 穴 ʥ3 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

40~45Dm、  ࣠ 31~38Dm の ପ 円 形・ 不 整 ପ 円 形 を

呈し、ਂさ 17~32Dm である。2 か所で平面形がܘ

14~21Dm の円形・ପ円形を呈する柱痕跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ北から 104-（106）Dm

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSA191 柱列跡 （r第 30 ਤ、ࣸਅਤ൛ 9）

ʤҐ置ʥ4 区北部ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥSA191 ʵ SB185

ʤ規模・形状ʥ東西 2 間（総 6.66m）

ʤ方ʥ8-4°-S

ʤ 柱 穴 ʥ3 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

32~47Dm、࣠ 26~36Dm の不整ପ円形を呈し、ਂさ
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SB185 掘立柱建物跡　P2　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜཻを多量に含Ή　（柱痕）
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを含Ή　炭化物ཻを少量含Ή　（柱掘）
3 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB185 掘立柱建物跡　P6　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを含Ή　（柱痕）
2 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを多量に含Ή　（柱掘）

ୈ �� ਤɹ4#��� ۷ཱபݐ
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SB186 掘立柱建物跡　P1　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・炭化物ཻを含Ή　（柱痕）

2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή
炭化物ཻを少量含Ή　（柱掘）

SB186 掘立柱建物跡　P2　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻ 、炭化物ཻを含Ή　（柱痕）
2 10:34�3 にͿいԫ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB186 掘立柱建物跡　P4　$-$�
/P. 土色 土性 備考

1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　ԫ色ローϜཻ・
炭化物ཻをごく少量含Ή　（柱痕）

2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή
ന色೪土ϒロοクをごく少量含Ή　（柱掘）

SB186 掘立柱建物跡　P5　%-%�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱痕）
2 10:34�3 にͿいԫ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB186 掘立柱建物跡　P6　&-&�
/P. 土色 土性 備考

1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　ԫ色ローϜཻ
を少量含Ή　炭化物ཻをごく少量含Ή（柱痕）

2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻ 、炭化物ཻを含Ή　（柱掘）
SB186 掘立柱建物跡　P7　F-F�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを少量含Ή　（柱痕）
2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱掘）

SB186 掘立柱建物跡　P8　(-(�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを含Ή　（柱痕）
2 10:34�2 փԫ シϧτ ԫ色ローϜཻを多量に含Ή　（柱掘）
3 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱掘）
4 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB186 掘立柱建物跡　P9　)-)�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜ小ϒロοク、炭化物ཻを含Ή　（柱痕）
2 10:34�4  シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）
3 10:34�2 փԫ シϧτ ԫ色ローϜ小ϒロοクを含Ή　（柱掘）

18~35Dm である。1 か所で柱材のൈきऔり痕跡を確

認した。柱痕跡は確認されなかった。

ʤ柱間ੇ๏ʥ西から（326）-（340）Dm

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSA192 柱列跡 （r第 23 ਤ）

ʤҐ置ʥ4 区南部ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ東西 2 間（総 4.32m）Ҏ্

ʤ方ʥ8-11°-S

ʤ柱穴ʥ3 か所確認し、2 か所をਫ਼査した。掘方の平面

形は࣠ 24~32Dm、࣠ 14~24Dm のପ円形を呈し、

ਂさ 14~17Dm である。柱痕跡は確認されなかった。

ʤ柱間ੇ๏ʥ西から（203）-（229）Dm

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSA193 柱列跡 （r第 23 ਤ）

ʤҐ置ʥ4 区南部ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥSA193 ˠ S%131

ʤ規模・形状ʥ南北 2 間（総 2.48m）

ʤ方ʥ/-44°-8

ʤ柱穴ʥ3 か所確認し、1 か所をਫ਼査した。掘方の平面
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SB215 掘立柱建物跡　P1  A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB215 掘立柱建物跡　P3  B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ 質土　（柱痕）ۉ
2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB215 掘立柱建物跡　P6  $-$�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱掘）

SA188 柱列跡　P1　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜ小ϒロοク・炭化物ཻを含Ή　（柱痕）
2 10:34�4  シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SA188 柱列跡　P2  B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:34�2 փԫ シϧτ ԫ色ローϜ小ϒロοク・炭化物ཻを少量含Ή　（柱痕）
2 10:34�3 にͿいԫ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SA188 柱列跡　P3  $-$�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱掘）

SA191 柱列跡　P1　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή　（柱ൈ）

2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή
ԫ色ローϜཻを多量に含Ή　（柱掘）
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形は࣠ 29~31Dm、࣠ 20~26Dm のུ円形・ପ円形

を呈し、ਂ さ 16Dm である。柱痕跡は確認されなかった。

ʤ柱間ੇ๏ʥ北から（128）-（120）Dm

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSA196 柱列跡 （r第 23 ਤ）

ʤҐ置ʥ4 区南部ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ東西 2 間（総 6.10m）Ҏ্

ʤ方ʥ8-5°-S

ʤ柱穴ʥ3 か所確認し、1 か所をਫ਼査した。掘方の平面

形は࣠ 20~26Dm、࣠ 18~23Dm のུ円形・ପ円形

を呈し、ਂ さ 10Dm である。柱痕跡は確認されなかった。

ʤ柱間ੇ๏ʥ西から（300）-（310）Dm

ʤ出土遺物ʥなし

ʢ̏ʣҪށ跡
ʲS&45 井戸跡 （r第 31・32 ਤ、ࣸਅਤ൛ 9・31・32）

ʤҐ置ʥ4 区南部ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥS&45 ˠ S%130a・S%130C

ʤ規模・形状ʥ平面形が࣠ 122Dm、࣠ 109Dm の

ུ円形を呈し、ਂさ 83Dm である。அ面形は下部が

円形で্部が朝إ形に։く。掘方と井戸側、井戸

側のൈきऔり痕跡を確認した。掘方の平面形はܘ

66Dm のུ円形を呈する。井戸側はްさ 5~7Dm のؙ

ଠႡりൈき材で構ஙして͓り、内ੇで平面形がܘ

30~44Dm のུ円形を呈する。掘方底面を 5Dm ほど平

ୱにຒめした後に井戸側を設置して͓り、水溜め部

は持たない。井戸側は一木のؙଠを素材としている

が、Ⴁり؏きの࡞業は四分ׂした্で行なわれてい

る。み߹わせ時の接߹部には֎側から板材と河原石

でࢭめとݻ定を施した্で掘方ຒ土を施している。

ʤ堆積土ʥ5 層にࡉ分される。1 層はԫ色ローϜϒロο

ク・ཻを少量含Ήࠇ色シϧτ、2 層はԫ色ローϜ

ϒロοク・ཻを多量に含Ή҉色シϧτ、3 層はԫ

色ローϜཻを少量含Ήࠇ色೪質シϧτ、4・5 層は

と多量のന色೪土ϒロοクを含Ήࠇ色೪質シϧτであ

る。いͣれも人為తຒ土で、1~3 層は井戸廃絶時Ҏ߱

のຒし土、4・5 層は掘方ຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ堆積土 3 層（井戸側内堆積土）からロク

ロ土師器ᆀ（第 32 ਤ 1 ～ 3）、須恵器ᆀ（第 32 ਤ 4・5）、

石器（第 32 ਤ 8・9、ࣸਅਤ൛ 32-1~3）、底面から

木製品（第 32 ਤ 6・7）が出土した。ロクロ土師器

ᆀは体部が内ኪし、ޱԑ部がわͣかに֎するもの（第

32 ਤ 1）、体部が内ኪؾຯに立ち্がり、ޱԑ部がそ

のまま֎するもの（第 32 ਤ 2）、体部が内ኪし、ޱ

ԑ部が内ኪؾຯに֎するもの（第 32 ਤ 3）がある。

第 32 ਤ 1 は内面に放射状ϔラϛΨΩ調整ˠ井ܻ状ϔ

ラϛΨΩ調整ˠࠇ色ॲཧを施し、֎面にロクロナσ調

整を施す。ճసࢳりによる底部のりしの後、֎

面の体下部にख持ちϔラέズリ調整を施し、底部に࠶

調整を施さない。ޱԑ部に磨໓がݟられる。第 32 ਤ

2 は内面にԣ方ϔラϛΨΩ調整ˠ放射状ϔラϛΨΩ

調整ˠࠇ色ॲཧを施し、֎面にロクロナσ調整を施

す。ճసࢳりによる底部のりしの後、֎面の

体下 ~ 底部にख持ちϔラέズリ調整を施す。第 32 ਤ

3 は内面にϔラϛΨΩ調整ˠࠇ色ॲཧを施し、֎面に

0 2m

S = 1/60
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S&45 井戸跡  A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを少量含Ή　（人為）
2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを多量に含Ή　（人為）
3 10:32�1 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（井戸内堆）
4 2.5:2�1 ࠇ ೪質シϧτ ന色೪土ϒロοクを多量に含Ή　を含Ή　（掘方）
5 2.5:2�1 ࠇ ೪質シϧτ ന色೪土ϒロοクを多量に含Ή　を含Ή　（掘方）
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ロクロナσ調整を施す。ճసࢳりによる底部のり

しの後、֎面の体下部にख持ちϔラέズリ調整を施

し、底部に࠶調整を施さない。須恵器ᆀ（第 32 ਤ 4・5）

はいͣれも内֎面にロクロナσ調整を施し、底部はճ

సࢳりによるりしの後は࠶調整を施さない。第

32 ਤ 5 は体部が内ኪؾຯに֎し、ޱԑ部が֎す

る。第 32 ਤ 4 は体部֎面に書ʮສʯʁがݟられる。

石器は磨石（ࣸਅਤ൛ 32-2・3）と石皿（第 32 ਤ 8・9、

ࣸਅਤ൛ 32-1）がある。ࣸਅਤ൛ 32-2 は存で

さ 9.5Dm、෯ 9.3Dm、ްさ 7.3Dm、ॏ量 1050H である。

安ؠࢁ製でશ体に磨痕がݟられ、ܽଛ後の被熱による

られる。ࣸਅਤ൛ݟ色化がࠇ 32-3 はさ 13.2Dm、෯

12.3Dm、ްさ 6.7Dm、ॏ量 1471H である。変成ؠで

片面に磨面がある。第 32 ਤ 9 は࠭ؠ製で྆面に平ୱ

な磨面があり、片面に炭化物の付ணがݟられる。ࣸ

ਅਤ൛ 32-1 はさ 16.8Dm、෯ 14.6Dm、ްさ 6.7Dm、

ॏ量 1558H である。安ؠࢁ製で片面が被熱によりࠇ

色化している。第 32 ਤ 8 は安ؠࢁ製で྆面に平ୱな

磨面がある。片面はᏏଧの後にݚ磨されている。木製

品（第 32 ਤ 6・7）はつけ木（खՐ）で部が被熱

により炭化している。

　このほか、堆積土 3 層（井戸側内堆積土）からロ

クロ土師器ᆀ、須恵器ᆀが出土した。ロクロ土師器ᆀ

は内面に放射状ϔラϛΨΩ調整ˠࠇ色ॲཧを施し、ճ

సࢳによる底部のりし後に体下部 ~ 底部にख持

ちϔラέズリ調整を施す。また、底面から木材 1 、

不明ബ板 3 、২物種ࢠ 1 （ࣸਅਤ൛ 32-7）が出

土した。木材はさ 6.0Dm、෯ 2.1Dm、ްさ 1.8Dm の

状を呈するਊ持材である。ബ板はさ 3.3~8.7Dm、

෯ 1.9~2.6Dm、ްさ 0.4~0.5Dm で、いͣれも板材で

ある。種ࢠはさ 2.84Dm、෯ 2.13Dm、ް さ 1.47Dm で、

ϞϞの֩である。

ʢ̐ʣ土
ʲS,42 土坑 （r第 33 ਤ、ࣸਅਤ൛ 9）

ʤҐ置ʥ4 区南部ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ平面形がܘ 50Dm の円形を呈し、அ面

形はਂさ 44Dm のٯ台形を呈する。底面は平ୱである。

ʤ堆積土ʥԫ色ローϜཻを少量含Ήࠇ色シϧτで、

ࣗવ堆積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS,195 土坑 （r第 23 ਤ）

ʤҐ置ʥ4 区南部ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ平面形が࣠ 110Dm、࣠ 89Dm の۱

ؙ方形を呈する。ະਫ਼査である。

ʤ出土遺物ʥなし

ʢ̑ʣߔ跡
ʲS%130a・C、S%131 溝跡 （r第 34 ਤ、ࣸਅਤ൛ 7・8・33）

ʤҐ置ʥ4 区南部ʗ南西؇ࣼ面

ʤ性格ʥS%130a・S%131 溝跡はԣஅ面形がྨࣅし、৺ʑ

間で 2.5~3.0m の間ִをอって平行することから、ಉ

時に機能したಓ࿏側溝の可能性が考えられる。東・北

側は S%130C が掘りな͓されている。な͓、چ地表面

は平によりফࣦして͓り、࿏面と考えられる硬化層

などは確認できなかったことから、ここではݸ別の溝

跡として記ࡌする。

ʲS%130a・C 溝跡 （r第 34 ਤ、ࣸਅਤ൛ 7・8・33）

ʤॏ複ʥS&45・S%132・S%133 ˠ S%130a ˠ S%130C

ʤ規模・形状ʥS%130 溝跡は東西・南北方にٯＬ字

形にԆͼる。ݕ出は 31.20m で、東西方に 5.00m

Ԇͼ、 東で南ંれて 26.20m Ԇͼる。 西側・南

側はさらに調査区֎にԆͼている。a・C 期のೋ時期

の変ભが認められ、北辺ではҐ置を北側にͣらして

掘りな͓され、東辺では西側֦෯している。a 期は

্ ෯ 59~69Dm、 底 ෯ 25~35Dm で、 ԣ அ 面 形 は ਂ さ

24~43Dm のٯ台形を呈する。C 期は্෯ 38~116Dm、

底෯ 23~100Dm で、 ԣஅ面形はਂさ 8~16Dm の皿形

を呈する。

ʤ堆積土ʥa 期は 2 層にࡉ分される。1 層はԫ色ロー

Ϝϒロοクを含Ήࠇ色シϧτ、2 層はԫ色ローϜϒ

ロοクを多く含Ήࠇ色シϧτである。1 層はࣗવ堆

積土、2 層はࣗવ่落土と考えられる。C 期はԫ色

ローϜϒロοクを少量含Ήࠇ色シϧτである。

㪪㪢㪋㪉

㪘 㪘㵭㪐㪍㪅㪎㪈㫄

㪈

㪘

㪘㵭

㪜㪄㪉㪐㪊
㪥㪄㪍㪌

調査区外

0 2m

S = 1/60

S,42 土坑  A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή

ୈ �� ਤɹ4,�� 
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S%130a・C 溝跡  A-A�ɼB-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（C 期）

2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜ小ϒロοクを含Ή
ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（a 期）

3 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（a 期）
S%131 溝跡  $-$�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ ࠭質シϧτ ԫ色ローϜ小ϒロοクを少量含Ή
2 10:32�1 ࠇ シϧτ 質土ۉ
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ʤ出土遺物ʥS%130a 堆積土から須恵器ു（第 34 ਤ 1）

が出土した。内֎面にロクロナσ調整を施し、内面の

体下部にナσ調整を施す。

　 こ の ほ か、S%130a・C 堆 積 土 か ら 土 師 器 ᆀ・ ᙈ、

ロクロ土師器ᆀ、須恵器ᆀ・֖・ᙈ、中世陶器ᙈが出

土した。土師器ᆀは内面にࠇ色ॲཧを施す。ᙈは֎面

にϋέϝ調整を施し、底部に木葉痕がݟられる。ロク

ロ土師器ᆀは内面にࠇ色ॲཧを施し、底部のりし

はճసࢳりである。須恵器ᆀは੩ࢳࢭりによる底

部のりし後は࠶調整を施さない。֖はޱԑ部にか

えりを持つ。ᙈは֎面に平行λλΩ調整を施す。

ʲS%131 溝跡 （r第 34 ਤ、ࣸਅਤ൛ 7・8）

ʤॏ複ʥSB194・SA193・S%132・S%133 ˠ S%131

ʤ規模・形状ʥS%131 溝跡は南北方にઢతにԆͼ

る。さ 25.20m を確認し、北側はཚ溝、南側は

平によりফࣦしている。北側はཚ溝より北はԆ

ͼていないことから、西ંれていた可能性がある。

্෯ 63~110Dm、底෯ 22~65Dm で、ԣஅ面形はਂさ

17~30Dm のٯ台形を呈する。

ʤ堆積土ʥ2 層にࡉ分される。1 層はԫ色ローϜϒロο

クを少量含Ήࠇ色࠭質シϧτ、2 層はۉ質なࠇ色シ

ϧτである。いͣれもࣗવ堆積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥS%131 溝跡堆積土から土師器ᆀ・ᙈ、ロ

クロ土師器ᆀ、ണ片が出土した。土師器ᆀは内面にࠇ

色ॲཧを施す。土師器ᙈは֎面にϋέϝ調整を施す。

ロクロ土師器ᆀは内面にロクロナσ調整、֎面にナσ

調整を施し、内֎面にࠇ色ॲཧを施す。ണ片はྲྀؠ

製である。

ʲS%132・S%133 溝跡 （r第 35 ਤ、ࣸਅਤ൛ 8）

ʤҐ置ʥ4 区南部ʗ南西؇ࣼ面

ʤ性格ʥS%132・S%133 溝跡はԣஅ面形がྨࣅし、৺ʑ

間で 3.5~3.7m の間ִをอって平行することから、ಉ

時に機能したಓ࿏側溝の可能性が考えられる。な͓、

平によりফࣦして͓り、࿏面と考えられ地表面はچ

る硬化層などは確認できなかったことから、ここでは

。するࡌ別の溝跡として記ݸ

ʲS%132 溝跡 （r第 35 ਤ、ࣸਅਤ൛ 8）

ʤॏ複ʥSB194 ˠ S%132 ˠ S%130a・S%130C・S%131

ʤ規模・形状ʥ東西方にઢతにԆͼる。さ 6.30m

を確認し、さらに調査区֎の西側Ԇͼている。্

෯ 34~40Dm、 底 ෯ 26~37Dm で、 ԣ அ 面 形 は ਂ さ

8~14Dm のٯ台形を呈する。

ʤ堆積土ʥ2 層にࡉ分される。1 層はԫ色ローϜཻ

を少量含Ήࠇ色࠭質シϧτ、2 層はԫ色ローϜϒ

ロοクを多量に含Ήࠇ色シϧτである。1 層はࣗવ

堆積土、2 層はࣗવ่落土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS%133 溝跡 （r第 35 ਤ、ࣸਅਤ൛ 8）

ʤॏ複ʥS%133 ˠ S%130a・S%130C・S%131

ʤ規模・形状ʥ東西方にઢతにԆͼる。さ 7.80m

を確認し、さらに調査区֎の東西Ԇͼている。্

෯ 40~60Dm、 底 ෯ 29~38Dm で、 ԣ அ 面 形 は ਂ さ

14~30Dm のٯ台形を呈する。

ʤ堆積土ʥ2 層にࡉ分される。1 層はԫ色ローϜϒ

ロοクを少量含Ήࠇ色シϧτ、2 層はԫ色ローϜ

ϒロοクを多量に含Ή҉色シϧτである。1 層はࣗ

વ堆積土、2 層は人為తຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ堆積土から土師器ᆀが出土した。内面に

。色ॲཧを施すࠇ
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0 1m

S = 1/�0
S%132 溝跡  A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ ࠭質シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή
2 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή

S%133 溝跡  B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή

2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή
（人為）

ୈ �� ਤɹ4%���ɾ4%��� ߔ
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ʢ̒ʣম遺ߏ
ʲS940 焼成遺構 （r第 36 ਤ）

ʤҐ置ʥ4 区北部ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ平面形が࣠ 60Dm、࣠ 50Dm のପ

円形を呈し、அ面形はਂさ 22Dm の皿形を呈する。底

面にはԜತがݟられる。掘方ຒ土によりਂさ 3Dm で

அ面形が皿形を呈する底面を構ஙしている。

ʤ堆積土ʥ3 層にࡉ分される。1 層はԫ色ローϜϒロο

ク・焼土ཻを含Ήࠇ色シϧτ、2 層は炭化物層、3

層はԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ήࠇ色シϧτ

である。1 層はࣗવ堆積土、2 層は機能時堆積土、3

層は掘方ຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS943 焼成遺構 （r第 36 ਤ、ࣸਅਤ൛ 9）

ʤҐ置ʥ4 区北部ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ平面形は࣠ 55Dm、࣠ 40Dm のପ

円形を呈し、அ面形はਂさ 22Dm のٯ台形を呈する。

底面は平ୱである。掘方ຒ土によりਂさ 4Dm でஅ面

形が皿形を呈する底面を構ஙしている。

ʤ堆積土ʥ2 層にࡉ分される。1 層はԫ色ローϜཻ

を少量含Ήࠇ色シϧτ、2 層はԫ色ローϜཻを多

量に含Ήࠇ色シϧτである。1 層はࣗવ堆積土、2

層は掘方ຒ土と考えられる。機能時堆積土は確認され

なかった。

ʤ出土遺物ʥ堆積土から土師器ᙈが出土した。֎面に

ϋέϝ調整を施す。

ʲS944 焼成遺構 （r第 36 ਤ、ࣸਅਤ൛ 9）

ʤҐ置ʥ4 区北部ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ平面形が࣠ 45Dm、࣠ 35Dm の不

整ପ円形を呈し、அ面形はਂさ 21Dm の皿形を呈する。

底面は皿状にۼΜでいる。掘方ຒ土によりਂさ 2Dm

でஅ面形が皿形を呈する底面を構ஙしている。

ʤ堆積土ʥ2 層にࡉ分される。1 層は焼土ϒロοクを

主体として炭化物ཻを含Ή色シϧτ、2 層は焼土・

炭化物ཻを少量含Ήࠇ色シϧτである。1 層は機能

時堆積土、2 層は掘方ຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS9134 焼成遺構 （r第 36 ਤ、ࣸਅਤ൛ 9）

ʤҐ置ʥ4 区南部ʗ南西؇ࣼ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ平面形が一辺 50Dm の۱ؙ方形を呈し、
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S9134 焼成遺構  A-A�
/P. 土色 土性 備考

1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻ・焼土ཻを多量に含Ή
炭化物ཻを含Ή

2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（掘）

S940 焼成遺構  A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク、焼土ཻを含Ή
2 10:32�1 ࠇ - 炭化物層　（機能時堆）
3 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（掘）

S943 焼成遺構  A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή
2 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを多量に含Ή　（掘）

S944 焼成遺構  A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 7.5:34�4  シϧτ 焼土ϒロοク主体　炭化物ཻを含Ή
2 10:32�3 ࠇ シϧτ 炭化物ཻ、焼土ཻを少量含Ή　（掘）

ୈ �� ਤɹ49��ɾ49��ɾ49��ɾ49��� মҨߏ
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அ面形はਂさ 7Dm の皿形を呈する。底面はԜತがݟ

られる。掘方ຒ土によりਂさ 3Dm でஅ面形が皿形を

呈する底面を構ஙしている。

ʤ堆積土ʥ2 層にࡉ分される。1 層は炭化物ཻと多量

のԫ色ローϜ・焼土ཻを含Ή色シϧτ、2 層はԫ

色シϧτであ色ローϜϒロοクを多量に含Ή҉

る。1 層は機能時堆積土、2 層は掘方ຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʢ̓ʣΈ合Θないப݀跡
　調査区શ域にࢄອに分し、北部でやや多く確認し

た。小規模で柱痕跡が確認されないものが多いが、や

や規模が大きく柱痕跡が確認されたものもある。確認

面・堆積土から土師器ᆀ・ᙈ、須恵器小ܕ品、మ釘が

出土した。土師器ᆀは内面にࠇ色ॲཧを施し、֎面の

体部にϔラέズリ調整を施す。ᙈは֎面のᰍ部に痕跡

తなஈを持ち、ޱԑ部にϤコナσ、部にϋέϝ調整

を施す。మ釘はԣஅ面が方形の角釘である。

ʢ̔ʣ遺ߏ֎ग़土遺
　ཚから中世陶器ᆵʁ（第 37 ਤ 1）、遺構確認面

か ら 金 属 製 の 懐 中 仏（第 37 ਤ 2） が 出 土 し た。 中

世陶器ᆵʁはޱԑ部ഁ片で内֎面にロクロナσ調整

を施す。ޱԑ部は֎しޱ৶部下がఠみ出されて

෯ 1.0Dm の ޱ ԑ ԑ ଳ 部 を 形 成 す る。 懐 中 仏 は ߴ さ

4.23Dm、 ෯ 1.53Dm、 ް さ 1.41Dm、 ॏ 量 28.2H で、

銅製とみられる。立૾とޫഎ、台࠲を一ரでர出した

後、ݚ磨による্͛を施す。台্࠲部はܽ状となっ

て͓り、別ரまたは異なる素材の࿇՚࠲がቕめ込まれ

ていた可能性がある。表面の෩化がਐ行して͓り૾種

は判別できないが、དྷ形またはࡵ形であΖう。ま

た、྆खはڳのҐ置にあることから印૬は߹ঠ印の可

能性が考えられる。

　このほか、表土・遺構確認面・ཚから土師器ᆀ・

ᙈ、須恵器ᙈ、中世陶器ᙈ・ᙈまたはു・片ുޱ、陶

器・ᙈ、磁器皿・・ു・小ᆀ・ା物、੨磁が出

土した。土師器ᆀは内面にࠇ色ॲཧを施し、֎面のޱ

ԑ部にϤコナσ調整、体部にはϔラέズリ調整を施

す。ᙈは֎面のᰍ部に痕跡తなஈを持ち、ޱԑ部にϤ

コナσ調整、部にϋέϝ調整を施すもの、֎底面に

木葉痕がݟられるものがある。須恵器ᙈは֎面に平行

λλΩ調整を施す。
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　遺跡範囲の南部にҐ置し、東西 42m、南北 90m の

範囲にԆͼる෯ 9~15m の調査区である。調査区内は

ほ΅平ୱで、わͣかに南かってࣼする。遺構確

認面はݱ地表面からਂさ 15~20Dm のᶛ ~ ᶜ層্面で

ある。遺構は掘立柱建物跡 32 棟、柱列跡 10 条、井

戸跡 5 基、土坑 8 基、堀跡 1 条、溝跡 12 条、焼成遺

構 9 基、ೱີに分する柱穴跡群を確認した（第 39 ਤ、

ࣸਅਤ൛ 10）。

ʢ̍ʣ掘ཱபݐ跡
ʲSB74 掘立柱建物跡 （r第 38 ਤ、ࣸਅਤ൛ 11・15）

ʤҐ置ʥ5 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB74 ʵ SB92・SB162・SB163・S966

ʤ規模・形状ʥܻ行 2 間（総 4.60m）、ྊ行 1 間（総

 3.00m）の東西棟側柱建物である。

ʤ柱穴ʥ5 か所確認した。掘方の平面形は࣠ 30~35Dm、

࣠ 24~32Dm のུ円形・ପ円形を呈し、ਂさ 15~20Dm

である。4 か所で平面形がܘ 15~20Dm の円形を呈す

る柱痕跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥܻ 行 （ 南 側 柱 列 ）： 西 か ら 230-230Dm、

2

1
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ྊ行（西側柱列）：300Dm

ʤ方ʥ南側柱列：8-2°-/

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSB77 掘立柱建物跡 （r第 43 ਤ、ࣸਅਤ൛ 12・14・15・33）

ʤҐ置ʥ5 区北部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB180・SA76 ˠ SB77 ʵ SB78・SB79・SB156・

SB157・SB158・SB159・SB160・SB181・SA98

ʤ規模・形状ʥܻ行 3 間（総 6.40m）、ྊ行 2 間（総

 4.90m）の東西棟側柱建物である。

ʤ 柱 穴 ʥ9 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

39~48Dm、࣠ 32~44Dm のପ円形・ུ円形・۱ؙ方

形を呈し、ਂさ 22~59Dm である。1 か所で柱材のൈ

きऔり痕跡、8 か所で平面形がܘ 13~24Dm の円形

を呈する柱痕跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥܻ行（北側柱列）：西から 200-210-（230）

Dm、ྊ行（西側柱列）：北から 220-270Dm

ʤ方ʥ北側柱列：8-9°-S

ʤ出土遺物ʥP2 柱穴柱痕跡下部に柱材の一部が存し

ていた（ࣸਅਤ൛ 33-4）。 さ 22.4Dm、 ෯ 15.6Dm、

ްさ 10.5Dm のׂ材（ਊڈ材）がある。

ʲSB78 掘立柱建物跡 （r第 44 ਤ、ࣸਅਤ൛ 11・15）

ʤҐ置ʥ5 区北部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB156 ˠ SB78 ˠ SB160・SB180 ʵ SB77・SB79・

SB155・SB157・SB158・SB159・SB181・SA24

ʤ規模・形状ʥܻ行 4 間（総 8.30m）Ҏ্、ྊ行 2

間（4.60m）の東西棟側柱建物である。

ʤ 柱 穴 ʥ11 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

34~54Dm、࣠ 29~43Dm の不整ପ円形・ପ円形を呈し、

ਂさ 21~45Dm である。3 か所で柱材のൈきऔり痕跡

を、8 か所で平面形がܘ 10~19Dm の円形を呈する

柱痕跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥܻ行（北側柱列）：西から（260）-170-170-

（230）Dm、ྊ行（東側柱列）：北から（150）-310Dm

ʤ方ʥ北側柱列：8-13°-S

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSB79 掘立柱建物跡 （r第 45 ਤ、ࣸਅਤ൛ 15）

ʤҐ置ʥ5 区北部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB156 ˠ SB79 ʵ SB77・SB78・SB155・SB157・

SB158・SB159・SB160・SB180・SB181・SA24・SA98

ʤ規模・形状ʥܻ 行 3 間（総 6.40m）Ҏ্、ྊ行 2 間（総

 4.10m）の東西棟側柱建物である。

ʤ 柱 穴 ʥ8 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

32~50Dm、࣠ 30~38Dm のུ円形・不整方形を呈し、

ਂさ 30~37Dm である。1 か所で柱材のൈきऔり痕跡

を、6 か所で平面形がܘ 14~17Dm の円形を呈する

柱痕跡を確認した。

ʤ 柱 間 ੇ ๏ ʥ ܻ 行（ 北 側 柱 列 ）： 西 か ら 200-230-

210Dm、ྊ行（東側柱列）：北から 160-250Dm

ʤ方ʥ北側柱列：8-6°-S

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSB80 掘立柱建物跡 （r第 45 ਤ、ࣸਅਤ൛ 13・15）

ʤҐ置ʥ5 区南部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB166 ˠ SB80 ˠ S,55 ʵ SA81

ʤ規模・形状ʥܻ行 1 間（総 4.10m）、ྊ行 2 間（総

 4.00m）の東西棟側柱建物である。

ʤ 柱 穴 ʥ6 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

SB74 掘立柱建物跡  P1　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή　焼土ཻを含Ή　（柱痕）
2 10:34�4  ೪質シϧτ ԫ色ローϜ 色シϧτϒロοクを含Ή　（柱掘）ࠇཻ・

SB74 掘立柱建物跡  P3　B-B�
/P. 土色 土性 備考

1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻ・焼土ཻ・炭化物ཻをごく少量
含Ή　（柱痕）

2 10:34�6  ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή
焼土ཻをごく少量含Ή　（柱掘）

SB74 掘立柱建物跡　P4　$-$�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜ小ϒロοクを少量含Ή　（柱痕）
2 10:34�4  シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB74 掘立柱建物跡　P5　%-%�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを含Ή　（柱痕）

2 10:34�4  ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ࠇ色シϧτϒロοクを
含Ή　（柱掘）
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SB77 掘立柱建物跡　P1　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（柱痕）
2 10:33�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを含Ή　（柱掘）

SB77 掘立柱建物跡　P2　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻを含Ή　（柱痕）
2 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）
3 10:33�3 ҉ ೪質シϧτ ԫ色ローϜ小ϒロοクを少量含Ή　（柱掘）
4 10:32�3 ࠇ シϧτ 質土　্部に柱材の৯によるۭܺ　（柱痕）ۉ
5 10:32�1 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜ小ϒロοクをごく少量含Ή　（柱掘）

SB77 掘立柱建物跡　P3　$-$�
/P. 土色 土性 備考

1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクをごく少量含Ή
্部に柱材の৯によるۭܺ　（柱痕）

2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻ・焼土ཻを含Ή　（柱掘）
SB77 掘立柱建物跡　P4　%-%�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを少量含Ή　（柱ൈ）
2 10:33�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB77 掘立柱建物跡　P5　&-&�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή　（柱痕）
2 10:32�3 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜ大ϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB77 掘立柱建物跡　P6　F-F�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή　（柱痕）
2 10:34�3 にͿいԫ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB77 掘立柱建物跡　P7　(-(�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή　（柱痕）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱掘）

SB77 掘立柱建物跡　P8　)-)�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻをごく少量含Ή　（柱痕）

2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή
焼土ཻ・炭化物ཻをごく少量含Ή　（柱掘）

SB77 掘立柱建物跡　P9　*-*�
/P. 土色 土性 備考

1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή
্部に柱材の৯によるۭܺ　（柱痕）

2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή
焼土ཻをごく少量含Ή　（柱掘）

3 10:34�4  シϧτ ԫ色ローϜϒロοクをۃめて多量に含Ή　（柱掘）

ୈ �� ਤɹ4#�� ۷ཱபݐ

22~60Dm、࣠ 20~54Dm のུ円形・ପ円形を呈し、

ਂさ 9~55Dm である。5 か所で平面形がܘ 9~18Dm

の円形を呈する柱痕跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥܻ行（北側柱列）：410Dm、ྊ行（西側柱

列）：北から 200-200Dm

ʤ方ʥ北側柱列：8-9°-S

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSB82 掘立柱建物跡 （r第 46 ਤ、ࣸਅਤ൛ 12・15）

ʤҐ置ʥ5 区南部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥS%68 ˠ SB82 ʵ SB83・SB167・SB168・SB169・

SB171・SB173・SB174・SB177

ʤ規模・形状ʥܻ行 3 間（総 7.50m）、ྊ行 1 間（総

 3.90m）の東西棟側柱建物である。

ʤ 柱 穴 ʥ7 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠
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20~33Dm、࣠ 20~33Dm のུ円形・不整ପ円形を呈し、

ਂさ 28~55Dm である。2 か所で柱材のൈきऔり痕跡、

5 か所で平面形がܘ 13~24Dm の円形を呈する柱痕

跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥܻ 行（南側柱列）：西から（250）-260-（240）

Dm、ྊ行（西側柱列）：（390）Dm

ʤ方ʥ南側柱列：8-8°-/

ʤ出土遺物ʥP2 柱穴堆積土から土師器が、P7 柱穴堆

積土から石器が出土した。石器は板状で྆面に磨

面がݟられる。

ʲSB83 掘立柱建物跡 （r第 46 ਤ、ࣸਅਤ൛ 12・15）

ʤҐ置ʥ5 区南部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB167 ˠ SB83 ʵ SB82・SB84・SB168・SB169・

SB171・SA170・SA176
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SB78 掘立柱建物跡　P1　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（柱ൈ）
2 10:33�1 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱ൈ）

SB78 掘立柱建物跡　P2　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（柱痕）
2 10:32�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを少量含Ή　（柱掘）

SB78 掘立柱建物跡　P3　$-$�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή　（柱痕）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB78 掘立柱建物跡　P4　%-%�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱痕）
2 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB78 掘立柱建物跡　P5　&-&�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（柱ൈ）
2 10:34�6  シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱ൈʁ）

SB78 掘立柱建物跡　P6　F-F�
/P. 土色 土性 備考

1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・焼土ཻ・炭化物ཻをご
く少量含Ή　（柱痕）

2 10:34�3 にͿいԫ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクをۃめて多量に含Ή　（柱掘）

SB78 掘立柱建物跡　P7　(-(�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή　（柱痕）
2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

3 10:34�6  シϧτ ԫ色ローϜϒロοク主体
色シϧτϒロοクを少量含Ή　（柱掘）ࠇ

SB78 掘立柱建物跡　P8　)-)�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻをごく少量含Ή　（柱痕）
2 10:32�3 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを少量含Ή　（柱掘）

SB78 掘立柱建物跡　P9　*-*`
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（柱痕）
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを少量含Ή　（柱掘）
3 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB78 掘立柱建物跡　P10　+-+`
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（柱痕）
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱掘）

SB78 掘立柱建物跡　P11　,-,�
/P. 土色 土性 備考

1 10:32�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή
ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（柱ൈ）

2 10:32�1 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（柱掘ʁ）
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SB79 掘立柱建物跡　P2　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή　（柱痕）
2 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB79 掘立柱建物跡　P3　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή　（柱痕）
2 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱掘）

SB79 掘立柱建物跡　P4　$-$�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱痕）

2 10:33�4 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクをۃめて多量に含Ή
焼土ཻ・炭化物ཻをごく少量含Ή　（柱掘）

3 10:34�3 にͿいԫ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクをۃめて多量に含Ή
炭化物ཻをごく少量含Ή　（柱掘）

SB80 掘立柱建物跡　P1　A-A�
/P. 土色 土性 備考

1 10:32�3 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή
焼土ཻ・炭化物ϒロοクを少量含Ή　（柱痕）

2 10:35�4 にͿいԫ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクをۃめて多量に含Ή　（柱掘）
SB80 掘立柱建物跡　P2　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜ大ϒロοクを含Ή　（柱痕）
2 10:32�3 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを含Ή　（柱掘）

SB80 掘立柱建物跡　P4　$-$�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（柱痕）
2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜ小ϒロοクを含Ή　（柱掘）
3 10:34�1 փ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク主体

SB80 掘立柱建物跡　P5　%-%�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 質土　（柱痕）ۉ
2 10:34�4  シϧτ 色土を含Ή　（柱掘）ࠇ

SB80 掘立柱建物跡　P6　&-&�
/P. 土色 土性 備考

1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή
炭化物片を少量含Ή　（柱痕）

2 10:34�3 にͿいԫ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）
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SB79 掘立柱建物跡　P5　%-%�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή　（柱痕）

2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή
炭化物ཻを少量含Ή　（柱掘）

3 10:34�4  シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）
SB79 掘立柱建物跡　P6　&-&�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（柱痕）
2 10:33�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB79 掘立柱建物跡　P7　F-F�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱ൈ）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή　（柱掘）

SB79 掘立柱建物跡　P8　(-(�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱痕）
2 10:32�3 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを多量に含Ή　（柱掘）
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SB83 掘立柱建物跡　P1　A-A�
/P. 土色 土性 備考

1 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜ小ϒロοク・ཻ、ന色೪土ཻをご
く少量含Ή　（柱ൈ）

SB83 掘立柱建物跡　P2　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（柱掘ʁ）

SB82 掘立柱建物跡　P1　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱ൈ）

SB82 掘立柱建物跡　P2　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:34�2 փԫ シϧτ ԫ色ローϜཻをごく少量含Ή　（柱痕）
2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB82 掘立柱建物跡　P3　$-$�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�4 ҉ ೪質シϧτ 質土　（柱痕）ۉ
2 10:33�1 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（柱掘）

SB82 掘立柱建物跡　P4　%-%�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱ൈ）
2 10:33�4 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB82 掘立柱建物跡　P5　&-&�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�3 ҉ ೪質シϧτ 質土　（柱痕）ۉ
2 10:33�3 ҉ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを少量含Ή　（柱掘）

SB83 掘立柱建物跡　P3　$-$�
/P. 土色 土性 備考

1 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜ小ϒロοク・ཻ、焼土ཻ・炭化物
ཻをごく少量含Ή　（柱痕）

2 10:34�3 にͿいԫ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱掘）
SB83 掘立柱建物跡　P4　%-%�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻをごく少量含Ή　（柱ൈ）
2 10:34�3 にͿいԫ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB83 掘立柱建物跡　P5　&-&�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή　（柱痕）
2 10:34�3 にͿいԫ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB83 掘立柱建物跡　P6　F-F�
/P. 土色 土性 備考

1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή
炭化物片を少量含Ή　（柱ൈ）
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SB82 掘立柱建物跡　P6　F-F�
/P. 土色 土性 備考

1 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜཻ・焼土ཻ・炭化物ཻをごく少量
含Ή　（柱痕）

2 10:34�3 にͿいԫ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）
3 10:33�4 ҉ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻをごく少量含Ή　（柱掘）

SB82 掘立柱建物跡　P7　(-(�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを含Ή　（柱痕）
2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）
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ʤ規模・形状ʥܻ 行 2 間（総 3.80m）Ҏ্、ྊ行 1 間（総

 3.50m）の東西棟側柱建物である。

ʤ 柱 穴 ʥ6 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

20~33Dm、࣠ 20~33Dm のུ円形・不整ପ円形を呈し、

ਂさ 28~55Dm である。3 か所で柱材のൈきऔり痕跡

を、2 か所で平面形がܘ 20~30Dm の円形を呈する

柱痕跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥܻ行（北側柱列）：西から（190）-（190）

Dm、ྊ行（東側柱列）：（350）Dm

ʤ方ʥ北側柱列：8-7°-/

ʤ出土遺物ʥP6 柱穴柱材ൈきऔり痕跡から土師器ᙈが

出土した。֎面にϋέϝ調整を施す。

ʲSB84 掘立柱建物跡 （r第 47 ਤ、ࣸਅਤ൛ 12・13・15）

ʤҐ置ʥ5 区南部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB84 ʵ SB83・SB168・SB169・SB171・SB172・

SB173・SA170・SA176

ʤ規模・形状ʥܻ 行 4 間（総 7.10m）Ҏ্、ྊ行 1 間（総

 2.90m）の東西棟側柱建物である。

ʤ 柱 穴 ʥ9 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

23~34Dm、࣠ 23~34Dm のུ円形・۱ؙ方形を呈し、

ਂさ 23~34Dm である。4 か所で柱材のൈきऔり痕跡

を、3 か所で平面形がܘ 10~18Dm の円形を呈する

柱痕跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥܻ行（北側柱列）：西から（190）-（185）

-170-（165）Dm、ྊ行（東側柱列）：（290）Dm

ʤ方ʥ北側柱列：8-12°-/

ʤ出土遺物ʥP1 柱穴掘方ຒ土から土師器ᙈが出土した。

֎面にϋέϝ調整を施す。

ʲSB92 掘立柱建物跡 （r第 48 ਤ、ࣸਅਤ൛ 11・15・16）

ʤҐ置ʥ5 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB92 ˠ S966 ʵ SB74・SB161・SB162・SB163・

S962・S969・S972

ʤ規模・形状ʥܻ 行 3 間（総 5.70m）Ҏ্、ྊ行 1 間（総

 3.80m）の東西棟側柱建物である。

ʤ 柱 穴 ʥ8 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

22~38Dm、  ࣠ 22~38Dm の ུ 円 形・ 不 整 ପ 円 形 を

呈し、ਂさ 12~36Dm である。6 か所で平面形がܘ

8~15Dm の円形を呈する柱痕跡を確認した。

SB84 掘立柱建物跡　P1　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻをごく少量含Ή　（柱痕）
2 10:32�2 ࠇ ೪質シϧτ 質土　（柱掘）ۉ

SB84 掘立柱建物跡　P2　B-B�
/P. 土色 土性 備考

1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή
焼土ཻ・炭化物ཻをごく少量含Ή　

SB84 掘立柱建物跡　P3　$-$�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 質土　（柱痕）ۉ
2 10:32�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻを含Ή　（柱掘）

SB84 掘立柱建物跡　P4　%-%�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜ小ϒロοクを少量含Ή　（柱痕）
2 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜ小ϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB84 掘立柱建物跡　P5　&-&�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（柱ൈ）
2 10:34�4  シϧτ ԫ色ローϜϒロοク主体　（柱ൈ）
3 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB84 掘立柱建物跡　P6　F-F�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱ൈ）
2 10:33�1 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή　（柱ൈ）
3 10:32�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻを多量に含Ή　（柱掘）
4 10:34�1 փ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB84 掘立柱建物跡　P8　(-(�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（柱ൈ）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを含Ή　（柱掘）

SB84 掘立柱建物跡　P9　)-)�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 質土　（柱ൈ）ۉ
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱掘）
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ʤ 柱 間 ੇ ๏ ʥ ܻ 行（ 南 側 柱 列 ）： 西 か ら 200-190-

180Dm、ྊ行（東側柱列）：（380）Dm

ʤ方ʥ北側柱列：8-7°-S

ʤ出土遺物ʥP3 柱穴掘方ຒ土からロクロ土師器ᆀが出

土した。内面にࠇ色ॲཧを施す。

ʲSB154 掘立柱建物跡 （r第 49 ਤ、ࣸਅਤ൛ 11・14・16）

ʤҐ置ʥ5 区北部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB26 ˠ SB154 ˠ SA97・S%7 ʵ SB155・SA24・

SA183・S&85・S,86

ʤ規模・形状ʥܻ行 5 間（総 12.88m）、ྊ行 2 間（総

 6.26m）の南北棟側柱建物である。

ʤ 柱 穴 ʥ11 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

21~36Dm、࣠ 20~32Dm の۱ؙ方形・ུ円形・不整

方形を呈し、ਂさ 16~44Dm である。2 か所で柱材の

ൈきऔり痕跡、8 か所で平面形がܘ 8~28Dm の円形・

ପ円形を呈する柱痕跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥܻ行（東側柱列）：北から（252）-（256）

-（264）-（262）-254 Dm、 ྊ行（南側柱列）：西か

ら 292-334 Dm

ʤ方ʥ東側柱列：/-21°-8

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSB155 掘立柱建物跡 （r第 51 ਤ、ࣸਅਤ൛ 10）

ʤҐ置ʥ5 区北部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB155 ʵ SB78・SB79・SB154・SB156・SB157・

SB158・SB159・SB160・SB180・SB181・SA24・SA97

ʤ規模・形状ʥܻ 行 3 間（総 6.56m）Ҏ্、ྊ行 1 間（総

 2.49m）の南北棟側柱建物である。

ʤ柱穴ʥ5 か所確認し、いͣれもະਫ਼査である。掘方

の平面形は࣠ 24~56Dm、࣠ 22~27Dm のུ円形・

不整方形・不整形を呈する。１か所で平面形がܘ

16Dm の円形を呈する柱痕跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥܻ行（東側柱列）：北から（236）-（212）

-（208）Dm、ྊ行（北側柱列）：（249）Dm

ʤ方ʥ東側柱列：/-21°-8

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSB156 掘立柱建物跡 （r第 50 ਤ）

ʤҐ置ʥ5 区北部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB156 ˠ SB78・SB79 ʵ SB77・SB155・SB157・

SB92 掘立柱建物跡　P1　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを多量に含Ή　（柱掘）
2 10:33�4 ҉ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB92 掘立柱建物跡　P2　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（柱痕）
2 10:34�6  シϧτ ԫ色ローϜཻを多量に含Ή　（柱掘）

SB92 掘立柱建物跡　P3　$-$�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻを含Ή　（柱痕）
2 10:33�4 ҉ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻを多量に含Ή　（柱掘）

SB92 掘立柱建物跡　P4　%-%�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή　（柱掘）
2 10:34�4  ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB92 掘立柱建物跡　P5　&-&�
/P. 土色 土性 備考
1 10:35�1 փ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを含Ή　（柱痕）
2 10:34�1 փ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを含Ή　（柱掘）
3 10:34�2 փԫ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB92 掘立柱建物跡　P6　F-F�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻを含Ή　（柱痕）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを含Ή　（柱掘）

SB92 掘立柱建物跡　P7　(-(�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを少量含Ή　（柱痕）
2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB92 掘立柱建物跡　P8　)-)�
/P. 土色 土性 備考

1 10:33�1 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻを多量に含Ή
炭化物ཻをごく少量含Ή　（柱痕）

2 10:33�4 ҉ シϧτ ԫ色ローϜཻを多量に含Ή　（柱掘）
3 10:32�1 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻをごく少量含Ή　（柱掘）
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SB154 掘立柱建物跡　P1　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱痕）
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB154 掘立柱建物跡　P2　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 7.5:33�1 ࠇ シϧτ 質土　（柱ൈ）ۉ
2 7.5:34�3  シϧτ ԫ色ローϜཻを含Ή　（柱掘）

SB154 掘立柱建物跡　P4　$-$�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή　（柱ൈ）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB154 掘立柱建物跡　P5　%-%�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜ小ϒロοク・ཻ をごく少量含Ή　（柱痕）
2 10:33�3 ҉ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB154 掘立柱建物跡　P6　&-&�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（柱痕）
2 10:32�3 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB154 掘立柱建物跡　P11　F-F�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱痕）
2 10:33�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

ୈ �� ਤɹ4#��� ۷ཱபݐ
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SB158・SB159・SB160・SB180・SB181・SA24

ʤ規模・形状ʥܻ 行 2 間（総 4.94m）、ྊ行 2 間（4.63m）

Ҏ্の南北棟চଋ建物である。

ʤ柱穴ʥ側柱 6 か所、ଋ柱 1 か所を確認し、いͣれも

ະਫ਼査である。掘方の平面形は࣠ 20~32Dm、࣠

18~30Dm のུ円形・۱ؙ方形・不整ପ円形を呈する。

側柱の 3 か所で平面形がܘ 11~17Dm の円形を呈す

る柱痕跡を確認した。

࣠ 20~34Dm の ུ 円 形・ 不 整 ପ 円 形 を 呈 し、 ਂ さ

24~32Dm である。6 か所で平面形がܘ 12~23Dm の

円形・ପ円形を呈する柱痕跡を確認した。

ʤ 柱 間 ੇ ๏ ʥ ܻ 行（ 南 側 柱 列 ）： 西 か ら 196-207-

212Dm、ྊ行（東側柱列）：（203）Dm

ʤ方ʥ東側柱列：8-24°-S

ʤ出土遺物ʥなし
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ʤ柱間ੇ๏ʥܻ行（東側柱列）：北か

ら（244）-（250）Dm、ྊ行（北側

柱列）：西から（227）-（236）Dm

ʤ方ʥ東側柱列：/-10°-8

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSB157 掘 立 柱 建 物 跡 （r 第 50 ਤ、

ࣸਅਤ൛ 10・14）

ʤҐ置ʥ5 区北部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB181 ˠ SB157 ˠ SB158 ʵ

S B 7 7 ・ S B 7 8 ・ S B 7 9 ・ S B 1 5 5 ・

SB156・SB159・SB160・SB180・

SA24・SA76・SA98

ʤ規模・形状ʥܻ 行 3 間（総 8.54m）、

ྊ 行 1 間（ 総  2.72m） Ҏ ্ の 南

北棟側柱建物である。

ʤ柱穴ʥ5 か所確認し、いͣれもະ

ਫ਼査である。 掘方の平面形は࣠

22~30Dm、  ࣠ 19~28Dm の ུ 円

形 で あ る。2 か 所 で 平 面 形 が  ܘ

14~16Dm のପ円形を呈する柱痕跡

を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥܻ行（東側柱列）：北か

ら（288）-276-（290）Dm、ྊ行（北

側柱列）：（272）Dm

ʤ方ʥ東側柱列：/-18°-8

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSB158 掘 立 柱 建 物 跡 （r 第 51 ਤ、

ࣸਅਤ൛ 10・14）

ʤҐ置ʥ5 区北部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB157 ˠ SB158 ʵ SB77・

SB78・SB79・SB155・SB156・

SB159・SB160・SB180・SB181

ʤ規模・形状ʥܻ 行 3 間（総 6.15m）

Ҏ ্、 ྊ 行 1 間（ 総  2.03m） の

東西棟側柱建物である。

ʤ 柱 穴 ʥ8 か 所 確 認 し た。 掘 方

の 平 面 形 は  ࣠ 24~37Dm、 

調査区外
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ʲSB159 掘立柱建物跡 （r第 51 ਤ）

ʤҐ置ʥ5 区北部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB159 ʵ SB77・SB78・SB79・SB155・SB156・

SB157・SB158・SB160・SB180・SB181・SA24

ʤ規模・形状ʥܻ 行 2 間（総 3.58m）Ҏ্、ྊ行 1 間（総

 3.00m）の南ኈ（ԑ）付東西棟側柱建物である。ኈ

（ԑ）の出は 1.62m である。

ʤ柱穴ʥࣷで 5 か所、ኈ（ԑ）で 2 か所確認した。

掘方の平面形は࣠ 16~30Dm、࣠ 14~26Dm のུ円

形・不整ପ円形を呈し、ਂさ 31~32Dm である。ࣷ

の 3 か所、ኈ（ԑ）の 2 か所で平面形がܘ 9~15Dm

の円形を呈する柱痕跡を確認した。

㪧㪈

㪧㪉

㪧㪊

㪧㪋

㪧㪌

㪜㪄㪊㪇㪍
㪥㪄㪊㪇

㪜㪄㪊㪈㪉
㪥㪄㪉㪈

調査区外

㪪㪙㪈㪌㪌

0 �m

S = 1/100

SB158 掘立柱建物跡　P1　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　

SB158 掘立柱建物跡　P2　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή　（柱痕）　
2 10:34�6  シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）　
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SB159 掘立柱建物跡　P1　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（柱痕）　
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱掘）　

SB159 掘立柱建物跡　P5　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（柱痕）　

2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻ・焼土ཻ・炭化物ཻを少量含Ή
（柱掘）

3 10:35�4 にͿいԫ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）　
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ʤ柱間ੇ๏ʥܻ行（南側柱列）：西から（184）-（174）

Dm、ྊ行（東側柱列）：（300）Dm、ኈ（ԑ）：168Dm

ʤ方ʥ東側柱列：8-10°-S

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSB160 掘立柱建物跡 （r第 52 ਤ、ࣸਅਤ൛ 14）

ʤҐ置ʥ5 区北部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB78 ˠ SB160 ʵ SB77・SB79・SB155・SB156・

SB157・SB158・SB159・SB180・SB181・SA98

ʤ規模・形状ʥܻ 行 2 間（総 4.14m）Ҏ্、ྊ行 1 間（総

 3.10m）の東西棟側柱建物である。

ʤ柱穴ʥ5 か所確認し、いͣれもະਫ਼査である。掘方

の平面形は࣠ 28~42Dm、࣠ 22~34Dm のପ円形・

不整形を呈する。4 か所で平面形がܘ 15~24Dm の

円形・ପ円形を呈する柱痕跡を確認した。

ʤ柱 間 ੇ ๏ʥ ܻ 行（北 側 柱 列）： 西 か ら 202-（212）

Dm、ྊ行（東側柱列）：310Dm

ʤ方ʥ東側柱列：8-10°-/

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSB161 掘立柱建物跡 （r第 52 ਤ、ࣸਅਤ൛ 11）

ʤҐ置ʥ5 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB161 ˠ S962 ʵ SB92・SB162・SB163・S963・

S970・S971・S972・S%88

ʤ規模・形状ʥܻ 行 4 間（総 7.96m）Ҏ্、ྊ行 1 間（総

 4.31m）の東西棟側柱建物である。

ʤ 柱 穴 ʥ9 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

22~38Dm、࣠ 18~32Dm のུ円形・不整ପ円形・不

整形を呈し、ਂさ 21~41Dm である。柱痕跡は確認さ

れなかった。

ʤ柱間ੇ๏ʥܻ行（南側柱列）：西から（204）-（184）

-（200）-（208）Dm、ྊ行（東側柱列）：（431）Dm

ʤ方ʥ東側柱列：8-11°-S

ʤ出土遺物ʥなし
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SB161 掘立柱建物跡　P3　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻ、炭化物ཻを含Ή

SB161 掘立柱建物跡　P1　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ 炭化物ཻを含Ή

ୈ �� ਤɹ4#���ɾ4#��� ۷ཱபݐ

㻱㻙㻟㻝㻡
㻺㻙㻝㻤

㻼㻝

㻼㻞

㻼㻟

㻼㻠

㻼㻡

㻿㻮㻝㻢㻜

㻱㻙㻟㻜㻥
㻺㻙㻞㻠

調査区外

0 �m

S = 1/100



第２અ　発ݟされた遺構と遺物

71

㻭

㻭䇻

㻮

㻮䇻

㻯

㻯䇻

㻰 㻰䇻

㻼㻝

㻼㻞

㻼㻟

㻼㻠
㻼㻡

㻼㻢

㻼㻣
㻼㻤

㻱㻙㻟㻝㻡
㻺㻙㻥

㻱㻙㻟㻞㻠
㻺㻙㻜㻙㻿

調査区外

㻿㻮㻝㻢㻞

㻭 㻭䇻㻥㻟㻚㻢㻜㼙

㻝

㻼㻝

㻮 㻮䇻

㻝㻞 㻞

㻼㻞

㻯 㻯䇻㻥㻟㻚㻡㻜㼙

㻝
㻞

㻞

㻼㻟

㻰 㻰䇻

㻝

䜹䜽䝷䞁

㻼㻣

0 �m

S = 1/100

0 1m

S = 1/�0

㻭

㻭䇻㻼㻝㻼㻞

㻼㻟

㻼㻠

㻼㻡

㻼㻢

㻼㻣
㻼㻤㻼㻥

㻱㻙㻟㻟㻜

㻺㻙㻥
㻱㻙㻟㻝㻤

㻺㻙㻜㻙㻿

調査区外

㻿㻮㻝㻢㻟

0 �m

S = 1/100

㻭 㻭䇻㻥㻟㻚㻟㻜㼙

㻝

㻞

㻼㻝

0 1m

S = 1/�0

ୈ �� ਤɹ4#���ɾ4#��� ۷ཱபݐ

SB163 掘立柱建物跡　P1　A-A�
/P. 土色 土性 備考

1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή
（柱痕）

2 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に
含Ή　（柱掘）

SB162 掘立柱建物跡　P1　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή

SB162 掘立柱建物跡　P2　B-B�
/P. 土色 土性 備考

1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜ小ϒロοクを含Ή
（柱痕）

2 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜ小ϒロοクを多量
に含Ή　（柱掘）

SB162 掘立柱建物跡　P3　$-$�
/P. 土色 土性 備考

1 10:32�1 ࠇ ೪質
シϧτ

ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή
（柱痕）

2 10:34�4  ೪質
シϧτ

ԫ色ローϜϒロοク、ന色೪土
ϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB162 掘立柱建物跡　P7　%-%�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを含Ή

ʲSB162 掘立柱建物跡 （r第 53 ਤ、ࣸਅਤ൛ 11）

ʤҐ置ʥ5 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤ ॏ 複 ʥSB162 ʵ SB74・SB92・SB161・SB163・

S962・S966・S969

ʤ規模・形状ʥܻ 行 3 間（総 6.99m）Ҏ্、ྊ行 2 間（総

 5.81m）の東西棟側柱建物である。

ʤ 柱 穴 ʥ8 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

12~28Dm、  ࣠ 10~27Dm の ུ 円 形・ 不 整 ପ 円 形 を

呈し、ਂさ 29~46Dm である。5 か所で平面形がܘ

12~25Dm の円形・ପ円形を呈する柱痕跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥܻ 行（北側柱列）：西から（228）-（216）-（255）

Dm、ྊ行（東側柱列）：北から（173）-408Dm
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ʤ方ʥ東側柱列：8-0°

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSB163 掘立柱建物跡 （r第 53 ਤ、ࣸਅਤ൛ 11・16）

ʤҐ置ʥ5 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB163 ˠ S%57 ʵ SB74・SB92・SB161・SB162・

S962・S966

ʤ規模・形状ʥܻ行 2 間（総 5.06 ̼）Ҏ্、ྊ行 3

間（総 7.04m）の南ኈ（ԑ）付東西棟側柱建物であ

る。ኈ（ԑ）の出は 0.83m である。

ʤ柱穴ʥࣷで 6 か所、ኈ（ԑ）で 3 か所確認した。

掘方の平面形は࣠ 27~68Dm、࣠ 20~38Dm の不整

形・ପ円形を呈し、ਂさ 24~34Dm である。ࣷの 6

か所、ኈ（ԑ）の 2 か所で平面形がܘ 12~20Dm の

ପ円形・ུ円形を呈する柱痕跡を確認した。

ʤ 柱 間 ੇ ๏ ʥ ܻ 行（ 西 側 柱 列 ）： 北 か ら 236-232-

236Dm、ྊ行（南側柱列）：西から 248-258Dm、ኈ（ԑ）：

西から 248-260Dm

ʤ方ʥ西側柱列：/-10°-&

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSB166 掘立柱建物跡 （r第 54 ਤ、ࣸਅਤ൛ 13・16）

ʤҐ置ʥ5 区南部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB166 ˠ SB80・S,55 ʵ SA81

ʤ規模・形状ʥܻ行 2 間（総 3.62m）、ྊ行 2 間（総

 3.00m）の西張出付東西棟側柱建物である。張出部

はࣷ南西۱に付属し、ܻ行 1 間（1.45m）、ྊ行 1 間

（1.24m）である。また、ࣷ・張出南辺の東西に۱ݢ

柱の出はࢧ۱ݢ。柱を持つࢧ 0.63~0.67m である。

ʤ柱穴ʥࣷで 7 か所、張出で 2 か所、ࢧ۱ݢ柱 2 か

所を確認した。掘方の平面形は࣠ 17~34Dm、࣠

14~30Dm のପ円形を呈し、ਂさ 20~27Dm である。

ࣷの 3 か所、張出の 2 か所、ࢧ۱ݢ柱の 1 か所で平

面形がܘ 12~22Dm の円形・ପ円形を呈する柱痕跡

を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥܻ行（南側柱列）：西から（210）-（152）

Dm、ྊ行（西側柱列）：北から 176-（124）Dm

ʤ方ʥ東側柱列：8-5°-S

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSB167 掘立柱建物跡 （r第 54 ਤ、ࣸਅਤ൛ 13・16）

ʤҐ置ʥ5 区南部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB167 ˠ SB83 ʵ SB82・SB168・SB169・

SA170・S%68

ʤ規模・形状ʥܻ行 1 間（総 1.60m）Ҏ্、ྊ行 1 間

（3.00m）のೋ面（南・北）ኈ（ԑ）付東西棟側柱建物で

ある。ኈ（ԑ）の出は南面で 0.53m、北面で 0.60m である。

ʤ柱穴ʥࣷで 3 か所、ኈ（ԑ）で 4 か所確認した。

掘方の平面形は࣠ 18~29Dm、࣠ 17~28Dm のུ円

形・不整方形を呈し、ਂさ 31Dm である。ࣷの 2 か

所、ኈ（ԑ）の 3 か所で平面形がܘ 10~16Dm の円

形を呈する柱痕跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥܻ 行（北側柱列）：（160）Dm、ྊ行（東側柱列）：

300Dm、北ኈ（ԑ）：153Dm、南ኈ（ԑ）：159Dm

ʤ方ʥ東側柱列：/-7°-&

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSB168 掘立柱建物跡 （r第 54 ਤ、ࣸਅਤ൛ 13）

ʤҐ置ʥ5 区南部ʗ平ୱ面

ʤ ॏ 複 ʥSB168 ˠ S%68 ʵ SB82・SB83・SB84・

SB167・SB169・SA170・SA176

ʤ規模・形状ʥܻ行 3 間（総 5.23m）、ྊ行 2 間（総

 2.86m）Ҏ্の南北棟側柱建物である。

ʤ柱穴ʥ6 か所確認し、いͣれもະਫ਼査である。掘方

の平面形は࣠ 26~34Dm、࣠ 26~31Dm のུ円形・

۱ؙ方形を呈する。4 か所で平面形が 8~18Dm の円形

を呈する柱痕跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥܻ 行（東側柱列）：北から（181）-144-（198）

Dm、ྊ行（南側柱列）：西から 148-（138）Dm

ʤ方ʥ東側柱列：/-9°-8

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSB169 掘立柱建物跡 （r第 55 ਤ、ࣸਅਤ൛ 13・16）

ʤҐ置ʥ5 区南部ʗ平ୱ面 11

ʤॏ複ʥSB169 ʵ SB82・SB83・SB84・SB167・SB168・

SB171・SA170・SA176

ʤ規模・形状ʥܻ 行 2 間（総 4.92m）Ҏ্、ྊ行 1 間（総

 4.12m）の東西棟側柱建物である。

ʤ 柱 穴 ʥ6 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

24~30Dm、  ࣠ 18~26Dm の ུ 円 形・ ପ 円 形 を 呈

し、 ਂ さ 42~52Dm で あ る。4 か 所 で 平 面 形 が  ܘ

12~18Dm の円形・ପ円形を呈する柱痕跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ ܻ行（北側柱列）：西から 256-236Dm、

ྊ行（東側柱列）：412Dm

ʤ方ʥ東側柱列：8-4°-/

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSB171 掘立柱建物跡 （r第 55 ਤ、ࣸਅਤ൛ 13・16）

ʤҐ置ʥ5 区南部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB171 ʵ SB82・SB83・SB84・SB169・SB174・

SB177・S%68

ʤ規模・形状ʥܻ行 2 間（総 4.65m）、ྊ行 1 間（総

 3.69m）の東西棟側柱建物である。

ʤ 柱 穴 ʥ5 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

24~31Dm、࣠ 20~28Dm のུ円形・ପ円形・不整方

形を呈し、ਂさ 17~43Dm である。3 か所で平面形が
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ܘ 12~24Dm の円形・ପ円形を呈する柱痕跡を確認した。

ʤ 柱 間 ੇ ๏ ʥ ܻ 行（ 南 側 柱 列 ）： 西 か ら（228）

-237Dm、ྊ行（西側柱列）：369Dm（ೋ間分）

ʤ方ʥ南側柱列：8-39°-/

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSB172 掘立柱建物跡 （r第 55 ਤ、ࣸਅਤ൛ 12・13・16）

ʤҐ置ʥ5 区南部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB172 ʵ SB84・SB173・SB174・SA170・

SA175・SA176

ʤ規模・形状ʥܻ行 2 間（総 5.76m）、ྊ行 2 間（総

 4.61m）の東西棟側柱建物である。

ʤ 柱 穴 ʥ7 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

18~32Dm、  ࣠ 17~30Dm の ପ 円 形・ 不 整 ପ 円 形 を

呈し、ਂさ 16~35Dm である。2 か所で平面形がܘ

17~22Dm の円形を呈する柱痕跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥܻ行（北側柱列）：西から（290）-286Dm、

ྊ行（東側柱列）：北から（224）-（237）Dm

ʤ方ʥ東側柱列：8-5°-/

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSB173 掘立柱建物跡 （r第 56 ਤ、ࣸਅਤ൛ 12・16）

ʤҐ置ʥ5 区南部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB173 ʵ SB82・SB84・SB172・SB174・SB177
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SB166 掘立柱建物跡　P3　A-A�
/P. 土色 土性 備考

1 10:32�1 ࠇ ೪質
シϧτ

ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（柱
痕）

2 10:32�3 ࠇ ೪質
シϧτ

ԫ色ローϜϒロοクを多量に含
Ή　（柱掘）

SB166 掘立柱建物跡　P4　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 質土ۉ

SB166 掘立柱建物跡　P11　$-$�
/P. 土色 土性 備考

1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜ中ϒロοク、炭化物ཻを
少量含Ή　（柱痕）

2 10:32�3 ࠇ ೪質
シϧτ

ԫ色ローϜϒロοクを多量に含
Ή　炭化物ཻを少量含Ή　（柱掘）

SB167 掘立柱建物跡　P3　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή　（柱痕）
2 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）
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SB169 掘立柱建物跡　P3　A-A�
/P. 土色 土性 備考

1 10:32�2 ࠇ ೪質
シϧτ

ԫ色ローϜϒロοク・炭化物ཻを
含Ή　（柱痕）

2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻをごく少量含Ή
（柱掘）

SB169 掘立柱建物跡　P4　B-B�
/P. 土色 土性 備考

1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή
（柱痕）

2 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή
（柱掘）

SB171 掘立柱建物跡　P2　A-A�
/P. 土色 土性 備考

1 10:32�3 ࠇ ೪質
シϧτ

ԫ色ローϜཻ・炭化物ཻをごく少量
含Ή　（柱痕）

2 10:33�3 ҉ ೪質
シϧτ

ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή
（柱掘）

SB171 掘立柱建物跡　P3　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを含Ή　（柱痕）

2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή
（柱掘）

SB172 掘立柱建物跡　P2　A-A�
/P. 土色 土性 備考

1 10:33�1 ࠇ ೪質
シϧτ

ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή
（柱痕）

2 10:33�2 ࠇ ೪質
シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱掘）

SB172 掘立柱建物跡　P3　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή　（柱痕）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή　（柱掘）
3 10:34�4  シϧτ ԫ色ローϜϒロοク主体　（柱掘）

SB172 掘立柱建物跡　P6　$-$�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή
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ʤ規模・形状ʥܻ 行 2 間（総 5.73m）Ҏ্、ྊ行 1 間（総

 3.48m）の南北棟側柱建物である。

ʤ 柱 穴 ʥ5 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

26~38Dm、࣠ 19~37Dm のପ円形・不整ପ円形を呈し、

ਂさ 9~51Dm である。2 か所で平面形が 14~16Dm の

円形を呈する柱痕跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥܻ行（西側柱列）：北から（280）-（293）

Dm、ྊ行（南側柱列）：（348）Dm

ʤ方ʥ西側柱列：/-39°-&

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSB174 掘立柱建物跡 （r第 56 ਤ、ࣸਅਤ൛ 12・16）

ʤҐ置ʥ5 区南部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB174 ʵ SB82・SB171・SB172・SB173・SB177

ʤ規模・形状ʥܻ行 2 間（総 2.92m）、ྊ行 1 間（総

 1.74m）の南北棟側柱建物である。

ʤ 柱 穴 ʥ5 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

24~36Dm、࣠ 22~34Dm のུ円形・۱ؙ方形を呈し、

ਂさ 35~53Dm である。2 か所で柱材のൈきऔり痕跡、

3 か所で平面形がܘ 12~15Dm の円形・ུ円形を呈

する柱痕跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥܻ行（西側柱列）：北から（160）-（132）

Dm、ྊ行（北側柱列）：（174）Dm

ʤ方ʥ北側柱列：/-31°-8

ʤ出土遺物ʥなし
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SB173 掘立柱建物跡　P3　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή　（柱痕）
2 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB173 掘立柱建物跡　P5　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή　（柱痕）
2 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB174 掘立柱建物跡　P1　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（柱ൈ）
2 10:33�4 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB174 掘立柱建物跡　P2　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱痕）
2 10:33�4 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή　（柱掘）
3 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）
4 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή　（柱掘）
5 10:33�1 ࠇ シϧτ 質土ۉ

SB174 掘立柱建物跡　P3　$-$�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή　（柱痕）
2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB174 掘立柱建物跡　P4　%-%�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜ小ϒロοクを少量含Ή　（柱ൈ）
2 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB174 掘立柱建物跡　P5　&-&�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή　（柱痕）
2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）
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ʲSB177 掘立柱建物跡 （r第 57 ਤ、ࣸਅਤ൛ 12・16）

ʤҐ置ʥ5 区南部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB177 ʵ SB82・SB171・SB173・SB174

ʤ規模・形状ʥܻ 行 1 間（総 2.28m）Ҏ্、ྊ行 1 間（総

 1.66m）の東西棟側柱建物である。

ʤ柱穴ʥ4 か 所 確 認 し た 。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

21~60Dm、࣠ 18~44Dm のପ円形・ུ円形・۱ؙ方

形を呈し、ਂさ 25~76Dm である。1 か所で柱材のൈ

きऔり痕跡、4 か所で平面形がܘ 10~20Dm の円形・

۱ؙ方形を呈する柱痕跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥܻ行（南側柱列）：228Dm、ྊ行（西側柱

列）：166Dm

ʤ方ʥ西側柱列：8-7°-/

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSB178 掘立柱建物跡 （r第 57 ਤ）

ʤҐ置ʥ5 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB178 ˠ S%57 ʵ S,59・S%153

ʤ規模・形状ʥܻ 行 2 間（総 6.08m）Ҏ্、ྊ行 1 間（総
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SB177 掘立柱建物跡　P1　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ シϧτ 質土　（柱痕）ۉ
2 10:33�4 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB177 掘立柱建物跡　P2　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクをごく少量含Ή　（柱痕）

2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ന色೪土ϒロοクを多
量に含Ή　（柱掘）

3 10:32�1 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ന色೪土ϒロοクを含Ή　（柱掘）
4 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜ ・ཻന色೪土ϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB178 掘立柱建物跡　P2　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή

SB178 掘立柱建物跡　P3　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ 質土ۉ

ୈ �� ਤɹ4#���ɾ4#���ɾ4#��� ۷ཱபݐ

SB177 掘立柱建物跡　P3　$-$�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱ൈ）
2 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή　（柱痕）
3 10:34�3 にͿいԫ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB177 掘立柱建物跡　P4　%-%�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱痕）
2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）
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 4.08m）の東西棟側柱建物である。

ʤ柱穴ʥ5 か所確認した。掘方の平面形は࣠ 22~34Dm、

࣠ 20~22Dm のུ円形・ପ円形・۱ؙ方形を呈し、ਂ

さ 8~13Dm である。柱痕跡は確認されなかった。

ʤ柱間ੇ๏ʥܻ行（南側柱列）：西から（288）-（320）

Dm、ྊ行（西側柱列）：（408）Dm

ʤ方ʥ南側柱列：8-18°-/

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSB179 掘立柱建物跡 （r第 57 ਤ）

ʤҐ置ʥ5 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥܻ 行 2 間（総 4.10m）Ҏ্、ྊ行 1 間（総

 3.97m）の東西棟側柱建物である。

ʤ柱穴ʥ5 か所確認し、いͣれもະਫ਼査である。掘方

の平面形は࣠ 24~37Dm、࣠ 24~35Dm の不整方形

である。柱痕跡は確認されていない。

ʤ柱間ੇ๏ʥܻ行（北側柱列）：西から（206）-（204）

Dm、ྊ行（東側柱列）：（397）Dm

ʤ方ʥ東側柱列：8-4°-/

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSB180 掘立柱建物跡 （r第 58 ਤ、ࣸਅਤ൛ 11・16）

ʤҐ置ʥ5 区北部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB78 ˠ SB180 ˠ SB77 ʵ SB79・SB155・SB156・

SB157・SB158・SB159・SB160・SB181・SA24

ʤ規模・形状ʥܻ 行 4 間（総 6.61m）Ҏ্、ྊ行 2 間（総

 3.48m）の東西棟側柱建物である。

ʤ 柱 穴 ʥ9 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

22~40Dm、  ࣠ 21~36Dm の 不 整 形・ ۱ ؙ 方 形 を 呈

し、 ਂ さ 27~37Dm で あ る。4 か 所 で 平 面 形 が  ܘ

12~20Dm の円形・ପ円形を呈する柱痕跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥܻ 行（北側柱列）：西から（180）-（172）-（157）

-152 Dm、ྊ行（東側柱列）：北から 192-156 Dm

ʤ方ʥ東側柱列：8-11°-S

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSB181 掘立柱建物跡 （r第 58 ਤ、ࣸਅਤ൛ 14）

ʤҐ置ʥ5 区北部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB181 ˠ SB157 ʵ SB77・SB78・SB79・SB155・

SB156・SB158・SB159・SB160・SB180・SA98

ʤ規模・形状ʥܻ行 2 間（総 3.90m）、ྊ行 2 間（総

 3.24m）の南北棟側柱建物である。

ʤ 柱 穴 ʥ7 か 所 確 認 し、 い ͣ れ も ະ ਫ਼ 査 で あ る。 掘
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SB180 掘立柱建物跡　P1　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻをごく少量含Ή　（柱痕）
2 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB180 掘立柱建物跡　P2　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・炭化物片を少量含Ή　（柱痕）
2 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）
3 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB180 掘立柱建物跡　P6　$-$�
/P. 土色 土性 備考
1 ࠇ 10:32�3 シϧτ ԫ色ローϜཻを含Ή

ୈ �� ਤɹ4#���ɾ4#��� ۷ཱபݐ

㻼㻝
㻼㻞 㻼㻟

㻼㻠

㻼㻡㻼㻢

㻼㻣

㻱㻙㻟㻜㻥
㻺㻙㻞㻡

㻱㻙㻟㻝㻡
㻺㻙㻝㻥

調査区外

㻿㻮㻝㻤㻝

0 �m

S = 1/100



第４ষ　調査の結果

78

方 の 平 面 形 は  ࣠ 15~36Dm、  ࣠ 14~31Dm の 不 整

ପ円形・۱ؙ方形を呈する。3 か所で平面形がܘ

20~22Dm の円形・۱ؙ方形を呈する柱痕跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ ܻ行（東側柱列）：北から 188-202Dm、

ྊ行（南側柱列）：西から（172）-（152）Dm

ʤ方ʥ東側柱列：/-7°-&

ʤ出土遺物ʥなし

ʢ̎ʣபྻ跡
ʲSA24 柱列跡 （r第 59 ਤ、ࣸਅਤ൛ 11・16）

ʤҐ置ʥ5 区北部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSA24 ʵ SB78・SB79・SB154・SB155・SB156・

SB157・SB159・SB180

ʤ規模・形状ʥ南北 4 間（総 10.20m）

ʤ方ʥ/-14°-8

ʤ 柱 穴 ʥ5 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

32~44Dm、࣠ 31~40Dm の۱ؙ方形・不整方形・ུ

円形を呈し、ਂさ 33 ～ 57Dm である。5 か所で平面

形がܘ 11~15Dm の円形・ପ円形を呈する柱痕跡を

確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ北から 250-260-260-250Dm

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSA76 柱列跡 （r第 59 ਤ、ࣸਅਤ൛ 12・14・16）

ʤҐ置ʥ5 区北部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSA76 ˠ SB77 ʵ SB157

ʤ規模・形状ʥ東西 2 間（総 4.10m）Ҏ্

ʤ方ʥ8-7°-S

ʤ 柱 穴 ʥ3 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

37~40Dm、  ࣠ 37~40Dm の ུ 円 形 を 呈 し、 ਂ さ

21~28Dm である。柱痕跡は確認されなかった。

ʤ柱間ੇ๏ʥ西から（200）-（210）Dm

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSA81 柱列跡 （r第 59 ਤ、ࣸਅਤ൛ 16）

ʤҐ置ʥ5 区南部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSA81 ʵ SB80・SB166・S,55

ʤ規模・形状ʥ南北 1 間（総 1.90m）・東西 2 間（総

 3.90m）ʗٯＬ字形

ʤ方ʥ東側柱列：/-5°-&

ʤ 柱 穴 ʥ4 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

23~35Dm、࣠ 21~28Dm の不整ପ円形を呈し、ਂさ

26~37Dm である。4 か所で平面形がܘ 10~15Dm の

円形を呈する柱痕跡を確認した。

ʤ柱 間 ੇ ๏ʥ 東 側 柱 列：190Dm、 南 側 柱 列： 西 か ら

184-206Dm

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSA97 柱列跡 （r第 60 ਤ、ࣸਅਤ൛ 11・17）

ʤҐ置ʥ5 区北部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB154 ˠ SA97 ʵ SB155

ʤ規模・形状ʥ東西 4 間（総 4.30m）Ҏ্

ʤ方ʥ8-13°-S

ʤ 柱 穴 ʥ5 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

27~42Dm、  ࣠ 22~38Dm の 不 整 ପ 円 形・ ུ 円 形 を

呈し、ਂさ 17~45Dm である。4 か所で平面形がܘ

12~22Dm の円形を呈する柱痕跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ西から 115-100-100-（115）Dm

ʤ出土遺物ʥP3 柱穴堆積土からロクロ土師器ᆀが出土

した。内面にࠇ色ॲཧを施す。

ʲSA98 柱列跡 （r第 60 ਤ、ࣸਅਤ൛ 14・17）

ʤҐ置ʥ5 区北部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSA98 ʵ SB77・SB79・SB157・SB160・SB181

ʤ規模・形状ʥ東西 3 間（総 5.40m）Ҏ্

ʤ方ʥ8-13°-S

ʤ 柱 穴 ʥ4 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

22~26Dm、  ࣠ 15~20Dm の 不 整 形 を 呈 し、 ਂ さ

16~31Dm である。3 か所で平面形がܘ 15~20Dm の

円形を呈する柱痕跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ西から 160-170-（210）Dm

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSA164 柱列跡 （r第 61 ਤ、ࣸਅਤ൛ 17）

ʤҐ置ʥ5 区南部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSA164 ˠ S%48a・S%48C

ʤ規模・形状ʥ南北 2 間（総 4.37m）

ʤ方ʥ/-6°-8

ʤ 柱 穴 ʥ3 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

20~28Dm、  ࣠ 18~26Dm の ۱ ؙ 方 形・ ପ 円 形 を 呈

し、 ਂ さ 19~37Dm で あ る。3 か 所 で 平 面 形 が  ܘ

14~20Dm の円形・ପ円形を呈する柱痕跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ北から 213-224Dm

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSA165 柱列跡 （r第 61 ਤ、ࣸਅਤ൛ 17）

ʤҐ置ʥ5 区南部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSA165 ˠ S%48a・S%48C・S%58

ʤ規模・形状ʥ南北 2 間（総 7.92m）

ʤ方ʥ/-2°-8

ʤ 柱 穴 ʥ3 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

27~34Dm、  ࣠ 26~32Dm の ۱ ؙ 方 形 を 呈 し、 ਂ さ

14~32Dm である。2 か所で平面形がܘ 16~25Dm の

円形・۱ؙ方形を呈する柱痕跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ北から（404）-388Dm

ʤ出土遺物ʥなし
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SA81 柱列跡　P1　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクをごく少量含Ή　（柱痕）
2 10:33�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SA81 柱列跡　P2　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱痕）
2 10:33�3 ҉ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SA81 柱列跡　P3　$-$�
/P. 土色 土性 備考

1 10:32�3 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを含Ή
炭化物ཻをごく少量含Ή　（柱痕）

2 10:34�3 にͿいԫ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή
炭化物ཻをごく少量含Ή　（柱掘）

SA81 柱列跡　P4　%-%�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�3 ҉ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοク、炭化物ϒロοクを含Ή　（柱痕）
2 10:34�3 にͿいԫ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SA24 柱列跡　P1　A-A�
/P. 土色 土性 備考

1 10:32�1 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή
炭化物ཻを少量含Ή　（柱痕）

2 10:34�4  シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή
炭化物ཻを少量含Ή　（柱掘）

3 10:34�3 にͿいԫ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）
SA24 柱列跡　P2　B-B�
/P. 土色 土性 備考

1 10:32�1 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή
炭化物ཻを少量含Ή　（柱痕）

2 10:34�4  シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή
炭化物ཻを少量含Ή　（柱掘）

3 10:34�3 にͿいԫ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）
SA24 柱列跡　P3　$-$�
/P. 土色 土性 備考

1 10:32�1 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή
炭化物ཻを少量含Ή　（柱痕）

2 10:34�4  シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή
炭化物ཻを少量含Ή　（柱掘）

3 10:34�3 にͿいԫ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）
SA24 柱列跡　P4　%-%�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ 炭化物ཻを少量含Ή　（柱痕）
2 10:32�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱掘）
3 10:33�3 ҉ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SA76 柱列跡　P1　A-A�
/P. 土色 土性 備考

1 10:34�3 にͿいԫ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή
色シϧτϒロοクを少量含Ήࠇ

SA76 柱列跡　P2　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή

SA76 柱列跡　P3　$-$�
/P. 土色 土性 備考

1 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή
色シϧτϒロοクを少量含Ήࠇ

SA24 柱列跡　P5　&-&�
/P. 土色 土性 備考
1 7.5:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱痕）
2 7.5:33�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）
3 7.5:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）
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SA97 柱列跡　P1　A-A�
/P. 土色 土性 備考

1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻ、焼土ཻ・炭化物ཻ
をごく少量含Ή　（柱ൈ）

2 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱痕）

3 ࠇ 10:32�3 シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή
炭化物ཻを少量含Ή　（柱掘）

SA97 柱列跡　P2　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜ ・ཻ焼土 ・ཻ炭化物ཻをۃ小量含Ή　（柱痕）
2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱掘）

SA97 柱列跡　P3　$-$�
/P. 土色 土性 備考

1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻをごく少量含Ή
焼土ཻ・炭化物片・ཻを少量含Ή　（柱痕）

2 10:34�4  シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SA97 柱列跡　P4　%-%�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（柱痕）
2 10:34�4  シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱掘）

SA98 柱列跡　P1　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱痕）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SA98 柱列跡　P3　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�4 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱痕）
2 10:35�6 ԫ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクをۃめて多量に含Ή　（柱掘）

SA98 柱列跡　P4　$-$�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（柱掘）

ୈ �� ਤɹ4"��ɾ4"�� பྻ

ʲSA170 柱列跡 （r第 61 ਤ、ࣸਅਤ൛ 13）

ʤҐ置ʥ5 区南部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSA170 ʵ SB83・SB84・SB167・SB168・SB169・

SB172・SA175・SA176

ʤ規模・形状ʥ南北 3 間（総 8.80m）Ҏ্

ʤ方ʥ/-22°-8

ʤ柱 穴ʥ4 か 所 確 認 し、 い ͣ れ も ະ ਫ਼ 査 で あ る。 掘

方 の 平 面 形 は  ࣠ 23~33Dm、  ࣠ 23~30Dm の 不 整

ପ円形・۱ؙ方形を呈する。2 か所で平面形がܘ

12~13Dm の円形を呈する柱痕跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ北から（274）-（298）-（308）Dm

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSA175 柱列跡 （r第 62 ਤ、ࣸਅਤ൛ 12・17）

ʤҐ置ʥ5 区南部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSA175 ʵ SB172・SA170・SA176

ʤ規模・形状ʥ東西 3 間（総 10.00m）Ҏ্

ʤ方ʥ8-2°-/

ʤ 柱 穴 ʥ4 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

24~34Dm、࣠ 22~32Dm の不整円形・۱ؙ方形を呈し、

ਂさ 23Dm である。3 か所で平面形がܘ 17~20Dm

の円形・ପ円形を呈する柱痕跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ西から（330）-337-333Dm

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSA176 柱列跡 （r第 61 ਤ、ࣸਅਤ൛ 12・17）

ʤҐ置ʥ5 区南部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSA176 ʵ SB83・SB84・SB168・SB169・SB172・

SA170・SA175

ʤ規模・形状ʥ南北 3 間（総 5.20m）・東西 2 間（総

 4.30m）ʗＬ字形

ʤ方ʥ西側柱列：/-5°-&

ʤ 柱 穴 ʥ6 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

21~27Dm、࣠ 17~25Dm のପ円形・ུ円形を呈し、
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SA164 柱列跡　P1　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱痕）
2 10:32�2 ࠇ ԫ色ローϜཻを含Ή　（柱掘）

SA164 柱列跡　P2　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（柱痕）
2 10:34�4  ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SA164 柱列跡　P3　$-$�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクをごく少量含Ή　（柱痕）
2 10:33�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱掘）

3 10:35�3 にͿいԫ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή
炭化物ཻをごく少量含Ή　（柱掘）

SA165 柱列跡　P1　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを含Ή

SA165 柱列跡　P2　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクをごく少量含Ή　（柱痕）

2 10:33�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή
色࠭質シϧτϒロοクを含Ή　（柱掘）ࠇ

SA165 柱列跡　P3　$-$�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻを含Ή　（柱痕）
2 10:32�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻを含Ή　（柱掘）
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SA176 柱列跡　P6　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（柱痕）
2 10:34�2 փԫ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）
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SA175 柱列跡　P3　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή　（柱痕）
2 10:34�6  ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SA175 柱列跡　P4　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（柱痕）
2 10:33�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

ਂさ 25~33Dm である。2 か所で平面形がܘ 12Dm

の円形を呈する柱痕跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ西側柱列：北から（180）-（160）-（180）

Dm、南側柱列：西から（218）-（212）Dm

ʤ出土遺物ʥなし

ʢ̏ʣҪށ跡
ʲS&61 井戸跡 （r第 63・64 ਤ、ࣸਅਤ൛ 17・33）

ʤҐ置ʥ5 区南部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ平面形がܘ 165Dm の円形を呈し、ਂ

さ 290Dm である。下部が円形を呈し、্部が朝إ

形に։く。井戸側は確認されなかった。

ʤ堆積土ʥ調査中に่落したため一部不明であるが、

6 層Ҏ্にࡉ分される。্部の 1~3 層はԫ色ロー

Ϝϒロοクを多く含Ήࠇ色シϧτ、下部の 4 層は

ԫ色ローϜϒロοクを主体とする明փ色࠭質シϧ

τ、5 層はԫ色ローϜϒロοクを主体として多量の

২物遺体を含Ήࠇ色೪土、6 層はԫ色ローϜϒロο

クを含Ήࠇ色೪土である。3~4 層の間は่落により不

明である。1~5 層は井戸廃絶時Ҏ߱のຒめし土、6

層は井戸機能時の堆積土と井戸廃絶時Ҏ߱のຒめし

土のࠞ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ堆積土から石臼（下臼、第 64 ਤ 5）、木

片、֪が出土した。石臼（下臼）は安ؠࢁ製で磨面

のຎが著しいが、एׯの臼が確認できる。底面に

はノϛ痕がݟられる。木片はख斧Ꮦり痕のあるຝ

材、ׂ材がある。

ʲS&67 井戸跡 （r第 63・64 ਤ、ࣸਅਤ൛ 17・34）

ʤҐ置ʥ5 区南部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥS%151 ˠ S&67

ʤ規模・形状ʥ平面形が࣠ 163Dm、࣠ 142Dm の

ପ円形を呈し、ਂさ 128Dm である。下部が円形を

呈し、্部が朝إ形に։く。掘方と井戸側のൈきऔり

痕跡を確認した。井戸側は確認されなかった。

ʤ堆積土ʥ5 層にࡉ分される。1 層はԫ色ローϜཻ

を含Ήࠇ色シϧτ、2 層はന色೪土ཻを含Ήࠇ色೪

質シϧτ、3 層はന色೪土ϒロοクを含Ήࠇ色೪質シ

ϧτ、4 層はԫ色ローϜཻを含Ήࠇ色シϧτ、5

層はന色೪土とࠇ色シϧτのޓ層である。1・2 層

は井戸側材ൈきऔり後のຒめし土、3 層は井戸廃絶

時Ҏ߱のຒめし土、4・5 層は掘方ຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ堆積土から中世陶器片ുޱ（第 64 ਤ 1）、

石ਲ਼、堆積土下層から木材が出土した。中世陶器片ޱ

ുは内֎面にロクロナσ調整を施す。石ਲ਼はۄ製で

ണ片の一にਲ਼部を࡞出し、ਲ਼部ઌがંଛしている。

木材はॎ木地のਊ持材である。

ʲS&85 井戸跡 （r第 63・64 ਤ、ࣸਅਤ൛ 18・34）

ʤҐ置ʥ5 区北部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥS,86 ˠ S&85 ʵ SB154

ʤ規模・形状ʥ平面形が࣠ 168Dm、࣠ 164Dm の

円形を呈し、ਂさ 135Dm である。中Ґにஈを有する

Ꭼു形を呈する。掘方と井戸側、水溜め部、井戸側の

ൈきऔり痕跡を確認した。掘方の平面形は্部と下部

がུ円形を呈し、中Ґのஈは۱ؙ方形を呈する。井戸

側は掘方中Ґのஈに板材を井ܻ状に設置して͓り、ԣ

板を積み্͛て構ஙされていたと考えられる。木材の

ྼ化が著しく、ޱ形状は不明であるが、内ੇで平

面形が一辺 77~80Dm の方形を呈する。井戸側が設置

されたஈより下部の掘方は平面形が࣠ 73Dm、࣠

63Dm のུ円形、அ面形はਂさ 55Dm のٯ台形を呈し、

水溜め部として機能したと考えられる。

ୈ �� ਤɹ4"��� பྻ
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S&67 井戸跡　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを含Ή　（井戸側ൈ・人為）
2 10:32�1 ࠇ ೪質シϧτ ന色೪土ཻを含Ή　（井戸側ൈ・人為）
3 10:32�1 ࠇ ೪質シϧτ ന色೪土ϒロοクを含Ή　（人為）
4 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを含Ή　（井戸側掘）
5 10:33�1 ࠇ シϧτ ന色೪土ϒロοクを層状に含Ή　（井戸側掘）

S&61 井戸跡　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜ小ϒロοクを多量に含Ή　（人為）
2 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（人為）
3 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（人為）
4 7.5(:7�1 明փ ࠭質シϧτ ԫ色ローϜϒロοク主体　（人為）

5 5:2�1 ࠇ ೪土 ԫ色ローϜϒロοク主体
有機物を多量に含Ή　（人為）

6 5:2�1 ࠇ ೪土 ԫ色ローϜϒロοクを含Ή
（人為・機能時堆ʗࠞ土）

㻱㻙㻟㻝㻝
㻺㻙㻟㻞

㻱㻙㻟㻝㻠
㻺㻙㻞㻥

㻭

㻭䇻

㻿㻱㻤㻡

㻭

㻭䇻

㻿㻱㻤㻡

ᡞഃᮦ᳨ฟ≧ἣ

㻭 㻭䇻㻥㻟㻚㻤㻜㼙

㻝

㻞
㻟

㻠

㻣

㻡 㻤

㻢

ഃᮦ

0 2m

S = 1/�0

㪘

㪘㵭

㪜㪄㪊㪉㪋
㪥㪄㪏

㪜㪄㪊㪉㪎
㪥㪄㪎

調査区外

㪪㪜㪏㪎

㪘 㪘㵭
㪐㪊㪅㪇㪇㫄

㪈
㪉

0 2m

S = 1/60

S&87 井戸跡　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 5:3�1 Φリーϒࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή
2 2.5 ̮ 3�1 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを少量含Ή

S&85 井戸跡　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（井戸側ൈ）

2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή
փന色Րࢁփϒロοクを含Ή　（井戸側ൈ）

3 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή
（井戸側掘・廃絶後่）

4 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή

5 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή
8 層とಉ質　（井戸側掘・廃絶後่）

6 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή
（井戸側掘・廃絶後่）

7 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή

8 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή
5 層とಉ質　（井戸側掘）
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ʤ堆積土ʥ8 層にࡉ分される。1 層はԫ色ローϜཻ

を少量含Ήࠇ色シϧτ、2 層はԫ色ローϜ・փന

色Րࢁփϒロοクを含Ήࠇ色シϧτ、3 層はԫ色

ローϜϒロοクを多量に含Ήࠇ色シϧτ、4 層はԫ

色シϧτ、5ࠇ色ローϜཻを少量含Ή 層はԫ色

ローϜϒロοクを含Ήࠇ色シϧτ、6 層はԫ色ロー

Ϝϒロοクを多量に含Ήࠇ色シϧτ、7 層はԫ色

ローϜཻを少量含Ήࠇ色シϧτ、8 層はԫ色ローϜ

ϒロοクを含Ήࠇ色シϧτ（5 層とಉ質）である。1・

2 層は井戸側材ൈきऔり後のࣗવ堆積土、4・7 層は

井戸廃絶時Ҏ߱のࣗવ堆積土、3・5・6 層は掘方ຒ土

༝དྷで井戸ຒ中のࣗવ่落土、8 層は掘方ຒ土と考

えられる。

ʤ出土遺物ʥ側材内堆積土（4 層）からロクロ土師器

ᆀ（第 64 ਤ 2）、堆積土্層から須恵器ᆵ（第 64 ਤ 4）、

掘方ຒ土からロクロ土師器ᆀ（第 64 ਤ 3）が出土し

た。第 64 ਤ 2 は体部が内ኪし、内面に放射状ϔラϛ

ΨΩˠԣ方ϔラϛΨΩˠࠇ色ॲཧ、֎面にロクロナ
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σ調整を施し、ճసࢳりによる底部のりし後に

֎面の体下 ~ 底部にख持ちϔラέズリ調整を施す。֎

面体下部に書がݟられる。第 64 ਤ 3 は体部が内ኪ

し、ޱԑ部がそのまま֎する。内面にϔラϛΨΩ調

整ˠࠇ色ॲཧ、֎面にロクロナσ調整を施す。ճసࢳ

りによる底部のりし後に֎面の体下部にख持ち

ϔラέズリ調整を施し、底部に࠶調整を施さない。第

64 ਤ 4 はいߴ台を持ち、内面にロクロナσˠナσ

調整、֎面にϋέϝʁˠロクロナσ調整を施す。内֎

面にࣗવᬵがݟられる。

　井戸側板は 15 出土し、木औりの判別できるもの

は板材 8 、ຝ材 2 がある。

　このほか、堆積土্層からロクロ土師器ᆀ、堆積土

から須恵器ᆀ・ᙈ・ߴ台付ᙈが出土した。ロクロ土師

器ᆀはճసࢳりまたは੩ࢳࢭりによる底部のり

しの後、֎面の体下部または体下 ~ 底部にख持ちϔ

ラέズリ調整を施す。須恵器ᆀはճసࢳりによる底

部のりしの後、֎面の体下部にϔラナσ調整を施

す。ᙈは内֎面ロクロナσ調整の後、体下部にճసϔ

ラέズリ調整を施す。ߴ台付ᙈは内֎面にࣗવᬵがݟ

られる。

ʲS&87 井戸跡 （r第 63 ਤ、ࣸਅਤ൛ 17）

ʤҐ置ʥ5 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥS&87 ˠ S%57

ʤ規模・形状ʥ平面形が࣠ 95Dm、࣠ 83Dm のପ

円形を呈し、ਂさ 71Dm である。அ面形は̪字形を呈

する。井戸側は確認されなかった。

ʤ堆積土ʥ2 層にࡉ分される。1 層はԫ色ローϜϒ

ロοクを多量に含ΉΦリーϒࠇ色シϧτ、2 層はԫ

色ローϜϒロοク・ཻを少量含Ήࠇ色೪質シϧτで

ある。いͣれもࣗવ堆積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS&90 井戸跡 （r第 65 ਤ、ࣸਅਤ൛ 18・34）

ʤҐ置ʥ5 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥS,89・S%153 ˠ S&90 ˠ S,91・S%57

ʤ規模・形状ʥ平面形が࣠ 180Dm、࣠ 150Dm の

不整۱ؙ方形を呈し、ਂさ 83Dm である。அ面形はٯ

台形を呈し、中Ґにஈを持つ。井戸側は確認されなかっ

たが、中Ґのஈに設置されていたと考えられる。ஈよ

り下部は平面形が্でܘ 40Dm、底面でܘ 28Dm

の円形を呈し、水溜め部として機能したと考えられる。

ʤ堆積土ʥ3 層にࡉ分される。1 層はԫ色ローϜϒロο

クをごく少量含Ήࠇ色シϧτ、2 層はന色೪土を多量

に含Ήփ色೪質シϧτ、3 層はന色೪土ϒロοクを

少量含Ήࠇ色೪質シϧτである。いͣれも井戸廃絶

時Ҏ߱の堆積土で、1・3 層はࣗવ堆積土、2 層は人

為తຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ堆積土から瓦質土器Րു（第 65 ਤ 1）、

須恵器֖、磨石、ࡅ片が出土した。瓦質土器Ր入れは

内֎面にロクロナσ調整を施し、֎面の底部֎पにख

持ちϔラέズリ調整を施す。֎面の体部にՖ文ԡ印を

施す。磨石は࣠ 10.3Dm、࣠ 8.8Dm、ްさ 2.1Dm

S&90 井戸跡　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクをごく少量含Ή
2 10:36�1 փ ೪質シϧτ ന色೪土を多量に含Ή
3 10:33�1 ࠇ ೪質シϧτ ന色೪土ϒロοクを少量含Ή
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で྆面に磨面を持ち、पԑにᏏଧ・ണ痕がݟられる。

。質石材製で被熱によりന色化しているܔ片はࡅ

　このほか、 堆積土 2 層্面から木材が出土した。

さ 80Dm、෯ 16Dm、ްさ 5Dm のׂ材で、部の一

方はࣼめにஅされている。ྼ化が著しくޱなどの

Ճは不明なため、井戸側材として༻されたものか

どうかは判அできない。

ʢ̐ʣ土
ʲS,55 土坑 （r第 66 ਤ、ࣸਅਤ൛ 18）

ʤҐ置ʥ5 区南部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB80・SB166 ˠ S,55 ʵ SA81

ʤ規模・形状ʥ平面形が࣠ 130Dm、࣠ 110Dm の

ପ円形を呈し、அ面形はਂさ 29Dm の皿形を呈する。

底面はԜತがݟられる。

ʤ堆積土ʥԫ色ローϜཻを少量含Ήࠇ色シϧτで、

ࣗવ堆積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS,59 土坑 （r第 66・67 ਤ、ࣸਅਤ൛ 18・34）

ʤҐ置ʥ5 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥS,59 ʵ SB178

ʤ規模・形状ʥ平面形がܘ 80Dm の円形を呈し、அ

面形はਂさ 45Dm の箱形を呈する。底面は平ୱである。

ʤ堆積土ʥ2 層にࡉ分される。1 層は少量の焼土・炭

化物ཻと多量のԫ色ローϜϒロοクを含Ήࠇ色シ

ϧτ、2 層はԫ色ローϜϒロοク・炭化物ཻを少量

含Ήࠇ色シϧτである。1 層は人為తຒ土、2 層は

ࣗવ堆積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ堆積土から砥石（第 67 ਤ 8）が出土した。

ทؠ製で 8 面の砥面があり、 ・্下にണ痕がある。

ʲS,60 土坑 （r第 66 ਤ、ࣸਅਤ൛ 18）

ʤҐ置ʥ5 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ平面形が࣠ 120Dm、࣠ 80Dm のପ

円形を呈し、அ面形はਂさ 7Dm の皿形を呈する。底

面は平ୱである。

ʤ堆積土ʥԫ色ローϜ小ϒロοクを含Ήࠇ色シϧ

τで、ࣗવ堆積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS,86 土坑 （r第 66 ਤ、ࣸਅਤ൛ 18）

ʤҐ置ʥ5 区北部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥS,86 ˠ S&85 ʵ SB154

ʤ規模・形状ʥ平面形が࣠ 100Dm、࣠ 90Dm の不

整۱ؙ方形を呈し、அ面形はਂさ 64Dm のٯ台形を呈

する。底面は平ୱである。

ʤ堆積土ʥ3 層にࡉ分される。ԫ色ローϜϒロοク

を多量に含Ήࠇ色・ࠇ色シϧτで、いͣれも人為త

ຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ堆積土 1 層からロクロ土師器ᆀ、堆積土

から須恵器ᆵが出土した。ロクロ土師器ᆀは内面にࠇ

色ॲཧを施し、֎面の体下 ~ 底部にख持ちϔラέズリ

調整を施す。

ʲS,89 土坑 （r第 66・67 ਤ、ࣸਅਤ൛ 35）

ʤҐ置ʥ5 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥS,89 ˠ S&90・S%57・S%73

ʤ規模・形状ʥ平面形が࣠ 400Dm、࣠ 260Dm の

不整形を呈し、அ面形はਂさ 10Dm の皿形を呈する。

底面は平ୱである。

ʤ堆積土ʥ2 層にࡉ分される。ԫ色ローϜ・ന色೪

土ϒロοク、炭化物ཻを多量に含Ήࠇ色シϧτ・ࠇ

色೪質シϧτで、いͣれも人為తຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ堆積土からロクロ土師器ᆀ（第 67 ਤ 1

～ 6）、須恵器ᰍළまたはᆵ（第 67 ਤ 7）が出土した。

ロクロ土師器ᆀは体部からޱԑ部にかけてઢతに֎

するもの（第 67 ਤ 1）、体部が内ኪؾຯに立ち্が

り、ޱԑ部がそのまま֎するもの（第 67 ਤ 5）、体

部が内ኪؾຯに立ち্がり、ޱԑ部が֎ؾຯに֎

するもの（第 67 ਤ 2）、体部が内ኪし、ޱԑ部がઢ

తに֎するもの（第 67 ਤ 6）、体部からޱԑ部にか

けて内ኪするもの（第 67 ਤ 3・4）がある。第 67 ਤ

1 は内面の体部にԣ方・底部に放射状ϔラϛΨΩ調

整ˠ体下部にࣼめ方ϔラϛΨΩ調整ˠࠇ色ॲཧを施

し、֎面にロクロナσ調整を施す。ճసʁࢳりによ

る底部のりしの後、֎面の体部下 ~ 底部にख持

ちϔラέズリ調整を施す。第 67 ਤ 5 は内面に放射状ʁ

ϔラϛΨΩ調整ˠࠇ色ॲཧを施し、֎面にロクロナσ

調整を施す。底部のりし方๏は不明で、りし

後に֎面の体 ~ 底部にख持ちϔラέズリ調整を施す。

第 67 ਤ 2 は内面の体部にԣ方・体下部にࣼめ方・

底部に放射状ϔラϛΨΩ調整ˠࠇ色ॲཧを施し、֎面

にロクロナσ調整を施す。ճసࢳりによる底部の

りしの後、֎面の体下 ~ 底部にख持ちϔラέズリ調

整を施す。第 67 ਤ 6 は内面にϔラϛΨΩ調整ˠࠇ色

ॲཧを施し、֎面にロクロナσ調整を施す。底部の

りし方๏はϔラりʁで、りし後に֎面の体部

下 ~ 底部にճసϔラέズリ調整ʁを施す。内面の体

部 ~ ԑ部付近を中৺にશ体が磨໓している。第ޱ 67

ਤ 3 は内面に放射状ˠԣ方ˠ井ܻ状ϔラϛΨΩˠ

色ॲཧを施し、֎面にロクロナσ調整を施す。ճసࠇ

りʁによる底部のりしの後、֎面の体下ࢳ ~ 底
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S,60 土坑　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜ小ϒロοクを含Ή

S,55 土坑　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή

S,59 土坑　A-A�
/P. 土色 土性 備考

1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή
焼土ཻ・炭化物ཻをごく少量含Ή　（人為）

2 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・炭化物ཻを少量含Ή

S,86 土坑　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（人為）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（人為）
3 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή　（人為）

S,89 土坑　A-A�
/P. 土色 土性 備考

1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜ・ന色೪土ϒロοクを含Ή
炭化物ཻを多量に含Ή　

2 10:33�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜ・ന色೪土ϒロοクを多量に含Ή
炭化物ཻを少量含Ή　

S,91 土坑　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:31.7�1 ࠇ ೪質シϧτ 木材片を含Ή　ۉ質土

ୈ �� ਤɹ4,��ɾ4,��ɾ4,��ɾ4,��ɾ4,��ɾ4,�� 
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部にख持ちϔラέズリ調整を施す。第 67 ਤ 4 は内面

にϔラϛΨΩ調整ˠࠇ色ॲཧを施し、֎面にロクロナ

σ調整を施す。底部のりし方๏は不明で、り

し後に֎面の体下 ~ 底部にख持ちϔラέズリ調整を施

す。須恵器ᰍළまたはᆵ（第 67 ਤ 7）は内面にロ

クロナσ調整を施し、ࢳりʁによる底部のりし

後に֎面の体下部にճసϔラέズリ調整ˠߴ台部付Ճ

ˠロクロナσ調整を施す。

　このほか、堆積土からロクロ土師器ᆀ、須恵器ᙈが

出土した。ロクロ土師器ᆀは内面に放射状ϔラϛΨΩ

ˠࠇ色ॲཧを施し、ճసࢳりによる底部のりし

の後、֎面の体下 ~ 底部にख持ちϔラέズリ調整を施

す。須恵器ᙈは֎面に平行λλΩ調整を施す。

ʲS,91 土坑 （r第 66 ਤ）

ʤҐ置ʥ5 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥS&90 ˠ S,91 ˠ S%57

ʤ規模・形状ʥ平面形が࣠ 100Dm、࣠ 70Dm のପ

円形を呈し、அ面形はਂさ 24Dm の皿形を呈する。底

面は皿状にۼΜでいる。

ʤ堆積土ʥۉ質なࠇ色೪質シϧτで、ࣗવ堆積土と考

えられる。

ʤ出土遺物ʥ堆積土から土師器、࣫ 器、木材が出土した。

࣫器はࠇ色࣫容器のഁ片である。木材はख斧Ꮦり痕の

。られる板材、ຝ材であるݟ

ʲS,149 土坑 （r第 39 ਤ）

ʤҐ置ʥ5 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ平面形が࣠ 170Dm、࣠ 53Dm のପ

円形を呈する。ະਫ਼査である。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS,152 土坑 （r第 68 ਤ）

ʤҐ置ʥ5 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥS,152 ˠ S%64

ʤ規模・形状ʥ平面形が࣠ 134Dm、࣠ 120Dm の

不整形を呈し、அ面形はਂさ 2~14Dm の皿形を呈する。

底面は皿状にۼみ、南きにࣼしている。

ʤ堆積土ʥԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ήࠇ色

シϧτで、人為తຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʢ̑ʣ堀跡
ʲS%57 堀跡 （r第 69~72 ਤ、ࣸਅਤ൛ 19・35~37）

ʤҐ置ʥ5 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB163・SB178・S&87・S&90・S,89・S,91・

S%58・S%64・S%88・S%153 ˠ S%57 ˠ S%184

ʤ規模・形状ʥ西小屋館跡西辺土塁の西側部に平

行してԆͼる堀跡である。北西から南東方にさ

46.00m を確認した。྆でコーナー部を確認し、北

側は北東方、南側は東方۶ંしてԆͼていると

考えられる。西側্から෯ 120~400Dm、下から

෯ 40~300Dm、ਂさ 77~94Dm を確認した。ԣஅ面形

はٯ台形を呈し、底面は平ୱであるが中ほどで֊ஈ状

に落ち込Μでいる。

ʤ堆積土ʥ11 層にࡉ分される。1~3・5・7・8・10・

11 層はԫ色ローϜ・ന色೪土・焼土・炭化物のϒロο

ク・ཻを少量含Ήࠇ色・҉色シϧτ、ࠇ色・ԫ

、色೪質シϧτで、ࣗવ堆積土と考えられる。また

4・6・9 層はԫ色ローϜ・ന色೪土ϒロοクを多量

に含ΉにͿい҉色・ԫ色・փԫ色シϧτで、ࣗ

વ่落土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ確認面からロクロ土師器ᆀ（第 71 ਤ 1）、

須 恵 器 ᆵ（ 第 71 ਤ 2）・ ᙈ（ 第 71 ਤ 3）、 堆 積 土 2

層্面から臼（下臼、第 72 ਤ 1）、堆積土 2 層か

ら中世陶器 （ു第 70 ਤ 6）、堆積土から中世陶器ᙈ（第

70 ਤ 1 ～ 4）・片ുޱ（第 70 ਤ 5）・ു（第 70 ਤ 7）・

ߴ 台 付 ു（第 70 ਤ 8）・ ു（第 70 ਤ 9）・ Ֆ ළ（第

70 ਤ 10）・（第 70 ਤ 11）・小ഋ（第 70 ਤ 12）、

木 製 品（第 71 ਤ 5）、 第）ݛ 71 ਤ 6）、  石 器（第

72 ਤ 2 ～ ௨ሞ、第ߑ）銭ݹ、（4 71 ਤ 4）が出土した。

　ロクロ土師器ᆀ（第 71 ਤ 1）は体部からޱԑ部に

かけてઢతに֎する。内面にϔラϛΨΩ調整ˠࠇ

色ॲཧ、֎面にロクロナσ調整を施し、ճసࢳりに
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0 2m

S = 1/60

S,152 土坑　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�3 シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（人為）

ୈ �� ਤɹ4,��� 
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S%57 堀跡　A-A�ɼB-B�ɼ$-$�ɼ%-%�ɼ&-&�
/P. 土色 土性 備考

1 10:32�3
ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクをごく少量含Ή　焼土ϒ

ロοク・ཻ、炭化物ϒロοク・ཻを少量含Ή

2 10:35�6
ԫ

೪質
シϧτ

࠭質ローϜϒロοクを少量含Ή
焼土ཻ・炭化物ཻをごく少量含Ή

3 10:33�4
҉ シϧτ

ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　࠭質ロー
Ϝϒロοク・炭化物ཻを少量含Ή　焼土
ཻをごく少量含Ή

4 10:34�3
にͿいԫ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（่）

5 10:33�2
ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻ 、࠭ 質ローϜϒロο

クを含Ή　炭化物ཻ・ന色೪土ཻを少量含Ή

6 10:33�3
҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（่）

7 10:32�2
ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ന色೪土ཻを含Ή

炭化物ཻをごく少量含Ή

8 10:33�1
ࠇ

೪質
シϧτ

ԫ色ローϜϒロοク・ཻ、ന色೪土ϒ
ロοク・ཻ、炭化物ཻを含Ή

9 10:34�2
փԫ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ന色೪土ϒロο

クを多量に含Ή　（่）

10 10:33�1
ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻ・ന色೪土ཻ・炭化物ཻを

少量含Ή

11 10:33�2
ࠇ

೪質
シϧτ

ԫ色ローϜϒロοク・ཻ、ന色೪土ϒ
ロοク・ཻ、炭化物ཻを少量含Ή
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よる底部のりし後に֎面の体下 ~ 底部にख持ちϔ

ラέズリ調整を施す。須恵器ᆵ（第 71 ਤ 2）は体部

がく字状に۶ۂし、内֎面にロクロナσ調整ˠ֎面に

۳ඳ状文・ઢ文・ख持ちϔラέズリ調整を施す。

ᙈ（第 71 ਤ 3）は内面にಉ৺円文Ξテ۩痕がݟられ、

֎面に格ࢠλλΩ調整を施す。中世陶器ᙈ（第 70 ਤ 1）

はޱԑ部がஅ面Ｌ字形のडޱ状を呈し、ޱԑԑଳ部の

෯は（1.4）Dm である。内֎面にロクロナσ調整を施す。

第 70 ਤ 2 ～ 4 は内֎面にナσ・ϔラナσ調整を施す。

片ുޱ（第 70 ਤ 5）は内֎面にロクロナσˠナσ調

整を施す。 （ു第 70 ਤ 6・7）は底部ഁ片で֎面にナσ・

ロクロナσ調整を施し、内面が磨໓している。ߴ台付

ു（第 70 ਤ 8）は内֎面にロクロナσ調整を施す。

ു（第 70 ਤ 9）は内面にナσ調整、֎面にέズリ調

整を施す。内面に炭化物の付ணがݟられる。Ֆළ（第

70 ਤ 10）は底面にճసࢳり痕がݟられ、柱状部に

మᬵを施す。ݹ戸࢈の仏Ֆළである。（第 70

ਤ 11）は内֎面にమᬵを施す。ݹ戸࢈のఱ

である。小ᆀ（第 70 ਤ 12）は内֎面にփᬵを施し、

அ面に࣫接によるものとみられる付ண物がݟられる。

木製品（第 71 ਤ 5）は円形容器の底板とみられる

ຝ板で、複数ຕの板をಥき߹わせ木釘によって接߹

している。側面に木釘２ຊが存する。被熱により表

面の一部が炭化している。ݛ（第 71 ਤ 6）はทؠ製

で平面形がさ 8.05Dm、෯ 35.5Dm の方形を呈し、

ཪ面にࡲ痕がݟられる。臼（下臼、第 72 ਤ 1）は

化している。石器は石製で磨面がຎし平ؠݰ

皿（第 72 ਤ 2）と磨石（第 72 ਤ 3・4）がある。第

72 ਤ 2 はݰؠ製で྆面に磨面があり、片面と側面

が被熱によりࠇ色化している。第 72 ਤ 4 はݰؠ製、

第 72 ਤ 3 は石ӳݰؠ製で、片面と側面に磨面がある。

　このほか、堆積土から土師器ߴᆀ・ᙈ、ロクロ土師

器ᆀ、須恵器ᙈ、磨石、焼骨片が出土した。土師器ߴ

ᆀはᆀ部内面にࠇ色ॲཧ、٭部֎面にϔラέズリ調整

を施す。ᙈはٿ形で֎面のᰍ部にஈを持ち、ޱԑ部

にϤコナσ、部にϋέϝ調整を施す。ロクロ土師器

ᆀは内面にࠇ色ॲཧを施し、ճసࢳりによる底部の

りし後に֎面の体下 ~ 底部にख持ちϔラέズリ

調整を施す。須恵器ᙈは内֎面に平行λλΩ調整を施

す。磨石は࣠ 13.8Dm、࣠ 11.3Dm、ްさ 8.7Dm の

角柱状を呈し、3ࡾ つの側面に磨面を持つ。また、堆

積土・底面から木材が出土した。ຝ板、炭化したਊ

持材、とみられる調整痕のある木片、ख斧Ꮦり痕の

あるਊ持材の木片などがある。

ʢ̒ʣߔ跡
ʲS%48a・C 溝跡 （r第 73・75 ਤ、ࣸਅਤ൛ 38）

ʤҐ置ʥ5 区南部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSA164・SA165・S%58 ˠ S%48a ˠ S%48C

ʤ 規 模・ 形 状 ʥ 東 西 方  に  ઢ త に Ԇ ͼ る。  さ

10.20m を確認し、 さらに調査区֎の東西Ԇͼて

いる。a・C 期のೋ時期の変ભが認められ、北側にҐ

置をͣらし一部ॏ複して掘りな͓されている。a 期

は্෯ 50~116Dm、底෯ 36~56Dm で、ԣஅ面形はਂ

さ 15~21Dm の皿形を呈する。C 期は্෯ 50~100Dm、

底෯ 18~36Dm で、ԣஅ面形はਂさ 8~18Dm の皿形を

呈する。

ʤ堆積土ʥa 期はԫ色ローϜϒロοクをごく少量含

Ή҉色シϧτで、ࣗવ堆積土と考えられる。C 期は

ԫ色ローϜཻをごく少量含Ήࠇ色೪質シϧτで、

ࣗવ堆積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥS%48a・C 確認面から中世陶器片ുޱ（第

75 ਤ 1）、砥石（第 75 ਤ 4）が出土した。片ുޱは

内֎面にナσ調整を施す。砥石はڽփؠ製で 4 面の

砥面があり、ࡲ痕がݟられる。

ʲS%49 溝跡 （r第 73 ਤ）

ʤҐ置ʥ5 区南部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥS%58 ˠ S%49

ʤ規模・形状ʥ南西から北東方Ԇͼる。さ 7.30m

を確認した。্෯ 56~89Dm、底෯ 48~92Dm で、ԣஅ

面形はਂさ 11~14Dm の皿形を呈する。

ʤ堆積土ʥۉ質なࠇ色シϧτで、ࣗવ堆積土と考え

られる。

ʤ出土遺物ʥ堆積土から土師器が出土した。

ʲS%58 溝跡 （r第 73・75 ਤ、ࣸਅਤ൛ 38）

ʤҐ置ʥ5 区南部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSA165 ˠ S%58 ˠ S%48a・S%48C・S%49・S%57

ʤ 規 模・ 形 状 ʥ 南 北 方  に  ઢ త に Ԇ ͼ る。 

さ 15.00m を 確 認 し、 さ ら に 調 査 区 ֎ の 南 側  Ԇ

ͼ て い る。 北 側 は S%57 堀 跡 に յ さ れ て い る。 ্

෯ 40~94Dm、 底 ෯ 22~42Dm で、 ԣ அ 面 形 は ਂ さ

10~36Dm のٯ台形を呈する。

ʤ堆積土ʥ3 層にࡉ分される。1・2 層はԫ色ローϜ

ϒロοク・ཻ、࠭質シϧτϒロοク、焼土・炭化物ཻ

を含Ήࠇ色シϧτ、3 層はԫ色ローϜϒロοクを

多量に含ΉにͿいԫ色೪質シϧτである。1・2 層

はࣗવ堆積土、3 層はࣗવ่落土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ堆積土から中国੨磁（第 75 ਤ 3）、土師

器ߴᆀ、須恵器ᙈが出土した。中国੨磁は֎面に࿇ห

文を施文し、内֎面に੨磁ᬵを施す。土師器ߴᆀはᆀ部
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内֎面にϔラϛΨΩ調整ˠ赤࠼を施す。須恵器ᙈは内面

にແ文Ξテ۩痕がݟられ、֎面に平行λλΩ調整を施す。

ʲS%64 溝跡 （r第 74 ਤ、ࣸਅਤ൛ 20）

ʤҐ置ʥ5 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥS,152 ˠ S%64 ˠ S%57

ʤ規模・形状ʥ؇やかにހをඳいて南北方にԆͼる。

さ 4.40m を確認し、北側は S%57 堀跡、南側はཚ

にյされている。南側で確認した S%73 溝跡と接続し

ていた可能性がある。্෯ 36~58Dm、底෯ 20~39Dm

で、ԣஅ面形はਂさ 15~28Dm のٯ台形を呈する。

ʤ堆積土ʥ2 層にࡉ分される。1 層はԫ色ローϜཻ

と少量のԫ色ローϜϒロοクを含Ήࠇ色シϧτ、

2 層はԫ色ローϜϒロοク・ཻを多量に含Ήࠇ色

シϧτである。1 層はࣗવ堆積土、2 層はࣗવ่落土

と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ確認面からണ片が出土した。ܔ化木製で

྆をંଛする。

ʲS%68 溝跡 （r第 74・75 ਤ、ࣸਅਤ൛ 20・38）

ʤҐ置ʥ5 区南部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB168 ˠ S%68 ˠ SB82 ʵ SB167・SB171
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S%58 溝跡　A-A�ɼB-B�
/P. 土色 土性 備考

1 10:32�3 ࠇ シϧτ
ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή
ԫ色ローϜཻ・焼土ཻ・炭化物ཻを含Ή
࠭質シϧτϒロοクを少量含Ή

2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを含Ή
焼土ཻをごく少量含Ή

3 10:35�3 にͿいԫ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（่）

S%48a・C 溝跡　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻをごく少量含Ή　（C 期）
2 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクをごく少量含Ή　（a 期）

S%49 溝跡　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ 質土ۉ

ୈ �� ਤɹ4%��Bɾ4%��Cɾ4%��ɾ4%�� ߔ
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ʤ 規 模・ 形 状 ʥ 東 西 方  に  ઢ త に Ԇ ͼ る。  さ

10.40m を確認し、さらに調査区֎の東西Ԇͼてい

る。্෯ 80~90Dm、底෯ 32~46Dm で、ԣஅ面形はਂ

さ 43~55Dm のٯ台形を呈する。

ʤ堆積土ʥ3 層にࡉ分される。1・2 層はԫ色ローϜ

ϒロοク・ཻ、炭化物ཻを少量含Ήࠇ色・ࠇ色シϧ

τ、3 層はԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ήࠇ色

೪質シϧτである。1・2 層はࣗવ堆積土、3 層は人

為తຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ堆積土から中世陶器ു（第 75 ਤ 2）、土師

器ᙈが出土した。中世陶器ുは内֎面にロクロナσ調整

を施す。土師器ᙈは֎面にϋέϝ調整を施す。

ʲS%73 溝跡 （r第 74 ਤ）

ʤҐ置ʥ5 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥS,89 ˠ S%73

ʤ規模・形状ʥ北西から南東方にԆͼる。さ 1.70m

を確認した。北側で確認した S%64 溝跡と接続してい

た可能性がある。্෯ 40Dm、底෯ 26Dm で、ԣஅ面

形はਂさ 10Dm の箱形を呈する。

ʤ堆積土ʥ3 層にࡉ分される。1 層はԫ色ローϜཻ

を少量含Ήࠇ色シϧτ、2 層は色シϧτとࠇ色シ

ϧτのޓ層、3 層はԫ色ローϜཻを少量含Ήࠇ色シ

ϧτである。いͣれもࣗવ堆積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS%88 溝跡 （r第 74 ਤ、ࣸਅਤ൛ 20）

ʤҐ置ʥ5 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥS%88 ˠ S970・S971・S%57 ʵ SB161

ʤ規模・形状ʥ東西方にઢతにԆͼる。さ 8.60m

を確認した。西側はさらに調査区֎Ԇͼて͓り、東

側は平によりফࣦしている。্෯ 80~100Dm、底෯

35~58Dm で、ԣஅ面形はਂさ 17~22Dm のٯ台形を呈する。

ʤ堆積土ʥ3 層にࡉ分される。1 層はԫ色ローϜϒロο

ク・ཻ、焼土ཻを含Ήࠇ色シϧτ、2・3 層はԫ

色ローϜϒロοク・ཻを多量に含Ήࠇ色・҉色シ

ϧτである。1 層はࣗવ堆積土、2・3 層はࣗવ่落

土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS%150 溝跡 （r第 75 ਤ）

ʤҐ置ʥ5 区南部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ北西から南東方にઢతにԆͼる。

さ 3.27m を確認し、྆が平によりফࣦしてい

る。南側で確認した S%151 溝跡と接続していた可能

性がある。্෯ 16~28Dm、底෯ 12~24Dm で、ԣஅ面

形はਂさ 13Dm の皿形を呈する。

ʤ堆積土ʥԫ色ローϜཻを含Ήࠇ色シϧτで、ࣗવ

堆積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS%151 溝跡 （r第 75 ਤ）

ʤҐ置ʥ5 区南部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥS%151 ˠ S&67

ʤ規模・形状ʥ北西から南東方にઢతにԆͼる。

さ 6.52m を確認し、྆が平によりফࣦしてい

る。北側で確認した S%150 溝跡と接続していた可能

性がある。্෯ 20~34Dm、底෯ 9~22Dm で、ԣஅ面

形はਂさ 9Dm の皿形を呈する。

ʤ堆積土ʥԫ色ローϜཻを含Ήࠇ色シϧτで、ࣗ

વ堆積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS%153 溝跡 （r第 74 ਤ）

ʤҐ置ʥ5 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥS%153 ˠ S&90・S%57 ʵ SB178

ʤ規模・形状ʥ東西方に 1.88m Ԇͼ、中ほどでＴ字

形に分ذして北西 1.70m Ԇͼる。্෯ 52~78Dm、

底෯ 12~68Dm で、ԣஅ面形はਂさ 8~18Dm のᎬു形

を呈する。

ʤ堆積土ʥԫ色ローϜϒロοクを含Ήࠇ色シϧτ

で、ࣗવ堆積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS%211 溝跡 （r第 75 ਤ、ࣸਅਤ൛ 20）

ʤҐ置ʥ5 区北部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥS%4a・S%7 ˠ S%211 ˠ S%184

ʤ規模・形状ʥ北西から南東方にઢతにԆͼる。

さ 22.36m を確認し、さらに調査区֎の南北にԆͼ

ている。্෯ 24~76Dm、底෯ 20~48Dm で、ԣஅ面形

はਂさ 24Dm の̪字形を呈する。

ʤ堆積土ʥ2 層にࡉ分される。1 層はԫ色ローϜཻ

を含Ήࠇ色シϧτ、2 層はԫ色ローϜϒロοクを多

量に含Ήࠇ色シϧτである。1 層はࣗવ堆積土、2

層は人為తຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʢ�ʣম遺ߏ
ʲS952 焼成遺構 （r第 75 ਤ、ࣸਅਤ൛ 20・38）

ʤҐ置ʥ5 区南部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ平面形が࣠ 70Dm、࣠ 50Dm のପ

円形を呈し、அ面形はਂさ 21Dm のٯ台形を呈する。

底面は平ୱである。掘方ຒ土によりਂさ 18Dm でஅ面

形がٯ台形を呈する底面を構ஙしている。
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S%64 溝跡　A-A�
/P. 土色 土性 備考

1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή
ԫ色ローϜཻを含Ή

2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを多量に含Ή　（่）
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/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻ・炭化物ཻを少量含Ή
2 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを含Ή
3 10:32�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή
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S%73 溝跡　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή
2 10:34�6  シϧτ 層に含Ήޓ色シϧτϒロοクをࠇ
3 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή

S%88 溝跡　A-A�
/P. 土色 土性 備考

1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを含Ή
焼土ཻをごく少量含Ή

2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή
ԫ色ローϜཻを少量含Ή

3 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを多量に含Ή

S%153 溝跡　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή
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S%150 溝跡　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを含Ή

S%151 溝跡　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを含Ή

S%211 溝跡　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを含Ή
2 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（人為）

ୈ �� ਤɹ4%���ɾ4%���ɾ4%��� ��ɺ49ߔ মҨߏɺ4%��ɾ4%��ɾ4%�� ग़Ҩߔ

3 4

1

2

S952 焼成遺構　A-A�
/P. 土色 土性 備考

1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή
焼土ϒロοク・ཻを含Ή　焼骨出土　（人為）

2 10:33�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（掘）

㻱㻙㻟㻟㻥
㻿㻙㻟㻥

調査区外
㻿㼄㻡㻞

㻭

㻭䇻

㻭 㻭䇻㻥㻞㻚㻤㻜㼙
㻝 㻞

↝㦵∦

0 1m

S = 1/�0

0 1m

S = 1/�0



第２અ　発ݟされた遺構と遺物

99

ʤ堆積土ʥ2 層にࡉ分される。1 層はԫ色ローϜϒロο

ク、焼土ϒロοク・ཻ、焼骨片を含Ήࠇ色シϧτ、2

層はԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ήࠇ色೪質シ

ϧτである。1 層は人為తຒ土、2 層は掘方ຒ土と考

えられる。機能時堆積土は確認されなかった。

ʤ出土遺物ʥ堆積土下層から焼骨片 15 （ࣸਅਤ൛

38-9）、石器が出土した。焼骨片はさ 1.6~7.1Dm、

ްさ 4.0~2.1Dm、ॏさ 0.2~13.6H で、痕のݟられ

るものが 1 ある。石器はഁ片で被熱痕跡が認め

られる。

ʲS962 焼成遺構 （r第 76・77 ਤ、ࣸਅਤ൛ 20）

ʤҐ置ʥ5 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB161 ˠ S962 ʵ SB92・SB162・SB163

ʤ規模・形状ʥ平面形が一辺 68Dm の۱ؙ方形を呈し、

அ面形はਂさ 37Dm の箱形を呈する。底面は平ୱで、

壁面のࡾ方が被熱により赤色硬化している。

ʤ堆積土ʥ2 層にࡉ分される。1 層はԫ色ローϜϒロο

クを多量に含Ήࠇ色シϧτ、2 層は炭化物層である。

1 層は廃絶時Ҏ߱の人為తຒ土、2 層は機能時堆積土

と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS963 焼成遺構 （r第 76・77 ਤ、ࣸਅਤ൛ 20）

ʤҐ置ʥ5 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥS963 ʵ SB161

ʤ規模・形状ʥ平面形が一辺 87Dm の۱ؙ方形を呈し、

அ面形はਂさ 29Dm の̪字形を呈する。底面は皿状を

呈する。

ʤ堆積土ʥ2 層にࡉ分される。1 層はԫ色ローϜϒロο

クをۃめて多量に含Ήࠇ色シϧτ、2 層は২物遺体

を含Ή炭化物層である。1 層は廃絶時Ҏ߱の人為తຒ

土、2 層は機能時堆積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ堆積土から土師器が出土した。

ʲS965 焼成遺構 （r第 76・77 ਤ、ࣸਅਤ൛ 20・38）

ʤҐ置ʥ5 中ԝ部区ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ平面形が一辺 80Dm の۱ؙ方形を呈し、

அ面形はਂさ 27Dm の箱形を呈する。底面は平ୱで、

壁面のࡾ方が被熱により赤色硬化している。

ʤ堆積土ʥ2 層にࡉ分される。1 層はԫ色ローϜϒロο

ク、焼土・炭化物ཻを含Ήࠇ色シϧτ、2 層は炭化

したຊྨ২物遺体と少量の焼土ཻを含Ή炭化物層で

ある。1 層は廃絶後の人為తຒ土、2 層は機能時堆積

土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ堆積土からݹ銭（Ӭָ௨ሞ、第 76 ਤ 1）

が出土した。

ʲS966 焼成遺構 （r第 76・77 ਤ、ࣸਅਤ൛ 20）

ʤҐ置ʥ5 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB92 ˠ S966 ʵ SB74・SB162・SB163

ʤ規模・形状ʥ平面形が一辺 82Dm の۱ؙ方形を呈し、

அ面形はਂさ 47Dm のٯ台形を呈する。底面は平ୱで、

壁面のࡾ方が被熱により赤色硬化している。

ʤ堆積土ʥ4 層にࡉ分される。1・3 層は炭化物ཻと多

量のԫ色ローϜϒロοクを含Ήࠇ色シϧτ、2・

4 層は炭化したຊྨ২物遺体を多量に含Ή炭化物層

である。1・3 層は人為తຒ土で、1 層は C 期焼成面

廃絶後のຒめし土、3 層は C 期焼成面の構ங土と考

えられる。また、2 層は C 期焼成面、4 層は a 期焼成

面に伴う機能時堆積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ堆積土্層から土師器が出土した。

ʲS969 焼成遺構 （r第 76・77 ਤ、ࣸਅਤ൛ 21）

ʤҐ置ʥ5 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥS969 ʵ SB92・SB162

ʤ規模・形状ʥ平面形が一辺 70Dm の۱ؙ方形を呈し、

அ面形はਂさ 28Dm の箱形を呈する。底面は平ୱで、

壁面のほ΅શपが被熱により赤色硬化している。

ʤ堆積土ʥ2 層にࡉ分される。1 層はԫ色ローϜϒロο

ク、焼土ϒロοク・ཻを含Ήࠇ色シϧτ、2 層は炭

化したຊྨ২物遺体を少量含Ή炭化物層である。1

層は廃絶後の人為తຒ土、2 層は機能時堆積土と考え

られる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS970 焼成遺構 （r第 76・77 ਤ）

ʤҐ置ʥ5 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥS%88 ˠ S970 ʵ SB161

ʤ規模・形状ʥ平面形が一辺 85Dm の۱ؙ方形を呈し、

அ面形はਂさ 29Dm の箱形を呈する。底面は平ୱで、

壁面の一部が被熱により赤色硬化している。

ʤ堆積土ʥ2 層にࡉ分される。1 層はԫ色ローϜϒロο

ク・炭化物ཻを含Ήࠇ色シϧτ、2 層は炭化した

ຊྨ২物遺体を主体とする炭化物層である。1 層は廃

絶後の人為తຒ土、2 層は機能時堆積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS971 焼成遺構 （r第 76・77 ਤ、ࣸਅਤ൛ 21）

ʤҐ置ʥ5 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥS%88 ˠ S971 ʵ SB161

ʤ規模・形状ʥ平面形が一辺 73Dm の۱ؙ方形を呈し、

அ面形はਂさ 27Dm の̪字形を呈する。底面は平ୱで、

壁面の一部が被熱により赤色硬化している。

ʤ堆積土ʥ4 層にࡉ分される。1・3 層はԫ色ローϜ

ϒロοク・焼土ϒロοク・炭化物ཻを含Ήࠇ色シϧ
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S962 焼成遺構　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（人為）
2 10:32�1 ࠇ - 炭化物層　（機能時堆）

S963 焼成遺構　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクをۃめて多量に含Ή　（人為）
2 10:31.7�1 ࠇ - 炭化物層　（機能時堆）

S965 焼成遺構　$-$�
/P. 土色 土性 備考

1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή
焼土ཻ・炭化物ཻを少量含Ή　（人為）

2 10:32�1 ࠇ - 炭化したຊྨ২物遺体を含Ή
焼土ཻを少量含Ή　炭化物層　（機能時堆）

S966 焼成遺構　%-%�
/P. 土色 土性 備考

1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή
炭化物ཻを含Ή　（人為）

2 10:32�1 ࠇ - 炭化したຊྨ২物遺体を多量に含Ή
炭化物層　（C 期機能時堆）

3 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή
炭化物ཻを含Ή　（C 期底面構）

4 10:32�1 ࠇ - 炭化したຊྨ২物遺体を多量に含Ή
炭化物層　（a 期機能時堆）

S969 焼成遺構　&-&�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�2 ࠇ シϧτ 焼土ϒロοク、ԫ色ローϜϒロοク・ཻ を含Ή（人為）

2 10:32�1 ࠇ - 炭化したຊྨ২物遺体を少量含Ή
炭化物層　（機能時堆）

S970 焼成遺構　F-F�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク、炭化物ཻを含Ή　（人為）

2 10:32�1 ࠇ - 炭化したຊྨ২物遺体を主体とする炭化物層
（機能時堆）

S971 焼成遺構　(-(�
/P. 土色 土性 備考

1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・焼土ϒロοクを含Ή　
炭化物ཻを少量含Ή　（人為）

2 10:32�1 ࠇ - 炭化したຊྨ২物遺体を多量に含Ή
炭化物層　（C 期機能時堆）

3 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・焼土ϒロοクを含Ή　
炭化物ཻを少量含Ή　（C 期底面構）

4 10:32�1 ࠇ - 炭化したຊྨ২物遺体を多量に含Ή
炭化物層　（a 期機能時堆）

S972 焼成遺構　)-)�
/P. 土色 土性 備考

1 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・焼土ϒロοク・炭化物
ཻを含Ή　（人為）

2 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή
焼土ϒロοクを含Ή　（人為）

3 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（人為）

4 10:32�1 ࠇ - 炭化したຊྨ২物遺体を主体とする炭化物層
（機能時堆）

ୈ �� ਤɹ49��ɾ49��ɾ49��ɾ49��ɾ49��ɾ49��ɾ49��ɾ49�� মҨߏʢ�ʣ

τ、2・4 層は炭化したຊྨ২物遺体を含Ή炭化物

層である。1・3 層は人為తຒ土で、1 層は C 期焼成

面廃絶後のຒめし土、3 層は C 期焼成面の構ங土と

考えられる。また、2 層は C 期焼成面、4 層は a 期焼

成面に伴う機能時堆積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS972 焼成遺構 （r第 76・77 ਤ、ࣸਅਤ൛ 21・38）

ʤҐ置ʥ5 区中ԝ部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥS972 ʵ SB92・SB161

ʤ規模・形状ʥ平面形が一辺 80Dm の۱ؙ方形を呈し、

அ面形はਂさ 27Dm のٯ台形を呈する。底面は平ୱで、

壁面のほ΅શपが被熱により赤色硬化している。

ʤ堆積土ʥ4 層にࡉ分される。1~3 層はԫ色ローϜ・

焼土ϒロοク、炭化物ཻを含Ήࠇ色シϧτ、4 層は

炭化したຊྨ২物遺体を主体とする炭化物層であ

る。1~3 層は廃絶後の人為తຒ土、4 層は機能時堆積

土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ堆積土 1 層からݹ銭（Ӭָ௨ሞ、第 76 ਤ 2・

3）、不明మ製品、土師器が出土した。土師器は内֎

面にナσ調整を施し、内面の部に೪土ඥష付時のࠁ

みがݟられる。

ʢ�ʣΈ合Θないப݀跡
　調査区શ域に多数分し、S%57 溝跡南部付近で

ອとなるほかはೱີである。小規模で柱痕跡が確認ࢄ

されないものが多いが、やや規模が大きく柱痕跡が確

認されたものもある。確認面・堆積土から中世陶器ᙈ

（第 78 ਤ 4）、土師器ᆀ・ᙈ、ロクロ土師器ᆀ、須恵

器ᙈ、銅銭が出土した。中世陶器ᙈ（第 78 ਤ 4）は

下 ~ 底部ഁ片で内面にナσ調整、֎面にϔラナσ調

整を施す。内面下部・֎底面に࣫状付ண物がݟられ

る。土師器・ロクロ土師器ᆀは内面にࠇ色ॲཧを施す。

土師器ᙈは֎面にϋέϝ調整を施す。須恵器ᙈは֎面

にࣗવᬵがݟられる。銅銭は小ഁ片で銭は不明であ

る。また、2 か所で柱痕跡下部に柱材が存していた。

ਊ持材とみられるもの、半ׂ材で 2 か所にڒによる

溝状のஅ痕跡がݟられるものがある。

ʢ�ʣ遺ߏ֎ग़土遺
　表土・遺構確認面・ཚなどから中世陶器ᙈ（第

78 ਤ 1・2）・ു（第 78 ਤ 3）、ロクロ土師器ᆀ、須

恵器ᆀ・ᙈ、砥石（第 78 ਤ 5）、臼、ണ片、焼骨片

が出土した。中世陶器ᙈ（第 78 ਤ 1）は部ഁ片で

内面にナσ調整、֎面にϔラナσまたはϔラέズリ調

整を施す。第 78 ਤ 2 は֎面にナσ調整を施す。 （ു第
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ʢDNʣ ෦Ґ ొ録 ࣸਅ
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� ཚ ֬ೝ໘ தੈಃث ᙈ ֎໘ɿφσ　໘ɿܽଛͷͨΊෆ໌ ��� ʙఈ෦ ��� ����
� ཚ ֬ೝ໘ தੈಃث ു ֎໘ɿϩΫϩφσ　֎໘ͷҰ෦ʹݚຎࠟʢస༻͔ʁʣ ��� ମʙఈ෦ ��� ����
� 1��� ଯੵ தੈಃث ᙈ ֎໘ɿϔϥφσ　໘ɿφσ　໘Լ෦ɾ֎ఈ໘ʹ࣫ঢ়ண ��� ʙఈ෦ ��� ����

1

2

ୈ �� ਤɹப݀ɾҨߏ֎ग़Ҩ

調整を施さないものがある。ᙈは֎面に平行λλΩ調

整を施す。砥石（第 78 ਤ 5）はڽփ質࠭ؠ製で 2 面

の砥面があり、1 面には溝状のݚ磨痕がみられる。

臼はड部の小ഁ片である。ണ片はۄ製、ܔ質ทؠ製

のものがある。

78 ਤ 3）は体下 ~ 底部ഁ片で内֎面にロクロナσ調整

を施す。֎面の一部が磨໓している。ロクロ土師器ᆀは

内面にࠇ色ॲཧを施し、ճసࢳりによる底部のり

し後に֎底面にख持ちϔラέズリ調整を施す。須恵器ᆀ

は底部のりしが不明で֎底面にख持ちϔラέズリ調

整を施すもの、ճసࢳりによる底部のりし後に࠶
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　遺跡範囲の南部にҐ置し、東西 110m、南北 16m

の範囲にԆͼる෯ 7~16m の調査区である。調査区内

はほ΅平ୱで、わͣかに西かってࣼする。遺構

確認面はݱ地表面からਂさ 15~20Dm のᶛ ~ ᶜ層্面

である。遺構は掘立柱建物跡 3 棟、柱列跡 4 条、井

戸跡 2 基、土坑 5 基、溝跡 10 条、性格不明遺構 2 基、

ອに分する柱穴跡群を確認した（第ࢄ 39 ਤ、ࣸਅ

ਤ൛ 21）。

ʢ̍ʣ掘ཱபݐ跡
ʲSB3 掘立柱建物跡 （r第 79 ਤ、ࣸਅਤ൛ 23）

ʤҐ置ʥ6 区東部ʗ平ୱ面
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SB3 掘立柱建物跡　P1　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή

SB3 掘立柱建物跡　P2　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή

SB3 掘立柱建物跡　P3　$-$�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを含Ή

SB3 掘立柱建物跡　P4　%-%�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを含Ή

SB26 掘立柱建物跡　P1　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 7.5:33�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱ൈ）
2 7.5:32�1 ࠇ ೪土 ന色೪土ϒロοク主体　（柱ൈ）
3 7.5:34�4  シϧτ ԫ色ローϜϒロοク主体　（柱掘）

SB26 掘立柱建物跡　P2　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 7.5:33�1 ࠇ シϧτ 質土　（柱痕）ۉ

2 7.5:34�4  シϧτ ԫ色ローϜཻを多量に含Ή　ԫ色ローϜϒ
ロοク・ࠇ色シϧτϒロοクを含Ή　（柱掘）

SB26 掘立柱建物跡　P3　$-$�
/P. 土色 土性 備考
1 7.5:33�1 ࠇ シϧτ 質土　（柱痕）ۉ

2 7.5:34�4  シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ࠇ色シϧτϒロοク
を含Ή　（柱掘）

SB26 掘立柱建物跡　P4　%-%�
/P. 土色 土性 備考
1 7.5:33�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή　（柱痕）
2 7.5:34�3  シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB26 掘立柱建物跡　P5　&-&�
/P. 土色 土性 備考
1 7.5:33�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή　（柱痕）
2 7.5:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SB26 掘立柱建物跡　P6　F-F�
/P. 土色 土性 備考
1 7.5:33�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・炭化物ཻを含Ή　（柱ൈ）
2 7.5:33�1 ࠇ シϧτ 炭化物ཻを少量含Ή　（柱痕）

3 7.5:34�4  シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή
色シϧτϒロοクを少量含Ή　（柱掘）ࠇ

SB26 掘立柱建物跡　P7　(-(�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを多量に含Ή　（柱痕）
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜ小ϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）
3 10:33�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクをۃめて多量に含Ή　（柱掘）

SB26 掘立柱建物跡　P8　)-)�
/P. 土色 土性 備考
1 7.5:33�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・炭化物ཻを含Ή　（柱ൈ）
2 7.5:34�3  シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱痕）
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ʤॏ複ʥSB3 ˠ S%6

ʤ規模・形状ʥܻ行 3 間（総 4.54m）、ྊ行 1 間（総

 1.76m）Ҏ্の東西棟側柱建物である。

ʤ 柱 穴 ʥ5 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

54~68Dm、࣠ 40~60Dm の۱ؙ方形・ପ円形・不整

方形を呈し、ਂさ 4~15Dm である。柱痕跡は確認され

なかった。

ʤ柱間ੇ๏ʥܻ行（北側柱列）：西から（148）-（142）

-（164）Dm、ྊ行（東側柱列）：（176）Dm

ʤ方ʥ北側柱列：8-4°-S

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSB26 掘立柱建物跡 （r第 79 ਤ、ࣸਅਤ൛ 23）

ʤҐ置ʥ6 区東部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB26 ˠ SB154・SA183・S%7

ʤ規模・形状ʥܻ行 3 間（総 4.10m）、ྊ行 2 間（総

 3.50m）の南北棟側柱建物である。

ʤ 柱 穴 ʥ8 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

48~66Dm、࣠ 44~60Dm の۱ؙ方形・不整方形を呈し、

ਂさ 14~36Dm である。3 か所で柱材のൈきऔり痕跡、

8 か所で平面形がܘ 14~20Dm の円形を呈する柱痕

跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥܻ行（西側柱列）：北から 284（2 間分）

-126Dm、ྊ行（南側柱列）：西から 174-176Dm

ʤ方ʥ西側柱列：/-3°-8

ʤ出土遺物ʥP2 堆積土、P6 柱痕跡・堆積土、P8 掘方

ຒ土から土師器、ロクロ土師器ᆀ、須恵器ᙈが出土し

た。ロクロ土師器ᆀは内面にࠇ色ॲཧ、֎面の体下 ~

底部にख持ちϔラέズリ調整を施す。

ʲSB146 掘立柱建物跡 （r第 80 ਤ、ࣸਅਤ൛ 23）

ʤҐ置ʥ6 区東部ʗ平ୱ面
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SB146 掘立柱建物跡　P1　A-A�
/P. 土色 土性 備考

1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを少量含Ή
ԫ色ローϜཻを含Ή　（柱ൈ）

2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクをۃめて多量に含Ή　（柱掘）
SB146 掘立柱建物跡　P3　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻをごく少量含Ή　（柱痕）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱掘）
3 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）
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SA28 柱列跡　P1　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻ 、炭化物ཻを含Ή　（柱掘）

SA28 柱列跡　P2　B-B�
/P. 土色 土性 備考

1 10:33�3 ҉ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻをごく少量含Ή
炭化物ཻを少量含Ή　（柱痕）

2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（柱掘）

SA183 柱列跡　P1　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻをごく少量含Ή　（柱痕）
2 10:32�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻ をごく少量含Ή　（柱掘）

SA183 柱列跡　P2　B-B�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを含Ή　（柱ൈ）
2 10:32�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SA183 柱列跡　P3　$-$�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜཻを少量含Ή　（柱痕）
2 10:32�3 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを少量含Ή　（柱掘）
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ʤॏ複ʥSB146 ˠ S%4a・S%4C

ʤ規模・形状ʥܻ行 1 間（総 3.58m）、ྊ行 1 間（総

 1.62m）Ҏ্の側柱建物である。

ʤ 柱 穴 ʥ4 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

42~59Dm、࣠ 30~48Dm のପ円形・不整ପ円形を呈

し、ਂさ 9~23Dm である。1 か所で柱材のൈきऔり痕

跡、1 か所で平面形がܘ 14Dm の円形を呈する柱痕

跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥܻ行（東側柱列）：（358）Dm、ྊ行（北

側柱列）：（162）Dm

ʤ方ʥ東側柱列：/-5°-&

ʤ出土遺物ʥなし

ʢ̎ʣபྻ跡
ʲSA28 柱列跡 （r第 80 ਤ、ࣸਅਤ൛ 24）

ʤҐ置ʥ6 区東部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥS%6 ˠ SA28

ʤ規模・形状ʥ東西 2 間（総 5.11m）

ʤ方ʥ8-11°-S

ʤ 柱 穴 ʥ3 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

26~28Dm、  ࣠ 24~26Dm の ପ 円 形 を 呈 し、 ਂ さ

22~38Dm である。1 か所で平面形がܘ 17Dm のପ

円形を呈する柱痕跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ西から（247）-（264）Dm

ʤ出土遺物ʥなし
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㻳
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㻼㻝

㻼㻞

㻼㻟

㻼㻠

㻿㻭㻝㻠㻤

SA148 柱列跡　P1　&-&�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを含Ή　（柱痕）
2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻ・ന色೪土ཻを多量に含Ή　（柱掘）
3 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱掘）

SA148 柱列跡　P2　F-F�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻ をۃめて多量に含Ή　（柱ൈ）
2 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを多量に含Ή　（柱ൈ）
3 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを多量に含Ή　（柱掘）
4 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを多量に含Ή　（柱掘）

SA148 柱列跡　P3　(-(�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（柱ൈ）
2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（柱ൈ）
3 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻをごく少量含Ή　（柱ൈ）

S91 性格不明遺構　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ന色೪土ϒロοクを多量に含Ή　（人為）

S91 性格不明遺構　B-B�ɼ$-$�
/P. 土色 土性 備考

1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜ・ന色೪土ϒロοクをۃめて多量
に含Ή　（人為）

S91 性格不明遺構　%-%�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�3 ҉ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクをۃめて多量に含Ή　（人為）

ୈ �� ਤɹ4"���ɾ4"��� பྻɺ49� ੑ֨ෆ໌Ҩߏ
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ʲSA147 柱列跡 （r第 81 ਤ）

ʤҐ置ʥ6 区西部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥS91 ˠ SA147

ʤ規模・形状ʥ東西 2 間（総 4.67m）

ʤ方ʥ8-6°-S

ʤ 柱 穴 ʥ3 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

23~28Dm、  ࣠ 22~25Dm の ུ 円 形 を 呈 し、 ਂ さ

9~21Dm である。2 か所で柱材のൈきऔり痕跡を確認

した。柱痕跡は確認されなかった。

ʤ柱間ੇ๏ʥ西から（242）-（225）Dm

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSA148 柱列跡 （r第 81 ਤ、ࣸਅਤ൛ 24）

ʤҐ置ʥ6 区西部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ東西 3 間（総 6.22m）

ʤ方ʥ8-8°-S

ʤ 柱 穴 ʥ4 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

20~66Dm、࣠ 17~60Dm の不整ପ円形・۱ؙ方形を

呈し、ਂさ 13~32Dm である。2 か所で柱材のൈきऔ

り痕跡、2 か所で平面形がܘ 12Dm の円形を呈する

柱痕跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ西から（200）-（212）-（210）Dm

ʤ出土遺物ʥなし

ʲSA183 柱列跡 （r第 80 ਤ、ࣸਅਤ൛ 24）

ʤҐ置ʥ6 区東部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB26 ˠ SA183 ˠ S%7 ʵ SB154

ʤ規模・形状ʥ東西 2 間（総 3.84m）

ʤ方ʥ8-21°-S

ʤ柱穴ʥ3 か 所 確 認 し た。 掘 方 の 平 面 形 は  ࣠

25~32Dm、࣠ 24Dm のུ円形を呈し、ਂさ 23~52Dm

である。1 か所で柱材のൈきऔり痕跡、2 か所で平面

形がܘ 11~12Dm の円形を呈する柱痕跡を確認した。

ʤ柱間ੇ๏ʥ（187）-（197）Dm

ʤ出土遺物ʥなし

ʢ̏ʣҪށ跡
ʲS&10 井戸跡 （r第 82 ਤ、ࣸਅਤ൛ 24）

ʤҐ置ʥ6 区西部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ平面形が࣠ 122Dm、࣠ 114Dm の

不整円形を呈し、ਂさ 67Dm である。அ面形はٯ台形

を呈する。井戸側は確認されなかった。

ʤ堆積土ʥ5 層にࡉ分される。ԫ色ローϜϒロοク・

ཻ、ന色೪土ϒロοク、炭化物ཻを含Ήࠇ色・ࠇ色

シϧτ、ۉ質なࠇ色シϧτで、いͣれも人為తຒ土と

考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS&11 井戸跡 （r第 82 ਤ、ࣸਅਤ൛ 24）

ʤҐ置ʥ6 区西部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ平面形が࣠ 84Dm、࣠ 76Dm の円

形を呈し、ਂ さ 89Dm である。அ面形は箱形を呈する。

井戸側は確認されなかった。

ʤ堆積土ʥ3 層にࡉ分される。ԫ色ローϜϒロοク・

ཻ、ന色೪土ϒロοク、炭化物ཻを含Ήࠇ色シϧτ・

࠭質シϧτ・೪質シϧτで、いͣれも人為తຒ土と考

えられる。

ʤ出土遺物ʥ堆積土 3 層্面から木材が出土した。ຝ

板で表面にࠇ色付ண物がݟられる。

ʢ̐ʣ土
ʲS,16 土坑 （r第 82 ਤ）

ʤҐ置ʥ6 区東部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ平面形が࣠ 76Dm、࣠ 64Dm のପ

円形を呈し、அ面形はਂさ 33Dm のᎬു形を呈する。

底面は皿状を呈する。

ʤ堆積土ʥ2 層にࡉ分される。ԫ色ローϜϒロοク・

ཻを含Ήࠇ色・ࠇ色シϧτで、いͣれもࣗવ堆積土

と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ確認面から土師器ᆀが出土した。内面に

。色ॲཧを施すࠇ

ʲS,17 土坑 （r第 82 ਤ、ࣸਅਤ൛ 24）

ʤҐ置ʥ6 区西部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥS,17 ˠ S,18

ʤ規模・形状ʥ平面形が࣠ 98Dm、࣠ 88Dm の円

形を呈し、அ面形はਂさ 45Dm の箱形を呈する。底面

は平ୱである。

ʤ堆積土ʥ3 層にࡉ分される。1 層はԫ色ローϜϒロο

ク・ཻを含Ήࠇ色シϧτ、2 層はۉ質なࠇ色೪質シ

ϧτ、3 層はԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή色

೪質シϧτである。1 層は人為తຒ土、2 層はࣗવ堆

積土、3 層は壁ࡍのࣗવ่落土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ堆積土からロクロ土師器ᆀ、小ܕᙈが出

土した。ロクロ土師器ᆀは内面にࠇ色ॲཧを施す。

ʲS,18 土坑 （r第 82 ਤ、ࣸਅਤ൛ 24）

ʤҐ置ʥ6 区西部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥS,17 ˠ S,18

ʤ規模・形状ʥ平面形が࣠ 88Dm、࣠ 80Dm の円

形を呈し、அ面形はਂさ 24Dm のٯ台形を呈する。底
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㪉

㪊
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S&10 井戸跡　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�3 ࠇ ࠭質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή
2 10:32�2 ࠇ シϧτ 炭化物ཻを含Ή　（人為）
3 10:33�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを少量含Ή　（人為）
4 10:32�1 ࠇ シϧτ 質土　（人為）ۉ
5 10:32�1 ࠇ ೪質シϧτ ന色೪土ϒロοクを多量に含Ή　（人為）

S&11 井戸跡　A-A�
/P. 土色 土性 備考

1 10:32�2 ࠇ ࠭質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　ԫ色ローϜཻ
を少量、炭化物ཻをごく少量含Ή　（人為）

2 10:32�3 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή
炭化物ཻをごく少量含Ή　（人為）

3 10:33�1 ࠇ ೪質シϧτ ԫ色ローϜ・ന色೪土ϒロοクを含Ή
炭化物ཻをごく少量含Ή　（人為）
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S,23 土坑　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:33�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを含Ή　（人為）
2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを含Ή　（人為）

S,16 土坑　A-A�　
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�2 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻをごく少量含Ή
2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを含Ή

S,17 土坑　A-A�
/P. 土色 土性 備考
2 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを含Ή
3 10:32�2 ࠇ ೪質シϧτ 質土ۉ
4 10:34�4  ೪質シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή　（่）

S,18 土坑　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを含Ή　（人為）

S,22 土坑　A-A�
/P. 土色 土性 備考
1 10:32�1 ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを少量含Ή　（人為）
2 10:35�6 ԫ ೪土 ԫ色ローϜϒロοク主体　（่）



第４ষ　調査の結果

108

面は平ୱである。

ʤ堆積土ʥԫ色ローϜϒロοク・ཻを含Ήࠇ色シ

ϧτで、人為తຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ堆積土から土師器が出土した。

ʲS,22 土坑 （r第 82 ਤ）

ʤҐ置ʥ6 区西部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ平面形が࣠ 76Dm、࣠ 32Dm の不

整方形を呈し、அ面形はਂさ 24Dm のٯ台形を呈す

る。底面は平ୱで北側がい֊ஈ状を呈する。

ʤ堆積土ʥ2 層にࡉ分される。1 層はԫ色ローϜϒロο

ク・ཻを少量含Ήࠇ色シϧτ、2 層はԫ色ローϜϒ

ロοクを主体とするԫ色೪土である。1 層は人為త

ຒ土、2 層はࣗવ่落土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS,23 土坑 （r第 82 ਤ）

ʤҐ置ʥ6 区東部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥS,23 ˠ S%4a・S%4C

ʤ規模・形状ʥ平面形が࣠ 58Dm、࣠ 14Dm のପ

円形を呈し、அ面形はਂさ 33Dm のٯ台形を呈する。

底面は平ୱである。

ʤ堆積土ʥ2 層にࡉ分される。ԫ色ローϜϒロοク・

ཻを含Ήࠇ色・ࠇ色シϧτで、いͣれも人為తຒ土

と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʢ̑ʣߔ跡
ʲS%4a・C 溝跡 （r第 83・84 ਤ、ࣸਅਤ൛ 21・22・24・40）

ʤҐ置ʥ5 区北部・6 区東部・52~5 ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB146・S,23・S%5C・S%6・S%7・S%13 ˠ S%4a

ˠ S%4C・S%184・S%211

ʤ規模・形状ʥ方形区画を形成するとみられる溝跡で、

北辺と東・西辺の一部を確認した。南側はさらに調査

区֎Ԇͼている。a・C 期のೋ時期の変ભが認められ、

֎側にҐ置をͣらし一部ॏ複して掘りな͓されている。

　a 期は北辺で 38m を測り、྆がそれͧれ約 110°

の角度で南ંれている。東辺は 22m、西辺は 40m

を確認した。֎側の্を C 期の溝にյされるが、্

෯ 110~130Dm を 確 認 で き、 底 ෯ 60~70Dm で あ る。

ԣஅ面形はਂさ 14~58Dm のٯ台形を呈する。

　C 期 は 北 辺 で 39m を 測 り、 西  が 110 °の 角 度

で 南  ં れ て い る。 西 辺 は 41m を 確 認 し た。 ্

෯ 90~150Dm、 底 ෯ 35~50Dm で、 ԣ அ 面 形 は ਂ さ

15~72Dm の形を呈する。北辺と東辺の接する北東

コーナー付近で底面が土ڮ状のߴまりを持ち、さ

30Dm、෯ 18Dm、ਂさ 5Dm の小溝で接続されていた。

溝の水Ґを調અするԃ状施設の可能性が考えられる。

ʤ堆積土ʥa 期は 5 層にࡉ分される。1 層は࠭を多量

に含Ήࠇ色࠭質シϧτ、2 層は੨փ色࠭層とࠇ色

࠭質シϧτのޓ層、3 層は࠭を多量に含Ήࠇ色೪質シ

ϧτ、4・5 層はԫ色ローϜϒロοク・ཻを含Ήࠇ

色೪質シϧτである。1~3 層はࣗવྲྀ入土、4・5 層

は機能時のࣗવ堆積土と考えられる。

　C 期は 6 層にࡉ分される。1 層は࠭を多量に含Ήࠇ

色࠭質シϧτ、2~3 層はԫ色ローϜཻを含Ήࠇ色・

色シϧτ・࠭質シϧτ・೪質シϧτ、4ࠇ 層はۉ質

なࠇ色೪質シϧτ、6 層はԫ色ローϜϒロοクを

多量に含ΉΦリーϒ色࠭質シϧτである。1 層はࣗ

વྲྀ入土、2~4 層はࣗવ堆積土、5 層は機能時のࣗવ

堆積土、6 層は人為తຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥS%4a 溝跡堆積土から中世陶器ᙈ（第 84

ਤ 4・5）・ᆵ（第 84 ਤ 10）・ു（第 84 ਤ 9）、ロク

ロ土師器ᆀ、須恵器ᙈが出土した。中世陶器ᙈ（第

84 ਤ 5）は部ഁ片で内面にナσ調整、֎面に࿄状

ԡ印ʁˠέズリ調整を施す。ᙈ（第 84 ਤ 4）はᰍ部

ഁ 片 で 内 ֎ 面 に ナ σ 調 整 を 施 す。 ᆵ（第 84 ਤ 10）

は体下 ~ 底部ഁ片で内֎面にロクロナσ調整を施す。

である。ു（第࢈戸ݹ 84 ਤ 9）は体部ഁ片で内֎

面にナσ調整を施す。ロクロ土師器ᆀは内面にࠇ色ॲ

ཧを施し、底部のりしはճసࢳりである。

　S%4C 溝跡確認面から中世陶器ᙈ（第 84 ਤ 6）、土

師器ᆀ・ᙈ、ロクロ土師器ᆀが出土した。中世陶器ᙈ

は下 ~ 底部ഁ片で内面にナσ調整、֎面にϔラナσ

調整を施す。土師器ᆀはແஈؙ底で内面にࠇ色ॲཧを

施し、֎面のޱԑ部にϤコナσ調整、体部にϔラέズ

リ調整を施す。

　S%4a・C 溝跡確認面・堆積土から中世陶器ᙈ（第

84 ਤ 1 ～ 3・7・8）・皿（第 84 ਤ 11）が出土した。

中世陶器ᙈはޱԑ部（第 84 ਤ 1 ～ 3）・下 ~ 底部

（第 84 ਤ 7・8）のഁ片がある。第 84 ਤ 1・2 はޱԑ

部がஅ面Ｌ字形のडޱ状を呈し、ޱԑԑଳ部の෯は

第 84 ਤ 1 が 1.6Dm、 第 84 ਤ 2 が 1.8Dm である。 内

֎面にナσ調整を施し、第 84 ਤ 2 はᰍ部֎面にλλ

Ω۩痕がݟられる。第 84 ਤ 3 は内面にロクロナσ

調整ˠޱ৶部にϔラέズリ調整、֎面にϔラέズリ調

整を施す。第 84 ਤ 7 は内֎面にナσ調整を施す。第

84 ਤ 8 は内面にナσ調整、֎面にϔラナσ調整を施

す。皿（第 84 ਤ 11）は内֎面にロクロナσ調整を施す。

　このほか、S%4a・C 溝跡確認面・堆積土から土師器ᆀ・

ᙈ、ロクロ土師器ᆀ、須恵器ᙈ、不明మ製品が出土し
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た。土師器ᆀは有ஈؙ底・ແஈؙ底のものがあり、い

ͣれも内面にࠇ色ॲཧを施し、֎面のޱԑ部にϤコナ

σ、体部にϔラέズリ調整を施す。ᙈは内֎面にナσ

調整を施し、֎底面に木葉痕を持つもの、֎面にϋέ

ϝ調整を施すものがある。ロクロ土師器ᆀは内面にࠇ

色ॲཧを施し、ճసࢳりによる底部のりし後に

֎面の体下 ~ 底部にख持ちϔラέズリ調整を施す。須

恵器ᙈは内面にロクロナσ調整、֎面に平行λλΩ調

整ˠロクロナσ調整を施す。

ʲS%5a・C 溝跡 （r第 85・86 ਤ、ࣸਅਤ൛ 21~23・39）

ʤҐ置ʥ6 区東部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥS%13・S%5a ˠ S%5C ˠ S%4a・S%4C・S%12・S%184

ʤ規模・形状ʥ方形区画を形成するとみられる溝跡で、

北辺と西辺の一部を確認した。a・C 期のೋ時期の変

ભが認められ、西辺を֎側にҐ置をͣらして掘りな͓

されたと考えられるが、֦張後の西辺は S%4a・C 溝

跡にյされている。

　a 期は西辺 9.20m を確認し、さらに調査区֎の南

側Ԇͼている。C 期北辺との角度は約 110°である。

ະਫ਼査であるが্෯ 220Dm が確認できる。

　C 期は北辺 40.40m を確認した。東西྆を S%4a・

C 溝跡にյされているが、これより֎側はԆͼてい

ないことから、C 期を౿ऻして S%4a・C 溝跡が掘られ

たと考えられる。্෯ 170~240Dm、底෯ 150~160Dm

で、ԣஅ面形はਂさ 34~51Dm のٯ台形を呈する。北

辺の東で底面が土ڮ状のߴまりを持ち、さ 90Dm

Ҏ্、෯ 22~43Dm、ਂさ 10Dm の小溝で東辺と接続

されていたと考えられる。溝の水Ґを調અするԃ状施

設の可能性が考えられる。

ʤ堆積土ʥC 期は 6 層にࡉ分される。1~4 層はԫ色ロー

Ϝϒロοク・ཻ、炭化物ཻを多く含Ήࠇ色・ࠇ色・

色シϧτ、5・6҉ 層はԫ色ローϜϒロοク・ཻ

を含Ήࠇ色೪質シϧτである。1~4 層は廃絶後の人

為తຒめし土、5・6 層は機能時のࣗવ堆積土と考

えられる。

ʤ出土遺物ʥC 期の堆積土から中世陶器ᙈ（第 86 ਤ 1）、

臼（下臼、第 86 ਤ 2）が出土した。中世陶器ᙈは

部ഁ片で内֎面にナσ調整を施す。臼（下臼）は

ड皿ޱԑ部の一部に被熱によるࠇ色化がݟられる。

　このほか、C 期の確認面・堆積土・底面から土師器ᙈ、

ロクロ土師器ᆀ、須恵器ᆀ・ᙈ、砥石、石器が出土

した。土師器ᙈはᰍ部に痕跡తなஈを持ち、֎面のޱ

ԑ部にϤコナσ調整、部にϋέϝ調整を施す。ロク

ロ土師器ᆀは内面にࠇ色ॲཧを施し、ճసࢳりによ

る底部のりし後に֎面の体下部にख持ちϔラέズ

リ調整を施す。須恵器ᆀは内֎面にロクロナσ調整を

施す。須恵器ᙈは内面にロクロナσ調整、֎面に平行

λλΩ調整ˠロクロナσ調整を施す。石器はഁ片で

被熱痕跡がݟられる。

ʲS%6 溝跡 （r第 85 ਤ、ࣸਅਤ൛ 21・22）

ʤҐ置ʥ6 区東部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB3・S%5a・S%13 ˠ S%6 ˠ SA28・S%4a・S%7・

S%12・S%184

ʤ規模・形状ʥ方形区画を形成するとみられる溝跡で、

北辺と西辺の一部を確認した。北辺は 37.60m を確認

し、西は約 110°の角度で南ંれている。西辺は

5.60m を確認し、さらに調査区֎の南側Ԇͼている。

্෯ 160~180Dm、底෯ 80~140Dm で、ԣஅ面形はਂ

さ 31~55Dm のٯ台形を呈する。北辺の東で底面が

෯ 50Dm の土ڮ状のߴまりを持ち、東辺と接している。

溝の水Ґを調અするԃ状施設の可能性が考えられる。

ʤ堆積土ʥ5 層にࡉ分される。1~3 層はԫ色ローϜϒ

ロοク・ཻ を多く含Ήࠇ色シϧτ、4 層はԫ色ロー

Ϝཻを少量含Ήࠇ色೪質シϧτ、5 層はԫ色ローϜ

ϒロοク・ཻを主体とするにͿいԫ色೪土である。

1~3 層は廃絶後の人為తຒめし土、4 層は機能時の

ࣗવ堆積土、5 層は機能時のࣗવ่落土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ確認面・堆積土から土師器、ロクロ土師

器ᆀ、須恵器ᙈ、堆積土下層から木材が出土した。ロ

クロ土師器ᆀは内面にࠇ色ॲཧを施し、ճసࢳりに

よる底部のりし後に֎面の体下 ~ 底部にख持ちϔ

ラέズリ調整を施す。須恵器ᙈは内面にಉ৺円文Ξテ

۩痕がݟられ、֎面に平行λλΩ調整を施すもの、内

֎面にロクロナσ調整を施し、֎面にࣗવᬵのみられ

るものがある。木材は板材のഁ片である。

ʲS%7 溝跡 （r第 85・86 ਤ、ࣸਅਤ൛ 21~23・39）

ʤҐ置ʥ6 区東部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥSB26・SB154・SA183・S%6・S%13 ˠ S%7 ˠ

S%4a・S%184・S%211

ʤ規模・形状ʥ方形区画を形成するとみられる溝跡で、

北 辺 の 40.30m を 確 認 し た。 ্ ෯ 50~140Dm、 底 ෯

30~50Dm で、ԣஅ面形はਂさ 22Dm のٯ台形を呈する。

ʤ堆積土ʥ6 層にࡉ分される。1 層はԫ色ローϜ・

炭化物ཻをごく少量含Ήࠇ色࠭質シϧτ、2・3 層は

ԫ色ローϜϒロοク・ཻを多く含Ήࠇ色シϧτ、

4 層はԫ色ローϜཻを多く含Ήࠇ色೪質シϧτ、5・

6 層はԫ色ローϜϒロοク・ཻ、ന色೪土ϒロοク

を含Ήࠇ色೪質シϧτである。1 層はࣗવྲྀ入土、2・

3 層は廃絶後の人為తຒめし土、4 層は機能時のࣗ

વ堆積土、5・6 層は機能時のࣗવ่落土と考えられる。
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ʤ出土遺物ʥ堆積土からロクロ土師器ᆀ（第 86 ਤ 3）、

石 鏃（第 86 ਤ 4）、 砥 石（第 86 ਤ 5） が 出 土 し た。

ロクロ土師器ᆀは体部からޱԑ部にかけて内ኪする。

内面にϔラϛΨΩ調整ˠࠇ色ॲཧ、֎面にロクロナσ

調整を施し、ճసࢳりによる底部のりし後に֎

面の体下部にख持ちϔラέズリ調整を施し、底部に࠶

調整を施さない。石鏃はܔ化木製のತ基有ܪ石鏃で、

྆面にԡѹണによる調整を施す。ઌ部と基部をܽ

ଛする。基部側は被熱により赤色化している。砥石は

製でؠփڽ 3 面の砥面があり、શ体にࡲ痕がݟられる。

　このほか、堆積土から土師器ᆀ、ロクロ土師器ᆀが

出土した。いͣれも内面にࠇ色ॲཧを施し、ロクロ土

師器ᆀは底部のりしがճసࢳりのもの、底部の

りし方๏が不明で֎面の体下 ~ 底部にख持ちϔラ

έズリ調整を施すものがある。

ʲS%12 溝跡 （r第 87 ਤ、ࣸਅਤ൛ 22・24）

ʤҐ置ʥ6 区東部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥS%5a・S%5C・S%6・S%13 ˠ S%12

ʤ規模・形状ʥ北東から南西方にऄ行しながらԆ

ͼる。 さ 21.00m を確認し、 さらに調査区֎の南

側Ԇͼている。東から西 5.0m Ԇͼて南ંれ、

6.0m Ԇͼて西ંれる。 さらにހをඳきながら南

西  10.0m Ҏ ্ Ԇ ͼ て い る。 ্ ෯ 22~50Dm、 底 ෯

6~26Dm で、ԣஅ面形はਂさ 3~7Dm の皿形を呈する。

ʤ堆積土ʥԫ色ローϜϒロοク・ཻを含Ήࠇ色シ

ϧτで、ࣗવ堆積土と考えられる。
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㻺㻙㻠㻥

㻮㻮䇻

調査区外

㻿㻰㻝㻞

㻭

㻭䇻

㻱㻙㻞㻣㻜

㻱㻙㻞㻤㻡

調査区外

調査区外

0 �m

S = 1/200

㻿㻰㻝㻟
㻮 㻮䇻

㻝

㻞
㻟

㻿㻰㻝㻞

㻺㻙㻞㻡

0 1m

S = 1/�0
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㪘

㪘㵭

㪜㪄㪉㪉㪉
㪥㪄㪋㪍

調査区外

㪪㪯㪈㪐

㪘 㪘㵭㪐㪌㪅㪊㪇㫄

㪈 㪉
㪊

㪋

㪌

㪌 㪍

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

0 2m

S = 1/60

S919 性格不明遺構　A-A�
/P. 土色 土性 備考

1 10:32�3
ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを多量に含Ή

2 10:32�3
ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを多量に含Ή

3 10:32�1
ࠇ シϧτ ԫ色ローϜཻを含Ή

4 10:34�6
 ࠭ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή

5 10:32�2
ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοク・ཻを含Ή

6 10:32�3
ࠇ シϧτ ԫ色ローϜϒロοクを多量に含Ή

ୈ �� ਤɹ4%��� ��ɾ49ߔ ੑ֨ෆ໌Ҩߏ

㻿㻰㻝㻤㻠

調査区外

調査区外

調査区外

調査区外

調査区外

㻱㻙㻞㻥㻣
㻺㻙㻡㻠

㻱㻙㻟㻞㻠
㻺㻙㻝㻡

㻭 㻭䇻㻥㻠㻚㻞㻜㼙

㻭

㻭䇻

0 2m

S = 1/�0

0 �m

S = 1/200
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ʤ出土遺物ʥなし

ʲS%13 溝跡 （r第 87 ਤ、ࣸਅਤ൛ 22・25）

ʤҐ置ʥ6 区東部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥS%13 ˠ S%4a・S%4C・S%5a・S%5C・S%6・

S%7・S%12

ʤ 規 模・ 形 状 ʥ 南 北 方  に  ઢ త に Ԇ ͼ る。  さ

44.90m を確認し、さらに調査区֎の南北Ԇͼてい

る。্෯ 60~78Dm、底෯ 28~70Dm で、ԣஅ面形はਂ

さ 20~35Dm のٯ台形を呈する。

ʤ堆積土ʥ3 層にࡉ分される。ԫ色ローϜϒロοク・

ཻを多く含Ήࠇ色࠭質シϧτ、ࠇ色シϧτで、いͣ

れも人為తຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ確認面から土師器ᆀが出土した。内面に

。色ॲཧを施すࠇ

ʲS%14 溝跡 （r第 87 ਤ、ࣸਅਤ൛ 25）

ʤҐ置ʥ6 区東部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥなし

ʤ規模・形状ʥ南北方にઢతにԆͼる。さ 9.00m

を確認し、さらに調査区֎の南北Ԇͼている。্෯

28~60Dm、底෯ 20~24Dm で、ԣஅ面形はਂさ 13Dm

のٯ台形を呈する。南側は存状گが良でないが、

底面に࿈続するঅ܃痕跡が確認された。

ʤ堆積土ʥԫ色ローϜϒロοク・ཻを含Ήࠇ色シ

ϧτで、ࣗવ堆積土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʲS%184 溝跡 （r第 88 ਤ）

ʤҐ置ʥ5 区北部・6 区東部ʗ平ୱ面

ʤॏ複ʥS%4a・S%4C・S%5C・S%6・S%7・S%57・

S%211 ˠ S%184

ʤ規模・形状ʥ北西から南東方わͣかにހをඳき

ながらԆͼ、さらに南東方ઢతにԆͼる。

さ 44.90m を確認し、南側は調査区֎Ԇͼている。

北側は平によりফࣦしているが、4 区南部で確認し

た S%130a・C 溝跡または S%131 溝跡と接続していた

可能性がある。্෯ 70~260Dm、底෯ 20~110Dm で、

ԣஅ面形はਂさ 30~36Dm の皿形を呈する。

ʤ出土遺物ʥなし

ʢ̒ʣੑ֨ෆ໌遺ߏ
ʲS91 性格不明遺構 （r第 81 ਤ、ࣸਅਤ൛ 25）

ʤ堆積土ʥԫ色ローϜϒロοク・ന色೪土を多量に含

Ήࠇ色・҉色シϧτで、人為తຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥ堆積土から土師器、ロクロ土師器ᆀが出

土した。ロクロ土師器ᆀは内面にࠇ色ॲཧを施し、ճ

సࢳりによる底部のりし後に֎面の体下 ~ 底部

にख持ちϔラέズリ調整を施す。

ʲS919 性格不明遺構 （r第 88 ਤ）

ʤ堆積土ʥ6 層にࡉ分される。ԫ色ローϜϒロοク・

ཻを多く含Ήࠇ色・ࠇ色シϧτ、色࠭で、いͣれ

も人為తຒ土と考えられる。

ʤ出土遺物ʥなし

ʢ̓ʣΈ合Θないப݀跡
　調査区શ域にごくࢄອに分し、東部でやや多く確

認した。小規模で柱痕跡が確認されないものが多い

が、やや規模が大きく柱痕跡が確認されたものもあ

る。確認面・堆積土・掘方ຒ土から土師器ᆀ、ロクロ

土師器ᆀ、須恵器ᙈ、ࡅ片が出土した。土師器・ロク

ロ土師器ᆀは内面にࠇ色ॲཧを施す。ࡅ片はܔ質石材

製で被熱によりന色化している。

ʢ̔ʣ遺ߏ֎ग़土遺
　表土・遺構確認面・ཚから土師器ᆀ・ᙈ、ロクロ

土師器ᆀ、須恵器ു・ᙈが出土した。土師器ᆀは内面

にࠇ色ॲཧを施す。ᙈは֎面にϋέϝ調整を施す。ロ

クロ土師器ᆀは内面にࠇ色ॲཧを施し、ճసࢳりに

よる底部のりし後に֎面の体下 ~ 底部にख持ちϔ

ラέズリ調整を施す。須恵器ᙈは内面にಉ৺円文Ξテ

۩痕がݟられ、֎面に平行λλΩ調整を施すもの、ロ

クロナσ調整を施すものがある。
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̓ɽ遺֬ߏೝ調査۠

ʢ̍ʣ西屋敷遺跡
　5 区北部から 6 区東部にかけて確認した遺構群の

がりを確認することをతに、5 区西側から 6 区東部

の南側で遺構確認調査を実施した。ର地はຊ発掘調

査のഉ土置場としてར༻していたことなどからτϨ

ンν配置に制約があったものの、6 区東部で確認した

溝跡群の৽چ関ٴͼ西辺を確認した。調査では෯

2.0~4.6m、さ 16.8~57.6m のτϨンν 5 か所（51~55

区）を設定して遺構確認࡞業を実施した。確認した遺

構は土坑 3 基、溝跡 19 条、柱穴跡多数で、いͣれも

掘り下͛は行なっていない。このうち、6 区東部で確

認 し た S%4a・C、S%5a・C、S%6、S%7、S%12、S%13

溝跡のԆとみられる溝跡についてはطड़のと͓りで

ある。これҎ֎の遺構について、Ҏ下に֓ཁをड़る。

ᶃ�土
ʲS,207 土坑ʳ52 区の平ୱ面で確認した。ॏ複はݟら

れない。࣠ 100Dm で調査区֎の北側Ԇͼている。

遺物は出土していない。

ʲS,208 土坑ʳ52 区の平ୱ面で確認した。S%203 ˠ

S,208 のॏ複がある。࣠ 170Dm で調査区֎の北側

Ԇͼている。遺物は出土していない。

ʲS,213 土 坑 ʳ52 区 の 平 ୱ 面 で 確 認 し た。S,213・

S%202 ˠ S%144 のॏ複がある。࣠ 370Dm で調査区

֎の北側Ԇͼている。遺物は出土していない。

ᶄߔ�跡
ʲS%144 溝 跡 ʳ52 区 の 平 ୱ 面 で 確 認 し た。S,213・

S%202 ˠ S%144 のॏ複がある。্෯ 230~260Dm で、南

北方に 2.00m Ҏ্Ԇͼる。遺物は堆積土から中世陶

器ᙈ（第 89 ਤ 1）が出土した。ޱԑ部 ~ ্部のഁ片で、

0 10cm

S=1/3

/P� Ҩߏ Ґ छྨ छث ಛ ߴଘ
ʢDNʣ ෦Ґ ొ録 ࣸਅ

� 4%��� ଯੵ தੈಃث ᙈ ֎໘ɿφσ　ܘޱɿʢ����ʣDN　ৗฤ � ظ式ܕ ��� ԑʙ෦ޱ ��� ����

ୈ �� ਤɹ4%��� ग़Ҩߔ

内֎面にナσ調整を施す。ޱԑ部がஅ面Ｌ字形のडޱ状

を呈し、ޱԑԑଳ部の෯は 1.2Dm である。

ʲS%198 溝跡ʳ51 区の平ୱ面で確認した。ॏ複はݟ

られない。্෯ 140Dm Ҏ্で、北西から南東方

3.20m Ҏ্Ԇͼる。遺物は出土していない。

ʲS%199 溝跡ʳ51 区の平ୱ面で確認した。ॏ複はݟら

れない。্෯ 70~80Dm で、南北方に 2.00m Ҏ্Ԇ

ͼる。遺物は出土していない。

ʲS%200 溝跡ʳ51 区の平ୱ面で確認した。ॏ複はݟら

れない。্෯ 60~65Dm で、北東から南西方 2.40m

Ҏ্Ԇͼる。遺物は出土していない。

ʲS%201 溝跡ʳ52 区の平ୱ面で確認した。ॏ複はݟら

れない。্෯ 90~110Dm で、南北方に 2.00m Ҏ্

Ԇͼる。遺物は出土していない。

ʲS%202 溝跡 5r2 区の平ୱ面で確認した。S%202 ˠ

S,213・S%144 のॏ複がある。্෯ 35Dm で、東西方

に 2.40m Ҏ্Ԇͼる。遺物は出土していない。

ʲS%203 溝跡ʳ52 区の平ୱ面で確認した。S%203 ˠ

S,208 のॏ複がある。্ ෯ 80Dm で、南北方に 2.00m

Ҏ্Ԇͼる。遺物は出土していない。

ʲS%204 溝跡ʳ52 区の平ୱ面で確認した。S%204 ˠ

S,208 のॏ複がある。্ ෯ 80Dm で、南北方に 2.00m

Ҏ্Ԇͼる。遺物は出土していない。

ʲS%205 溝跡ʳ52 区の平ୱ面で確認した。ॏ複はݟら

れない。্෯ 70~90Dm で、南北方に 2.00m Ҏ্Ԇ

ͼる。遺物は出土していない。

ʲS%206 溝跡ʳ52 区の平ୱ面で確認した。ॏ複はݟら

れない。্ ෯ 280Dm で、南北方に 2.00m Ҏ্Ԇͼる。

遺物は出土していない。

ʲS%210 溝跡ʳ53~5 区の平ୱ面で確認した。ॏ複は

られない。্෯ݟ 130Dm で、南北方に 14.80m Ҏ

্Ԇͼる。北側は平によりফࣦしている。遺物は出

土していない。

1
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ᶅ�遺ߏ֎ग़土遺
　確認面からロクロ土師器ᆀが出土した。内面にࠇ色

ॲཧを施し、ճసࢳりによる底部のりし後に֎

面の体下部にख持ちϔラέズリ調整を施し、底部に࠶

調整を施さない。

ʢ̎ʣ西小屋館跡
　西小屋館跡南辺を ʧ 字形に囲Ή෯ 10~20m の水田

約 2,000㎡をରとして、҉ڎഉ水事の施にઌ立

つ遺構確認調査を実施した。ର地のگݱは水田で、

西小屋館跡のݱ存土塁西辺南部のԆ্に小溜を

Μで南約ڬ 20m、く字形に۶ۂして東約 100m、

さらにく字形に۶ۂして北東約 40m Ԇͼる。館跡

内部のാ地と 40~100Dm のൺࠩߴを持ち、館跡南部

を区画した堀跡と推定されていた（٢井 1994）。調査

は෯ 1.6m、さ 5.0~20.0m のτϨンν 10 か所（51~510

区）を設定して遺構確認࡞業を実施した。

　調査区内の基ຊ層ংはᶗ層：ݱ代の࡞ߞ土・土（層

ް約 40Dm）、 ᶘ層：࡞ߞچ土（0~20Dm）、 ᶙ層：࣪

地性ࠇ色土、ᶚ層：ന色೪土層となる。遺構確認面は

ᶘ層下に࿐出したᶚ層の平面である。ର範囲の

南部 ~ 東部にかけてはᶙ層がᶚ層をਁ৯して発ୡし、

地形が丘陵辺ԑ部であったことが確認された。遺構چ

は大溝跡、溝跡、土坑、井戸跡、柱穴跡を確認した。

いͣれも平面ϓランを記し、掘り下͛は行なってい

ない。遺物は表土から陶磁器片が出土した。Ҏ下に確

認した遺構の֓ཁをड़る。

ʲS%301 堀 跡 ʳ51・2・3・5・10 区 で 確 認 し た。53

区で土坑、510 区で溝跡とॏ複し、これらより৽しい。

51 から 55 までऄ行しながら東西方に 65m Ҏ্Ԇ

ͼるとみられる。 ্෯は 53 で 3.8m、55 で 4.1m Ҏ

্を確認した。遺物は出土していない。

ʲS%302・S%303・S%304 溝跡ʳ51 区で 2 条、510 区

で 1 条を確認した。51 区の溝跡 2 条はややऄ行しな

がら南北方にそれͧれԆͼる。S%302 溝跡で 9.0m、

S%303 溝跡で 2.2m を確認した。্෯ 40~60Dm であ

る。510 区の S%304 溝跡は大溝跡とॏ複し、これよ

りݹい。北東から南西方に 2.8m Ҏ্Ԇͼる。্෯

70Dm Ҏ্である。遺物は出土していない。

ʲS&305 井 戸 跡 ʳ54 区 で 確 認 し た。 平 面 形 が  ࣠

200Dm Ҏ্の円形またはପ円形を呈するとݟられる。

確認面で河原石がހ状にฒΜで࿐出して͓り、河原石

積みの井戸側を持つ可能性があることから井戸跡とし

た。遺物は出土していない。

ʲS,306 土坑ʳ53 区で確認した。S%301 堀跡とॏ複

し、これよりݹい。平面形は࣠ 150Dm Ҏ্、࣠

120Dm Ҏ্の۱ؙ方形またはପ円形を呈するとみら

れる。遺物は出土していない。

ʲみ߹わない柱穴跡ʳ51 区で 3 か所、58・510 区

で֤ 1 か所を確認した。510 区では大溝跡とॏ複し、

これより৽しい。51 区の西側に隣接する西屋敷遺跡

5 区南部では掘立柱建物跡群が確認されて͓り、これ

と関࿈する建物跡の一部である可能性が考えられる。

遺物は出土していない。
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4%���
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第̑章　ࣗવՊֶతੳ

ୈ̍અɹ์ࣹੑૉ年代ʢ".4 ଌఆʣ

ʢ株ʣՃثੳڀݚॴ

 

̍ɽଌఆରࢼྉ
　西屋敷遺跡は、宮城県刈田郡蔵王町大字小村崎字

西屋敷（北緯 38°7′33″、東経 140°41′19″）に所

在し、円田ຍ地北西部の平なઉ状丘陵্に立地す

る。測定ର試料は、S963 焼成遺構出土木炭（試料

21：*AAA-103296）、S965 焼 成 遺 構 出 土 木 炭（16：

*AAA-103297）、S966 焼成遺構出土木炭（17：*AAA-

103298、18：*AAA-103299）、S971 焼成遺構出土木

炭（19：*AAA-103300、20：*AAA-103301）の߹計 6

である（第 12 表）。

̎ɽଌఆのҙٛ
　測定ର試料が出土した遺構を含め、S962・63・

65・66・69~72 焼成遺構は西小屋館跡西側に隣接す

るຊ遺跡 5 区中ԝ部でまとまって確認された。۱ؙ

方形の掘り込みを持ち、壁面が被熱により赤色硬化

し、底面に炭化物層が堆積して͓り、木炭焼成施設と

考えられる。これらの遺構の年代を明らかにすること

で、遺跡の性格を考する材料とする。

̏ɽԽֶॲཧఔ
（１）  ϝス・ϐンηοτをい、ࠜ・土の付ண物をऔ

りআく。

ࢎ  （２） - ΞϧΧリ - ॲཧに（AAA：ADJE AMLaMJ ADJE）ࢎ

より不७物を化ֶతにऔりআく。その後、७水

で中性になるまでرऍし、ס૩させる。AAA ॲཧ

に͓けるࢎॲཧでは、௨ৗ 1mPM�Ὑ（1M）のԘࢎ

（)$M）を༻いる。ΞϧΧリॲཧでは水ࢎ化ナτリ

Ϝ（/a0)）水༹ӷを༻い、0.001M から 1M ま

でঃʑにೱ度を্͛ながらॲཧを行う。ΞϧΧリ

ೱ度が 1M にୡした時にはʮAAAʯ、1M ະຬの場

߹はʮAaAʯと第 12 表に記ࡌする。

（３）  試料を೩焼させ、ೋࢎ化炭素（$02）を発生させる。

（４）  ਅۭラΠンでೋࢎ化炭素をਫ਼製する。

（̑）  ਫ਼製したೋࢎ化炭素をమを৮ഔとして水素でؐݩ

し、άラϑΝΠτ（$）を生成させる。

（̒）  άラϑΝΠτを内ܘ 1mm のΧιードにϋンドϓ

Ϩス機で٧め、それをϗΠーϧにはめ込み、測定

置にணする。

̐ɽଌఆํ๏
　3M7 λンσϜՃ器（/&$ PFMMFUrPO 9S%)-2）をϕー

スとした 14$-AMS ઐ༻置を༻し、14$ の計数、 13$

ೱ度（13$�12$）、14$ ೱ度（14$�12$）の測定を行う。測

定では、ถ国国立ඪ४ہ（/*S5）からఏڙされたシϡ

0(）ࢎx ᶘ）をඪ४試料とする。このඪ४試料とόο

クάランド試料の測定もಉ時に実施する。

̑ɽࢉग़ํ๏
（１）  Ў 13$ は、試料炭素の 13$ ೱ度（13$�12$）を測定し、

基४試料からのͣれをઍ分ภࠩ（̄）で表した

である（第 12 表）。AMS 置による測定を༻い、

表中にʮAMSʯと記する。

（２）  14$ 年 代（-JCCy AHF：yrBP） は、 ա ڈ の 大 ؾ

中 14$ ೱ度が一定であったとԾ定して測定され、

1950 年を基४年（0yrBP）としてる年代であ

る。年代のࢉ出には、-JCCy の半ݮ期（5568 年）

を༻する（SUVJWFr aOE PPMaDI 1977）。14$ 年代

はЎ 13$ によってಉҐ体ޮ果をิ正するඞཁがあ

る。ิ正したを第 12 表に、ิ正していない

を参考として第 13 表に示した。14$ 年代とޡ

ࠩは、下 1 ܻを四ࣺ五入して 10 年୯Ґで表示さ

れる。また、14$ 年代のࠩޡ（± 1 М）は、試料

の 14$ 年代がそのࠩޡ範囲に入る確が 68.2ˋで

あることをҙຯする。

（３）  QM$ 	QFrDFOU MPEFrO $arCPO
 は、ඪ४ݱ代炭素にର

する試料炭素の 14$ ೱ度のׂ߹である。QM$ が小

さい（14$ が少ない）ほどݹい年代を示し、QM$ が

100 Ҏ্（14$ の量がඪ४ݱ代炭素とಉҎ্）の

場߹ MPEFrO とする。このもЎ 13$ によってิ正

するඞཁがあるため、ิ正したを第 12 表に、ิ

正していないを参考として第 13 表に示した。



第̑ষ　ࣗવՊֶత分ੳ

128

（４）  暦年較正年代とは、年代がطの試料の 14$ ೱ度

をݩにඳかれた較正ۂઢとরらし߹わせ、աڈの
14$ ೱ度変化などをิ正し、実年代に近づけた

である。暦年較正年代は、14$ 年代にରԠする較

正ۂઢ্の暦年代範囲であり、1 ඪ४ภࠩ（1 М

ʹ 68.2ˋ）あるいは 2 ඪ४ภࠩ（2 Мʹ 95.4ˋ）

で表示される。άラϑのॎ࣠が 14$ 年代、ԣ࣠が

暦年較正年代を表す。暦年較正ϓロάラϜに入力

されるは、Ў 13$ ิ正を行い、下一ܻを四ࣺ五

入しない 14$ 年代である。な͓、較正ۂઢ͓よ

ͼ較正ϓロάラϜは、σーλの積によってߋ৽

される。また、ϓロάラϜの種ྨによっても結果

が異なるため、年代の׆༻にあたってはその種ྨ

とόーδϣンを確認するඞཁがある。ここでは、

暦 年 較 正 年 代 の 計 ࢉ に、*OU$aM09 σ ー λ ϕ ー ス

（3FJmFr FU aM. 2009） を༻い、0x$aMW4.1 較正ϓロ

άラϜ（BrPOL 3amTFy 2009）を༻した。暦年較

正年代については、特定のσーλϕース、ϓロά

ラϜにґ存するを考ྀし、ϓロάラϜに入力す

るとともに参考として第 13 表に示した。暦

年較正年代は、14$ 年代に基づいて較正（DaMJCraUF）

された年代であることを明示するためにʮDaM 

B$�A%ʯ（またはʮDaM BPʯ）という୯Ґで表される。

̒ɽଌఆ݁Ռ
　試料の 14$ 年代は、S963 焼成遺構堆積土出土木炭

試料 21 が 350 ± 30yrBP、S965 焼成遺構堆積土下層

出 土 木 炭 16 が 360 ± 30yrBP、S966 焼 成 遺 構 堆 積

土্層出土木炭 17 が 440 ± 30yrBP、ಉ堆積土下層

出 土 木 炭 18 が 310 ± 30yrBP、S971 焼 成 遺 構 堆 積

土出土木炭 19 が 460 ± 30yrBP、ಉ堆積土্層出土

木 炭 20 が 390 ± 30yrBP で あ る。S966 焼 成 遺 構 の

2 のには年代ࠩが認められ、層Ґの্下関とٯ

సしている。S971 焼成遺構の 2 のはࠩޡ（± 1

М）の範囲でわͣかにॏならないものの、ある程度近

接した年代である。暦年較正年代（М）は、試料

21 が 1478 ～ 1628DaM A% の 間 に 2 つ の 範 囲、16 が

1471 ～ 1625DaM A% の 間 に 3 つ の 範 囲、17 が 1433

～ 1460DaM A% の 範 囲、18 が 1521 ～ 1642DaM A% の

間に 2 つの範囲、19 が 1428 ～ 1448DaM A% の範囲、

20 が 1447 ～ 1615DaM A% の間に 2 つの範囲で示される。

　な͓、一般に木炭を試料とする場߹、もとのथ木の

年ྠより内側に当たる試料が測定されると、थ木֎࠷

のࢮރ・െ࠾年よりもݹい年代を示す可能性がある

ことを考ྀするඞཁがある。

　試料の炭素含有はすて 50ˋをえ、化ֶॲཧ、

測定্のは認められない。

測定番号
Ў 13$ ิ正なし 暦年較正༻

（yrBP） 1 М暦年代範囲 2 М暦年代範囲
AHF　（yrBP） QM$　（ˋ）

*AAA-103296 390 ± 30 95.23 ± 0.30 352 ± 27 1478DaMA% - 1522DaMA% 	31.6�

1573DaMA% - 1628DaMA% 	36.6�


1455DaMA% - 1530DaMA% 	43.0�

1539DaMA% - 1635DaMA% 	52.4�


*AAA-103297 430 ± 20 94.82 ± 0.28 356 ± 25
1471DaMA% - 1522DaMA% 	37.4�

1575DaMA% - 1584DaMA% 	 5.3�

1590DaMA% - 1625DaMA% 	25.6�


1453DaMA% - 1529DaMA% 	46.8�

1544DaMA% - 1634DaMA% 	48.6�


*AAA-103298 430 ± 30 94.77 ± 0.32 438 ± 27 1433DaMA% - 1460DaMA% 	68.2�
 1421DaMA% - 1487DaMA% 	95.4�


*AAA-103299 340 ± 30 95.82 ± 0.31 312 ± 27 1521DaMA% - 1591DaMA% 	52.3�

1621DaMA% - 1642DaMA% 	15.9�


1490DaMA% - 1603DaMA% 	73.2�

1611DaMA% - 1647DaMA% 	22.2�


*AAA-103300 420 ± 30 94.88 ± 0.30 460 ± 26 1428DaMA% - 1448DaMA% 	68.2�
 1415DaMA% - 1460DaMA% 	95.4�


*AAA-103301 440 ± 30 94.64 ± 0.30 392 ± 27 1447DaMA% - 1495DaMA% 	57.0�

1602DaMA% - 1615DaMA% 	11.2�


1441DaMA% - 1523DaMA% 	74.2�

1574DaMA% - 1626DaMA% 	21.2�


< 参考 >

ୈ �� දɹ��$ ͱྐྵֱਖ਼

ୈ �� දɹࢼྉҰཡ͓Αͼ ��$ 

測定番号 試料名 औ場所࠾ 試料
形ଶ

ॲཧ
方๏ Ў 13$ （̄） （AMS） Ў 13$ ิ正あり

-JCCy AHF （yrBP） QM$ （�）
*AAA-103296 21 S963 焼成遺構　堆積土 木炭 AaA -27.39 ± 0.50 350 ± 30 95.70 ± 0.32 
*AAA-103297 16 S965 焼成遺構　堆積土下層 木炭 AAA -29.27 ± 0.66 360 ± 30 95.66 ± 0.31 
*AAA-103298 17 S966 焼成遺構　堆積土্層 木炭 AaA -24.61 ± 0.36 440 ± 30 94.69 ± 0.32 
*AAA-103299 18 S966 焼成遺構　堆積土下層 木炭 AAA -26.86 ± 0.47 310 ± 30 96.18 ± 0.33 
*AAA-103300 19 S971 焼成遺構　堆積土 木炭 AAA -22.67 ± 0.55 460 ± 30 94.42 ± 0.31 
*AAA-103301 20 S971 焼成遺構　堆積土্層 木炭 AaA -28.00 ± 0.52 390 ± 30 95.23 ± 0.32 

<�4215>
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SUVJWFr M. aOE PPMaDI ).A. 1977 %JTDVTTJPO� 3FQPrUJOH 

PG 14$ EaUa, 3aEJPDarCPO 19	3
, 355-363

BrPOL 3amTFy $. 2009 BayFTJaO aOaMyTJT PG raEJPDarCPO 

EaUFT, 3aEJPDarCPO 51	1
, 337-360

3FJmFr, P.+. FU aM. 2009 *OU$aM09 aOE MarJOF09 

raEJPDarCPO aHF DaMJCraUJPO DVrWFT, 0-50,000 yFarT 
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, 1111-1150

ୈ �� ਤɹʦߟࢀʧྐྵֱਖ਼άϥϑ
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OxCal v4.1.7 Bronk Ramsey (2010); r:5 Atmospheric data from Reimer et al (2009);

ୈ �� ਤɹʦߟࢀʧྐྵֱਖ਼άϥϑʢΧʔϒϓϩοτਤʣ



第１અ　遺物の特徴と編年తҐ置づけ

131

第６章　考　　察

　第 4 ষで記ࡌしたຊ遺跡の発掘調査結果と第 5 ষで記ࡌしたࣗવՊֶత分ੳ結果を౿まえて、あら

ためて遺構と遺物についてݕ౼をՃえ、遺構の時期と変ભ、遺跡の性格などについて考する。

ୈ̍અɹ遺のಛとฤ年తҐஔͮけ
　遺物は主に井戸跡、土坑、溝跡などの遺構から出土し、中世陶磁器、近世陶磁器、ロクロ土師器、土

師器、須恵器、かわらけ、瓦質土器、木製品、金属製品、弥生土器、石器などがある。まとまった出土

状گを示す遺構はݶられていることから、ここでは中世陶器・ロクロ土師器・土師器について遺構ごと

にݕ౼をՃえる。

̍ɽ4&�� Ҫށ跡
　ロクロ土師器ᆀ、須恵器ᆀが出土している（第 32 ਤ）。ロクロ土師器ᆀは体部が内ኪし、ޱԑ部が

わͣかに֎するもの、体部が内ኪؾຯに立ち্がり、ޱԑ部がそのまま֎するもの、体部が内ኪし、

色ॲཧを施す。いͣれも底部のりしはࠇするものがある。いͣれも内面に֎ຯにؾԑ部が内ኪޱ

ճసࢳりで、֎面の体下部にख持ちϔラέズリ調整を施す。りし後の֎底面にはख持ちϔラέズ

リ調整を施すものと、࠶調整を施さないものとがある。須恵器ᆀは体部が内ኪؾຯに֎し、ޱԑ部が

֎する。ճసࢳりによる底部のりし後は࠶調整を施さない。

　ロクロ土師器ᆀは表杉ノ入式（ࢯ家 1957）の範ᙝに含まれる。村田ߊ一（1994）ࢯによる編年では

1~3 群土器ஈ֊（̔世紀第 4 四半期 ~9 世紀第 3 四半期）、༄ᖒ明（1994）ࢯによる編年では 9 世紀

第 2 四半期 ~ 第 3 四半期頃にҐ置づけられる。須恵器ᆀは༄ᖒ編年で 9 世紀中葉頃の基४ࢿ料とされ

ている多լ城跡 S,2167 土坑（宮城県多լ城跡調査ڀݚ所 1992）、9 世紀第 3 四半期にҐ置づけられて

いる石巻市須ߐ༼跡群の関ノ入遺跡 28 号༼跡（河南町教育委員会 1993）、仙台市台原・小田原༼跡群

のఅ町༼跡̗地 1 号土坑（仙台市教育委員会 1982）などにྨྫがݟられる。Ҏ্のことから、ຊ遺

構出土土器は 9 世紀中頃（平安時代前葉）にҐ置づけられるものと考えられる。

̎ɽ4&�� Ҫށ跡
　ロクロ土師器ᆀ、須恵器ᆵが出土している（第 64 ਤ）。ロクロ土師器ᆀは体部が内ኪし、ޱԑ部が

そのまま֎する。内面にࠇ色ॲཧを施す。底部のりしはճసࢳりで、֎面の体下部にख持ちϔ

ラέズリ調整を施す。りし後の֎底面にはख持ちϔラέズリ調整を施すものと、࠶調整を施さない

ものとがある。須恵器ᆵはいߴ台を持つ底部ഁ片である。

はしいが、S&45౼ݕ料数が少ないため۩体తな年代のࢿ　 井戸跡出土土器とڞ௨する特徴を持つこ

とから、ຊ遺構出土土器についても 9 世紀中頃（平安時代前葉）にҐ置づけられる可能性が考えられる。

̏ɽ4,�� 土
　ロクロ土師器ᆀがややまとまって出土している（第 67 ਤ）。体部からޱԑ部にかけてઢతに֎

するもの、体部が内ኪؾຯに立ち্がり、ޱԑ部がそのまま֎するもの、体部が内ኪؾຯに立ち্が

り、ޱԑ部が֎ؾຯに֎するもの、体部が内ኪし、ޱԑ部がઢతに֎するもの、体部からޱԑ
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部にかけて内ኪするものがある。いͣれも内面にࠇ色ॲཧを施す。底部のりしがճసࢳりで、

りし後に֎面の体下部 ~ 底部にख持ちϔラέズリ調整を施すものが主体で、ϔラりʁによるり

し後に体下部 ~ 底部にճసϔラέズリ調整を施すものもある。また、立ؾຯのいߴ台をもつ須恵器

ᰍළまたはᆵの底部ഁ片がある。

　ロクロ土師器ᆀは表杉ノ入式（ࢯ家 1957）の範ᙝに含まれる。村田ߊ一（1994）ࢯによる編年では 2~3

群土器ஈ֊（9 世紀第 1 四半期後半 ~ 第 3 四半期）、༄ᖒ明（1994）ࢯによる編年では 9 世紀第 2 四半

期 ~ 第 3 四半期頃にҐ置づけられる。また、須恵器がڞ伴している S&45 出土土器ともڞ௨する特徴がݟら

れる。Ҏ্のことから、ຊ遺構出土土器は 9 世紀中頃（平安時代前葉）にҐ置づけられるものと考えられる。

̐ɽ4%�BɾC 跡ߔ
　中世陶器皿・ു・ᆵ・ᙈが出土している（第 84・93 ਤ）。いͣれもഁ片でશ体の器形が明らかなも

のはない。ᆵ・皿はݹ戸࢈の可能性が考えられ、皿（ંԑ皿）の形ଶは 14 世紀前半頃にҐ置づけら

れているものとྨࣅする。ᙈはஅ面Ｌ字形のडޱ状ޱԑで෯ 2Dm ऑのڱいޱԑԑଳ部を持ち、S%57 堀

跡出土中世陶器とڞ௨する特徴を持つ。このことから、ຊ遺構出土中世陶器については 13 世紀後半

~14 世紀前半頃（鎌倉時代後半 ~ 南北朝時代前半）にҐ置づけられるものと考えられる。

̑ɽ4%�� 堀跡
　中世陶器小ഋ・・Ֆළ・片ߴ・ു・ുޱ台付ു・ᙈ、陶器・ുྨが出土している（第 70・93 ਤ）。

いͣれもഁ片でશ体の器形が明らかなものはない。小ഋは内֎面にփᬵがݟられ、体部が内ኪしޱԑ

部が֎する。は内֎面にమᬵがݟられ、ޱԑ部֎面が؇やかに۶ۂする。Ֆළは中実状の٭部

で֎面にమᬵがݟられ、底面にճసࢳり痕がある。ᙈはஅ面Ｌ字形のडޱ状ޱԑで෯ 2Dm ऑのڱい

。を持つۂԑ部付近に؇やかな۶ޱ、し֎ԑԑଳ部を持つ。ുは体部がઢతにޱ

　ു・ᙈのޱԑ部形ଶはന石市ന石ݹ༼跡群の一ຊ杉༼跡群（宮城県教育委員会 1996）にྨྫがݟられ、

赤Ӌ一・中（1995）ࢯ྆ٱによるѪ県多市ৗ༼跡群の編年では 5 式期（1220~1250ܕ 年）

にҐ置づけられているものとྨࣅする。ᙈ・ᆵ・片ുޱなどを在地で生࢈した一ຊ杉༼跡群ではᙈのޱ

ԑ部形ଶなどがৗ編年 5~6a することから、ૢ業年代はࣅ式期にྨܕ 13 世紀後半頃と考えられている。

また、・Ֆළはݹ戸࢈のఱ・仏Ֆළと考えられ、小ഋについてもݹ戸࢈の可能性がある。

౻ᖒ良༞（2005）ࢯによるݹ戸編年では、ఱのޱԑ部形ଶは 14 世紀中頃 ~15 世紀前半、仏Ֆ

ළの٭部形ଶは 14 世紀前半頃にҐ置づけられているものとྨࣅする。Ҏ্のことから、ຊ遺構出土中世

陶器は 13 世紀後半 ~15 世紀前半頃（鎌倉時代後半 ~ 室町時代前半）にҐ置づけられるものと考えられる。

̒ɽ4%�0� 跡ߔ
　土師器ᆀ・ߴᆀ・ᙈ、須恵器ߴ台付ᆀが出土している（第 19 ਤ）。土師器ᆀは有ஈؙ底ᆀで内面に

色ॲཧを施さないもの、ແஈؙ底ᆀで内ࠇ、られ্͛色ॲཧを施すものと、内面がϤコナσ調整でࠇ

面がϤコナσ調整で্͛られ、ࠇ色ॲཧを施さないものがある。内面にࠇ色ॲཧを施す有ஈؙ底ᆀは

平底෩のؙ底で֎面の体部下にஈを持ち、ޱԑ ~ 体部が内ኪؾຯに֎する。内面がϤコナσ調整で

のׂ߹が大きい盤状を呈すܘにめる底ܘޱられるもののうち、有ஈؙ底ᆀは平底෩のؙ底で্͛

る。֎面の体部下にஈを持ち、ޱԑ ~ 体部が内ኪؾຯに֎する。ແஈؙ底ᆀは体部が内ኪし、ޱԑ

部が立ؾຯに֎する。ߴᆀは٭部がീ字状に։く。ᙈはᰍ部が立し、ޱԑ部が֎する。֎面の

部にϋέϝ調整を施し、ᰍ部にஈを持たない。須恵器ᆀはീ字状に։くいߴ台を持ち、体部が内ኪ

しޱԑ部が֎する。
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　土師器ᆀ・ߴᆀ・ᙈは栗囲式 ~ 国分寺下層式（ࢯ家 原܂、1957 1976）の範ᙝに含まれる。ᆀは村田

による宮城県中・南部の編年でᆀ̗とされた有ஈؙ底ᆀに֘当し、形ଶత特徴から村（2007）ࢯ一ߊ

田編年 5~6 ஈ֊（7 世紀末 ~8 世紀前半）とのڞ௨性がߴい。ߴᆀは村田編年 5 ஈ֊（7 世紀末 ~8 世紀

初頭）でফࣦするとされている。須恵器ߴ台付ᆀは色ຑ町日の出ࢁ༼跡Ｃ地第２号୦穴ॅډ跡（色ຑ

町教育委員会 1993）、いわき市五田Ａ遺跡 3 号୦穴ॅډ跡（いわき市教育委員会 1999）などにྨྫ

がݟられ、8 世紀第 1 四半期にҐ置づけられている。Ҏ্のことから、ຊ遺構出土土器は 7 世紀末 ~8

世紀初頭頃（飛鳥時代終末 ~ 奈良時代初頭）にҐ置づけられるものと考えられる。

　また、内面がϤコナσ調整で্͛られる土師器ᆀは在地の土師器と異なる製ٕ࡞๏あるいは形ଶత

特徴を有するものであり、֎དྷの土師器と考えられる。有ஈؙ底ᆀは在地の栗囲式を基調とした形ଶで

あるが、内面がϤコナσ調整で্͛られ、東北地方に౷తなϔラϛΨΩ調整ˠࠇ色ॲཧٕ๏を༻い

ない。こうした調整ٕ๏は在地の栗囲式には認められないものであり、関東地方の当֘期土師器に特徴

తである。ਂの半ٿ形を呈するແஈؙ底ᆀは在地の栗囲式には認められない形ଶである。銅᭙などの

金属器を模฿したものと考えられ、関東地方にく分する。ಉ༷の特徴を持つ土師器は蔵王町े田

遺跡（蔵王町教育委員会 2011E）、角遺跡（蔵王町教育委員会 2006）、堀の内遺跡（蔵王町教育委員

会 1997）などにྨྫがݟられる。これらの多くは仙台平Ҏ北でく認められ、東関東から北関東地

域に出ࣗがٻめられる関東系土師器とは異なる特徴を持つ。ౡ県ຊ宮市ߴ木遺跡（ౡ県教育委員会

2002）などにもྨྫがݟられるが、関東地方の中で特定の地域の土師器とݸ別にൺ定ができないもの

であり、円田ຍ地北部の 7 世紀後半 ~8 世紀前半の集落跡に特徴తな関東系土師器の一ྫと考えられる。

ୈ̎અɹ遺ߏのಛとػ時ظ
　確認した遺構は掘立柱建物跡 43 棟、柱列跡 26 条、井戸跡 8 基、土坑 33 基、堀跡 1 条、溝跡 62 条、

水溜め状遺構 4 基、焼成遺構 13 基、性格不明遺構 2 基、柱穴多数である。これらの遺構について、第

1 અでݕ౼した出土遺物の年代と、出土炭化物の放射性炭素年代、͓よͼ֤遺構の৽چ関などから機

能時期を推定し、その性格についてݕ౼する。

̍ɽ۠ըࢪઃの༷૬とػ時ظ
ʢ̍ʣ4%�Bɾ�Cɾ4%�Bɾ�Cɾ6ɾ� 跡ߔ

　5 区 ~6 区 東 部 で 確 認 し た S%4a・C 溝 跡（第 94 ਤ） は、 出 土 遺 物 の 特 徴 か ら 13 世 紀 後 半 ~14 世

紀前半頃（鎌倉時代後半 ~ 南北朝時代前半） に機能したと考えられる。 東西方にઢతに約 40m

Ԇͼ、 ྆がそれͧれ 110°の角度で南ંれる。 東辺は約 20m、 西辺は約 40m を確認した。 ্෯

90~150Dm、底෯ 35~70Dm でԣஅ面形がਂさ࠷大 72Dm のٯ台形または形を呈する。S%4C 溝跡は北

辺と東辺の接続部の底面に土ڮ状のߴまりを持ち、ඪߴのߴい北辺の水Ґを調અするԃ状施設と考えら

れる。溝が水として機能したと考えられることと、溝によって区画された範囲に掘立柱建物跡がೱີ

に分することから、掘立柱建物跡群を中৺に構成される屋敷地を区画した区画溝と考えられる。

　S%4a・C 溝跡と平行する S%5a・5C・6・7 溝跡（第 94 ਤ）についてもಉ༷の性格を持つものと考えられ、

S%5C・6 溝跡では北辺と東辺の接続部の底面に S%4C 溝跡とಉ༷のԃ状施設が確認されている。ॏ複関

から、区画の形成（S%5a）ˠ西側֦張（S%5C）ˠ西・北側ॖ小（S%6）ˠ北側ॖ小（S%7）ˠ西・北

側֦張（S%4a）ˠ掘りし（S%4C）という複ࡶな変ભをたどったことが確認できる。区画施設内の掘

立柱建物跡群についてもॏ複が著しいことから、区画施設のվ変に伴って内部の施設群についても࠶配

置・վमがՃえられたことが窺われる。
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ʢ̎ʣ4%��ɾ4%�0� 堀跡

　5 区で確認した S%57 堀跡（第 94 ਤ）からは、13 世紀後半頃と考えられる中世陶器のほか、14 世紀

前半 ~15 世紀前半頃と考えられるݹ戸࢈陶器、14 世紀後葉Ҏ߱にྲྀ௨したߑ௨ሞが少数出土してい

る。少数の出土遺物から堀跡の機能時期を推定することはしいが、ݱ状では出土遺物の年代観から 13

世紀後半 ~15 世紀前半頃（鎌倉時代後半 ~ 室町時代前半）と考えて͓きたい。堀跡は西小屋館跡西辺土

塁の西側部に平行して、北西から南東方にઢతに 46m Ԇͼ、྆でコーナー部を確認した。෯

4m Ҏ্でԣஅ面形がਂさ࠷大 94Dm のٯ台形を呈する。また、西小屋館跡南部の遺構確認調査区では෯

4.1m Ҏ্でややऄ行しながら小溜付近から東に 65m Ҏ্Ԇͼる S%301 堀跡（第 94 ਤ）を確認した。

ୈ �� ਤɹෑҨɾখؗͷ۠ըࢪઃʢྥଌྔਤɿ٢Ҫ ���� Λ߹ʣ

̩̍ ̩̎

̩̏

̩̐
̩̑

̩̍

࣪

堀跡

4%��

4%�C

4%6

4%�B

4%�C

4%�

4%�0�

区画溝跡
掘立柱建物跡群

掘立柱建物跡群

土塁

西小屋館跡西屋敷遺跡

̩̎

̩̏
̩̐
̩̑

̩̒

̩̓

̩̔

̩̕

̩��

� ۠

A

A’

� ۠

� ۠

4%�B

N

���������������������������������������������������������������������������N

�� � �� ���

0 2m

S = 1/100

現況エレベーション

A

A’

4%��堀跡

ଘ土塁ʢ西ลʣݱ

現在の水路

�����N

�����N

�����N

�����N

�����N

�����N

�����N

�����N

�����N

�����N

�����N

�����NSD57堀跡推定断面①SD57堀跡推定断面① SD57堀跡推定断面②SD57堀跡推定断面②

土塁ਪఆஅ໘



第̒ষ　考　　

136

　西小屋館跡について、h 小村崎村　෩土記ޚ༻書出ʱはࢤ戸（ຎ）৴ೱकの家臣村্ࠨ近が館主であ

ると記している。ݱ在西小屋館跡の北側にډを構えるԞ平家は村্ࢯ末ᧈとされ、村্ࢯに関わる行

安ూ状ほか（Ԟ平家文書）がえられている（小ࢵほか 1987）。また、h ൬城国刈田郡地ࢽʱはݱ在の

西屋敷が西屋敷・ڇ館屋敷のೋつの地名に分かれていたことを記して͓り、土塁がݱ存するのはこのう

ち北半の西屋敷側である。प辺には館前・館・館東・館東・堀の内といった城館に関わる可能性の

ある地名がされている（ࣛౡ 1993）。

　西小屋館跡にݱ存する土塁については、東北ࢱ大ֶによってݱ存土塁प辺の測量調査が行なわれて

͓り、ݱ存෯ 7~10m、ൺࠩߴ 1~3m の規模が明らかにされた（第 94 ਤ）。土塁は西辺約 45m、北辺約

90m が存し、約 105°の角度でく字形に۶ۂする。北辺土塁の֎側には෯ 5m 程度のۼ地が確認され、

堀跡の痕跡と考えられている。また、西辺土塁南部のԆ্に小溜をڬΜで南約 20m、く字形

に۶ۂして東約 100m、さらにく字形に۶ۂして北東 40m Ԇͼる෯ 10~20m のଳ状の水田部分の

ඪߴは館跡内部のാ地よりも 40~100Dm く、小溜付近で۶ۂして館跡南部を区画した堀跡と推定

されている。こうしたݱ存土塁や堀跡と推定される痕跡のҐ置関から、西小屋館は一町（約 109m）

前後を基४として、やや変形した五角形に近い平面形を呈する縄張りを持つ方形館跡と考えられ、ʮ方

一町の地頭館ʯの可能性がࢦఠされている（٢井 1994）。

　S%57 堀跡はԣஅ面形がٯ台形の整った形状で、西小屋館跡西辺土塁にԊってԆͼることから館跡西

辺を区画した堀跡と考えられる（第 94 ਤ）。南部で確認したコーナー部は、小溜付近で堀跡が۶

の推定をཪ付けるものと考えられる。また、S%57ࢯするとした্ड़の٢井ۂ 堀跡と西辺土塁のԣஅ

面（第 94 ਤ）から、ᶃࠨӈඇରশなஅ面形を示すݱ在の水࿏が堀の一部である可能性と、ᶄ土塁か

ら堀底まで一࿈のࣼ面を形成していた可能性が考えられる。前者の場߹、堀෯は 7.5m 程度と推定され、

土塁と堀との間に෯ 2.0m 程度のݘり状のステοϓを形成することになる。後者の場߹、堀෯は 9.5m

程度となる。土塁प辺の地形はあまり大きなվ変をडけていないと推定されることから、前者の可能性

がߴいと考えられる。土塁は堀の掘土で構ஙされた可能性が考えられるが、ݱ存土塁は西辺よりも北

辺でより大規模となり、ߴさ 3m にୡする。प辺の地形は北西から南東方にࣼして͓り、水堀とし

ての機能を確อするために北辺でよりਂく掘された可能性が考えられるであΖう。

　館跡南部で確認した S%301 堀跡についても、堀跡の一部と考えられる（第 94 ਤ）。たͩし、館跡西

辺を区画したと考えられる S%57 堀跡は平面ϓランがઢతでஅ面ٯ台形となる整った形状であるのに

ରして、確認した大溝跡の平面ϓランは෯が一定せͣ、ややऄ行するという異なった特徴がݟられた。

遺構確認面が平面であることや館跡内部との࿈続తなஅ面観を行なっていないため不明なが多い

ものの、堀跡が後世に水田としてར༻されるա程でԿらかの成が行なわれ、堀底面のਂ部のみが

存した可能性も考えられる。また、S%301 堀跡の確認面は西辺土塁にԊって確認した S%57 堀跡の底面

とほ΅ಉ͡かい。S%301 堀跡については掘り下͛を行なっていないため底面のඪߴは不明であるが、

丘陵部に近い館跡北半（S%57）と丘陵部の南半（S%301）で堀の底面͓よͼ水面のඪߴが異なっ

ていたと考えられる。このことから、S%57 堀跡と S%301 堀跡との間は、堀の水Ґ調અを行なうԃ状の

施設をհ在して接続されていた可能性が考えられる。

̎ɽ掘ཱபݐ跡のಛとػ時ظ
　掘立柱建物跡は 43 棟を確認した。3 区東部 ~4 区北部、6 区東部、5 区中ԝ ~ 北部、5 区南部にそれ

ͧれまとまって分する。5 区ではॏ複が著しく、ݻ定తな土地ར༻の中で建てしが܁りฦされたこ

とを示している。確認した掘立柱建物跡は柱穴の規模・形状と建物の構、分状گなどからҎ下にड़

るようにＡ群・̗群に分ྨできる。
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ʢ̍ʣ掘ཱபݐ跡̖܈

　4 区北部の SB31・SB47、6 区東部の SB3・SB26 掘立柱建物跡がある。これらは柱穴規模がやや大ܕで

平面形が۱ؙ方形を基調とする。建物の主࣠方は 4 区で /-11~12°8、6 区で /-3~4°-8 である。な

͓、SB31 掘立柱建物跡南西側の調査区壁で確認した 2 基の柱穴（ࣸਅਤ൛ 8-6）についてもಉ༷の特徴

を持つことから、प辺に複数の掘立柱建物跡が分しているとݟられる。遺物は SB26 掘立柱建物跡の

柱穴掘方ຒ土などからロクロ土師器ᆀ、須恵器ᙈが出土していることから、建物の機能時期は平安時代

と考えられる。平安時代の遺構で機能時期が明らかなものとしては 4 区 S&45 井戸跡、5 区 S&85 井戸跡、

S,89 土坑があり、いͣれも 9 世紀中頃と考えられる。これらの遺構と掘立柱建物跡Ａ群の分はある程

度一கすることから、掘立柱建物跡Ａ群の機能時期についても 9 世紀中頃（平安時代前葉）と考えられる。

ʢ̎ʣ掘ཱபݐ跡̗܈

　Ａ群に分ྨされない掘立柱建物跡である。これらは柱穴規模が中 ~ 小規模なものが主体で平面形が円

形を基調とする。ኈ（ԑ）を付設するものがݟられる。3 区東部 ~4 区北部に 5 棟、5 区北部 13 棟、5

区中ԝ部に 6 棟、5 区南部に 13 棟がそれͧれまとまって分する。これらの分域ではみ߹わない

柱穴跡が多数確認されて͓り、प辺にさらに多くの掘立柱建物跡が分しているとݟられる。遺物は柱

穴掘方ຒ土などから土師器・ロクロ土師器・須恵器が出土しているが、いͣれもඍ小なഁ片でࠞ入の可

能性をഉআできない。5 区のみ߹わない柱穴跡からは中世陶器ᙈのഁ片が出土している。

　 建 物 の 主 ࣠ 方  は 5 区 北 部・ 中 ԝ 部 で /-10°-8 前 後 の も の が 多 く、 こ れ ら は 5 区 ~6 区 東 部 の

S%4a・4C・S%5a・5C・6・7 溝跡で形成される区画の北辺とほ΅方を߹わせ、東側を区画する S%57

堀跡とॏ複関を持たない。 このことから、5 区北部・中ԝ部の掘立柱建物跡の多くは S%4a・4C・

S%5a・5C・6・7 溝跡で形成される区画や、S%57 堀跡で区画される西小屋館跡とಉ時に機能していた

と考えられる。な͓、5 区中ԝ部の SB163・SB178 掘立柱建物跡は主࣠方が /-10~18°-& と্ड़の区

画とはແ関の方を示し、東側にల։して S%57 堀跡にյされていることから、これらの区画が形成

されるҎ前に機能していたと考えられる。また、区画との関は不明であるが、5 区南部の掘立柱建物

跡は主࣠方が /-7°-& 前後のものが多い。

　このように、掘立柱建物跡̗群についてはॏ複関が著しいことや、主࣠方、溝跡・堀跡で形成さ

れる区画とのҐ置関・前後関、などから複数時期にわたって機能したことが窺われるが、区画とಉ

時に機能したものが主体తと考えられる。区画を形成する溝跡は 13 世紀後半 ~14 世紀前半頃、堀跡は

13 世紀後半 ~15 世紀前半頃と考えられることから、掘立柱建物跡̗群の機能時期についても 13 世紀

後半 ~15 世紀前半頃（鎌倉時代後半 ~ 室町時代前半）を中৺とした時期と考えられる。

̏ɽҪށ跡のߏとߏஙํ๏
　井戸跡は 8 基確認した。このうち出土遺物の特徴から機能時期の明らかなものは S&45・S&85 井戸跡

があり、9 世紀中頃（平安時代前葉）と考えられる。また、中世陶器・石臼などが出土している S&61・

S&67 井戸跡は出土遺物の特徴と遺構配置から中世と考えられる。

ʢ̍ʣ4&�� Ҫށ跡

　井戸側はްさ 5~7Dm のؙଠႡりൈき材で構ஙして͓り、内ੇで平面形がܘ 30~44Dm のུ円形を呈

する。存ߴは 43Dm である。掘方底面を 5Dm ほど平ୱにຒめした後に井戸側を設置して͓り、水

溜め部は持たない。井戸側は一木のؙଠを素材としているが、Ⴁり؏きの࡞業は不ۉに四分ׂした্

で行なわれている。井戸側材をあらか͡め縄などで結ଋした痕跡は確認されないことから、井戸掘方内

で֤部材をみ্͛たと考えられる。これらの井戸側材をみ߹わせて設置した接߹部には、֎側か

ら板材と河原石でࢭめとݻ定を施した্で掘方ຒ土を施している。接߹部のうち 2 か所は板材、1 か



第̒ষ　考　　

138

所は、1 か所はと板材でด࠹されている。は掘方の壁に接して͓り、井戸側材のҐ置をܾめݻ定

するׂも݉Ͷていたと考えられる。接߹部のด࠹に༻いられている板材はいͣれもຝ板で、さ

22.0~40.5Dm、෯ 10.5~16.5Dm、ްさ 1.6~3.1Dm である。はいͣれも磨石のస༻品である。

　井戸側材の存状گから、S&45 井戸跡はؙଠ分ׂႡり؏き井戸と考えられる。ؙଠႡりൈき井戸は、

日ຊでは弥生時代中期Ҏ߱、ݹ代を௨͡て構ஙされ、一部は中世まで認められる。弥生時代中期初めに

出ݱした一木Ⴁり؏きのものがݹ代Ҏ߱ݮ少にあったのにରして、ややれて中期後半に出ݱする

分ׂႡり؏きのものはݹ代に૿Ճするという（方 2003）。

　ؙଠ分ׂႡり؏き井戸は多լ城市ࢁ王遺跡ઍ刈田地区 S&504 井戸跡（10 世紀前半、多լ城市ຒ蔵

文化財調査ηンλー 1991）、ಉ多լ前地区 S&1434・S&2267 井戸跡（9 世紀中葉、宮城県教育委員会

1995）、市ڮ遺跡城南地区 S&2132 井戸跡（9~10 世紀前葉、多լ城市教育委員会 2004）などで確認

されている。ࢁ王遺跡 S&1434・S&2267 井戸跡などは、側材が内側にԡし出されるのを͙తとみ

られるԣ木が側材ಉ࢜の接߹部にऔり付けられている。市ڮ遺跡 S&2132 井戸跡はこうしたԣ木を持

たͣ、分ׂした側材の接߹部を֎側から板材でด࠹するもので、S&45 井戸跡の構ங方๏とྨࣅしている。

ʢ̎ʣ4&�� Ҫށ跡

　井戸側は平面形が۱ؙ方形となる掘方中Ґのஈに板材を井ܻ状に設置して͓り、ԣ板を積み্͛て構

ஙされていたと考えられる。木材のྼ化が著しく、ޱ形状は不明であるが、東・南・西辺は原Ґ置に

近い状ଶをཹめていると考えられ、内ੇで平面形が一辺 77~80Dm の方形を呈する。東辺の板材は྆木

、がࣼめに整形されて͓り、東・西辺の板材の྆が南辺の板材よりもく張り出していることからޱ

૬ܽきܕޱであった可能性が考えられる。側板は࠷下ஈの一ஈ分のみが存し、東・南・西辺は板

材である。北辺はຝ材で存もいことから࠷下ஈを構成するものではなかった可能性がある。

ଞに側内堆積土中から板板 1 、ຝ板 4 が出土している。また、木材は存していなかったが、

掘方の南西・北西۱に平面半円形のԜ部があり、井戸側ࢧ柱の痕跡の可能性が考えられる。井戸側が設

置されたஈより下部の掘方は平面形が࣠ 73Dm、࣠ 63Dm のུ円形、அ面形はਂさ 55Dm のٯ台形

を呈し、水溜め部として機能したと考えられる。

　井戸側材の存状گから、S&85 井戸跡は積み্͛式ԣ板み井戸と考えられる。積み্͛式井戸は、

Գ状木製品や土器を༻したものが弥生時代中期Ҏ߱にݟࢄされるが、ԣ板みのものがຊ格తにීٴ

するのは 7 世紀Ҏ߱であり、13 世紀頃まで構ஙされた（方 2003）。

　積み্͛式ԣ板井戸はࢁ王遺跡多լ前地区 S&50（9 世紀後葉）・S&3026 井戸跡（10 世紀前半代、

宮城県教育委員会 1995）、市ڮ遺跡ീ഼地区 S&6770 井戸跡（9 世紀第 2 四半期、宮城県教育委員会

2009）、市ڮ遺跡城南地区 S&1672・S&1673・S&2149 井戸跡（9~10 世紀前葉、多լ城市教育委員会

2004）などで確認されている。

̐ɽ4&�� Ҫށ跡ഇઈ時のঢ়گとࡇ
　S&45 井戸跡は廃絶後に人為తにຒめされて͓り、側内のຒめし土（3 層）下部からは形のロ

クロ土師器ᆀと須恵器ᆀがॏͶて෬せた状ଶで出土し、この্からॏさ 12.7LH の大ܕの石器（石皿）

が出土した。ଞに 2 のᆀのप辺からロクロ土師器ᆀのഁ片 4 が出土した。また、底面からつけ木 2

と౧֩などが出土した。土層堆積と遺物出土状گから、つけ木と౧֩などは井戸の機能時または廃絶

後に、2 のᆀと石皿は廃絶後のຒめしの初期ஈ֊で入り込Μͩものと考えられる。

　井戸跡の底面付近での遺物の出土ྫをݟると、ࢁ王遺跡 S&504 井戸跡（10 世紀前半）では井戸側内

の底面付近から۲ࡈ 12 、۳ 2 、立体人形 1 などが出土している。蔵王町ۼ田遺跡 S&113 井戸跡（7

世紀末 ~8 世紀前葉）では底面でུ形の土師器ᙈ 1 、S&22 井戸跡（中世前半）では底面付近でమ鎌 2 、
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物ۂ 3 が出土している（蔵王町教育委員会 2011C）。こうした事ྫは多ذにٴͿが、出土した遺物が

井戸の構ஙから廃絶にࢸるա程のどのஈ֊にؼ属するものか不明な場߹が多い。

　大ࡕߴ௬市ౢ্郡ᦰ跡 6 ʵ +・,・/・0 地区井戸跡（平安時代中頃）では、石の井戸側内の底面

から書のある土師質土器皿 2 、۲ࡈ 1 、௯۳のഁ片 20 、౧֩ 13 、つけ木 1 などが出土

している（ߴ௬市教育委員会 1981）。これらは遺物を多く含Ή井戸機能時の堆積層に෴われていること

から、井戸を৽しく構ஙしたࡍの祭祀に関わってೲめられたものと考えられている（水 1981）。

　S&45 井戸跡とౢ্郡ᦰ井戸跡では、いͣれも井戸側内の下層で 2 のᆀ（皿）やつけ木、౧֩など

が出土しているでڞ௨し、井戸祭祀に関わってೲめられたものと考えられる。たͩし、ౢ্郡ᦰ井戸

跡では井戸構ங時の祭祀と推定されるのにରして、S&45 井戸跡ではつけ木と౧֩については井戸機能

時の可能性もあるが、少なくとも 2 のᆀと石皿は井戸廃絶時の祭祀であったと考えられる。井戸祭

祀については、ᶃ構ங時、ᶄ機能時、ᶅ機能終ྃ時（廃絶時）のࡾஈ֊での祭祀が定可能であり（

方 2003）、S&45 井戸跡は井戸廃絶時に͓ける祭祀の一ྫと考えられる。

̑ɽম遺ߏのੑ֨とػ時ظ
　 焼 成 遺 構 は Ａ ྨ 8 基（S962・63・65・66・69・70・71・72） と ̗ ྨ 5 基（S940・43・44・52・

134）に分ྨできる。Ａྨは 5 区中ԝ部の東西 5m、南北 8m ほどの範囲に集中తに分している。平

面形が一辺 68~87Dm の۱ؙ方形を呈し、அ面形がਂさ 27~37Dm の箱形・ٯ台形・̪字形を呈する。底

面は平ୱで、壁面に被熱による赤色硬化が認められる。壁面࠷下部と底面に赤色硬化は認められͣ、底

面্に炭化したຊྨ২物遺体を多量に含Ή炭化物層が形成されている。炭化物層は機能時の堆積層

と考えられ、廃絶後は人為తにຒめされている。̗ྨは 4 区中ԝ部に 4 基、5 区南部に 1 基が分す

る。平面形が࣠ 45~70Dm、࣠ 35~50Dm の不整円形・ପ円形を呈し、அ面形がਂさ 7~22Dm の皿形・

台形を呈する。底面は掘方ຒ土で構ஙされて͓り、皿状を呈する。底面に赤色硬化は認められͣ、炭ٯ

化物層が形成されている。炭化物層は機能時の堆積層と考えられ、焼土ϒロοク・ཻ を含Ή場߹がある。

廃絶後は人為తにຒめされている。

　焼成遺構Ａྨは平面形が一辺 70~90Dm 程度の۱ؙ方形を呈し、底面্に機能時の炭化物層を形

成し、側壁部分のみが被熱により赤色硬化しているという特徴を持つ。これとྨࣅする特徴を持つ遺

構は栗原市大ࢁڥ遺跡 1~3・5・7・11・17・19・20・28・41~43 号小୦穴遺構（ๆ町教育委員会

石ᶗ遺跡第ؠ、（1983 4 次調査 1 号土坑（ๆ町教育委員会 2004）、四πஃ遺跡 3 号土坑（栗原市教

育委員会 2006）、多լ城市ദ木遺跡 S901・02 特घ遺構（多լ城市ຒ蔵文化財調査ηンλー 1989）な

どで確認されている。また、ౡ県৽地町井地区製మ遺跡群（ౡ県教育委員会 1989 など）で 70

基、南૬അ市金製మ遺跡群（ౡ県教育委員会 1995 など）で 700 基Ҏ্が確認されている（൧村

2005）。これらはいͣれもݹ代の遺構と推定されて͓り、焼成実ݧの結果などから木炭焼成施設と考え

られている（൧村 2005・安ୡ 2006）。井地区・金製మ遺跡群では、炭化物のथ種がナラ・クψΪ

を主体としてクリを多く含Ήことから炭の可能性が示ࠦされている。また、四πஃ 3 号土坑でも、

隣接する 1 号ॅډのでが行われていることから炭を生࢈した施設と考えられている。これ

らのྨྫはいͣれもݹ代のものと推定されて͓り、後ड़するように中世後半と考えられる焼成遺構Ａྨ

とは年代తなִたりがあるものの、特徴がۃめて良くྨࣅすることからほ΅ಉ༷の機能を持つ施設で

あったと考えられる。

　遺物はＡྨの S963・66・72 堆積土から土師器片、S965・72 堆積土からݹ銭（Ӭָ௨ሞ）、̗ྨの

S943 堆積土から土師器片、S952 堆積土から焼骨片が出土している。土師器片についてはいͣれも小片

であり、ৄࡉな時期を特定できない。Ӭָ௨ๅは 15 世紀後半Ҏ߱に大量にྲྀ௨し、Ӭ௨ๅがຊ格త
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にரされる 17 世紀後半頃までྲྀ௨した銭՟である。

　Ａྨの S963・65・66・71 堆積土から出土した炭化物を試料として実施した放射性炭素年代測定（AMS

測定、第 5 ষ第 1 અ）の結果、14$ 年代は 310 ± 30~460 ± 30yrBP であり、֤試料の 14$ 年代を基に

した暦年較正年代は 15 世紀中葉 ~17 世紀前葉の間に複数の範囲で示された（第 95 ਤ）。測定結果には
14$ 年代の中ԝで 150 年、暦年較正年代範囲で࠷大 214 年の։きがある。ࢁ田しΐうࢯ（Ճ器分ੳ

代の木炭焼成遺構についても૬ݹ所）のご教示によれば、ౡ県௨り地方で多数確認されているڀݚ

当数の放射性炭素年代測定が行なわれているが（ౡ県教育委員会 2007 など）、100~200 年程度の測

定の։きはී௨にݟられ、ಉ時にെ࠾されたथ木の࠷֎ྠ部の年ྠを測定したとԾ定した場߹にはຒ

中の試料のྼ化や分ੳ時のࠩޡを考ྀしても大きす͗るという。ࠓճの測定試料が出土した木炭焼成

遺構は近接して分し、ほ΅ಉ時期の所࢈と考えられることから、測定の։きは、測定試料となった

木炭がいͣれも小片であり、थ木の༷ʑな年ྠの年代が測定されたためと考えられる。前ड़のౡ県

௨り地方の事ྫについても、このようないわΏるʮݹ木ޮ果ʯ（ம：थ木は年ྠごとに形成時の炭素報が

記されていくため、थൽ側の࠷֎ྠ部がെࢮ・࠾໓時の炭素年代を示し、ਊ部に近付くにつれてݹい年代を示

す。また、െࢮ・࠾໓から༻・廃غまでの間にஷ木・࠶ར༻などを経た場߹、炭素年代が༻された年代より

もݹいを示す）が原因として考えられるという。

　近世Ҏ߱のཬࢁཧのあり方から、一般に೩料となるは、थ木の๖ժߋ৽を܁りฦすことによって

ಘられた小ܘ木が中৺であったと考えられている。こうした౷తなथ木のར༻形ଶは߹ཧతであり、

近世Ҏ前にも行なわれていた可能性はߴいと考えられるが、日ৗతな生׆行為としてのࣽਬきなどでՐ

を༻する場߹と、ある程度৫తな生࢈行為として焼成を行なう場߹とでは、೩料となるや炭材の

調ୡのされ方が異なっていた可能性も考えられる。前ड़のౡ県௨り地方の事ྫやࠓճの測定結果か

らは、木炭生࢈に͓いて 100 年Ҏ্のथྸを持つथ木がെ࠾されて炭材としてར༻された可能性を考

えることが可能であり、ݹ代 ~ 中世の木炭生࢈に͓けるथ木ར༻形ଶの一を示すものと考えられる。

　Ҏ্のことから、Ａྨの機能時期についてはӬָ௨ๅのྲྀ௨年代と炭化物の放射性炭素年代から 15

世紀中葉 ~17 世紀前葉の可能性が示されたが、放射性炭素年代のݹ木ޮ果などを考ྀすれば֓Ͷ 16 世

紀頃（戦国時代）を中৺とした年代が考えられる。̗ྨについては土師器片が出土していることからݹ

代Ҏ߱と考えられるが、۩体తな時期は不明である。

1200 1300 1400 1500 1600 1700 1800 1900 2000
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OxCal v4.1.7 Bronk Ramsey (2010); r:5 Atmospheric data from Reimer et al (2009);

R_Date IAAA-103296
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R_Date IAAA-103299
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SX63焼成遺構 堆積土

SX65焼成遺構 堆積土下層

SX66焼成遺構 堆積土上層

SX66焼成遺構 堆積土下層

SX71焼成遺構 堆積土

SX71焼成遺構 堆積土上層
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ୈ̏અɹ遺跡のੑ֨
　前અまでのݕ౼から、ຊ遺跡では少なくとも 7 世紀末 ~8 世紀初頭頃、9 世紀中頃、13 世紀中頃 ~15

世紀前半、16 世紀頃の 4 時期の遺構期が設定できると考えられる。ここでは、֤時期の༷૬について

֓観し、遺跡の性格を考する。

̍ɽᶗظɿ� لੈ d� ऴ࣌ʢඈௗࠒॳ಄لੈ d ಸྑ࣌ॳ಄ʣ
　2 区東部の S%107 溝跡があり、土師器ᆀ・ߴᆀ・ᙈ、須恵器ߴ台付ᆀが出土している。土師器ᆀに

は関東系土師器と考えらえるものが含まれて͓り、その特徴は円田ຍ地北部の 7 世紀後半 ~8 世紀前半

にかけての複数の遺跡で出土しているものとڞ௨する。S%107 溝跡はऄ行しながら南北にԆͼる溝跡

であり、ࣗવྲྀ࿏跡の可能性も考えられる。調査区内でಉ時期の遺構は確認されていないことから、こ

れらの遺物は北西側の丘陵部に当֘期の集落が存在した可能性を示すと考えられる。

̎ɽᶘظɿ� લ༿ʣ࣌ʢฏ҆ࠒதلੈ
　 掘 立 柱 建 物 跡 Ａ 群（4 区 北 部 の SB31・SB47、6 区 東 部 の SB3・SB26 掘 立 柱 建 物 跡 ）、4 区 南 部 の

S&45、5 区北部の S&85 井戸跡などで構成される。また、掘立柱建物跡の主࣠方と一கする 4 区南

部の S%132・S%133、6 区東部の S%13・14 溝跡、 分範囲が一கする焼成遺構̗ྨ（4 区中ԝ部の

S940・43・44・134、5 区南部の S952）についてもᶘ期の遺構の可能性がある。

　掘立柱建物跡は小規模ながら主࣠方に੪一性が認められ、約 45m Ҏ্を確認した S%13 溝跡は南

北方にઢతにԆͼるなど施設配置に計画性が窺える。S%132・S%133 溝跡は東西方にฒ行してԆ

ͼ、ಓ࿏跡の可能性が考えられる。また、井戸跡では井戸側の構ங方๏が多լ城प辺とڞ௨し、井戸の

廃絶に伴う祭祀త行為の痕跡も確認された。

　Ҏ্のように、அ片తながらもಉ時期の一般తな集落とは異なる༷૬が窺われ、Կらかの࣏తある

いはफ教త施設が存在した可能性を示すと考えられる。

̏ɽᶙظɿ�� ޙلੈ d�� ޙ࣌חʢࠒ前لੈ d ࣨொ࣌લʣ
　3 区東部 ~4 区北部に 5 棟、5 区北部 13 棟、5 区中ԝ部に 6 棟、5 区南部に 13 棟がそれͧれまとまっ

て分する掘立柱建物跡̗群の大部分と、5 区 ~6 区東部の S%4a・4C・S%5a・5C・6・7 溝跡、西小屋

館跡遺構確認調査区の S%301 溝跡、5 区の S%57 堀跡、5 区南部の S&61・S&67 井戸跡などで構成される。

　S%57 堀跡は西小屋館跡の西辺、S%301 堀跡は南辺を区画したものと考えられる。これまで存在が推

定されてきたҐ置で堀跡を確認したことにより、西小屋館は一町（約 109m）を基४とした縄張りを持

つ方形館であることが判明した。平面形は方形館としてはやや変形した五角形に近い形状を呈すると推

定され、֎側をめ͙る堀（水堀）を持ち、内側に土塁を備える。

　S%4a・4C・S%5a・5C・6・7 溝跡は西小屋館跡の西側に隣接して方形区画を形成した溝跡で、内部に

配置された掘立柱建物跡群や井戸跡などとともに屋敷を構成したと考えられる。溝跡は区画の֦張とॖ

小、掘りしに伴う複ࡶな変ભがݟられた。区画内の掘立柱建物跡群についてもॏ複が著しいことから、

区画施設のվ変に伴って内部の施設群についても࠶配置・վमが行われながら存続したと考えられる。

　これらの遺構群の機能時期を推定できる材料は多くないが、S%4a・C 溝跡では 13 世紀後半頃と考え

られる中世陶器、14 世紀前半頃と考えられるݹ戸࢈陶器が出土している。S%57 堀跡では 13 世紀後

半頃と考えられる中世陶器のほか、14 世紀前半 ~15 世紀前半頃と考えられるݹ戸࢈陶器、14 世紀後

葉Ҏ߱にྲྀ௨したߑ௨ሞが少数出土している。これらの出土遺物の年代観にैえば、S%4a・C 溝跡は
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13 世紀後半 ~14 世紀前半頃、S%57 堀跡は 13 世紀後半 ~15 世紀前半頃の機能時期を考えることが可能

である。館を囲ֲする土塁のさらに֎側にҐ置する堀跡の出土遺物が館そのものの機能時期を正しく

өしたものかどうかについてはな͓ݕ౼がඞཁと考えられる。遺構配置のからݟると、ࠓճの調査で

は西小屋館を区画する堀跡と屋敷地を区画する溝跡との৽چ関を明らかにすることはできなかったも

のの、屋敷の東辺が西小屋館西辺のԆઢ্にԊうことや、出土遺物の年代観、掘立柱建物跡の配置か

ら、機能時期がॏ複していた可能性はߴいと考えられる。また、प辺のඍ地形からݟれば西小屋館が丘

陵ඌ্ࠜےにҐ置し、その南西ࣼ面部に近いҐ置に屋敷がҐ置する。立地条݅としては西小屋館が༏Ґ

なҐ置にあり、屋敷は西小屋館の地ׂりに規制されて形成されたと考えるのがଥ当であΖう。このこと

から、13 世紀後半頃に西小屋館とそれに付随する形で屋敷が成立し、少なくとも 15 世紀前半頃までは

存続していたものと考えることができる。

　中世の発掘調査ྫが多い仙台市では、12 世紀後半 ~13 世紀初め頃に一辺 25~50m 程度の方形の敷地

を෯ 1~2m 程度の溝で区画する屋敷がݟられるようになる。こうした屋敷は 13 世紀中頃 ~14 世紀前半

頃にはීว化し、屋敷を区画する溝は෯ 3~3.5m とޚ機能を持ち、半町四方もしくはこれをえる規

模の敷地を持つ屋敷が出ݱする。14 世紀中頃 ~16 世紀末には෯ 8~16m の大規模な堀をめ͙らし、一町

からೋ町四方にٴͿ敷地を有する城館が出ݱし、15~16 世紀の間に土塁を整備している（田中 1995）。

崎ར（2001）ࢯは、ࢁ形県置ࣀ地方では 12 世紀前半にはถ市木田館（ถ市࢙編ࢊ委員会ほ

か 1987）などで土塁と堀を備えた半町四方程度の規模の方形館がطにݟられ、13 世紀に入ると地頭ク

ラスのډ館には一町をえる規模のものが出ݱしたと考えている。

　14 世紀中頃Ҏ߱にݟられる方形館についてはその規模の大小から、ೋ町あるいは一町四方のकޢ所

をとして、地頭層から発生して複数村落をࢧ配した有力国人は一町四方のډ館、一村落に基盤を置

いた土߽（地ࣆ）は半町四方の屋敷を構えたとされる（ઍ田ほか 1993）。このような方形館の規範తな

あり方を、前ཁࢯは方形館体制とҐ置づけ、当時のकޢ領国体制のࢧ配ݖ力を方形館の規模によって

地域ۭ間に۩ݱ化したものと考えている（前 2000）。この考え方を前ఏとすれば、当時の西小屋館の

館主は小村崎地域प辺に͓ける有力国人層であったと推定される。隣接する約半町の規模を持つ屋敷に

は西小屋館の館主ときわめてີ接なかかわりを持つ人物がॅډしたものと考えられ、国人領主の家臣ク

ラスの屋敷の可能性が考えられる。

　な͓、前ड़の仙台市の調査事ྫを考ྀすれば、13 世紀後半頃の成立が考えられる西小屋館は当初は

敷地を溝のみで区画して土塁を伴わないډ館として営され、15 世紀頃に大規模な土塁と堀が整備さ

れた可能性が考えられる。隣接する屋敷で確認された溝や建物の度ॏなるվम・࠶配置についても、主

体となる館のஈ֊తな変ભա程と࿈ಈして行なわれた可能性がߴい。このような地域有力者のډ館の࠶

整備には、地頭層から発生した有力な在地領主が 14 世紀中頃Ҏ߱、より範な地域ࢧ配者としての国

人領主సしていったことがഎܠとして考えられる。ࠓ後の調査によって西小屋館のৄࡉな遺構変ભ

が明らかにされれば、円田ຍ地प辺に͓ける中世村落構のղ明につながることが期される。

　

̐ɽᶚظɿ�6 ʣ࣌ࠃʢઓࠒلੈ
　5 区中ԝ部に分する焼成遺構Ａྨ（S962・63・65・66・69・70・71・72）がある。これらはᶙ期

の屋敷内にҐ置して͓り、ᶙ期にҐ置づけた西小屋館と屋敷がᶚ期まで存続していた可能性を示すと考

えられる。ॏ複関のある掘立柱建物跡はいͣれも焼成遺構Ａྨよりもݹく、16 世紀代と考えられる

出土遺物も確認されていないことから、ここでは焼成遺構Ａྨのみをᶚ期の遺構としてѻう。

　焼成遺構Ａྨは、木炭焼成施設と考えられる。ಉ༷の施設は遺構に近接して営まれる事ྫがݟら

れることから、ຊ遺構で炭が生࢈され、प辺でが行われた可能性が考えられる。
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第７章　総　　括

１ɽ西屋敷遺跡・西小屋館跡は、宮城県南部の刈田郡蔵王町大字小村崎字西屋敷・宮前地内に所在する。

遺跡は蔵王町東部の円田ຍ地北西部に形成されたඪߴ約 94m の平なઉ状丘陵্に立地している。

２ɽࠓճの発掘調査は県営ほ場整備事業を原因とする事前調査として実施した。西屋敷遺跡の調査区は

遺跡範囲を東西・南北方にԣஅ・ॎஅするಓ࿏・水࿏༧定地であり、発掘調査面積は 6215.5㎡

である。西小屋館跡の調査区は遺跡南部の҉ڎഉ水設備༧定地内の 165㎡である。

３ɽ西屋敷遺跡で確認した遺構は掘立柱建物跡 43 棟、柱列跡 26 条、井戸跡 8 基、土坑 33 基、堀跡 1 条、

溝跡 62 条、水溜め状遺構 4 基、焼成遺構 13 基、性格不明遺構 2 基、柱穴多数である。西小屋館

跡では井戸跡 1 基、土坑 1 基、堀跡 1 条、溝跡 3 条、柱穴 5 か所を確認した。

４ɽ西屋敷遺跡で出土した遺物は、中世陶磁器、近世陶磁器、ロクロ土師器、土師器、須恵器、木製

品、金属製品、弥生土器、石器などがある。このうち、ややまとまった出土状گがݟられたのは 7

世紀末 ~8 世紀初頭（飛鳥時代終末 ~ 奈良時代初頭頃）の溝跡から出土した土師器（栗囲式 ~ 国分

寺下層式）、9 世紀中頃（平安時代前葉）の井戸跡・土坑から出土したロクロ土師器（表杉ノ入式）、

13 世紀後半 ~15 世紀前半頃（鎌倉時代後半 ~ 室町時代前半）の溝跡・堀跡・井戸跡から出土した

中世陶磁器などである。

̑ɽ発掘調査結果をݕ౼した結果、下記のことが明らかとなった。

・西小屋館西辺・南辺を区画した堀跡を確認し、西小屋館がやや変形した一町四方を基調とした縄

張りを持ち、土塁と堀を備えた方形館であることが判明した。また、西小屋館の西側に隣接して、

約半町四方の敷地を溝で区画して掘立柱建物群と井戸などを配置した屋敷が形成されていたこ

とが判明した。溝跡や建物跡群は複ࡶにॏ複し、࠶配置・վमが܁りฦされたことが窺える。

・出土遺物の年代観や遺構配置から、13 世紀後半頃（鎌倉時代後半）に西小屋館とそれに付随す

る形で西隣に屋敷が成立し、少なくとも 15 世紀前半頃（室町時代前半）までは存続したと考え

られる。西小屋館の大規模な土塁と堀は 15 世紀頃に整備された可能性がある。西小屋館の当時

の館主は有力国人層で、西隣には国人領主の家臣クラスの屋敷が形成されていたと推定される。

・方形の掘り込みを持ち、壁面が被熱により赤色硬化し、底面に炭化物層が堆積した焼成遺構がま

とまって確認され、木炭焼成施設と考えられる。出土遺物と放射性炭素年代測定結果などから

機能時期は֓Ͷ 16 世紀頃（戦国時代）と推定される。西小屋館西隣の屋敷内にҐ置することから、

西小屋館と屋敷が 16 世紀頃まで存続した可能性を示ࠦするものと考えられる。

・9 世紀中頃（平安時代前葉）の掘立柱建物跡・井戸跡・溝跡などを確認した。建物と溝は主࣠方

を߹わせて͓り一定の計画性が窺えることから、ಉ時期の一般తな集落とは異なる性格を持

つ施設が存在した可能性がある。井戸跡では廃絶に伴う祭祀త行為の痕跡が確認された。

・溝跡から 7 世紀末 ~8 世紀初頭頃（飛鳥時代終末 ~ 奈良時代初頭）の土師器・須恵器が出土し、

北西側の丘陵部に集落跡が存在する可能性がある。土師器には関東系土師器と考えられるもの

が含まれ、円田ຍ地北部の複数の集落跡で出土しているものとڞ௨する特徴を持つ。

̒ɽࠓճの発掘調査成果は、円田ຍ地प辺にॅډした当時の人ͼとの۩体తならしͿりをる্でو

ॏなखがかりとなるものである。



Ҿ༻・参考文ݙ

144

Ҿ༻ɾߟࢀจݙ

赤Ӌ一・中ٱ 1995ʮ中世ৗ焼の生࢈地編年ʯh ৗ焼と中世ࣾ会ʱӬ原ܚೋ編　小ֶ館

安ୡ܇ਔ 2006ʮ考ʯʮ四πஃ遺跡ʯh 四πஃ遺跡ほかʱ栗原市文化財調査報告書 3　栗原市教育委員会 2006

ҏ東৴༤ 1955ʮ֤地域の弥生式土器ʵ東北ʵʯh 日ຊ考４࠲ߨֶݹʱ河出書

൧村ۉ 2005ʰྩ国家のର՜Ҕࡦ ʖ ૬അの製మ遺跡群 ʖ ʱシリーズʮ遺跡をֶͿʯ21

いわき市教育委員会 1999ʰ五田Ａ遺跡ʱいわき市ຒ蔵文化財調査報告書 57

家యࢯ 1957ʮ東北土師器のܕ式分ྨとその編年ʯྺ14　࢙　東北大ֶֶ࢙会

大ࡕ近つ飛鳥ത物館 2006ʰ年代のものさしʱ大ࡕ近つ飛鳥ത物館ਤ　40

Ԟ田ӫ 1972ʰݹ戸ʱ陶磁体系 6　平ຌࣾ

ࣛౡໜ 1993ʮ地名ʯh 蔵王町࢙　ຽଏ生׆編ʱ蔵王町࢙編ࢊ委員会

河南町教育委員会 1993ʰ須ߐ༼跡群　関ノ入遺跡ʱ河南町文化財調査報告書 7

方正थ 2003ʰ井戸の考ֶݹʱものがޠるྺ࢙シリーズ 8　ಉ成ࣾ

崎ར 2001ʮ方形ډ館の出ݱとల։ʵ出Ӌ南部を中৺としてʵʯh ʱ7-1ݹ形考ࢁ

栗原市教育委員会 2006ʮ四πஃ遺跡ʯh 四πஃ遺跡ほかʱ栗原市文化財調査報告書 3

࣎原܂ 1976ʮ東北地方北部͓よͼ北ւಓの所Ҧ第ᶗܕ式の土師器についてʯ考ࢽࡶֶݹ 61-4

小ࢵහ・ழԬ近உ・෩間観੩ 1987ʮ中世ࢿ料ʯh 蔵王町ࢿ　࢙料編ᶗʱ蔵王町࢙編ࢊ委員会

蔵王町࢙編ࢊ委員会 1987ʰ蔵王町ࢿ　࢙料編ᶗʱ

蔵王町࢙編ࢊ委員会 1989ʰ蔵王町ࢿ　࢙料編ᶘʱ

蔵王町࢙編ࢊ委員会 1993ʰ蔵王町࢙　ຽଏ生׆編ʱ

蔵王町࢙編ࢊ委員会 1994ʰ蔵王町࢙　௨࢙編ʱ

蔵王町教育委員会 1990ʰ堀ノ内遺跡ʱ蔵王町文化財調査報告書

蔵王町教育委員会 1997ʰ堀の内遺跡ʱ蔵王町文化財調査報告書　1

蔵王町教育委員会 2002ʰਡ๚ؘ前遺跡ʱ蔵王町文化財調査報告書　2

蔵王町教育委員会 2005ʰ遺跡ほか（遺跡・ۼ田遺跡・৽城館跡）ɦ 蔵王町文化財調査報告書　3

蔵王町教育委員会 2006ʰं地蔵遺跡・屋敷遺跡ほかʱ蔵王町文化財調査報告書　4

蔵王町教育委員会 2007ʰ中 A 遺跡ʱ蔵王町文化財調査報告書　5

蔵王町教育委員会 2008ʰ角遺跡ʵ経営体育成基盤整備事業（県営ほ場整備事業）に伴う緊急発掘調査ʵʱ蔵王

町文化財調査報告書　6

蔵王町教育委員会 2009aʰ戸ノ内遺跡ʵ経営体育成基盤整備事業（県営ほ場整備事業）に伴う緊急発掘調査ʵʱ蔵

王町文化財調査報告書　8

蔵王町教育委員会 2009Cʰ੨遺跡ʱ蔵王町文化財調査報告書　9

蔵王町教育委員会 2009Dʮ蔵王町前戸内遺跡ʵ県営ほ場整備事業に伴う発掘調査の֓ཁʵʯh 平成 21 年度宮城県

遺跡調査成果発表会 発表ཁࢫʱ

蔵王町教育委員会 2011aʰ西浦 B 遺跡ʵ業施設出ళ計画に伴う緊急発掘調査ʵʱ蔵王町文化財調査報告書　10

蔵王町教育委員会 2011Cʰۼ田遺跡ʵ経営体育成基盤整備事業（県営ほ場整備事業）に伴う緊急発掘調査ʵʱ蔵王

町文化財調査報告書　11

蔵王町教育委員会 2011Dʰ小原遺跡ʵ特別ཆޢ人ϗーϜ૿চ事業に伴う緊急発掘調査ʵʱ蔵王町文化財調査報告書　12

蔵王町教育委員会 2011Eʰे田遺跡 1 ʖ 経営体育成基盤整備事業（県営ほ場整備事業）に伴う緊急発掘調査 ʖ ʱ

蔵王町文化財調査報告書 13

蔵王町教育委員会 2011Fʰे田遺跡 2 ʖ 経営体育成基盤整備事業（県営ほ場整備事業）に伴う緊急発掘調査 ʖ

　S&66 井戸跡出土木製遺物編　ෟ े田遺跡出土木製遺物に関するࣗવՊֶత分ੳʱ蔵王町文化財調査報告書 14

色ຑ町教育委員会 1993ʰ日の出ࢁ༼跡群ʱ色ຑ町文化財調査報告書 1

ๆ町教育委員会 1983ʰ大ࢁڥ遺跡ʱๆ町文化財調査報告書 4

ๆ町教育委員会 2004ʮؠ石ᶗ遺跡第 4 次調査ʯh ਗ਼水ࢁᶗ遺跡ほかʱๆ町文化財調査報告書 22

仙台市教育委員会 1982ʮఅ町༼跡̗地ʯh 仙台平の遺跡群ᶗʱ仙台市文化財調査報告書 37

௬市教育委員会ߴ 1981ʰౢ্郡ᦰ跡発掘調査֓ཁ・5ʖߴ௬市郡家ຊ町・郡家৽町・ਗ਼寺町・西町・ࠓ城町所在ʵʱ

௬市文化財調査֓ཁߴ

多լ城市教育委員会 2004ʰ市ڮ遺跡 ʖ 城南地区土地区画整ཧ事業にる発掘調査報告書ᶘ ʖ ʱ多լ城市文化



Ҿ༻・参考文ݙ

145

財調査報告書 75

多լ城市ຒ蔵文化財調査ηンλー 1989ʰദ木遺跡ᶗ・ᶘʱ多լ城市文化財調査報告書 17

多լ城市ຒ蔵文化財調査ηンλー 1991ʰࢁ王遺跡 ʖ 第 9 次発掘調査報告書 ʖ ʱ多լ城市文化財調査報告書 26

田中ଇ 1995ʮ中世 ʖ ղઆ ʖ ʯh 仙台市࢙　特別編 2　考ࢿݹ料ʱ仙台市࢙編ࢊ委員会

ઍ田Յത・小ౡಓ༟・前ཁ 1993ʰ城館調査ϋンドϒοクʱ৽人物ԟདྷࣾ

௰ल人編 2007ʰݹ代東北・北ւಓに͓けるϞノ・ώτ・文化ަྲྀのڀݚ ʮɦ東北・北ւಓに͓ける 6 ～ 8 世紀の

土器変ભと地域の૬ޓ関ʯ平成 15~18 年度Պֶڀݚඅิॿ金（基盤ڀݚ B）ڀݚ成果報告書

東北ݹ代土器ڀݚ会 2005aʰ東北ݹ代土器集成ʵݹ後期 ~ 奈良・集落編ʵʻౡʼʱڀݚ報告　1

東北ݹ代土器ڀݚ会 2005Cʰ東北ݹ代土器集成ʵݹ後期 ~ 奈良・集落編ʵʻ宮城ʼʱڀݚ報告　2

東北ݹ代土器ڀݚ会 2008aʰ東北ݹ代土器集成ʵ須恵器・༼跡編ʻԞʼʵʱڀݚ報告　3

東北ݹ代土器ڀݚ会 2008Cʰ東北ݹ代土器集成ʵ須恵器・༼跡編ʻ出Ӌʼʵʱڀݚ報告　4

日ຊ考ڠֶݹ会 2001 年度Ԭ大会実行委員会事ہ 2001ʮ北ւಓ・東北地方出土ݹ代末・中世初期陶磁器集成ʯ

ʰ市・平ઘʵ成立とその構成ʵʱ日ຊ考ڠֶݹ会 2001 年度Ԭ大会ڀݚ発表ࢿ料集

ౡ県教育委員会 1989ʰ૬അ։発関࿈遺跡調査報告書ᶗʱౡ県文化財調査報告書 215

ౡ県教育委員会 1995ʰ原町Ր力発ి所関࿈遺跡調査報告ᶛʱౡ県文化財調査報告書 310

ౡ県教育委員会 2002ʰѨ۾ӈ؛ஙఅ遺跡発掘調査報告書 木・北ノ遺跡ʱౡ県文化財調査報告書ߴ　2 401

౻ರ 2000ʮѨ۾下ྲྀ域の前方後円（その１）ʯ宮城考2　ֶݹ　宮城県考ֶݹ会

౻ᖒ良༞ 2005ʮ施ᬵ陶器生ٕ࢈ज़のʯh શ国シンϙδϜ　中世༼業のॾ૬～生ٕ࢈ज़のల։と編年～　発表

ཁࢫ集 　ɦશ国シンϙδϜʮ中世༼業のॾ૬～生ٕ࢈ज़のల։と編年～ʯ実行委員会

前ཁ 2000ʮ日ຊ中世後期の地域ࢧ配体制ংઆ ʖ 方形館体制のఏএ ʖ ʯ日ຊڀݚ࢙会 2000 年 3 月ྫ会発表

ཁࢫ　日ຊڀݚ࢙会

水正 1981ʮ井祭のप辺ʯ奈良大ֶ紀ཁ 10

M*)0 M6S&6M・ҵ城県陶ܳඒज़館・Ѫ県陶磁ࢿ料館・井県陶ܳ館・ޱࢁ県立ഡඒज़館・浦্記೦館 2010ʰݹ

陶のේ　中世のやきものʵݹ༼とそのप辺ʵʱ

宮城県教育委員会 1980ʰ東北ࣗಈंಓ遺跡調査報告書ᶚ（ҏ原下遺跡・大ڮ遺跡・持地遺跡）ɦ 宮城県文化財

調査報告書　80

宮城県教育委員会 1981ʰ東北ࣗಈंಓ遺跡調査報告書ᶛ（東ࢁ遺跡）ɦ 宮城県文化財調査報告書　81

宮城県教育委員会 1984ʰ東北ࣗಈंಓ遺跡調査報告書ᶟ（ೋ屋敷遺跡）ɦ 宮城県文化財調査報告書　99

宮城県教育委員会 1989ʰཧ町ࡾेࡾ間ಊ遺跡ほか（戸ノ内遺跡・台遺跡）ɦ 宮城県文化財調査報告書　131

宮城県教育委員会 1990ʰऐޫ寺跡ほか（നࢁ遺跡ほか）ɦ 宮城県文化財調査報告書　135

宮城県教育委員会 1991ʰ߹戦原遺跡ほか（中遺跡ほか）ɦ 宮城県文化財調査報告書　140

宮城県教育委員会 1995ʰࢁ王遺跡ᶘ ʖ 多լ前地区遺構編 ʖ ʱ宮城県文化財調査報告書 167

宮城県教育委員会 1996ʰ一ຊ杉༼跡群ʱ宮城県文化財調査報告書　172

宮城県教育委員会 2002ʰ名生館遺跡ほか（ۼ田遺跡・遺跡・৽城館跡）ɦ 宮城県文化財調査報告書　188

宮城県教育委員会 2003ʰஃのӽ遺跡ほか（े田遺跡ほか）ɦ 宮城県文化財調査報告書　195

宮城県教育委員会 2009ʰ市ڮ遺跡の調査（෬石・ീ഼地区）ʖ 県ಓʰઘ ʖ Ԙזઢʱ関࿈調査報告書ᶝ ʖ ʱ宮

城県文化財調査報告書 218

宮城県教育委員会 2010ʰ遺跡ほかʱ宮城県文化財調査報告書　222

宮城県多լ城跡調査ڀݚ所 1992ʰ多լ城跡ʱ宮城県多լ城跡調査ڀݚ所年報 1992

村田ߊ一 1994ʮ土器からみたᦰの終末ʵ東北地方の場߹ʵʯh 第 3 ճ東日ຊຒ蔵文化財ڀݚ会　ݹ代ᦰの終

末をめ͙るॾ　第ᶗ分 ఏى・֤地方の֓ཁʱ東日ຊຒ蔵文化財ڀݚ会

村田ߊ一 2007ʮ宮城県中部から南部ʯʮ東北・北ւಓに͓ける 6~8 世紀の土器変ભと地域の૬ޓ関ʯh ・代東北ݹ

北ւಓに͓けるϞノ・ώτ・文化ަྲྀのڀݚʱ௰ल人編

༄ᖒ明 1994ʮ東北の施ᬵ陶器ʵԞを中৺にʵʯh ʖྩత土器༷式の西・東　3　施ᬵ陶器ʖʱڀݚ代の土器ݹ

ʮݹ代の土器ڀݚ会　第 3 ճシンϙδϜʯݹ代の土器ڀݚ会

٢井 1994ʮ蔵王町の中世城館ʯh 蔵王町࢙　௨࢙編ʱ蔵王町࢙編ࢊ委員会

ถ市࢙編ࢊ委員会・ถ市教育委員会 1987ʰ木田館跡第 1 次発掘調査報告書ʱ





ࣸ ਅ ਤ ൛





ࣸਅਤ൛ �

�ɽԁాຍ෦ۭࣸߤ�ਅ

�ɽԁాຍ෦ۭࣸߤ�ਅʢ���� �ถࡱ܉Өʣ

�ɽෑҨ�શܠʢೆ͔Βʣ

�ɽখؗ�શܠ�ʢೆ͔Βʣ

ेాҨ

Ҩాۼ

৽ؗ

্༿ͷҨ

ෑҨ

Ҩݪ

લށҨ

西屋敷遺跡

西小屋館跡

֯Ҩ

ंଂҨ

ϊҨށ



ࣸਅਤ൛ �

�ɽ4,��� ɾ4%��� ʢதԝ෦ɾೆ͔Βʣگ�֬ೝঢ়ߔ �ɽ4%ߔ�����֬ೝঢ়گʢதԝ෦ɾ͔Βʣ

�ɽ4%�� ʢ෦ɾ͔Βʣگ۷ঢ়�ߔ �ɽ4%�� ʢதԝ෦ɾೆ͔Βʣگ۷ঢ়�ߔ �ɽ4%�� ʢೆ෦ɾೆ͔Βʣگ۷ঢ়�ߔ

��ɽ�۠Ҩ֬ߏೝঢ়گʢ֦ுલ෦ɾ͔Βʣ ��ɽ�۠Ҩ֬ߏೝঢ়گʢ֦ுޙ෦ɾ౦͔Βʣ

��ɽ�۠ௐࠪ෩ܠʢ౦෦ɾ͔Βʣ ��ɽ�۠ௐࠪ෩ܠʢ౦෦ɾ౦͔Βʣ

�ɽ4,�� ۷�ঢ়گʢ͔Βʣ �ɽ4,�� ۷�ঢ়گʢ͔Βʣ�ɽ4%�� அ໘ʢ͔Βʣߔ �ɽ4,�� ۷�ঢ়گʢೆ͔Βʣ



ࣸਅਤ൛ �

�ɽ� ۠Ҩ֬ߏೝঢ়گʢ֦ுޙ෦ɾ͔Βʣ

�ɽ�۠Ҩ֬ߏೝঢ়گʢ౦෦ɾ౦͔Βʣ �ɽ�۠Ҩ֬ߏೝঢ়گʢ౦෦ɾ͔Βʣ

�ɽ�۠Ҩ֬ߏೝঢ়گʢதԝ෦ɾ౦͔Βʣ �ɽ�۠Ҩ֬ߏೝঢ়گʢதԝ෦ɾ͔Βʣ

�ɽ�۠Ҩ֬ߏೝঢ়گʢ౦෦ɾ౦͔Βʣ �ɽ�۠Ҩ֬ߏೝঢ়گʢ౦෦ɾ͔Βʣ

�ɽ4"���C ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ �ɽ4"���D ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ ��ɽ4"���D۷ཱபݐ1�அ໘ʢ͔Βʣ ��ɽ4,��� அ໘ʢೆ͔Βʣ



ࣸਅਤ൛ �

�ɽ4,��� ۷�ঢ়گʢ͔Βʣ �ɽ4,��� அ໘ʢೆ͔Βʣ �ɽ4,��� அ໘ʢ౦͔Βʣ

�ɽ4"���பྻɾ4%ߔ���۷�ঢ়گʢೆ͔Βʣ�ɽ4%��� ʢೆ౦͔Βʣگ۷ঢ়�ߔ

�ɽ4%��� அ໘ʢ͔Βʣߔ �ɽ4%��� அ໘ʢ͔Βʣߔ �ɽ4%��� ʢ͔Βʣگ۷ঢ়�ߔ

�ɽ4%���ɾ4%��� ʢೆ͔Βʣگ�֬ೝঢ়ߔ ��ɽ4%���ɾ4%��� ʢೆ͔Βʣگ۷ঢ়�ߔ ��ɽ4%��� அ໘ʢ͔Βʣߔ

��ɽ4%��� அ໘ʢ͔Βʣߔ ��ɽ4%��� அ໘ʢ͔Βʣߔ

��ɽ4%��� அ໘ʢ౦͔Βʣߔ ��ɽ4%��� அ໘ʢ͔Βʣߔ ��ɽ4%��� ʢೆ͔Βʣܠ�ௐࠪ෩ߔ



ࣸਅਤ൛ �

�ɽ4%��� ���ɾ49ߔ ਫཷΊঢ়Ҩ۷�ߏঢ়گʢ౦͔Βʣ �ɽ49��� ਫཷΊঢ়Ҩߏ�அ໘ʢ౦͔Βʣ

�ɽ4%��� அ໘ʢଓ෦ɾ͔Βʣߔ �ɽ4%��� ���ɾ49ߔ அ໘ʢೆ͔Βʣ �ɽ49��� ਫཷΊঢ়Ҩߏ�ग़ঢ়گ

��ɽ49��� ਫཷΊঢ়Ҩ۷�ߏঢ়گʢ౦͔Βʣ ��ɽ49��� ਫཷΊঢ়Ҩߏ�அ໘ʢ͔Βʣ

��ɽ49��� ਫཷΊঢ়Ҩ۷�ߏঢ়گʢ౦͔Βʣ ��ɽ49��� ਫཷΊঢ়Ҩߏ�அ໘ʢ͔Βʣ

�ɽ4%��� அ໘ʢ෦ɾ౦͔Βʣߔ �ɽ4%��� அ໘ʢ෦ɾ౦͔Βʣߔ �ɽ4%��� அ໘ʢ౦෦ɾ͔Βʣߔ �ɽ4%��� அ໘ʢ෦ɾ౦͔Βʣߔ



ࣸਅਤ൛ 6

�ɽ� ۠Ҩ֬ߏೝঢ়گʢ౦͔Βʣ �ɽ4%��ɾ4%��ɾ4%�� ʢೆ͔Βʣگ۷ঢ়ߔ

�ɽ4%�� ʢೆ͔Βʣگ۷ঢ়ߔ

�ɽ4%�� அ໘ʢೆ͔Βʣߔ �ɽ4%�� அ໘ʢ͔Βʣߔ ��ɽ4%� ௐࠪ෩ܠ

��ɽ�۠Ҩ֬ߏೝۀ࡞෩ܠʢ͔Βʣ ��ɽ�۠Ҩ֬ߏೝۀ࡞෩ܠʢ͔Βʣ

�ɽ4#��� ۷ཱபݐ�1� அ໘ʢ͔Βʣ �ɽ4#��� ۷ཱபݐ�1� அ໘ʢ͔Βʣ

�ɽ4%�� அ໘ʢೆ͔Βʣߔ �ɽ4%�� அ໘ʢ͔Βʣߔ



ࣸਅਤ൛ �

�ɽ� ۠Ҩ֬ߏೝঢ়گʢ͔Βʣ �ɽ�۠Ҩ֬ߏೝঢ়گʢೆ͔Βʣ

�ɽ4%���Bɾ4%���Cɾ4%��� ʢ͔Βʣگ۷ঢ়�ߔ �ɽ4%���Bɾ4%���Cɾ4%��� ʢೆ͔Βʣگ۷ঢ়�ߔ



ࣸਅਤ൛ �

�ɽ4%���Bɾ4%���C அ໘ʢೆ͔Βʣߔ �ɽ4%���Bɾ4%���C அ໘ʢ౦͔Βʣߔ �ɽ4%��� அ໘ʢೆ͔Βʣߔ

�ɽ4%��� அ໘ʢ౦͔Βʣߔ �ɽ4%��� அ໘ʢ౦͔Βʣߔ �ɽ�۠جຊংʢ౦͔Βʣ

�ɽ4#�� ۷ཱபݐ�֬ೝঢ়گʢೆ͔Βʣ �ɽ4#�� ۷ཱபݐ�֬ೝঢ়گʢೆ͔Βʣ

�ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ ��ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ ��ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢೆ͔Βʣ ��ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢೆ͔Βʣ

��ɽ4#��� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢೆ͔Βʣ ��ɽ4#��� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ ��ɽ4#��� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ ��ɽ4"��� பྻ 1� அ໘ʢ͔Βʣ

��ɽ4#��� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ ��ɽ4#��� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ౦͔Βʣ ��ɽ4#��� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ౦͔Βʣ ��ɽ4#��� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ



ࣸਅਤ൛ �

�ɽ4"��� பྻ 1� அ໘ʢೆ͔Βʣ �ɽ4&�� Ҫށ۷�ঢ়گʢೆ͔Βʣ �ɽ4&�� Ҫށ�Ҩग़ঢ়گʢೆ͔Βʣ

�ɽ4&�� Ҫށஅ໘ʢೆ͔Βʣ �ɽ4&�� Ҫށ�Ҩग़ঢ়گʢೆ͔Βʣ �ɽ4&�� Ҫށ�Ҩग़ঢ়گʢೆ͔Βʣ

�ɽ4&�� Ҫށ�Ҩग़ঢ়گʢೆ͔Βʣ �ɽ4&�� Ҫށ�Ҩग़ঢ়گʢೆ͔Βʣ �ɽ4&�� Ҫށଆݕग़ঢ়گʢ౦͔Βʣ

��ɽ4&�� Ҫށ�ௐࠪ෩ܠ

��ɽ4,�� அ໘ʢ౦͔Βʣ ��ɽ4&�� Ҫށ�ௐࠪ෩ܠ ��ɽ4&�� Ҫށ�ௐࠪ෩ܠ

��ɽ49�� মҨߏஅ໘ʢೆ͔Βʣ ��ɽ49�� মҨߏஅ໘ʢೆ͔Βʣ ��ɽ49��� মҨߏஅ໘ʢ͔Βʣ



ࣸਅਤ൛ �0

�ɽ� ۠Ҩ֬ߏೝঢ়گɾখؗೆ෦ʢೆ͔Βʣ

�ɽ�۠Ҩ֬ߏೝঢ়گʢೆ͔Βʣ �ɽখؗೆ෦ਪఆງʢೆ͔Βʣ

�ɽ4#���ɾ4#���ɾ4#��� ۷ཱபݐ�֬ೝঢ়گʢೆ͔Βʣ



ࣸਅਤ൛ ��

�ɽ4#��ɾ4#���ɾ4#��� ۷ཱபݐɺ4"��ɾ4"��ɾ4"��� பྻ۷�ঢ়گʢೆ͔Βʣ

�ɽ4#��ɾ4#��ɾ4#���ɾ4#���ɾ4#��� ۷ཱபݐ�֬ೝঢ়گʢೆ͔Βʣ



ࣸਅਤ൛ ��

�ɽ4#�� ۷ཱபݐɺ4"�� பྻ�֬ೝঢ়گʢೆ͔Βʣ

�ɽ4#��ɾ4#��ɾ4#��ɾ4#���ɾ4#���ɾ4#���ɾ4#��� ۷ཱபݐɺ4"���ɾ4"��� பྻ�֬ೝঢ়گʢೆ͔Βʣ



ࣸਅਤ൛ ��

�ɽ4#��ɾ4#��ɾ4#���ɾ4#���ɾ4#���ɾ4#���ɾ4#���ɾ4#��� ۷ཱபݐɺ4"��� பྻ�֬ೝঢ়گʢೆ͔Βʣ



ࣸਅਤ൛ ��

�ɽ4#��ɾ4#���ɾ4#���ɾ4#���ɾ4#���ɾ4#��� ۷ཱபݐɺ4"��ɾ4"�� பྻ�֬ೝঢ়گʢೆ͔Βʣ



ࣸਅਤ൛ ��

�ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ �ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ �ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ �ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ

�ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢೆ͔Βʣ �ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ �ɽ4#��۷ཱபݐ1��பࡐग़ঢ়گʢೆ͔Βʣ �ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ౦͔Βʣ

�ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ ��ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ ��ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ ��ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ౦͔Βʣ

��ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢೆ͔Βʣ ��ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ౦͔Βʣ ��ɽ4#��۷ཱபݐ1�அ໘ʢೆ͔Βʣ ��ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ౦͔Βʣ

��ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢೆ͔Βʣ ��ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ ��ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ౦͔Βʣ ��ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ

��ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ ��ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ ��ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢೆ͔Βʣ ��ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ౦͔Βʣ

��ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ ��ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢೆ͔Βʣ ��ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ ��ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ

��ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ౦͔Βʣ ��ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢೆ͔Βʣ ��ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢೆ͔Βʣ ��ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ౦͔Βʣ



ࣸਅਤ൛ �6

��ɽ4"�� பྻ 1� அ໘ʢೆ͔Βʣ ��ɽ4"�� பྻ 1� அ໘ʢೆ͔Βʣ ��ɽ4"�� பྻ 1� அ໘ʢೆ͔Βʣ ��ɽ4"�� பྻ 1� அ໘ʢ͔Βʣ

�ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢೆ͔Βʣ �ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢೆ͔Βʣ �ɽ4#��� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ౦͔Βʣ �ɽ4#��� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ౦͔Βʣ

�ɽ4#��� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ �ɽ4#��� ۷ཱபݐ 1�� அ໘ʢ͔Βʣ�ɽ4#��� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ �ɽ4#��� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ

�ɽ4#��� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢೆ͔Βʣ ��ɽ4#��� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ౦͔Βʣ ��ɽ4#��� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ౦͔Βʣ ��ɽ4#��� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ

��ɽ4#��� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ ��ɽ4#��� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢೆ͔Βʣ ��ɽ4#��� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ ��ɽ4#��� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ

��ɽ4#��� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢೆ͔Βʣ ��ɽ4#��� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ ��ɽ4#��� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ౦͔Βʣ ��ɽ4#��� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ

��ɽ4#��� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ ��ɽ4#��� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ౦͔Βʣ ��ɽ4#��� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ ��ɽ4"�� பྻ 1� அ໘ʢೆ͔Βʣ

��ɽ4"�� பྻ 1� அ໘ʢ౦͔Βʣ ��ɽ4"�� பྻ 1� அ໘ʢ͔Βʣ ��ɽ4"�� பྻ 1� அ໘ʢ౦͔Βʣ ��ɽ4"�� பྻ 1� அ໘ʢ͔Βʣ



ࣸਅਤ൛ ��

�ɽ4&�� Ҫށ�্෦۷ΓԼ͛ঢ়گʢ͔Βʣ��ɽ4&�� Ҫށஅ໘ʢ౦͔Βʣ ��ɽ4&�� Ҫށ۷�ঢ়گʢ౦͔Βʣ

��ɽ4&�� Ҫށ۷�ঢ়گʢ౦͔Βʣ

��ɽ4&�� Ҫށ۷�ঢ়گʢ͔Βʣ ��ɽ4&�� Ҫށ�ௐࠪ෩ܠ ��ɽ4&�� Ҫށஅ໘ʢ౦͔Βʣ

��ɽ4&�� Ҫށ۷�ঢ়گʢ͔Βʣ ��ɽ4&�� Ҫށஅ໘ʢ͔Βʣ ��ɽ�۠�Ҩߏஅ໘࣮ଌۀ࡞෩ܠ

�ɽ4"�� பྻ 1� அ໘ʢೆ͔Βʣ �ɽ4"�� பྻ 1� அ໘ʢ͔Βʣ �ɽ4"�� பྻ 1� அ໘ʢ͔Βʣ �ɽ4"�� பྻ 1� அ໘ʢ౦͔Βʣ

�ɽ4"��� பྻ 1� அ໘ʢ͔Βʣ �ɽ4"��� பྻ 1� அ໘ʢ͔Βʣ �ɽ4"��� பྻ 1� அ໘ʢ͔Βʣ �ɽ4"��� பྻ 1� அ໘ʢ͔Βʣ



ࣸਅਤ൛ ��

�ɽ4&�� Ҫށ۷�ঢ়گʢ౦͔Βʣ �ɽ4&�� Ҫށஅ໘ʢ͔Βʣ �ɽ4&�� Ҫށଆݕ�ग़ঢ়گʢ͔Βʣ

�ɽ4&�� Ҫށଆ�֬ೝঢ়گʢ͔Βʣ �ɽ4&�� Ҫށଆଯੵஅ໘ʢ͔Βʣ �ɽ4&�� Ҫށଆݕ�ग़ঢ়گʢೆ͔Βʣ

�ɽ4&�� Ҫށஅ໘ʢ͔Βʣ �ɽ4&�� Ҫށ�ࡐग़ঢ়گʢ͔Βʣ �ɽ4&�� Ҫށɾ4,�� ۷�ঢ়گʢ͔Βʣ

��ɽ4,�� அ໘ʢೆ͔Βʣ ��ɽ4,�� அ໘ʢ͔Βʣ

��ɽ4,�� ۷�ঢ়گʢ౦͔Βʣ ��ɽ4,�� அ໘ʢ౦͔Βʣ

��ɽ�۠Ҩ֬ߏೝۀ࡞෩ܠʢೆ͔Βʣ

��ɽ4,�� ۷�ঢ়گʢ͔Βʣ ��ɽ4,�� அ໘ʢ͔Βʣ ��ɽ�۠Ҩߏฏ໘࣮ଌۀ࡞෩ܠ

��ɽ�۠Ҩߏฏ໘࣮ଌۀ࡞෩ܠ



ࣸਅਤ൛ ��

�ɽ4%�� ງ�ԣஅ໘ʢ෦ɾೆ͔Βʣ �ɽ4%�� ງ�ԣஅ໘ʢதԝ෦ɾೆ͔Βʣ �ɽ4%�� ງஅ໘ʢೆ෦ɾೆ͔Βʣ

�ɽ4%�� ງ�ग़ঢ়گʢ౦͔Βʣ �ɽ4%�� ງɾลྥೆ෦ʢೆ͔Βʣ �ɽ4%�� ງௐࠪ෩ܠ

��ɽ4%�Bɾ4%�C �ଓ෦அ໘ʢೆ͔Βʣߔ ��ɽ4%�� அ໘ʢ͔Βʣߔ ��ɽ4%�� அ໘ʢೆ͔Βʣߔ

�ɽ4%�� ງ۷�ঢ়گʢೆ͔Βʣ �ɽ4%�� ງ�ԣஅ໘ʢೆ෦ɾೆ͔Βʣ

�ɽ4%�� ງ�ॎஅ໘ʢೆ෦ɾ͔Βʣ



ࣸਅਤ൛ �0

�ɽ4%�� அ໘ʢೆ͔Βʣߔ �ɽ4%�� அ໘ʢ౦͔Βʣߔ �ɽ4%�� அ໘ʢ౦͔Βʣߔ

�ɽ4%��� அ໘ʢೆ͔Βʣߔ �ɽ�۠Ҩ֬ߏೝۀ࡞෩ܠʢ49��মҨߏपลʣ

�ɽমҨ֬�܈ߏೝঢ়گʢ͔Βʣ �ɽ49�� মҨ۷�ߏঢ়گʢೆ͔Βʣ �ɽ49�� মҨߏஅ໘ʢೆ͔Βʣ

��ɽ49�� মҨߏ�ௐࠪ෩ܠ ��ɽ49�� মҨ۷�ߏঢ়گʢೆ͔Βʣ ��ɽ49�� মҨߏஅ໘ʢೆ͔Βʣ

��ɽ49�� মҨ֬�ߏೝঢ়گʢ͔Βʣ ��ɽ49�� মҨ۷�ߏঢ়گʢ౦͔Βʣ ��ɽ49�� মҨߏஅ໘ʢ౦͔Βʣ

��ɽ49�� মҨ۷�ߏঢ়گʢೆ͔Βʣ ��ɽ49��মҨߏ�น໘৭ߗԽঢ়گʢೆ͔Βʣ��ɽ49�� মҨߏஅ໘ʢೆ͔Βʣ

�ɽ49�� মҨߏஅ໘ʢ͔Βʣ



ࣸਅਤ൛ ��

�ɽ� ۠Ҩ֬ߏೝۀ࡞෩ܠʢ͔Βʣ �ɽ49�� মҨ۷�ߏঢ়گʢೆ͔Βʣ �ɽ49�� মҨߏஅ໘ʢೆ͔Βʣ

�ɽ49�� মҨ֬�ߏೝঢ়گʢೆ͔Βʣ �ɽ49�� মҨ۷�ߏঢ়گʢ౦͔Βʣ �ɽ49�� মҨߏஅ໘ʢ౦͔Βʣ

�ɽܜٳ෩ܠ �ɽ49�� মҨ۷�ߏঢ়گʢೆ͔Βʣ �ɽ49�� মҨߏஅ໘ʢ͔Βʣ

��ɽ4%�Bɾ4%�Cɾ4%�Cɾ4%�ɾ4%� ʢ͔Βʣگ�֬ೝঢ়ߔ

��ɽ4%�Bɾ4%�Cɾ4%�Cɾ4%�ɾ4%� �ʢ͔Βʣ���ɽگ۷ঢ়�ߔ ۠Ҩ֬ߏೝঢ়گʢ͔Βʣ



ࣸਅਤ൛ ��

�ɽ4%�Bɾ4%�Cɾ4%�Cɾ4%�ɾ4%�ɾ4%��� ʢ͔Βʣگ۷ঢ়�ߔ �ɽ4%�Bɾ4%�Cɾ4%�Cɾ4%� ʢ౦͔Βʣگ۷ঢ়�ߔ

�ɽ4%�Bɾ4%�Cɾ4%�Cɾ4%�ɾ4%� ʢೆ͔Βʣگ�֬ೝঢ়ߔ �ɽ4%�BɾCߔ۷�ঢ়گʢ౦͔Βʣ

�ɽ4%�Bɾ4%�Cɾ4%�Cɾ4%� ʢ͔Βʣگ�֬ೝঢ়ߔ �ɽ4%�Bɾ4%�Cɾ4%�Cɾ4%�ɾ4%�ɾ4%��ɾ4%ߔ���֬ ೝঢ়گʢೆ͔Βʣ

�ɽ4%�Bɾ4%�C அ໘ʢ౦෦ɾ౦͔Βʣߔ �ɽ4%�Bɾ4%�C அ໘ʢ෦ɾ౦͔Βʣߔ



ࣸਅਤ൛ ��

�ɽ4%�C ʢ౦͔Βʣگ۷ঢ়�ߔ �ɽ4%�C அ໘ʢ౦͔Βʣߔ

�ɽ4%� ʢ౦͔Βʣگ۷ঢ়�ߔ �ɽ4%� அ໘ʢ͔Βʣߔ

�ɽ4#� ۷ཱபݐ۷�ঢ়گʢೆ͔Βʣ �ɽ4#�� ۷ཱபݐ�֬ೝঢ়گʢೆ͔Βʣ

�ɽ4#� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ �ɽ4#� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ �ɽ4#� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ ��ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢೆ͔Βʣ

��ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢೆ͔Βʣ ��ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢೆ͔Βʣ ��ɽ4#�� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢೆ͔Βʣ ��ɽ4#��� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢೆ͔Βʣ



ࣸਅਤ൛ ��

�ɽ4"��� பྻ�֬ೝঢ়گʢೆ͔Βʣ

�ɽ4&�� Ҫށ۷�ঢ়گʢ౦͔Βʣ �ɽ4&�� Ҫށஅ໘ʢ౦͔Βʣ �ɽ4,��ɾ4,�� ۷�ঢ়گʢೆ͔Βʣ

�ɽ4&�� Ҫށ۷�ঢ়گʢ౦͔Βʣ �ɽ4&�� Ҫށஅ໘ʢ౦͔Βʣ ��ɽ4,��ɾ4,�� அ໘ʢೆ͔Βʣ

��ɽ4%�� அ໘ʢ͔Βʣߔ

��ɽ�۠Ҩߏௐࠪ෩ܠʢ͔Βʣ ��ɽ4%�Bɾ4%�C ʢ͔Βʣܠௐࠪ෩ߔ

�ɽ4"�� பྻ 1� அ໘ʢ͔Βʣ

�ɽ4"��� ۷ཱபݐ 1� அ໘ʢ͔Βʣ

�ɽ4"��� பྻ 1� அ໘ʢ͔Βʣ



ࣸਅਤ൛ ��

�ɽ4%�� அ໘ʢ͔Βʣߔ

�ɽ4%�� ʢೆ͔Βʣگ۷ঢ়�ߔ �ɽ4%�� அ໘ʢೆ͔Βʣߔ

�ɽ49� ੑ֨ෆ໌Ҩ֬�ߏೝঢ়گʢ෦ɾೆ͔Βʣ �ɽ49� ੑ֨ෆ໌Ҩ֬�ߏೝঢ়گʢ౦෦ɾೆ͔Βʣ

�ɽൃ۷ௐࠪՌֶݟձ �ɽൃ۷ௐࠪՌֶݟձ �ɽൃ۷ௐࠪՌֶݟձ



ࣸਅਤ൛ �6

�ɽখؗ�Ҩ֬ߏೝௐࠪ۠�શܠʢ౦͔Βʣ �ɽখؗ�Ҩ֬ߏೝௐࠪ۠�શܠʢ͔Βʣ

�ɽখؗ�5�۠�Ҩ֬ߏೝঢ়گʢೆ͔Βʣ �ɽখؗ�ลྥೆɾ5� ʢ۠ೆ͔Βʣ �ɽখؗ�খཷɾ5� �ʢೆ͔Βʣߔ���4%۠� �ɽখؗ�5�۠�Ҩ֬ߏೝঢ়گʢೆ͔Βʣ

�ɽখؗ�ลྥଆͷۼʢ౦͔Βʣ

�ɽখؗ�ลྥʢೆ͔Βʣ�ɽখؗ�ลྥʢ౦͔Βʣ

�ɽখؗ�ลྥʢ͔Βʣ



ࣸਅਤ൛ ��

（1～ 6：S≒ 1/3　7・8：S≒ 1/1）

4,�� ग़Ҩɹɹ4%�� ग़Ҩ֎ߏग़Ҩʢ�ʣɹɹ�۠Ҩߔ
（1~6：SD93・第 10 図、7：SK96・第 7図、8：遺構外・第 11 図）

1 2 3

4 5 6

7 8



ࣸਅਤ൛ ��

（1：S≒ 2/3　２～ 6：S≒ 1/3）

4%�� ���,ग़Ҩʢ�ʣɹɹ4,���ɾ4ߔ ɺ4%���ɾ4%��� ग़Ҩɹ֎ߏɺ�۠Ҩߔ
（1：SD93・第 11 図、2：SK120・第 15 図、3：SK121・第 15 図、4：SD126・第 21 図、5：SD117・第 22 図、6：遺構外・第 22 図）

1

2

3
4

5

6 4：࿄状ԡ印・٠Ֆ文ԡ印֦大



ࣸਅਤ൛ ��

（S≒ 1/3）

4%��� ���ɺ49ߔ ਫཷΊঢ়Ҩߏग़Ҩ
（1~7：SD107・第 19 図、8：SX142）

1

2

3

4 5 6

7

8

7：内底面࣫状ృບ付ண部分֦大 7：֎底面࣫状ృບ付ண部分֦大



ࣸਅਤ൛ �0

（S≒ 1/3）

49��� ਫཷΊঢ়Ҩߏग़Ҩ
（1：第 22 図）

1

2 3

4



ࣸਅਤ൛ ��

（1：縮尺任意　2～ 6：S≒ 1/3）

4&�� Ҫށग़Ҩʢ�ʣ
（第 32 図）

1

2

3 4

5 6

2：֎面書֦大（赤֎ઢࣸਅ）

5：内面ϔラϛΨΩ֦大

3：底部֦大

5：底部֦大 6：底部֦大

4：底部֦大



ࣸਅਤ൛ ��

（１～ 6：S≒ 1/3　7：S ≒ 1/1　8：S ≒ 1/4）

4&�� Ҫށग़Ҩʢ�ʣ
（4・8：第 32 図）

1
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3

4

5 6

7 8



ࣸਅਤ൛ ��

（1：S≒ 3/2　2・3：S≒ 1/3　4・5：S≒ 1/4）

4#�� ۷ཱபݐபࡐɺ4&�� Ҫށɺ4%���B ग़Ҩɹ֎ߏɺ�۠Ҩߔ
（1・2：遺構外・第 37 図、3：SD130a・第 34 図、4：SB77P2、5：SE61・第 64 図）

2

3

4 5

1

5



ࣸਅਤ൛ ��

（S≒ 1/3）

4&��ɾ4&��ɾ4&�� Ҫށɺ4,�� ग़Ҩ
（1：SE67・第 64 図、2～ 4：SE85・第 64 図、5：SE90・第 65 図、6：SK59・第 67 図）

1

2 3

4

5

6

2：底部֦大

3：֎面書֦大（赤֎ઢࣸਅ）

5：֎面Ֆ文ԡ印֦大



ࣸਅਤ൛ ��

（S≒ 1/3）

4,�� ग़Ҩɹɹ4%�� ग़Ҩʢ̍ʣߔ
（1～ 7：SK89・第 67 図、8～ 10：SD57・第 71 図）

1 2 3

4 5 6

7

8

10

1：底部֦大 2：底部֦大 3：底部֦大

6：底部֦大5：底部֦大4：底部֦大

9：底部֦大

9



ࣸਅਤ൛ �6

（1～ 12：S ≒ 1/3　13：S ≒ 1/1）

4%�� ग़Ҩʢ�ʣߔ
（1～ 12：第 70 図、13：第 71 図）

1

2 3

4 5

6 7 8

10 11

12

9 13 12：࣫状ృບ付ண部分֦大



ࣸਅਤ൛ ��

（1：S≒ 2/3　2 ～ 6：S≒ 1/3）

4%�� ग़Ҩʢ�ʣߔ
（1・3：第 71 図、2・4～ 6：第 72 図）

1 2

3

4

5

6 6：立面ࣸਅ（ॖईҙ）



ࣸਅਤ൛ ��

（1：S≒ 2/3　2 ～ 5：S≒ 1/3　6 ～ 9：S≒ 1/1）

4%��BCɾ4%��ɾ4%�� ��ɺ49��ɾ49��ɾ49ߔ মҨߏɺப݀ग़Ҩ
（1・2：SD48・第 75 図、3：SD58・第 75 図、4：SD68・第 75 図、5：P154・第 78 図、6：SX65・第 76 図、7・8：SX72・第 76 図、9：SX52）

1

2

3

4

5 6

7 8

9

5：֎底面࣫状ృບ֦大



ࣸਅਤ൛ ��

（1～ 8：S≒ 1/3　9：S ≒ 2/3　10：S ≒ 1/1）

4%�Cɾ4%�ɾ4%��� ग़Ҩ֎ߏɺ�۠Ҩߔ
（1～ 4：遺構外・第 78 図、5・6：SD5b・第 86 図、7：SD144・第 89 図、8～ 10：SD7・第 86 図）

1

2

3 4

5 6

7

8

109

8：底部֦大



ࣸਅਤ൛ �0

（S≒ 1/3）

4%�Bɾ4%�C ग़Ҩߔ
（第 84 図）
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【 解 説 】

かけがえのない遺
い

跡
せ き

を未来へ

　私たちの足もとには、昔の人びとが暮らした家の跡や、そこで使われた土器や石器などの道具が

埋もれている場所があります。このように、昔の人びとの生活の跡が残されている場所を、「遺跡」

と呼んでいます。遺跡は、長い歴史の中で大地に刻み込まれた私たち人間の生活の記
き

憶
おく

なのです。

　蔵王山
さん

麓
ろ く

の豊かな自然環境に恵まれた蔵王町には、私たちの祖
そ

先
せん

が残した多くの遺跡がありま

す。人々がいつ、どのようにして郷
きょう

土
ど

蔵王に住み着
つ

いたのか。彼らは日々の生活をどのように送り、

何歳まで生きたのか。土器づくりは誰の仕事だったのか―。興味の尽きないテーマです。

　遺跡を調べることで昔の人びとの知恵に学び、私たちの歴史や文化をよく知ることは、私たち自

身の生活を見直したり、将来を考えるためにとても大切な役割を果たしています。そのためには、

長い歴史を経
へ

て今日に伝えられている大切な遺跡を、私たち国民共
きょう

有
ゆ う

の財
ざい

産
さ ん

として、未来の子ど

もたちの世代へ守り伝えていかなくてはなりません。

遺跡を記録に残すための発掘調査

　西屋敷遺跡と西小屋館跡は、小村崎地区のなだらかな丘の上に埋もれている昔の人々の生活の跡

です。小村崎・平沢地区の円
えん

田
だ

盆
ぼ ん

地
ち

では、水田や畑を使いやすく作り変えるほ場
じょう

整
せ い

備
び

工
こ う

事
じ

が計画さ

れました。できるだけ遺跡を壊さないで工事を行なうために、地元地権者の皆さんでつくる蔵王町

土地改
かい

良
りょう

区や工事を行なう宮城県大河原地方振
しん

興
こ う

事務所ではたくさんの工夫をしました。それで

も、どうしても遺跡が壊れてしまう部分では、工事を行なう前にどのような遺跡が残されているか

を詳しく調べ、その様子を写真や図面に記録するために、蔵王町教育委員会が発
はっ

掘
く つ

調
ちょう

査
さ

を行なう

ことになりました。発掘調査では、たくさんの発掘作業員の皆さんが汗を流しました。このように、

たくさんの人びとの努力によって、西屋敷遺跡と西小屋館跡の記録を残すことができたのです。

西
に し

屋
や

敷
し き

遺
い

跡
せ き

と西
に し

小
ご

屋
や

館
た て

跡
あ と

の時代

　ここに刊行した「西屋敷遺跡ほか発掘調査報
ほう

告
こ く

書
し ょ

」をひも解
と

くと、雄大な蔵王山麓に抱
いだ

かれた円

田盆地に暮らした人びとの歴史であり、西屋敷遺跡と西小屋館跡が「中
ちゅう

世
せ い

」と呼ばれる時代の地方

の村
そん

落
ら く

の様子を知ることができる重要な遺跡だったことが分かります。発掘調査では、今から 600

～ 750 年ほど前（中世前半：鎌
かま

倉
く ら

～室
むろ

町
ま ち

時
じ

代
だ い

）に小村崎あたりを治
おさ

めた領
りょう

主
し ゅ

（武
ぶ

士
し

）の館
やかた

の跡と、

その隣につくられた家
か

臣
しん

の屋
や

敷
し き

の跡などが発見されました。

　中世（鎌倉～戦
せん

国
ご く

時代）は、武士と民
みん

衆
しゅう

が活
かつ

躍
や く

した時代です。平
へい

安
あ ん

時代の終わり頃、源
げん

氏
じ

と平
へい

家
け

の争
そう

乱
ら ん

を勝ち抜いた源
みなもとのよりとも

頼朝が鎌倉に幕
ばく

府
ふ

を開きました。それまで 400 年ほど続いた貴
き

族
ぞく

の政治が

西屋敷遺跡の発掘調査

西小屋館跡の西側にある西屋敷遺跡では、鎌倉～

室町時代の屋敷の跡が発見されました。

西屋敷遺跡の見学会

発掘調査期間中に開かれた見学会には町内外から

たくさんの人が訪れ、遺跡を見学しました。



終わり、武
ぶ

家
け

が政治を行なうようになったのです。私たちがイメージする「武士」の姿は、鎌倉時

代に出来あがりました。この頃の日本は動
どう

乱
ら ん

も多く、鎌倉幕府が倒
たお

され、南
なん

北
ぼ く

朝
ちょう

時代を経て室町時

代、戦国時代と言うように政
せい

権
け ん

が何度も変わりました。戦国時代には地方の武士や民衆が力をつけ、

自分たちの地域を守るために団結してさまざまな戦いを繰
く

り広げました。武家と民衆にはそれぞれ

の文化が生まれ、そこに伝統的な貴族の文化や中国など外国の文化が入り交じり、現在まで続く日

本独自の文化が形づくられたのです。西屋敷遺跡と西小屋館跡は、このように人々が生き生きと躍
やく

動
ど う

した時代の地方の様子を知ることができる興味深い遺跡なのです。

土
ど

塁
る い

と堀
ほ り

で守りを固めた領主の館

　西小屋館跡の一角には、幅 10m、高さ 3m もある土手がＬ字形に 130 ｍもの長さで残っています。

土を突
つ

き固
かた

めながら高く積
つ

み上げた「土塁」です。東
とう

北
ほ く

福
ふ く

祉
し

大
だ い

学
が く

で考
こう

古
こ

学
が く

を研
けん

究
きゅう

している吉
よし

井
い

宏
ひろし

先生と学生の皆さんがこの土塁を詳しく調べたところ、土塁の外側が周りよりも低くなっているこ

とを発見しました。吉井先生は、これらが館を囲んでいた「堀」の跡だと考えました。

　今回発掘調査をした場所は、館を囲む土塁のすぐ外側です。地面を注意深く掘り下げていくと、土

塁に沿
そ

って幅が 4m以上で深さ 1ｍもある大きな堀の跡が発見されました。吉井先生の予想が、見事

に的
てき

中
ちゅう

したのです。堀の両
りょう

岸
ぎし

は急な角度に削
けず

り取られ、一度入ると簡単には抜け出せない工夫がされ

ていました。堀の中からは、600 ～ 750 年ほど前（鎌倉～室町時代）の焼き物やお金が出土したので、

この頃に使われていたことが分かりました。

　昔の人々が城や館を造った時の設
せっ

計
け い

図
ず

を、「縄
なわ

張
ば

り図」と言います。縄張り図には、館の守りを

固めるための様々な工夫が凝
こ

らされたことでしょう。考古学者の観察と今回の発掘調査から、土塁

西小屋館跡に残る土塁

敵の侵入を防ぐために土を高く積み上げて作られ

ました。幅が 10m、高さは 3m あります。

発掘された西小屋館を囲む堀の跡

西小屋館跡の土塁の外側で発見された堀の跡で

す。幅が 4m 以上、深さは 1m あります。

と堀で守りを固めた「西小屋館」の縄張り図の

一部が解き明かされたのです。

　とても立派に見える西小屋館の土塁ですが、

吉井先生によると土塁の斜面の角度は中世の山

城などで普通見られるものと比べるとややなだ

らかで、「戦
いくさ

に備
そな

えた館」というよりは「日常

の住まいとしての館」だったのではないかと考

えられるそうです。西小屋館跡のある丘を尾
お

根
ね

伝いに 2km ほど登った山の上には、兵
ひょう

糧
ろ う

館
だ て

跡
あ と

があります。大
だい

規
き

模
ぼ

な土塁と堀をめぐらし、



天然の急
きゅう

峻
しゅん

な崖
がけ

をも利用した強
きょう

固
こ

な山
やま

城
じ ろ

です。兵

糧館からは、村の様子を遠くまで見渡すことがで

きました。領主は平
へい

地
ち

の西小屋館で日常の生活を

送り、いざという時には領
りょう

内
な い

の人々とともに兵糧

館に立てこもり、戦に備えたのかもしれません。

館と隣り合う家臣の屋敷

　西小屋館の堀跡の外側にある西屋敷遺跡では、

幅 1.5m ほどの溝
みぞ

で囲まれた敷
しき

地
ち

からたくさんの

掘
ほっ

立
た て

柱
ばしら

建
た て

物
も の

跡
あ と

や井
い

戸
ど

跡
あ と

が発見されました。溝跡か

らは西小屋館の堀跡と同じ頃に使われた焼き物が

出土しています。敷地は一辺の長さが 40m ほど

兵糧館跡に残る土塁と堀の跡

山の斜面を土塁と堀が何重にも複雑に取り巻いて

います。戦いに備えたことが分かります。

西小屋館跡の隣で見つかった家臣の屋敷の跡

家臣の屋敷を囲んでいた溝の跡です。何度も作り

変えられました。奥の杉木立が西小屋館跡です。

家臣の屋敷に建てられた建物の跡

地面に見えるたくさんの丸い穴は、建物の柱を立

てた跡です。建物も何度も作り変えられました。

の四角形で、100m ほどの長さがある西小屋館の半分くらいなので、西小屋館の主
あるじ

に仕
つか

えた家臣の

屋敷だったようです。屋敷の溝と建物には、何度も作り変えた跡が残されていて、長い間の暮らし

があったことがわかります。西小屋館跡の内部はまだ調査されていませんが、同じように長い間の

暮らしの跡が残されていることでしょう。

今も残る 600 年前の遺跡

　西小屋館の跡は、今は畑や水田、宅地として利用されていますが、高さ 3m もある土塁が残され

ていますし、地形を注意深く観察すると、今は埋まってしまった堀の跡を見ることができます。畑

の下には、およそ 600 年前の小村崎あたりを治めた領主の暮らしの跡が埋もれているのです。兵

糧館の跡は、地域の皆さんの手によって史
し

跡
せき

公
こ う

園
え ん

として整備され、ハイキングコースとして親しま

れています。細い山道を登っていくと、急な丘の斜面に幾
いく

重
え

にもめぐらされた土塁や堀の跡が姿を

現します。下草がきれいに刈り込まれ、室町～戦国時代の山城の大規模な土
ど

木
ぼく

工
こ う

事
じ

の様子がとても

良く分かります。兵糧館の跡に登ると、円田盆地の水
すい

田
で ん

地
ち

帯
た い

を一望することができます。

　円田盆地の田
でん

園
え ん

風
ふ う

景
け い

は、近年のほ場整備工事によって大きく様
さま

変
が

わりしました。しかし、工事に

かかわったたくさんの人々によって、できるだけ遺跡を保
ほ

存
ぞん

する工夫が重ねられました。西屋敷遺

跡も西小屋館跡も、遺跡の大部分は今もまだ地面の下に保存されています。兵糧館跡は、地
ち

域
いき

の皆

さんによって大切に守られています。小村崎地区の遺跡群は、地域の歴史を肌で感じることのでき

る場所として、これからも永
なが

く守り伝えられていくことでしょう。ここに記録された西屋敷遺跡・

西小屋館跡の考古学的成
せい

果
か

は、地域の歴史を解き明かす鍵
かぎ

として大変貴重なものです。
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にしやしきいせき

西屋敷遺跡

宮城県刈田郡
蔵王町大字小
村 崎 字 西 屋
敷・宮前地内

43010 05196 38°7′33″ 140°41′19″
2009.4.16

～

2009.9.30
6,215.5㎡

経 営 体 育 成
基 盤 整 備 事 業

（県営ほ場整備
事業・円田２期
地区）

にしごやたてあと

西小屋館跡

宮城県刈田郡
蔵王町大字小
村崎字西屋敷
地内

43010 05048 38°7′31″ 140°41′22″
2010.12.16

～
2010.12.24

165.0㎡

経 営 体 育 成
基 盤 整 備 事 業

（県営ほ場整備
事業・円田２期
地区）

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

西屋敷遺跡 集落跡

弥生
飛鳥
奈良
平安
中世

掘立柱建物跡 43 棟
柱列跡 26 条
井戸跡 8 基
土坑 33 基
堀跡 1 条
溝跡 62 条
水溜め状遺構 4 基
焼成遺構 13 基
性格不明遺構 2 基
柱穴多数

中世陶磁器
近世陶磁器
ロクロ土師器（表杉ノ入式）

土師器（栗囲式 ~ 国分寺下層式・関東系）

須恵器
かわらけ
瓦質土器
弥生土器
石器（石鏃・石斧・磨石・石皿・石臼・砥石）

木製品（つけ木・容器底板・井戸側材）

金属製品（懐中仏・銅銭・釘）

焼骨片

総量：コンテナ 12 箱分

・方形の掘り込みを持ち、壁面
が被熱により赤色硬化し、底
面に炭化物層が堆積した焼成
遺構がまとまって確認され、
木炭焼成施設と考えられる。

・焼成遺構から出土した炭化物
を試料として実施した放射
性炭素年代測定（AMS 測定）
の 結 果、14 Ｃ 年 代 は 310 ±
30~460 ± 30yrBP と測定さ
れ、暦年較正年代は 15 世紀
中葉 ~17 世紀前葉の間に複
数の範囲で示された。

西小屋館跡 城館跡 中世

井戸跡 1 基
土坑 1 基
堀跡 1 条
溝跡 3 条
柱穴 5 か所

なし

要約

　西小屋館の西辺・南辺を区画した堀跡を確認し、西小屋館が土塁と堀を備えた方形館であることが判明した。縄張りは
一辺 100m 程度の変形した五角形を呈し、一町四方を基調としたと考えられる。また、西小屋館の西側に隣接して、約
40m 四方の敷地を溝で区画して掘立柱建物群と井戸などを配置した屋敷が形成されていたことが判明した。出土遺物の年
代観や遺構配置から、13 世紀後半頃（鎌倉時代後半）に西小屋館とそれに付随する形で西隣に屋敷が成立し、少なくとも
15 世紀前半頃（室町時代前半）までは存続したことが確実であり、焼成遺構の存在から 16 世紀頃（戦国時代）までの存
続期間を考えることが可能である。仙台市域の調査成果を参考にすれば、西小屋館の大規模な土塁と堀は 15 世紀頃に整
備された可能性がある。さらに、14 世紀中頃（南北朝時代）に確立されたとみられる方形館体制の考え方に基づけば、西
小屋館の当時の館主は有力国人層で、西隣には国人領主の家臣クラスの屋敷が形成されていたと推定される。
　このほか、9 世紀中頃（平安時代前半）の掘立柱建物跡・井戸跡・溝跡などを確認した。確認した遺構は少数であるが
建物と溝の配置に計画性が窺えることから、一般集落とは異なる性格を持つ施設が存在した可能性がある。井戸跡では廃
絶に伴う祭祀行為の痕跡が確認された。また、溝跡から 7 世紀末 ~8 世紀初頭（飛鳥時代終末 ~ 奈良時代初頭）の遺物が
出土し、在地土師器の特徴と異なる関東系土師器が含まれていた。北西側の丘陵部に集落跡が存在する可能性がある。
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